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前書き 

本マニュアルについて 

本ユーザー マニュアルは、お使いの Qxシリーズの計測器が備える機能を説明するガイドで

す。 

PHABRIX製品について詳しくは、次の PHABRIXウェブページを参照してください： 

https://www.phabrix.com/products 

 

告知 

本書の記載内容は、PHABRIX Ltdが注意して作成したもので、正確であるとされています。た

だし、PHABRIX Ltdは、本書の誤記、抜けまたは不正確な記述から生じる損失または損害に対

する責任は負いません。本書は変更されることがあり、そのような変更を含めるために改訂を

作成して発行することがあります。 

本書のいかなる部分も、PHABRIX Ltdの事前の書面による同意なく、複製すること、検索シス

テムに格納することはできず、またはいかなる形態によっても、もしくは電子的、機械的、記

録もしくはその他のいかなる手段によっても伝送することはできません。 

Copyright © PHABRIX Ltd. All rights reserved.使用許諾されるソフトウェア製品は、PHABRIX 

Ltdが所有し、国際条約の規定および各国の著作権法によって保護されています。 
 
PHABRIX® Limited 
 
Omega House 
Enterprise Way, 
Thatcham, Berkshire 
RG19 4AE 
 
United Kingdom  

 
 

電話：+ 44(0)1635 873030 

 

E メールアドレス：support@phabrix.com 

 

ウェブサイト：https://www.phabrix.com 

 

https://www.phabrix.com/products
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商標 

Dolbyおよびダブル D記号は、Dolby Laboratories Licensing Corporationの登録商標です。次の

表記は Dolby Laboratories Licensing Corporationの商標です。 

• Dolby® 

• Dolby Atmos® 

• Dolby Digital® 

• Dolby Digital Plus™ 

• Dolby E™ 

• Dolby ED2™ 

HDMI®は、HDMI Licensingの登録商標であり、本書では識別目的に限り使用しています。 

RealVNC®および VNC®は、RealVNC Ltdの登録商標です。 

PHABRIX® は、PHABRIX Limited, A Leader Companyの登録商標です。 

RTE™（リアルタイム アイ）は、PHABRIX Limited, A Leader Companyの商標です。 
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Licensing Corporationからの使用許諾を受けて製造されています。 
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改訂 

本マニュアルは、改訂管理される文書です。ページ内容に変更があれば、マニュアル全体の全

面的な改訂状態に反映されます。 
 

リリース 日付 ソフトウェア

バージョン 

更新内容： 

7a 2022年 7月 4.7 サポート範囲：noVNC を使用したブラウザリモートアクセス。最大 4 つの 2110-

30/31 オーディオフローを含む受信機。2110 モードで EUHD フォーマットの生

成、2110モードで 2022-6フローの選択、exFATフォーマットの USBメモリ。 

6a 2022年 3月 4.6 Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メーター）計測器のオプシ

ョン Dolby Decoder（ドルビー デコーダー）と個別の Analyzer - Dolby Metadata

（アナライザー - ドルビー メタデータ）計測器で Dolby® Eオーディオをサポー

ト。Dolby Metadata（ドルビー メタデータ）計測器。 

5a 2022年 3月 4.5 NMOS Receiver（NMOS受信機）（SDPおよび IS05）とNMOS Sender（NMOS

送信機）（SDP および IS05）を備えるエンハンスド NMOS 構成。オプションの

IP 分析用 PCAP Packet Capture（PCAP パケット キャプチャー）。オプション

で、YCbCr/RGB 444 8/10/12ビット、48 - 60 Hz拡張 UHDフォーマットに対応。

ATC-LTCまたは ATC-VITCを選択可能。2110ブートモードでは 10ビットおよび

12ビットの PsFフォーマットを生成。 

4b 2021年 9月 4.3.1 Dolby ED2の検出とバグ修正のサポート 

4a 2021年 5月 4.3 追加 SDI 規格と IP 規格をサポート、タイムコード ジェネレーターによるアドバ

ンスト ST 2110-40 IP信号生成、自動ビデオフォーマット検出および SDPパラメ

ーターと手動オーバーライド信号との比較。 

3b 2021年 2月 4.2.2 SFP E/F - Network Stats（SFP E/F – ネットワーク統計）計測器に Forward Error 

Correction（FEC）（前方誤り訂正）ステータスとリンクスピードを表示し、

FECを有効化／無効化するコントロールを装備。 

3a 2021年 1月 4.2 SMPTE 2110向け IP Transmit（IP伝送）計測器の組み込み  

2a 2020年 11月 4.1 Loudness（ラウドネス）計測器の組み込み 

1 2020年 8月 4.0 QxLユーザー マニュアルの初回リリース 
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一般的な安全情報 

一般的な安全 

 

人身傷害を避けるために 

警告：本計測器は、専門の技術者のみが使用するように設計されています。 

ユーザーが修理できる内部部品は提供されていません。修理の際は、ユニットを最寄りの

PHABRIX代理店に返送してください。 

オペレーターはユニットからケースを取り外してはいけません。取り外した場合には、保証は

無効になります。 

ユニットや電源アダプタに液体をこぼさないでください。 

警告：ケーブルの光ファイバー接続部を直接のぞき込まないでください。目に後遺症となる障

害を負う恐れがあります。 

電源 

ユニットは必ず正しい電源電圧に接続してください。ユニットには、50～60 Hzで AC100Vから

240V の AC 電源に接続することのできる電源アダプタが同梱されています。ユニットには、同

梱されている電源アダプタだけを使用してください。感電や火災の危険があるため、ユニット

には損傷したACケーブルを使用しないでください。最寄りのPHABRIX代理店から交換用のAC

ケーブルをお求めいただけます。 

内部バッテリ 

停電時にシステムクロックを維持し、メモリの持続性を確保するために、ユニットには 3Vリチ

ウム電池（CR1225型）が内蔵されています。電池を交換する必要がある場合は、ユニットを

PHABRIXに返送してください。 

設置環境 

動作温度 

 

警告：ユニットは、結露なしで、摂氏 0～40度の範囲でのみ動作させてください。ユニットを

これ以上の高温で動作させると、火災のおそれがあります。温度を低温から高温に急激に変化

させると、内部に水分が生じることがあり、ユニットの誤作動や損傷の原因になり得ます。結

露の可能性を低減するには、ユニットの電源を切って 30分間放置します。内部コンポーネント

の温度が摂氏 85度を超えて上昇すると、ユニットは自動的に OFFに切り替わります。 

入出力端子 

 

入出力用の BNCコネクタを外部電源に接続しないでください。内部回路が損傷してユニットが

正常に動かなくなるおそれがあります。 

このユニットに取り付けられる BNCコネクタは 75オーム型で、50オームプラグとは互換性が

ありません。 
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警告：50オームプラグを使用すると、ユニットのコネクタが回復不能な損傷を受けます。50オ

ームプラグの使用は装置の誤使用と見なされますので、ユニットの保証が無効になります。 

 

使用しないとき 

使用しないときは、ユニットを電源および AC電源から切断してください。 

 

メンテナンス 

 

中性洗剤を少し含ませた柔らかいリントフリーの布でケースを優しく拭きます。LCDの清掃に

は、スクリーン用のクリーニングクロスをご使用いただけます。清掃のときは LCDに力をかけ

ないでください。力をかけると、LCDが損傷する可能性があります。 

警告：清掃する前に、ユニットから電源を抜いて、スイッチを OFFに切り替えてください。清

掃中に水や他の液体がユニットに入らないようにしてください。 

 

RoHS 2 コンプライアンス 

PHABRIX 製品は、特定有害物質使用制限（RoHS）準拠のコンポーネントおよび材料のみを使

用して設計・製造されています。そのため、当社サプライヤが提供する情報に基づいて、

PHABRIX は、製造するすべての製品が RoHS-5 に準拠し、「電気・電子機器における特定有害
物質の使用制限（2011/65/EC）」に関する「欧州議会・理事会指令」の規定ならびに総称して

RoHS 規制として知られる関連規制の下に制定された鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、ポリ

臭化ビフェニル（PBB）およびポリ臭化ジフェニルエーテル難燃剤（PBDE）の指定レベルを超

えないことを証明します。 

装置の処分 

 

本製品は、欧州 WEEE（電気電子機器廃棄物）指令の対象であり、各国の規制に従って処分

してください。 
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1 

はじめに 

この章では、ユニットを起動して稼働させるための接続方法を説明します。この章は、次の節

から構成されます： 

• クイック リファレンスを始めよう 

• 同梱されているもの 

• ユニットの取り付け 

• リアパネル コネクタの概説 

• ユニットへの基本ケーブルの接続 

• ユニットの電源を入れる 

• ユニットへの IPおよび SDI接続 

• ユニットの電源を切る 
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クイック リファレンスを始めよう 

同梱されているもの 

荷物を受け取ったら、次の通りに進めてください： 

1. 外装に目に見える損傷がないか点検します。 

万が一損傷が見つかった場合には、すぐに宅配業者に連絡してください。 

2. 包装を丁寧に開けて、次の標準品が入っているか点検します： 

• QxLユニット 1台。次のいずれか： 

• PHABRIX QxLシャーシ：PHQXL（25 GbE IPラスタライザー付き、アナライ

ザー専用） 

•PHABRIX QxLシャーシ：PHQXL01-3G（25 GbE IP/SDIラスタライザー付き、

アナライザー専用） 

• PHABRIX QxLシャーシ：PHQXL01E-3G（25 GbE IP/SDIラスタライザー ア

イおよびジッター付き、アナライザー専用） 

• XLR電源コード 1本 

• AC電源アダプタ 1個（90 - 264 VAC、120 W） 

• 標準ソフトウェアおよび注文したソフトウェアオプションが入った PHABRIX USB

メモリと PDFフォーマットのユーザー マニュアル 

3. すべてのオプション品を注文用紙またはインボイスと照合します。 

4. オプション品が入ってないのではないかと思われる場合、販売代理店または次の

PHABRIXサポートにお問い合わせください： 

https://phabrix.com/support/ 

5. 次のサイトから製品登録フォームを記入します： 

https://phabrix.com/support/product-registration 

ユニットの取り付け 

QxLは、デスクトップに独立型ユニットとして設置するか、または次のオプションのラックマ

ウントキットのいずれかを使用してユニットをラックマウントすることができます： 

• ユニット 1台の場合、次のオプションの両方を使用します： 

• 19インチ ラックマウントキット（PHQXK1） 

• 取り付けキット - 9.5インチ ラック（PHQXK3） 

• ユニット 2台の場合： 

• 19インチ ラックマウントキット（PHQXK2） 

デスクトップ取り付け 

独立型ユニットをデスクマウントするには、きれいで水平な埃のない面に載せて、22ページの

「ユニットへの基本ケーブルの接続」の節に記載されているケーブルを接続します。冷却する
ために十分な空気流が確実に確保できるようにユニットを配置してください。 

https://phabrix.com/support/
https://phabrix.com/support/product-registration
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ラック取り付け 

複数のユニットを 19インチ ラックにラックマウントするには、取付金具に同封される取扱説明

書に記載されている手順に従ってください。ユニットが自由な空気流を確実に得ることがで

き、ラックの電源コネクタにアクセスできるようにしてください。 

 

図 1-1：カバー付きシングル ラックマウント トレイ（オプション PHQXK1） 

 

 

 

図 1-2：デュアル ラックマウント（オプション PHQXK2） 
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QxL リアパネル コネクタの概説 

 

図 1-4：QxL リアパネル コネクタ（標準） 

リアパネル コネクタを以下の表で説明します： 

 
表 1-2：リアパネル コネクタの説明 

 

番号 コネクタ 番号 コネクタ 

1 AC電源ソケット（10 - 18 V） 6 参照 IO 

75R Mini-BNC 

2 ステレオ オーディオ出力 

LTC入力、GPI入出力 x8、AES入出力 x4 

GPIOコネクタピンの配列の詳細について

は付録 Aを参照。 

7 SDIコピー計測器出力 75R Mini-BNC 

フォーマット：1080p 50、59.94、60 3G-

SDI 

3 マイクロ USB 

工場サービス 

8 HDMI計測器出力 

（接続先 1920x1080p 50、59.94、60） 

4 QSFP28ケージ 2個（QSFP28 C および

QSFP28 D）（オプション） 

9 USB 2.0ポート 

5 SFP28ケージ 2個（25GE、10GE） 

（SFP28 E および SFP28 F）（標準） 

10 制御ネットワーク／管理ポート 

1000 Base T 

 

 

注：SFPケージはリンク ライトインジケータを含みます（装備されている場合）。 

 

注：このソフトウェア リリースでは LTCインターフェースは利用できません。 

 

図 1-5：QxL リアパネル コネクタ（工場実装 SDI オプションを含む） 

リアパネル コネクタを以下の表で説明します： 
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表 1-3：リアパネル コネクタの説明（SDI オプション付き） 

 

番号 コネクタ 番号 コネクタ 

1 SDIジェネレーター、複製 SDIまたは入力

SDIループ出力 

対応フォーマット：HD、3G、6G、12G 

SDI 75 R BNC コネクタ x4（オプション

SDI） 

8 QSFP28ケージ 2個（QSFP28 C および

QSFP28 D）（オプション） 

2 アナライザーSDI入力 

対応フォーマット：HD、3G、6G、12G 

SDI 75 R BNC コネクタ x4（オプション

SDI） 

9 SFP28ケージ 2個（25GE, 10GE） 

（SFP28 E および SFP28 F）（標準） 

3 SDI入力 Aアイ信号（黒ナット装備） 

対応フォーマット：HD、3G、6G、12G

（オプション SDI） 

10 参照 IO 

75R Mini-BNC 

4 （SFP+）MSA/Non-MSA 12 GbE銅線また

はファイバー（SFP+A および SFP+B）

（オプション SDI） 

11 SDIコピー計測器出力 

75R Mini-BNC 

フォーマット：1080p 50、59.94、60 3G-

SDI 

5 AC電源ソケット（10 - 18 V） 12 HDMI計測器出力 

（接続先 1920x1080p 50、59.94、60） 

6 ステレオ オーディオ出力 

LTC入力、GPI入出力 x8、AES入出力 x4 

GPIOコネクタピンの配列の詳細について

は、付録 Aを参照。 

13 USB 2.0ポート 

7 マイクロ USB 

工場サービス 

14 制御ネットワーク／管理ポート 

1000 Base T 

 
 
 

 

注：SFPケージはリンクライトインジケータを含みます（装着されている場合）。 

 

注：このソフトウェア リリースでは LTCインターフェースは利用できません。 
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ユニットへの基本ケーブルの接続 

QxLユニットを包みから取り出したら、デスクトップに独立型計測器として、または注文して

いた場合には、適切な取り付けキットを使ってラックに搭載して、ユニットを起動して稼働さ

せることができます。 

次の図 1-8に示すコネクタを使用して、ビデオディスプレイへの出力を得るには次のように進め

てください： 

 

 

図 1-8：最小限の QxL リアパネル コネクタ 

次のようにケーブルをリアパネルに接続します： 

1. 適切な 1920x1080 対応モニターを HDMI 計測器の出力または SDI コピー計測器の出力の
いずれかに接続します。どちらのディスプレイ出力にも選択したオーディオ モニタリング
チャンネル／ペアがあります。モニター出力は、計測器スタートメニューから利用できる
「Display Options」（ディスプレイオプション）サブメニューを使用して、1080p60、
1080p59.94 または 1080p50 のフレームレート用に設定することができます。次のいずれ
かを行います： 

• HDMIタイプ Aケーブルを QxLの背面にあるメスの HDMIコネクタに接続し、他端
をビデオモニターに接続すると、計測器のディスプレイが表示されます。 

• SDI mini-BNCケーブルを QxLの背面にある SDIコピー計測器の出力コネクタに接
続し、他端をビデオモニターに接続すると、計測器のディスプレイが表示されま
す。 

注：HDMI出力は、リモート設置用の DVI KVMエクステンダーに接続するために、

HDMI経由の自動 DVIモードをサポートしています。 

2. マウスとキーボードの制御のために、USBマウス／キーボードケーブルをユニットの前
面または背面にある USBコネクタに接続します。 

3. RJ45ケーブルを管理ポートに接続します。これにより、リモートでユニットにアクセス
して制御することができ、NTPを使用してユニットの時刻を設定することができます。 

4. ユニットに同梱されている電源コードの 4ピンの XLR電源コネクタを、ユニットの電源
ソケットに接続します。 

5. 電源コードの他端にあるプラグを ACコンセントに接続します。 

6. 電源をオンにします。 
ユニットは自動的に電源が入り始めます。 

以上は、ユニットの電源を入れ、接続されるビデオディスプレイに出力を得て、ユーザーイン
ターフェースを制御するために必要な最低限の接続です。 

  

RJ45制御

ケーブル 
マウス/キー

ボード USB

ケーブル 

HDMIディスプ

レイケーブル 

SDIディスプ

レイ Mini-BNC

ケーブル 

Qx XLR電源

コード 
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QxL の電源を入れる 

電源に接続した後に、ユニットのフロントパネルにある電源ボタンを押します。 

電源ボタンの背後にあるステータス LEDが次の順番で点灯することを確認してください： 

• 青：初期スタートアップ 

• 黄（点滅）：設定中 

• 白：稼働中 

最初にフロントパネルの電源ボタンを押すと、システムが立ち上がるときにユニットのファン

が 20～30秒間高速回転し、その後通常の動作速度に落ち着きます。 

 

 

図 1-11：QxL フロントパネル 

標準動作中、電源ボタンの LEDはユニットの現在のステータスを示します。以下の表に、確認

できる LEDの色と、その時点のユニットのステータスの説明を示します。 

 
表 1-6：QxL 電源 LED ステータス インジケータ 

 

LED の色 説明 

白 QxLは正常に稼働中。 

マゼンタ QxLはソフトウェア／ファームウェアをアップグレード中。 

シアン QxLはビジー状態。 

青 QxLはビジー状態。例えば、初期スタートアップ シーケンス中。 

黄 QxLはビジー状態。例えば、モジュールの設定中およびライセンスの点

検中。スイッチを切らないでください。 

赤 故障。赤の LEDが点灯したままか、連続して赤く点滅する場合、

PHABRIXサポートにお問い合わせください。 

 

ステータス LED付き

電源ボタン 

フロントパネル

のデュアル USB

ポート 
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ユニットへの IP および SDI 接続 

標準 IP 専用構成 

標準装備として、QxLは SFP28 Eおよび Fのラベルの付いた SFP28ケージ 2個を装備した状態

で供給され、最高 25 GbEのメディアデータ転送速度をサポートします。 

ご自身の汎用 SFP+/SFP28トランシーバーモジュールを使ってそれぞれ 10 GbEまたは 25 GbE

のメディアデータ転送速度を得るか、次の PHABRIX オプションとともに供給される SFP を使

用するかを選ぶことができます： 

• オプション PHSFP-10GE-SR/-LR では、10 GbE リンクの SFP+トランシーバーモジュー

ルを挿入します 

• オプション PHSFP-25GE-SR/-LR では、25 GbE リンクの SFP28 トランシーバーモジュ

ールを挿入します 

 

注：マルチレート SFPはサポートされていません。 

 

2110ブートモードの ST 2110と ST 2022-6では、SFP28 Eおよび SFP28 F の両方がデータの

カプセル化解除（受信）に利用できます。さらに、ST 2110 の動作のためには、SFP28 E を接

続するネットワークに、安定した ST 2059 PTP（precision time protocol）（PTP 1）ソースが利

用できなければなりません。2 つ目のオプションの PTP ソース（PTP 2）も SFP28 F に適用す

ることができます。 

 

図 1-15：SFP コネクタを使用した IP 専用 QxL（オプション：PHQXL）の接続 

2022-6ブートモードの ST 2022-6では、SFP28 E はデータのカプセル化解除（受信）に利用で

き、SFP28 F はデータのカプセル化（伝送）に利用できます。 

オプションの SDI 構成 

標準の QxL（PHQXL）に、次の 2つの工場実装 SDIオプションのいずれかを付けて注文するこ

とができます： 

• オプション PHQXL01-3G は、メザニンインターフェースボードに 8つの SDI BNCコネ

クタ（入力 4個および出力 4個）と 2つの SDI専用 SFP+ケージ SFP+ A および SFP+ B

を備えます。 

IP 2110：受信（カプセル化解除）および PTP 2 

 

IP 2022-6：伝送（カプセル化） 

IP 2110：受信（カプセル化解除）および PTP 1 

 

IP 2022-6：受信（カプセル化解除） 
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• オプション PHQXL01E-3Gは、メザニン インターフェース ボードに 8つの SDI BNCコネ

クタ（入力 4個および出力 4個）と 2つの SDI専用 SFP+ケージ SFP+ A および SFP+ B

を備え、SFP+ IN A コネクタにアイおよびジッター分析を含みます。 

 

SDI オプションを、オーディオ／ビデオ テスト信号ジェネレーターソフトウェアオプション

（PHQXO-GEN）と一緒に装備する場合、ユニットはジェネレーターとアナライザーの両方を

含み、次に示すようにジェネレーターの出力を対応するアナライザーの入力にループバックす

ることができます。 

本ガイドは、下図に示すように、SDI の場合、ユニットを次のように BNC コネクタを使ってユ

ニット自体に接続することを想定しています： 

• シングルリンク SDI規格の場合、SDI Out Aを SDI In Aに接続します。 

• デュアルリンク SDI規格の場合、SDI Out Bも SDI In Bに接続します。 

• クワッドリンク SDI規格の場合、SDI Out Cも SDI In Cに、SDI Out Dも SDI In Dに接続

します。 

 

 

図 1-16：BNC コネクタを使った内部ジェネレーターのアナライザーへの接続 

  

BNC経由の SDIの場合 

ジェネレーターをアナライザーに接続します 

 

シングルリンク：A Outを A Inに 

 

デュアルリンク：A+B Outを A+B Inに 

 

クワッドリンク：A+B+C+D Outを A+B+C+D Inに 

SDI Out A 

（ジェネレーター） 

SDI In A 

（アナライザー） SFP+B 

SDI専用ケージ 

SFP+A 

SDI専用ケージ 

 

オプション PHQXL01Eは SDI In A

にアイおよびジッター分析を含む 
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ユニットの電源を切る 

ユニットの電源を切るには、フロントパネルにある電源ボタンを押すと、ユニットは 10 秒後に

シャットダウンします。すぐにシャットダウンさせるには、電源ボタンを 2 回押すか、または

「シャットダウン」ウィンドウに表示される「SHUT DOWN NOW」（すぐにシャットダウン）

ボタンを押します。シャットダウンを中止するには、「Cancel」（キャンセル）をクリックし

ます。 

 

図 1-19：ユニット シャットダウンのダイアログ 
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2 

ユーザー インターフェースを操作す

る 

この章では、ユーザー インターフェースの重要な機能の使い方を説明します。この章は、次の

節から構成されます： 

• 製品構造の概説 

• メイン画面の概説 

• 計測器スタートメニューを使用する 

• 計測器バーを使用する 

• 計測器ウィンドウの概説 

• 計測器を操作する 

• 計測器タブを操作する 

• アイコンのクイック リファレンス 
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製品構造およびオプションの概説 

はじめに 

QxLは非常にフレキシブルなモジュール型のデバイスで、多彩な標準コンポーネントとオプシ

ョンコンポーネントからカスタムビルドすることが可能です。 

この章では、これらのコンポーネント（QxLで利用できるツールセット、計測器およびオプシ

ョン）を紹介します。これらを組み合わせると、お客様のメディアテストおよび測定環境に特

有の需要を満たすソリューションを作ることができます。 

ツールセットと計測器 

基本的に、計測器とは、テストおよび測定タスクに特有のソリューションを提供するようにそ

れぞれ設計された独立型のユーティリティまたはアプリケーションです。例えば、QxLは、ピ

クチャー表示または波形の分析、ビデオまたはオーディオ テスト信号の生成、補助データのデ

コード、ステータス情報の提供などを行う計測器を備えています。計測器の右クリック オプシ

ョン メニューで利用できる構成オプションを使用して、すべての計測器の機能を適合させたり

修正したりすることができます。 

QxLツールセットは、高次の機能レベルで計測器をまとめて、理想的な構成の定義を助けま

す。 

標準ツールセット以外のツールセットは、そのツールセットのライセンスをインストールでき

るようにするために、追加のオプション（ハードウェアまたはソフトウェア）が必要です。ま

た、次の節で説明されるツールセットの中には、起動させるのに異なるブートモードでユニッ

トを再起動する必要があるものがあります。 

標準装備として、QxLはフレキシブルでユーザー定義の計測器レイアウトを提供し、同時に最

大 16個の計測器ウィンドウを表示します。さらに、特定のタスクごとに異なる作業レイアウト

をプリセットとして保存することで、迅速な障害診断、コンプライアンス監視および製品開発

にそれぞれ合わせた最適なレイアウトを簡単に切り替えることができます。 
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QxL標準ツールセット 

標準ツールセット 

標準またはコア・ツールセットは、次の計測器および関連ユーティリティを備えています： 

• Analyzer - Ancillary Status（アナライザー - 補助データ ステータス） 

• Analyzer - Audio Channel Status（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス） 

• Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メーター） 

• Analyzer - Loudness Monitor（アナライザー - ラウドネス モニター） 

• Analyzer - Picture（アナライザー - ピクチャー）および Analyzer - Picture Copy（アナラ

イザー - ピクチャー コピー） 

• Analyzer - Vectorscope（アナライザー - ベクトルスコープ） 

• Analyzer - Waveform（アナライザー - 波形） 

• Analyzer - Data View（アナライザー - データビュー） 

• Analyzer - ANC Inspector（アナライザー - ANCインスペクター） 

• Event Logging（イベント ロギング） 

• Network and Automation（ネットワークおよび自動化） 

• System IO（システム入出力） 

• AES IO Configuration（AES入出力設定） 

• 標準ユーティリティのサポート： 

• USBファイル マネージャー 

• VNCリモート接続 

• REST API 
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IP 2110 および IP 2022-6 ブートモードの標準 IP モニタリング ツールセ

ット 

IP2110および IP2022-6ブートモードの標準 IPモニタリング ツールセットは、次の計測器およ

びツールを備えています： 

 

IPモニタリング ツールセット計測器 

各ブートモードの対

応 SMPTE規格  

IP 2110 

ブートモ

ード 

IP 2022-6

ブートモ

ード 

Analyzer - 2022-7 Status（アナライザー - 2022-7 ステータス） ST 2110、
ST 2022-6  

無 

Analyzer - 2110 Format Setup（アナライザー - 2110 フォーマット セットアッ

プ） 

ST 2110 無 

Analyzer - LLDP Data（アナライザー - LLDPデータ）  有 有 

IP Media Latency（IPメディア レイテンシー）ツール 

（Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リフ

ァレンス）計測器のタブ） 

ST 2110 無 

IP Receive - Flow Select（IP受信 - フロー選択） ST 2110、
ST 2022-6  

ST 2022-6 

次の計測器からなる NMOSグループ： 

• NMOS Status Overview and Configuration（NMOS

ステータス一覧および構成） 

• NMOS Receivers - IS05（NMOS受信機 - IS05） 

• NMOS Receivers - SDP（NMOS受信機 - SDP） 

• NMOS Senders - IS05（NMOS送信機 - IS05） 

• NMOS Senders - SDP（NMOS送信機 - SDP） 

ST 2110 無 

SFP E / F - PTP Info（SFP E / F - PTP情報） ST 2110 無 

SFP E / F - Info（SFP E / F - 情報） 有 有 

SFP E / F - Network Stats（SFP E / F - ネットワーク統計） 有 有 

SFP IP Network（SFP IPネットワーク） 有 有 

Stats - IP Receive（統計 - IP受信）（SFP E） 無 ST 2022-6 
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追加 IP ツールセット 

ST 2110 および ST 2022-6 規格用 IP ネットワーク トラフィック ツール

セット 

SMPTE ST 2110および ST 2022-6規格用 IPネットワークトラフィック測定ツールセットは、

次の計測器およびツールを備えています： 

注：このツールセットにはソフトウェアオプション：PHQXO-IP-MEASが必要です。 

 

IPネットワーク トラフィック分析ツールセット計測器 

各ブートモードの対

応 SMPTE 規格 

IP 2110 

ブートモ

ード 

IP 2022-6

ブートモ

ード 

IP Receive - Interpacket Timing（IP受信 - パケット間タイミング） ST 2110、
ST 2022-6 

ST 2022-6 

Analyzer - 2110-21 Status（アナライザー - 2110-21 ステータス） ST 2110 無 

Advanced PTP Media Timing（アドバンスト PTPメディア タイミング）ツー

ル 

（Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リフ

ァレンス）計測器のタブ） 

ST 2110 無 

IP 2110 ブートモードの IP パケット キャプチャー（PCAP）ツールセッ

ト 

IP 2110ブートモード用の IP PCAPツールセットは、ネットワーク分析のために次のユーティ

リティを備えています： 

注：このツールセットにはソフトウェアオプション：PHQXO-IP-PCAPが必要で、IP 2110ブー

トモードのみで利用できます。 

• IP PCAP Capture（IP PCAPキャプチャー）ユーティリティ 

ST 2022-6 規格用パケット間隔プロファイル ジェネレーター ツールセッ

ト 

ST 2022-6用 Packet Interval Profile Generator（パケット間隔プロファイル ジェネレーター）計

測器ツールセットは、次の計測器を備えています： 

注：このツールセットにはソフトウェアオプション：PHQXO-GEN および PHQXO-IP-NGT が

必要で、ブートモード：IP 2022-6 で実行しなければなりません。 

• IP Transmit（IP伝送）（SFP B）（ST 2022-6のみ） 
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アドバンスト ツールセット 

SDI および参照ツールセット 

注：このツールセットには、SDI BNCコネクタおよび SDI SFPケージを装着したメザニン ボー

ドを含む、ハードウェア シャーシ オプション：PHQXL01-3Gまたは PHQXL01E-3G のいずれ

かが必要です。 

SDIおよび参照ツールセットは、次の計測器を備えています： 

• Analyzer - CRC Analysis（アナライザー - CRC分析） 

• Analyzer - Video Standard（アナライザー - ビデオ標準）（SDI） 

• Stats - SDI In A, B, C, D（統計 - SDI In A、B、C、D） 

• System IO（システム入出力） 

• Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）

（SDI） 

オーディオおよびビデオ生成ツールセット 

Audio and Video Test Signal Generation（オーディオおよびビデオ テスト信号生成）ツールセ

ットは、次の計測器を備えています： 

注：このツールセットには、ソフトウェアオプション：PHQXO-GEN が必要です。 

• Generator - Configuration（ジェネレーター - 構成）（ビデオおよびオーディオ信号生成

用の個別のタブを含みます） 

• Generator - Status（ジェネレーター - ステータス） 

• IP Transmit（IP伝送） 

ドルビー分析ツールセット 

Dolby Analysis（ドルビー分析）ツールセットは、次の計測器を備えています： 

注：このツールセットにはソフトウェアオプション：PHQXO-DOLBY が必要です。 

• Analyzer - Dolby Metadata（アナライザー - ドルビー メタデータ） 

• Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メーター）計測器で選択できる

Dolby Decoder（ドルビー デコーダー） 

SDI ストレス テスト ツールセット 

SDI Stress Testing（SDIストレス テスト）ツールセットは、次の計測器およびツールを備えて

います： 

注：このツールセットには、SDIストレス テスト ソフトウェアオプション：PHQXO-SDI-

STRESSが必要で、ブートモード：SDIで実行しなければなりません。 

注：このツールセットには、SDI BNCコネクタと SDI SFPケージを装着したメザニン ボードを

含む、ハードウェア シャーシ オプション：PHQXL01-3G または PHQXL01E-3G のいずれかが

必要です。 

• Eye - SDI In A（アイ - SDI In A） 

• Jitter SDI In A（ジッター SDI In A） 
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• Advanced Generator Tools（アドバンスト ジェネレーター ツール）（Generator - 

Configuration（ジェネレーター - 構成）計測器の追加サブメニュー項目） 

• Advanced Eye Analysis（アドバンスト アイ分析）（Eye - SDI In A（アイ - SDI In A）計

測器の追加サブメニュー項目） 

• PRBS Analysis（PRBS分析） 

• Pathological Detection Tools（パソロジカル検出ツール）（Generator - Configuration（ジ

ェネレーター - 構成）計測器の追加サブメニュー項目） 
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メディア関連ツールセット 

アドバンスト ハイ ダイナミック レンジ（HDR）可視化・分析ツールセ

ット 

Advanced High Dynamic Range（HDR）（アドバンスト ハイ ダイナミック レンジ）ツールセ

ットは、次の計測器およびツールを備えています： 

注：このツールセットには、ソフトウェアオプション：PHQXO-HDR が必要です。 

• False Color Highlighting（偽色ハイライトニング）（Analyzer - Picture（アナライザー - 

ピクチャー）計測器および Analyzer - Picture Copy（アナライザー - ピクチャー コピー）

計測器の追加サブメニュー項目） 

• Analyzer - CIE Chart（アナライザー - CIEチャート） 

• HDR Waveform and Gen（HDR波形およびジェネレーター）（Generator - Configuration

（Video）（ジェネレーター - 構成（ビデオ））計測器および Analyzer - Waveform（アナ

ライザー - 波形）計測器の追加サブメニュー項目） 

UHD フォーマット ツールセット 

UHD Formats（UHDフォーマット）ツールセットは、次のものを備えています： 

注：このツールセットには、ソフトウェアオプション：PHQXO-UHD が必要です。 

• IPおよび SDI両方の UHD/4Kフォーマットをサポートします（いくつかの HD/2K拡張モ

ード フォーマットを含みます）。 

UHD 拡張モード フォーマット ツールセット 

UHD Extended Mode Formats（UHD拡張モード フォーマット）ツールセットは、次のものを

備えています： 

注：このツールセットには、ソフトウェアオプション：PHQXO-UHD および PHQXO-EUHDが

必要です。 

• 拡張モード UHD/4kフォーマットの分析のサポート：YCbCr/RGB 444; 8-/10-/12-bit; 

47.95 - 60P, to 60 Hz. 
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QxL計測器にアクセスする 

QxL メイン画面の概説 

 

最初にユニットの電源を入れると、次の画面が表示されます： 

 

図 2-1：スタートアップ後の最初の QxQxLQxP 画面 

計測器スタートメニューから、お買い上げいただいたライセンスで利用できるすべてのテスト

および測定計測器にアクセスできます。 

計測器スタートメニューを開くには、計測器バーの左下にある PHABRIXボタンをクリックしま

す。 

 

図 2-2：計測器スタートメニューを開くための PHABRIX ボタン 

計測器スタート

メニューを開く 

計測器バー 

システム日時 
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計測器スタートメニューを使用する 

計測器スタートメニューから、ユニットで利用できるテストおよび測定計測器と他のシステム

メニューにアクセスできます。画面の左下にある PHABRIXボタンをクリックすると、計測器ス

タートメニューが開きます。 

 

図 2-4：スタートメニューを開く 

ユニットには 3つのブートモードがあり、各ブートモードは計測器スタートメニューに含まれ

るオプションの組合せが異なります。異なるブートモードについて詳しくは、61ページの「ブ
ートモードを切り替える」の節を参照してください。 

 

表示される計測器スタート

メニュー 

プリセットバーで利用できる

プリセット 
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スタートアップ時には、デフォルトで次の IP2110計測器スタートメニューが表示されます： 

 

図 2-6：2110 ブートモードのスタートメニュー 

メニューで利用可能な各計測器が、その指定アイコンとともにリスト表示されます。メニュー

の上部に表示されるアイコンのないオプションで、ブートモードを切り替えたり、デフォルト

設定に戻ったりするなど、システムメニューおよびアクションにアクセスできます。 

計測器スタートメニューから計測器を選択すると、計測器ウィンドウが開き、そのアイコンが

画面下の計測器バーに表示されます。 

新たに計測器を選択する度に、QxLは計測器バーにアイコンを 1つ追加します。 

 

図 2-7：有効な計測器のアイコンを示す QxL 計測器バー 

入出力システム情報／

構成計測器 

システムメニューおよび

アクション 

信号品質計測器 

NMOS分析計測器の

拡張メニュー 

アナライザー計測器

（一部オプション） 

システムのツールキット 

ジェネレーター計測器 
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計測器バーを使用する 

計測器スタートメニューから計測器を開くと、ユニットはその計測器の対応するアイコンを計

測器バーに追加します。アイコンに対応する計測器を確認するには、マウスカーソルをアイコ

ンの上に置くだけで、ユニットはその計測器の名称を示すツールチップを表示します。 

計測器アイコンを使用すると、特定の計測器ウィンドウにフォーカスさせることができます。

ディスプレイ上に多数の計測器が重なっている場合には便利な機能です。計測器を使い終わっ

たら、そのアイコンを右クリックして、オプション「Close “Instrument Name”」（「計測器名」
を閉じる）を選択します。 

 

図 2-8：計測器バーの主要要素 

ディスプレイ下側で計測器を表示するスペースを広げるには、バーの余白部分のどこかを左ク

リックすると計測器バーを非表示にすることができます。画面の一番下にカーソルを戻すと、

いつでも計測器バーが再表示されます。 

さらに、ユニットは、計測器バー オプション メニューのオプション「Auto-hide Presets」（プ

リセットを自動非表示）の設定に応じて、プリセットバーで定義された構成プリセットを計測

器バーの下に表示します。プリセットの保存について詳しくは、40 ページの「システム状態プ
リセットとプリセットバーを使用する」を参照してください。 

計測器バー オプション メニューを使用する 

計測器バーとプリセットバーを制御する別のオプションとして、計測器バーを右クリックする

と、次に示す計測器バー オプション メニューが表示されます： 

 

図 2-9：計測器バー オプション メニュー 

計測器バーを右クリックして、メニューからオプション「Close All Windows」（ウィンドウ

をすべて閉じる）を選択すると、すべての計測器ウィンドウをまとめて閉じることができま

す。さらに、オプション「Minimize All Windows」（ウィンドウをすべて最小化）を選択する

と、開いているすべての計測器を最小化して計測器バーのアイコンにすることもできます。 

計測器スタートメニュー

ボタン 

左クリックすると計測器バーを非表

示にし、 

右クリックすると計測器バーのオプ

ション メニューを表示する 
システム日時 

オーディオ モニタリング 

ソース 
計測器バーと有効な計測器

のアイコン 

新規プリセット追加

ボタン 

プリセット バー 

システム計測器 

アナライザー

計測器 

ジェネレーター

計測器 Auto-hide Presets（プリ

セットを自動非表示）

チェックボックス 

保存したプリセット

の画面レイアウト 

計測器バー オプ

ション メニュー 
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オプション メニューの「Auto-hide Presets」（プリセットを自動非表示）チェックボックスを

選択すると、計測器バーが有効なときもプリセットバーは非表示のままになります。保存され

たプリセットを見るには、「Auto-hide Presets」（プリセットを自動非表示）チェックボック

スのチェックを外します。システムのプリセットの保存について詳しくは、40ページの「シス
テム状態プリセットとプリセットバーを使用する」の節を参照してください。 

オーディオ モニタリング ソースを制御する 

計測器バーの右側の日時表示の手前に、オーディオ モニタリング ソースを制御するアイコンが

表示されます。オーディオ モニタリング アイコンは、HDMI、SDI計測器モニター出力、また

は 26極 Dタイプのどの経由のモニタリングかに関係なく、ユニットのオーディオ モニタリン

グ出力を制御します。1回クリックすると、オーディオ モニタリング ソースをミュートまたは

ミュート解除します。 

オーディオ モニタリング ソースのアイコンは、以下の表に示すように、オーディオソースの現

在の状態を表示するために切り替わります： 

 
表 2-1：オーディオソース モニタリングのアイコンの状態 

 

オーディオ アイコンの

状態 

説明 

 

標準状態、オーディオソースが有効（ミュート解除） 

 

オーディオソースがミュート（無効） 

 

オーディオソースが有効（ミュート解除）で、音量スライ

ダーコントロールが表示される。 

 

オーディオ アイコンの上にマウスカーソルを置くと、選択されている現在のオーディオソース 

チャンネル／ペアを示すツールチップが表示されます。 

オーディオ モニタリング ソースの音量を調節するには、オーディオ アイコンを右クリックして

音量スライダーコントロールを表示します。スライダーを左右にドラッグして、オーディオ モ

ニタリング ソースの音量を必要に応じて調節します。 

 

図 2-10：オーディオ モニタリング ソースの音量調節 

対象のオーディオ モニタリング ソースを選択するには、「Analyzer - Audio Meters」（アナ

ライザー - オーディオ メーター）計測器を使用します。 

スライダーをドラッグ

して音量を調節する 
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システム日時の表示 

システム日時は画面右下に表示されます。 

システム日時を修正するには、日時表示を右クリックします。こうすると、次のメッセージと

ともにボタンが表示されます： 

 

図 2-11：日時調整のダイアログへのアクセス 

「Set Time & Date」（日時を設定）ボタンをクリックすると、「Time & Date」（日時）ダイ

アログが開きます。システムの日時の設定について詳しくは、54ページの「日時と NTPサーバ
ーを設定する」の節を参照してください。 

システム状態プリセットとプリセットバーを使用する 

注：QxLと Qxのユニット間でシステム状態プリセットを転送することはできません。（システ

ム状態プリセットが認識されないため） 

QxLを操作するときには、使いやすさや便利さのために現在の画面レイアウトと設定を計測器

のプリセットとして保存することができます。別のタスクを始める場合、プリセットバーから

プリセットを 1回クリックするだけで開始することができます。個々の計測器を開いて調節す

る必要はありません。 

必要に応じて多数のプリセットを保存することができるので、特定の作業タスクに合わせた最

適なレイアウトのライブラリを作ることができます。ユニットは各プリセットを計測器バーの

下にあるプリセットバーに保存し、各プリセットに New Preset 1（新規プリセット 1）、New 

Preset 2（新規プリセット 2）等と自動的にラベルを付けます。 

必要な計測器を組み入れてディスプレイを整理したら、計測器バーを右クリックし、メニュー

からオプション「Save System State As Preset」（システム状態をプリセットとして保存）を

選択してプリセットを保存します。 

 

 

図 2-12：「Save System State as Preset」（システム状態をプリセットとして保存） 

 

保存されるシステム状態プリセットは次の項目を保存します： 

• 現在有効な計測器のレイアウト 

• 有効な計測器のすべてのユーザー定義設定 

• ユーザー定義のシステム設定のすべて、例えば、ディスプレイの明るさ 

プリセットを保存すると、計測器バーの下にプリセットバーが開き、現在の画面レイアウトが

デフォルト名「New Preset n」（新規プリセット n）で保存されます。 

他のレイアウトのプリセットを保存するには、必要に応じてディスプレイを整理して、上記の

手順を繰り返します。 
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プリセットの順番を変更する 

保存したプリセットをプリセットバーに保存する順番を変更することができます。そのために
は、プリセットバーを右クリックして、オプション「Re-order Presets...」（プリセットの順番
を変更...）を選択すると、「Re-order Presets」（プリセットの順番を変更）ダイアログが開き
ます。 

 

図 2-13：「Re-order Presets」（プリセットの順番を変更）ダイアログ 

プリセットを選択した後、上下の矢印キーを使ってプリセットバー内で表示されるプリセット
の位置を変更します。プリセットをリストの上に移動させると、プリセットがプリセットバー
の左の方に移動し、リストの下に移動させると、プリセットがプリセットバーの右に移動しま
す。「OK」を押して変更を承認し、ダイアログを閉じます。 

プリセットの名前を変更する 

注：USB キーボードをユニットの USB ポートのどれかに接続しなければ、プリセットの名前を
変更することはできません。USB キーボードが接続されていない場合、オプション「Rename 
Preset」（プリセットの名前を変更）は利用できません。このソフトウェアバージョンでは、
この機能に対して、画面上のキーボードは用意されていません。 

プリセットの名前を変更するには、USB キーボードを接続した後、プリセットの名前を右クリ
ックして、オプション「Rename Preset」（プリセットの名前を変更）を選択します。
「Preset Rename」（プリセットの名前変更）ダイアログが表示され、接続されている USB キ
ーボードを使ってプリセットの名前を変更することができます。 

プリセットの新たな名前を入力するときは、次の特殊文字は使用しないでください。（保存時
に名前から自動的に削除されるため）： 

# < > ` * ' | " $ & , . / : \ ; = ? @およびタブまたはキャリッジ・リターン 

 

 

図 2-14：プリセットオプション メニュー 

選択したプリセット 

プリセットをリストの下

（プリセットバーの右）

に移動 

プリセットをリストの上

（プリセットバーの左）

に移動 

変更を承認するときに

クリックする 使用可能なプリセット 
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図 2-15：「Rename Preset」（プリセットの名前を変更）ダイアログ 

プリセットの新たな名前を入力した後、「OK」を押すと変更が保存されます。 

注：ファイル マネージャー ユーティリティを使って別のユニットからプリセットをアップロー

ドする場合、新しいユニットにプリセットが確実に登録されるように、プリセットをアップロ

ードした後に必ずユニットをリブートしてください。プリセットが登録されたら、前述したよ

うに、その名前を変更することができます。 

その他プリセットタスク 

プリセットを削除するには、プリセットを右クリックしてオプション「Delete Preset」（プリ

セットを削除）を選択し、削除を確認します。それ以上プリセットの削除をしない場合は、

「Cancel」（キャンセル）を選択します。 

既存のプリセットを変更済みの画面レイアウトで更新するには、プリセットを右クリックして

オプション「Update Preset」（プリセットを更新）を選択し、そのプリセットを上書きして良

いか確認します。レイアウトの変更は同じ名前に保存され、前の設定は上書きされます。 

プリセットバーを自動的に非表示にするには、計測器バーまたはプリセットバーを右クリック

して、「Auto-hide Presets」（プリセットを自動非表示にする）チェックボックスにチェック

を入れます。プリセットバーを表示するには、このチェックボックスのチェックを外します。 
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計測器ウィンドウの概説 

各 QxL 計測器ウィンドウの境界線とそれに対応するアイコンには色が割り当てられていて、ア

イコンと計測器の境界線は割り当てられた色で表示され、それが次の計測器のグループのうち

の 1つの仲間であることが分かるようになっています： 

• System（システム）：QxL システムの様々な要素を構成するために使用する計測器。デ

フォルトの境界線の色：白 

• Analyzers（アナライザー）：ビデオ信号とその関連成分の特徴を分析するために使用す

る計測器。デフォルトの境界線の色：オレンジ 

• Generators（ジェネレーター）：ビデオ信号またはオーディオ信号を生成するために使

用する計測器。デフォルトの境界線の色：シアン 

色分けにより計測器のタイプを識別しやすくなっています。計測器スタートメニューから選択

した「Display Options」（ディスプレイオプション）サブメニューで、計測器の境界線を有効化

／無効化すること、または割り当てられた色を修正することができます。ディスプレイの設定

について詳しくは、56 ページの「ディスプレイをセットアップする」の節を参照してください。 

 

図 2-16：有効な計測器の全画面表示 

計測器ウィンドウの境界線の色を変更する 

必要に応じて、Analyzer（アナライザー）および Generator（ジェネレーター）の計測器の境界

線の色を、56ページの「ディスプレイをセットアップする」の節で説明されるように変更する

ことができます。 

注：System（システム）計測器の境界線とアイコンの色は、必ず白です。 

計測器の境界線はグループの色ごとに自動的に統合されます。ある Analyzer（アナライザー）

の計測器を、例えば別の Analyzer（アナライザー）の隣に配置する場合、境界線は共通のグル

ープ内のすべての計測器を互いに接して輪郭を描き、グループ認識をしやすくしています。 

さらに、計測器ウィンドウ（例えば、System IO（システム入出力）計測器）に表示される信号

コネクタは、それが有効であれば、入力を示す場合は Analyzer（アナライザー）の色で表示さ

れ、出力を示す場合は Generator（ジェネレーター）の色で表示されます。 
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QxL 計測器を操作する 

各 QxL計測器にはポップアップ サブメニューがあり、ウィンドウでマウスを右クリックすると

表示されます。これで、計測器の構成パラメーターにアクセスできるようになっています。 

開いたら、メニューの一番上にあるグレーのバーをクリックして、それを新たな位置にドラッ

グすることによって、サブメニューを画面上の所望の位置に移動することができます。 

計測器固有のパラメーターをリスト表示するほかに、サブメニューは次の操作コマンドを含み

ます： 

• 「Take Screenshot」（スクリーンショットを撮る）：現在有効なディスプレイの画像を

ユニットの SSDストレージに保存します。 

• 「Dismiss Menu」（メニューを終了）：サブメニューを閉じます。 

• 「Minimize “Instrument”」（「計測器」を最小化）：対象の計測器を最小化して計測器

バーのアイコンにし、ディスプレイから外します。最小化されたアイコンをクリックする

と、計測器を、その元のサイズで、実際の内容を含んだ状態で元の場所に戻します。 

• 「Close “Instrument”」（「計測器」を閉じる）：計測器を閉じて、ディスプレイから外

します。 

下図は、「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器で右クリックして表

示されるポップアップ サブメニューの一例です： 

 

図 2-17：表示される計測器のポップアップ サブメニュー 

他のダイアログウィンドウ（「About」（詳細情報）、「False Color Ranges」（偽色範囲）、

「Driver Calibration」（ドライバー校正）など）も右クリックメニューに含まれ、スクリーンシ

ョットを撮る、メニューを終了する、ダイアログ ウィンドウを閉じるオプションがあります。 

操作コマンド 

計測器固有の

パラメーター 

パラメーターの

選択肢 ポップアップ サブメニュー 
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サブメニューのオプションを選択して値を入力する 

ドロップダウンリスト ボックスのオプションの 1 つを選択することによって、計測器サブメニ

ューのほとんどのオプションを選択することができます。例えば、ドロップダウンリストから

Enable（有効化）または Disable（無効化）を選択して、パラメーターを有効化または無効化す

ることができます。 

他のパラメーターは、数値、例えば、「Eye - SDI In A」 （アイ - SDI In A）計測器に表示され

るアイの数や、「Analyzer - Vectorscope」（アナライザー - ベクトルスコープ）計測器のズー

ム倍率を入力する必要があります。 

 

図 2-18：「Analyzer - Vectorscope」（アナライザー - ベクトルスコープ）計測器の数値調節 

数値は、次のいずれか方法で調節することができます： 

• スライダー ボタンをクリックして、左か右にドラッグすると、それぞれ値が減少または

増加します。 

• 数字フィールドのカーソルをクリックして、マウスホイールを後か前にスクロールする

と、それぞれ値が減少または増加します。 

• USBキーボードをユニットに接続して、数字フィールドをクリックし、キーボードを使

って新たな値を入力します。 

 

図 2-19：「Qx Network & Automation」（Qx ネットワークおよび自動化）計測器で固定 IP アドレスの手入力 

数字データを入力するもう 1つ別の方法があり、「Qx Network & Automation」（Qxネット

ワークおよび自動化）計測器を使って固定 IPアドレスをユニットに手入力する選択をするとき

に使用します。 

数値フィールドをクリックし、マ

ウスホイールをスクロールする 

スライダー ボタンをクリッ

クし、左右にドラッグする 

テンキーパッド 
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「IP addressing mode」（IPアドレス指定モード）のドロップダウンリストから「Static」（固

定）を選択すると、ユニットがテンキーパッドを表示します。 

IPアドレスを入力するには、キーパッド上の数字をクリックしてください。さらに「OK」をク

リックするとアドレスが保存されます。 

計測器ウィンドウのサイズを変更する 

計測器ウィンドウをダブルクリックすると、計測器ウィンドウの標準サイズセットを順に切り

替えます。 

たいていの場合、ウィンドウのサイズを、必要に応じてさらに手動で調節することができま

す。そのためには、両矢印が表示されるまで、右側または下側の境界線のいずれかの上にカー

ソルを置き、その後計測器が所望の幅または高さになるまで境界線をドラッグします。 
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計測器スクロールバーとスクロール制御メニューを使用する 

大量のデータを表示する計測器については、データの検索を助けるために縦と横のスクロール

バーが備えられています。スクロールバーを右クリックするとアクセスできるスクロール制御

メニューは、さらにスクロールまたはページングのオプションを提供します。 

 

図 2-20：計測器のスクロールバー制御メニュー 

スクリーンショットを撮る 

注：スクリーンショットを撮る前に、まず、「Network & Automation」（ネットワークおよび

自動化）計測器のサブメニューにある VNC を無効化し、スタートメニューの「Display Options」

（ディスプレイオプション）を使ってディスプレイの明るさを最大レベルに設定します。 

ディスプレイ全体の画像をキャプチャーするには、計測器のサブメニューを開いて、「Take 

Screenshot」（スクリーンショットを撮る）を選択するだけです。画像はポータブル・ネット

ワーク・グラフィックス（.PNG）フォーマットファイルとして SSDに保存されます。あるいは、

USBキーボードをユニットに接続して[Shift]と[PrtScn]を押すと、ディスプレイがキャプチャー

されます。PNG フォーマットで保存したスクリーンショットは、必要に応じて、USB ファイル 

マネージャーを使って SSD から、またはリモート接続方法によって取り出すことができます。

ユニットからのファイルの取り出しについて詳しくは、節を参照してください。 

計測器タブを操作する 

ウィンドウの一番上にあるいくつかのQxL構成計測器の機能タブで、1つの計測器内の様々な機

能グループに素早く簡単にアクセスすることができます。 

計測器のサブメニューは、利用できる各タブに関する補助設定のために留保されています。 

下図は「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器を示しており、ビデオ生

成用のタブとオーディオ生成用に別のタブがあります。 

スクロール制御

メニュー 

右クリック 

縦スクロールバー 
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図 2-21：「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器のタブの例 

ユニットは分析したデータの代替ディスプレイを提示するのにもタブを使います。例えば、

「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス）計測器には、

「Grid」（グリッド）と「List」（リスト）のデータ画面を切り替えることのできるタブが備え

られています。 

ビデオ生成タブ オーディオ生成タブ 
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計測器アイコンのクイック リファレンス 

以下に示すアイコンはそれぞれ異なる計測器（一部はオプション）を表しており、対応する計
測器が有効なときに計測器バーに表示されます。 

 

 
AES IO Config（AES入出力設定）  

 

Analyzer - CIE Chart（アナライザー - CIE

チャート） 

 
System IO（システム入出力）  

 

Analyzer - CRC Analysis（アナライザー - 

CRC分析） 

 
SFP E - Info（SFP E - 情報）  

 

Analyzer - Data View（アナライザー - デ
ータビュー） 

 
SFP F - Info（SFP F - 情報）  

 

Analyzer - Picture（アナライザー - ピクチ
ャー）／ 

Analyzer - Picture Copy（アナライザー - 

ピクチャー コピー） 

 
Eye - SDI in A（アイ - SDI in A）  

 

Analyzer - Vectorscope（アナライザー - 

ベクトルスコープ） 

 
Jitter SDI in A（ジッター SDI in A）  

 

Analyzer - Waveform（アナライザー - 波
形） 

 
PRBS Analysis（PRBS分析）  

 

Generator - Configuration（ジェネレータ
ー - 構成） 

 
Stats - SDI in A（統計 - SDI in A）  

 

Generator - Status（ジェネレーター - ス
テータス） 

 
Stats - SDI in B（統計 - SDI in B）  

 
Event Logging（イベント ロギング） 

 
Stats - SDI in C（統計 - SDI in C）  

 

Qx Network & Automation（Qxネットワ
ークおよび自動化） 

 
Stats - SDI in D（統計 - SDI in D）  

 

SFP E - Network Stats（SFP E - ネットワ
ーク統計） 

 

Video Timing & System Reference（ビ
デオ タイミングおよびシステム リファ
レンス） 

 
 

SFP F - Network Stats（SFP F - ネットワ
ーク統計） 

 

Analyzer - Video Standard（アナライザ
ー - ビデオ標準）（SDおよび 2022-6） 

 
 

IP Receive - Flow Select（IP受信 - フロ
ー選択） 

 

Analyzer - Ancillary Inspector（アナライ
ザー - 補助データ インスペクター） 

 
 

IP Receive - Interpacket Timing（IP受信 - 

パケット間タイミング） 

 

Analyzer - Ancillary Status（アナライザ
ー - 補助データ ステータス） 

 
 

Stats - IP Receive（統計 - IP受信）
（SFP E） 

 

Analyzer - Audio Channel Status（アナ
ライザー - オーディオ チャンネル ステ
ータス） 

 
 

IP Transmit（IP伝送）（SFP F / 2022-

6）または SFP E/F、E+F / 2110） 

 

Analyzer - Audio Meters（アナライザー 

- オーディオ メーター） 
 

 
SFP IP Network（SFP IPネットワーク） 

 

SFP E / F - PTP Info（SFP E / F - PTP

情報） 
 

 

Analyzer - 2110 Format Setup（アナライ
ザー - 2110フォーマット セットアップ） 

 

Analyzer - 2022-7 Status（アナライザー 

- 2022-7 ステータス） 
 

 

Analyzer - LLDP Data（アナライザー -

LLDPデータ） 

 

Analyzer - 2110-21 Status（アナライザ
ー - 2110-21 ステータス） 

 
 

Analyzer - Dolby Metadata（アナライザー 

- ドルビー メタデータ） 

 

Analyzer - Loudness Monitor（アナライ
ザー - ラウドネス モニター） 

 
 

NMOS Status and Configuration（NMOS

ステータスおよび構成） 

 

NMOS Receivers - IS05（NMOS受信機 

- IS05） 
 

 

NMOS Receivers - SDP（NMOS受信機 - 

SDP） 

 

NMOS Sender - IS05（NMOS送信機 - 

IS05） 
 

 

NMOS Sender - SDP（NMOS送信機 - 

SDP） 
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3 

ユニットを構成してチェックする 

この章では、いくつかの基本的なパラメーターの設定の仕方と、ユニットが正しく作動してい

るかをチェックする方法を説明します。この章は、次の節から構成されます： 

• Qx Network and Automation（Qxネットワークおよび自動化） 

• 時刻と NTPサーバーを設定する 

• ディスプレイをセットアップする 

• ユニットをチェックする 

• システム健全性のステータスをチェックする 

• ライセンスをチェックする 

• ユニットを再起動する 

• 工場出荷時の設定に戻す 

• ブートモードを切り替える 

• SFP構成データベースをリセットする 

• ソフトウェア、ファームウェアおよびオプションをアップグレードする 

• USBファイル マネージャーでファイルを管理する 

• パケット キャプチャー（PCAP）（オプション：PHQXO-IP-PCAP） 

• ユニットのイベントロギング 

• ユニットへのリモート接続 
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Qx Network and Automation（Qx

ネットワークおよび自動化）  

 

概説 

「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器は、ユニットにリモ

ート接続してそのインターフェースを制御するのに必要な、制御ネットワーク情報と装備のす

べてを提供します。 

ユニットの電源が入れられて、RJ45イーサネット コネクタが管理ポートに挿入されたら、ユニ

ットにリモートでアクセスし、NTPサーバーからユニットの日時を設定することができます。 

ユニットを様々な方法を使って遠隔地から制御することができます。例えば次のような方法が

あります： 

• 仮想ネットワーク コンピューティング（VNC） 

• REST API（テスト自動化用） 

 

図 3-1：「Qx Network & Automation」（Qx ネットワークおよび自動化）計測器 

リモートアクセスに仮想ネットワーク コンピューティング（noVNC また

は VNC）を使用する 

仮想ネットワークコンピューティングまたは VNC設備は、遠隔地からユニットに接続して、ユ

ニットの画面制御を直接行うことを可能にします。 

オプション メニューで「VNC Server」（VNCサーバー）パラメーターを有効化すると、ユニ

ットは専用のネットワーク ソケット経由で標準ウェブブラウザから noVNCクライアントにリ

モートアクセスすることができます。さらに、ローカルでインストールされた適切な VNCクラ

イアント ビューワー（例えば、VNC®コネクトなど）を使って、リモート接続することもでき

ます。 

noVNCを使ったリモート接続または VNCクライアントからユニットへのリモート接続の確立

について詳しくは、80ページの「仮想ネットワーク コンピューティング（VNC）を使用する」
の節を参照してください。 
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計測器メニューのオプション 

 

図 3-2：「Qx Network & Automation」（Qx ネットワークおよび自動化）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器サブメニ

ューの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

表 3-1：「Qx Network & Automation」（Qx ネットワークおよび自動化）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

IP addressing mode 

（IPアドレス指定モ

ード） 

Dynamic（動的） 

Static （固定） 

ユニットにリモートアクセスするには、ユニットの IP

アドレスを、DHCP 対応ネットワークで動的に割り当

てるか、または固定 IP アドレスを手動で指定すること

ができる。DHCP を使用して動的に割り当てられる場

合、次の IPアドレス フィールドは自動的に入力され、

編集することはできない。 

Ethernet IP addr and 

mask（イーサネット

IPアドレスおよびマ

スク） 

必要に応じて、固定 IPアドレス

を入力し、マスクする。（範

囲：8から 31） 

固定 IP アドレス指定モードが選択されている場合のみ

有効。ドロップダウン リストを使って Mask（マス

ク）を選択する。ユニットは CIDR 表記を使用する。

デフォルト値は/24。USBキーボードを使うか、キーパ

ッドアイコンをクリックして、テンキーパッドでアド

レスを入力する。 

Gateway IP Addr（ゲ

ートウェイ IPアドレ

ス） 

必要に応じてゲートウェイの IP

アドレスを入力する。 

固定 IP アドレス指定モードが選択されている場合のみ

有効。USBキーボードを使うか、キーパッド アイコン

をクリックして、テンキーパッドでアドレスを入力す

る。 

DNS Server IP Addr

（DNSサーバーIPア

ドレス） 

DNSサーバーの IPアドレスを

入力する。 

固定 IPアドレス指定モードが選択されている場合のみ

有効。USBキーボードを使うか、キーパッド アイコン

をクリックして、テンキーパッドでアドレスを入力す

る。 

必要なすべての固定 IPパラメーターを入力した後、

「Apply IP Parameters」（IP パラメーターを適用）

をクリックする。 

Default Gateway（デ

フォルト ゲートウェ

イ） 

Via Mgmt Port（管理ポート経

由）（デフォルト） 

Via SFP E（SFP E経由） 

Via SFP F（SFP F経由） 

ネットワークトラフィックに好ましいネットワーク イ

ンターフェースを選択する。これはオペレーティング 

システムが割り当てるデフォルトの管理ポートか、

SFP Eまたは SFP Fのいずれかにすることができる。 

REST API Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

有効化されているとき、REST APIを使ってユニットへ

のリモート接続が可能。「Qx Network & Automation」

（Qx ネットワークおよび自動化）ウィンドウは REST
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項目 オプション 説明 

リクエストを出すために必要なユニットに関するすべ

ての情報を含む。リクエストの受取側として IP アドレ

ス（またはお使いのクライアントのホストがサポート

している場合は mDNS ホスト名）を使用することを推

奨。REST API Port（REST APIポート）はリクエスト

を向ける必要のあるポートである。REST APIは 4つの

HTTP メソッド：GET、PUT、DELETE および POST

に対応。GET リクエストは情報の取り出しとサブメニ

ューのナビゲートに使い、PUT リクエストはユニット

の挙動やアクションの修正と制御に使用する。ウェブ

ブラウザを使用して、GET リクエストを使ってユニッ

トから情報を取得する。GETおよび PUTリクエストを

使ったユニット制御には、HTTP/1.1 準拠のアプリケー

ションであればどれを使用してもよい。さらに、

PUT、GET、DELETE および POST リクエストはテス

ト自動化のためにスクリプト化することができる。 

VNC Server（VNC

サーバー） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

有効化されているとき、次のいずれかからユニットへ

のリモート接続が可能： 

• 専用のネットワーク ソケット経由で、標準ウェ

ブブラウザから noVNCを使ってユニットの

noVNCクライアントに接続します。 

• ローカルにインストールされた VNCクライアン

トビューワー（例、VNC®コネクト） 

「Network & Automation」（ネットワークおよび自動

化）ウィンドウの「VNC Server」（VNCサーバー）

フィールドは、現在のユニットへの VNC接続の数を示

す。接続が行われるか接続が終了すると、この数は自

動的に更新される。VNCを使用したユニットへのリモ

ート接続について詳しくは、80ページの「仮想ネット
ワーク コンピューティング（VNC）を使用する」の節

を参照。 

 

 

注：mDNSホスト名の構文は、次のようにケース・センシティブです： 

qx-<シリアル番号>.local. 例：qx-123456.local 
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日時と NTPサーバーを設定する 
 

 

QxLは、画面の右下にシステムの日時を表示します。 

 

図 3-3：日時表示 

ユニットは、対象のネットワーク タイム プロトコル（NTP）サーバーで伝送される日時を使用

するか、「Time & Date」（日時）ダイアログで手動で日時を設定するよう構成することができ

ます。 

日時の設定は次のように行います： 

1. 画面の右下にある日時表示を右クリックします。 

2. 「Set Time & Date」（日時を設定）を選択します。 

これで「Time & Date」（日時）ダイアログが開きます。 

 

図 3-4：「Time & Date」（日時）ダイアログ 

3. NTPサーバーから自動取得される日時を使用するには： 

a. 「Automatic」（自動）チェックボックスを選択します。 

b. USBキーボードを使って NTPサーバーのアドレスを入力します。 

例：pool.ntp.org 

c. 「Time Zone」（タイムゾーン）リストボックスからローカルタイムゾーンを選択

します。 

d. 「Update Now」（すぐに更新）をクリックして、更新した設定で問題ないか確認

します。 

e. 「Apply」（適用）をクリックして変更を保存し、ダイアログを終了します。 

変更を取りやめるには、「Cancel」（キャンセル）をクリックします。 

4. ユニットの日時を手動で設定するには： 
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a. 「Automatic」（自動）チェックボックスの選択を解除します。 

これにより、手入力の日時フィールドが表示されます。 

 

図 3-5：手入力の日時フィールド 

b. 対象の項目をクリックし、マウスのスクロール ホイールかフィールド右の上下矢印

ボタンを使って設定を増減して日時を調整します。 

c. 「Apply」（適用）をクリックして変更を保存し、ダイアログを終了します。 

変更を取りやめるには、「Cancel」（キャンセル）をクリックします。 
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ディスプレイをセットアップする 
 

 

「Display Options」（ディスプレイオプション）を修正する 

ユニットの「Display Options」（ディスプレイオプション）で、ディスプレイの明るさと出力

フレームレートを設定したり、または画面上の計測器ウィンドウの外観を修正したりすること

ができます。 

ユニットが接続されているディスプレイを次のように設定します： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「Display Options」（ディスプレイオプション）を選択します： 

これにより、設定可能なディスプレイオプションを一覧表示するサブメニューが開きま

す。 

 

図 3-6：計測器スタートメニューの「Display Options」（ディスプレイオプション） 

3. 「Output Rate」（出力レート）ドロップダウンリストから所望のフレームレートを選択

します： 

• 50 Hz 

• 59.94 Hz 

• 60 Hz 

4. 「Brightness」（明るさ）スライダーを左右にドラッグして、ディスプレイの明るさを

快適なレベルに増減します。 

注：スクリーンショット機能を使ってディスプレイをキャプチャーする場合、保存された

画像の鮮明さを高めるために、明るさを最大レベルに設定するよう推奨します。 

5. オプション「Window Frames」（ウィンドウ フレーム）を有効化または無効化にして、

計測器の周囲の境界線を表示するかどうかを選択します。 

無効化にする場合、アナライザー計測器とジェネレーター計測器との境界線の色の区別が

オフになります。 

6. オプション「Window Frames」（ウィンドウ フレーム）が「Enabled」（有効化）のと

き、アナライザー計測器またはジェネレーター計測器の境界線の色を次のように変更する

ことができます： 

a. アナライザーまたはジェネレーターのいずれかに対応するドロップダウンの色セレ

クターを選択します。 

これで、次に示す、色相・彩度・明度からなる色空間（HSV）ツールが開きます。 

注：システム計測器の境界線とアイコンは必ず白色です。 
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図 3-7：HSVウィンドウでのアナライザーおよびジェネレーターの境界線の色の選択 

b. HSVツールの左側の色ボックスの 1点をクリックして、新しい境界線の色相（横）

および彩度（縦）の設定を選択します。 

c. 右側の縦バーの 1点をクリックして、明度を選択します。 

これでそのタイプのすべての計測器の境界線の表示が変更されます。 

d. 他も変更したい場合、次の計測器タイプについて、前のステップを繰り返します。 

e. HSVメニューを閉じます。 

7. メニューの外側のいずれかの場所をクリックすると終了し、新たなディスプレイ設定が保

存されます。 

  

明度 

色相 

横方向に調整

（左右） 

彩度 

縦方向に調整

（上下） 
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ユニットをチェックする 
 

 

概説 

これで、QxLユニットはデフォルトのブートモード（IP2110）で起動し、正しい日時が表示さ

れ、行った修正が反映された状態で基本画面が表示されるはずです。この時点で、ユニットが

想定どおりに正常で正しく稼働しているか、次のことをチェックして確認してください： 

• System Health（システム健全性） 

• ライセンス状態と注文したライセンス オプション 

• ソフトウェアとファームウェアのバージョン 

以上の項目を次の節で説明します。 

システム健全性のステータスをチェックする 

ユニットの現在の健全性ステータスは、「System Health」（システム健全性）ダイアログで次

のようにチェックすることができます： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「System Health」（システム健全性）を選択します。 

これで「System Health」（システム健全性）ダイアログが開き、ユニットの現在のハー

ドウェアの健全性を表示します。例えば：CPUおよび FPGAの温度、電圧（DDRおよび

5.5 V）、冷却ファンの回転数。 

 

図 3-8：「System Health」（システム健全性）情報 

 
表 3-2：「System Health」（システム健全性）の推奨閾値 

 

項目 安全範囲 説明 

CPU Temperature 

（CPU温度） 
0°Cから 85°C 80°Cでユニットは高温警告を発し、85°Cでオフに

なる 
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項目 安全範囲 説明 

FPGA Temperature

（FPGA温度） 
0°Cから 85°C 80°Cでユニットは高温警告を発し、85°Cでオフに

なる 

5.5 V 5.030から 5.734 V 電圧が安全範囲外になると、ハードウェアはユニッ

トをオフにする。 

DDR Voltage 

（DDR電圧） 
1.283から 1.580 V 電圧が安全範囲外になると、ハードウェアはユニッ

トをオフにする。 

Cooling Fans 

（冷却ファン） 
3000から 9500 rpm ファンの回転速度はユニットの温度とともに変化す

る。ユニットの前の左（L）、中央（C）および右

（R）の位置に 3つの冷却ファンがある。 

 

ユニットのライセンスをチェックする 

この時点で、お手元のユニットが、元の注文書に記載されたソフトウェア オプションおよび対

応するライセンスが実装されて届けられていることを確認することが重要です。 

「About」（詳細情報）ダイアログでライセンス状態の詳細とその他システム情報を次のように

チェックしてください： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「About」（詳細情報）を選択します。 

これで「About」（詳細情報）ダイアログが開き、システムに関する詳細情報をリスト表

示します。詳細情報には以下のものが含まれます： 

• ソフトウェアのバージョンとビルド 

• シリアル番号 

• ライセンスの詳細 

• ビルド ID 

• メザニン ID（オプション） 

• FPGAの詳細 

• 校正の詳細 

• QT OSバージョン 

 

図 3-9：シリアル番号とライセンス情報 
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図 3-10：「About」（詳細情報）ダイアログのメザニン ID（オプション） 

ユニットを再起動する 

いずれかの時点でユニットを再起動したい場合、ユニットの電源を切らなくても、「System 

Settings」（システム設定）のオプションから再起動することができます。これは計測器スター

トメニューからアクセスしてください。 

ユニットは次のように再起動します： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「System Settings」（システム設定）を選択します。 

 

図 3-11：「System Settings」（システム設定）のオプション メニュー 

3. 「Restart Qx」（Qxを再起動）を選択します。 

これで再起動の確認ダイアログが開きます。 

 

図 3-12：計測器スタートメニューのオプションの表示 

4. 「OK」をクリックして再起動を確定するか、「Cancel」（キャンセル）をクリックして

再起動せずに終了します。 

再起動を確定する場合、ユニットはすぐにブートモードに入り、Onスイッチ背後の LED

でそのステータスが表示されます。 

工場出荷時の設定に戻す 

ユニットに構成の変更を行ったもののそれを破棄したい場合、ユニットはいつでも工場出荷時

の設定に戻すことができます。 
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次のように工場出荷時の設定に戻します： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「Apply Default Settings」（デフォルト設定を適用）を選択します。 

これで次に示す確認ダイアログが開き、工場出荷時の設定に戻す前に、その選択を確認す

ることが求められます。 

注：工場出荷時の設定に戻す場合、プリセットや他の構成に行ったすべての変更はユニッ

トから削除されます。工場出荷時の設定に戻す前に、まず保存済みのプリセットをすべて

USBメモリにコピーすることを推奨します。 

 

図 3-13：工場出荷時の設定に戻す確認画面 

3. 「Restore Defaults」（デフォルトに戻す）をクリックして確定するか、「Cancel」（キ

ャンセル）をクリックして中止します。 

あるいは、USBポートのいずれにも USBメモリが挿入されていないことを確認した後、素早く

2回続けて電源ボタンを押します。電源ボタンの色がマゼンタに変わり、ユニットは工場出荷時

の設定に戻った状態で再起動します。 

ブートモードを切り替える 

ユニットには、3つのブートモードがあり、各ブートモードは計測器スタートメニューのオプシ

ョンの組合せがそれぞれ異なります。利用可能なファームウェアのブートモードは次の通りで

す： 

• IP 2110ブートモード（デフォルトのブートモード） 

サポート対象： 

• ビデオ（2110-20）、オーディオ（2110-30/2110-31）、補助データ（ANC）

（2110-40）フローの SMPTE ST 2110カプセル化解除（受信）と ST 2110ブート

モードの ST 2022-6フローのネットワーク モニタリング 

• ビデオ（2110-20）、オーディオ（2110-30/2110-31）および補助データ（ANC）

（2110-40）フローの SMPTE ST 2110カプセル化（伝送） 

• SMPTE ST 2022-7 SIPSとデュアル ST 2059（PTP） 

• IP 2022-6ブートモード 

• 12G SDIブートモード（工場実装オプション、SDIストレスツールを含む） 

スタートアップ時、ユニットに適用されるブートモードとライセンスによって次の計測器スタ

ートメニューのいずれかが表示されます： 
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図 3-19：IP 2110（デフォルト）、IP 2022-6 および SDI モードのスタートメニュー 

メニューで利用できる各計測器がその指定アイコンとともにリスト表示されます。メニューの

上部にアイコンなしで表示されるオプションにより、ブートモードの切り替えやデフォルト設

定への復帰などのシステムメニューやアクションにアクセスできます。 

計測器スタートメニューから計測器を選択すると、計測器ウィンドウが開き、そのアイコンが

画面下の計測器バーに表示されます。 

お使いの製品ライセンスによっては、計測器スタートメニューからブートモードを切り替える

ことができます。 

ブートモードは次のように切り替えます： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「Switch Mode To....」（モードを切り替える）を選択します。 

これでサブメニューが開き、利用できるブートオプションがリスト表示されます。 

 

図 3-20：ブートモードの切り替え 

「IP 2110 ツールセット」

計測器スタートメニュー 

「IP 2022-6 ツールセット」

計測器スタートメニュー 
「SDI ツールセット」 

計測器スタートメニュー 
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3. リストから希望のオプションを選択します（デフォルトの IP 2110ブートモードから始め

ていると仮定しています）： 

• SDI 

• IP 2022-6 

4. 表示される「ファームウェアを切り替える」ダイアログで、「Switch」（切り替え）を

クリックしてモードの切り替えを確定します。 

別のブートモードへの切り替えが完了するには約 1分かかります。 

 

図 3-21：「ファームウェアを切り替える」ダイアログ 

5. 「モード構成」ダイアログで、チェックボックス「Reboot when complete」（完了後に

リブート）を選択すると、ユニットは自動的にリブートし、新たなモードになります。 

 

図 3-22：「自動リブート」ダイアログ 

再構成リクエストが完了したら、電源ボタンのライトが黄色（白の代わりに）に変わり、

モード切替リクエストが成功したことを示します。ユニットは自動的にリクエストされた

モードで再起動します。 

6. 前述の「Reboot when complete」（完了後にリブート）チェックボックスを選択しない

場合、ユニットはモードの再構成が完了するのを一時停止し、「Reboot」（リブート）

ボタンのある「完了」ダイアログを表示します。 

モードの切り替えを続けるには、「Reboot」（リブート）をクリックします。 

 

図 3-23：「再構成」ダイアログ 

SFP 構成データベースをリセットする 

SFP構成データベースには、デフォルトで、承認済みの工場組み込み SFPの構成の詳細が含ま

れています。 

 

注：以前に SFP構成データベースを手動で修正して未承認の SFPを組み込んでいた場合、デー

タベース値をリセットする前に必ず現在のリストをユニットからコピーしてください。そうす

ることによって、リセット後に、お使いのユーザー定義の SFPがユニットに自動で認識されな

い場合でも、その SFPを再びデータベースに追加することができます。SFPの構成手順につい

て詳しくは、PHABRIXサポートにお問い合わせください。 
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SFP構成データベースを、このソフトウェア リリース用の PHABRIX承認済み SFPの最新標準

リストで次のように更新します： 

1. PHABRIXボタンをクリックして、計測器スタートメニューを開きます。 

2. 「System Settings」（システム設定）を選択します。 

3. サブメニューから「SFP Configuration Database」（SFP構成データベース）を選択し

ます。 

 

図 3-24：SFP 構成データベースのリセット 

4. 「Reset to Factory Values」（工場設定値にリセット）を選択します。 

5. 確認ダイアログで「Reset」（リセット）を選択します。 

データベースが工場出荷時の設定に復帰することに注意してください。データベースに入

っているユーザー定義の SFPエントリーは削除されます。リセットプロセスを中止する

には、「Cancel」（キャンセル）を選択します。 

 

図 3-25：SFP リストを工場出荷時の設定にリセット 

注：以前にデータベースを修正したことはないが、サポートされていない SFPをリセット後に

使用したい場合、それを SFPデータベースに追加する方法についての情報は、PHABRIXサポ

ートにお問い合わせください。 
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ユニットをアップグレードする 

システムのソフトウェアとファームウェアをアップグレードする 

製品の開発を進めているため、定期的に新しいソフトウェア リリースをご提供します。 

ソフトウェアのダウンロードは、サイズが約 100 MBで、PHABRIXウェブサイトの Support

（サポート）タブにダウンロードページ（下記リンク）があります：
https://www.phabrix.com/support/product-software-downloads/ 

1. アクセス リクエスト フォームを記入して提出します。 

2. 最新のソフトウェアをダウンロードするために生成されたリンクをクリックします。 

3. 選択したソフトウェア リリースの.zip ファイルをダウンロードします。 

 

図 3-26：PHABRIX ソフトウェア ダウンロード ページからのバンドル ソフトウェアのダウンロード 

注：ファイル phab_qx_upgrade.binを使って Qxを最低でもソフトウェア バージョン

4.1にアップグレードさせた後に、ダウンロードした.zip ファイルを使ってその後のアッ

プデートをインストールすることができるようになります。 

4. .zipファイルを FAT32または exFATフォーマットの USBメモリのルート ディレクトリ

にコピーします。 

5. アップグレードを行う前に、必ずユニットを OFFにします。 

6. USBメモリをユニットのフロントパネルにある USBポートに挿入します。 

7. 電源ボタンを素早く 2回続けて押します。アップグレード手順が始まると、電源ボタンの

色がマゼンタに変わります。ボタンがマゼンタ色にならない場合、前のステップを繰り返

します。 

アップグレード プロセス中、電源ボタンはいくつかの色が点滅し、ファンがフル稼働します。

ユニットがアップグレードするまで約 4分お待ちください。完了すると、自動的にメニュー画

面が表示されます。 

 
  

https://www.phabrix.com/support/product-software-downloads/
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SFTP を使ったリモート アップグレード 

お使いのユニットのソフトウェアのアップグレードは、標準 SFTPクライアント（例、FileZilla

など）を使って遠隔地から次のように行うことができます： 

1. アクセス リクエスト フォームを記入して提出します。 

2. 希望のソフトウェア リリースの.zip ファイルをダウンロードするためのリンクをクリック

します。上記を参照してください。 

3. SFTPを使って、アップグレードするユニットにリモートでログインし、以下を入力しま

す： 

sftp qxuser@<Qx_IP_Address>（sftp qxuser@<Qx_IP_アドレス>） 

詳しくは、82ページの「SFTPを使用する」の節を参照してください。 

4. qxuserのパスワード：phabrixqx を入力します。 

次のメッセージが表示されます。 

Connected to qxuser@<Qx_IP_Address>（qxuser@<Qx_IP_アドレス>に接続済み） 

5. SFTP put コマンドを使って、アップグレード用.zipファイルをユニットのアップグレー

ド ディレクトリ：/transfer/upgrade にアップロードします。 

ターミナル ウィンドウの右に完了パーセントと転送の残り時間が表示されます。 

 

図 3-27：アップグレード ファイルをユニットにリモートでアップロード 

6. アップロードの完了時、ユニットは自動的にアップグレード ファイルの存在を検出し

て、そのアップグレード サイクルを開始します。 

注：リモート アップグレード機能を使用するには、バージョン 3.3.1以上のソフトウェアが対

象ユニットにインストールされている必要があります。このソフトウェア バージョンが利用で

きる場合、利用できるソフトウェアのいずれかのバージョンを選んでインストールすることが

できます。ただし、3.3.1未満のバージョンをインストールすると、リモート アップグレード機

能はそのユニットでは利用できなくなります。 

ソフトウェアのオプションをアップグレードする 

ユニットの購入後いつでも、オプションのソフトウェア ツールキットを注文して、インストー

ルすることができます。PHABRIXから電子メールで次の暗号化した添付ファイルをお送りしま

す：encrypted_license_file.enc. 

ツールセット オプションのソフトウェアは次のようにインストールします： 

1. ユニットの電源が入っていることを確認します。 

2. 電子メールの添付ファイルをダウンロードして、FAT32または exFATフォーマットの空

の USBメモリにコピーします。 

3. USBメモリをユニットの前か後にある USBポートのいずれかに挿入します。 

ユニットがソフトウェア パッケージを検出して、現在インストールされているライセン

スと、オプションのアップグレードで利用できる新しいライセンスを並べてリスト表示す

るダイアログボックスを表示します。 
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図 3-28：ソフトウェア オプションのアップグレードの確認ダイアログ 

4. 購入した新しいオプションが「New License」（新規ライセンス）欄に緑色のチェックマ

ークが付いた状態で表示されていることを確認してから、「OK」をクリックするとライ

センスが更新されます。 

オプションライセンスの更新後、ユニットは別のダイアログボックスを開いて、行った変

更を適用して新規オプションを有効にするために再起動するようリクエストされます。 

 

図 3-29：新規オプションを有効にするためにリブートのリクエスト 
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5. 想定されるすべてのライセンスが更新されたことを確認後、「Reboot」（リブート）を

クリックします。 

ユニットがリブートし、アップグレードされたオプションが使用できるようになります 

（ブートモードによる）。 

6. PHABRIXスタートメニューから「About...」（詳細情報）ダイアログを開いて、新規の

ツールキット ライセンスが利用できることを確認します。 
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USBファイル マネージャーでファイルを管理する 

概説 

ファイルの転送と管理をするために、ユニットは USBファイル マネージャーを備えており、こ

れにより、ユニットから FAT32 または exFAT フォーマットの USB メモリにファイルをダウン

ロードしたり、USB からユニットにファイルをアップロードしたりすることができます。USB

ファイル マネージャーを表示するには、USB メモリをユニットのフロントパネルかリアパネル

にある USB コネクタのいずれかに挿入するだけです。表示されたら、「USB File Manager」

（USB ファイル マネージャー）ウィンドウは 2 分割されます。左側のペインはユニットで利用

できるファイルを表示し、右側のペインは USB メモリのファイルとフォルダを表示します。フ

ァイルを選択してから、右クリックメニューからコピーオプションを選ぶか、選択したファイ

ルをドラッグして対象ウィンドウにドロップすることができます。 

注：ユニットは、挿入された USBメモリを一度に 1つしかサポートしません。2つ目の USBメ

モリが挿入されても、1つ目の USBが取り出されるまで認識されません。 

USBファイル マネージャーでできること： 

• デバイスのファイルを選択すること 

• 選択したファイルを双方向でコピーすること（ユニットから USBまたは USBからユニッ

ト） 

• 選択したファイルをユニットと USBデバイス間でドラッグ アンド ドロップすること 

• USBメモリのファイルの名前を変更すること 

• USBメモリにフォルダを作成すること 

• ユニットまたは USBメモリからファイルを削除すること 

次のファイル タイプは、ユニットへのアップロードまたはユニットからのダウンロードを行う

ことができます： 

• テスト パターン 

• スクリーンショット 

• プリセット 

• ログファイル 

• TIFF画像ファイル 

ウィンドウ右上にある「USB Device」（USBデバイス）ドロップダウン メニューで、USBポ

ートに接続する USBデバイスを最大 3つまで選択することができます。ユニットと USBメモ

リのどちらの空きスペースも、「File Manager」（ファイル マネージャー）ウィンドウの一番

下に表示されます。 

注：USBファイル マネージャーはリモートの QxLクライアントでは無効にされています。 

USB ファイル マネージャーを開く 

USBファイル マネージャーを開くには： 

• USBメモリをユニットのフロントパネルかリアパネルにある USBポートのいずれかに挿入しま

す。 
 

これで次の「File Manager」（ファイル マネージャー）ダイアログが開きます： 
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図 3-30：「USB File Manager」（USB ファイル マネージャー）ウィンドウ 

あるいは、計測器スタートメニューから次のように File Manager（ファイル マネージャー）を
立ち上げることができます： 

• PHABRIXをクリックした後、メニューから「File Manager」（ファイル マネージャー）
を選択します。 

別のウィンドウか計測器をクリックして、意図せず File Manager（ファイル マネージャー）を
閉じてしまった場合、前述したように計測器スタートメニューから再度開くことができます。 

ユニットから USB にファイルをコピーする 

ユニットからファイルのコピーは次のように行います： 

1. USBメモリを USBポートのいずれかに挿入して、「USB File Manager」（USBファイ
ル マネージャー）ウィンドウが開くのを待ちます。 

2. 左側のペインでダウンロードするファイルを選択するか、右クリックメニューから
「Select All」（すべて選択）を選びます。 

ファイルの選択を解除するには、ファイルをもう一度クリックするだけです。また、右クリッ
クメニューから「Clear Selected Files」（ファイルの選択を解除する）を選んで、複数のファ
イルの選択を解除することもできます。フォルダを開くには、フォルダのアイコンをダブルク
リックします。 
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図 3-31：選択したファイルをユニットから接続中の USB メモリにコピー 

3. 「File Manager」（ファイルマネージャー）ウィンドウのどこかを右クリックして、メニ

ューから「Copy from Qx to USB...」（Qxから USBにコピー…）を選択します。これ

で「Copy Source Files」（ソース ファイルをコピー）ダイアログが開きます。 

4. 選択したファイルとコピー先が正しいことをチェックしてから、「Copy」（コピー）を

クリックして確定します。 

USB からユニットにファイルをアップロードする 

ユニットへのファイルのアップロードは次のように行います： 

1. USBメモリを USBポートのいずれかに挿入して、「USB File Manager」（USBファイ

ル マネージャー）ウィンドウが開くのを待ちます。 

2. 右側のペインでアップロードしたいファイルを選択するか、右クリックメニューから

「Select All」（すべて選択）を選びます。 

3. 左側のペインで、アップロード済みのファイルを入れる、ユニットの対象フォルダを選択

します。 

4. 「File Manager」（ファイル マネージャー）ウィンドウのどこかを右クリックして、メニ

ューから「Copy from USB to Qx...」（USBから Qxにコピー…）を選択します。これ

で「Copy Source Files」（ソース ファイルをコピー）ダイアログが開きます。 

5. 選択したファイルとコピー先フォルダが正しいことをチェックしてから、「Copy」（コ

ピー）をクリックして確定します。 

注：別のユニットから画面のプリセットをアップロードする場合、アップロードの完了時にプ

リセットを登録するために、必ずユニットをリブートしてください。 

ユニットからファイルを削除する 

ユニット上のファイルの削除は次のように行います： 

1. 計測器スタートメニューから USBファイル マネージャーを立ち上げます。 

2. 左側のペインで削除したいファイルを選択するか、右クリックメニューから「Select 

All」（すべて選択）を選びます。 

3. 「File Manager」（ファイル マネージャー）ウィンドウのどこかを右クリックして、メニ

ューから「Delete selected files...」（選択したファイルを削除）を選択します。これで

「Delete Files」（ファイルを削除）ダイアログが開きます。 

4. 正しいファイルが選択されていることをチェックしてから、「Delete」（削除）をクリッ

クして確定します。 
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パケット キャプチャー（PCAP） 

必要なオプション： PHQXO-IP-PCAP 

 

概説 

パケット キャプチャー（PCAP）機能で、メディア インターフェースの一方または両方で再生

している IPネットワークトラフィックすべてのスナップショットをキャプチャーすることがで

きます。PCAP機能は、ユニットのインターフェースからローカルで、または noVNCか適切な

VNCクライアントビューワーを使ってリモートで制御することができます。詳しくは、80ペー

ジの「仮想ネットワーク コンピューティング（VNC）を使用する」を参照してください。 

PCAPデータは FAT32または exFATフォーマットの USBメモリに保存され、ブラウザでリモ

ートに転送し、サードパーティ ネットワーク分析ツールを使ったオフライン分析で、問題を調

査することができます。 

注：この機能は IP ST 2110モードでのみご利用いただけます。 

ダウンロードした PCAPファイルの分析は、次のことに役立てることができます： 

• ネットワーク トラフィックのモニタリング 

• ネットワークのセットアップとパフォーマンスの問題の特定 

• ネットワーク セキュリティの脆弱性の特定 

PCAP機能は、次の構文を使って、ネットワーク パケット データを PCAP次世代 

（PCAPng）フォーマットで保存します： 

• pcap.pcapng（「Filename Append Date Time」（ファイル名に日時付加）が無効化され

ているとき） 

• pcap_<date_time>.pcapng（pcap_<日付_時間>.pcapng）（「Filename Append Date 

Time」（ファイル名に日時付加）が有効化されているとき） 

注：PCAPの使用時には他のすべての計測器は無効化され、PCAPが完了したら再び有効化され

ます。 

PCAP ダイアログを開く 

注：ユニットは、挿入された USBメモリを一度に 1つしかサポートしません。2つ目の USBメ

モリが挿入されても、1つ目の USBメモリが取り出されるまで認識されません。 

PCAPダイアログを開くには： 

1. USBメモリをユニットのフロントパネルかリアパネルにある USBポートに挿入します。 

2. PHABRIXスタートメニューを開いて、PCAPを選択します。 

これで自動的に次の「PCAP Capture」（PCAPキャプチャー）ダイアログが開きます： 
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図 3-32：「PCAP Capture」（PCAP キャプチャー）ウィンドウ 

3. PCAPダイアログで希望の PCAPパラメーターを下表に定義されるように設定します： 

4.  
表 3-3 ：PCAP Capture （PCAP キャプチャー）計測器のパラメーター設定 

 

パラメーター オプション 説明 

Capture Interface（キャプ
チャー インターフェー
ス） 

SFP E（デフォルト） 

SFP F 

SFP E+F 

PCAP記録用の SFPインターフェースを設定する。
10 Gbps または 25 Gbpsのラインレートで 1つまた
は 2つのメディア インターフェースにすることがで
きる。 

Packets to Capture（キャ
プチャーするパケット数） 

No Limit（無制限）（デフォ
ルト） 

1 to 50 million （1～5千万） 

PCAPセッションで分析するために、キャプチャー
するデータ パケット数の制限値を設定する。 

Max File Size（最大ファイ
ルサイズ） 

100 KB 

500 KB 

1 MB 

5 MB 

10 MB 

50 MB 

100 MB 

500 MB 

1 GB（デフォルト） 

4 GB 

記録する PCAPファイルの最大サイズの制限値を設
定する。 

Max Capture Time（最長
キャプチャー時間） 

No Limit（無制限） 

1 second（1秒）（デフォル
ト）から 9999 seconds 

（9999秒） 

再生しているネットワーク トラフィックを記録する
最長記録時間の制限値を設定する。 

Packet Capture Size（パ
ケット キャプチャー サイ
ズ） 

12から 1518バイト キャプチャーして記録する各データ パケットの最大
サイズ（単位：バイト）を設定する。例えば、パケ
ットのサイズを小さくして多くキャプチャーする
か、大きくして少ない数をキャプチャーすることが
できる。 

PCAP記録コントロール 

PCAP記録進捗統計 PCAPパラメーター 
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パラメーター オプション 説明 

（注：ジャンボ パケットは切り捨てられる。） 

Time Reference（時刻参
照） 

PTP（デフォルト） 

内部クロック 

PCAPタイムスタンプの参照時刻ソースとして、
PTPを使うかユニットの内部クロックを使うかを指
定する。 

Capture Filename（キャプ
チャー ファイル名） 

pcap.pcapng（デフォル
ト） 

または接続中の USBキーボ
ードを使ってファイル名と拡
張子を入力する 

複数回キャプチャーを行う場合、この機能でキャプ
チャーのファイル名を変更して、前のパケット キャ
プチャー ファイルが上書きされないようにすること
ができる。 

Filename Append Date 

Time（ファイル名に日時
付加） 

Enabled（有効化）（デフォ
ルト） 

Disabled（無効化） 

システムの現在日時を PCAPファイル名に含める。 

File Location（ファイル場
所） 

None（なし） 

sda1 

PCAPファイルを保存する対象 USBスロットを次の
ように識別する： 

sda1 – 最初に挿入された USBメモリ（その後に挿
入された USBメモリは認識されない） 

 

オプションは、USBメモリが挿入されているときし
か表示されない。 

Capture Start Delay（キャ
プチャー開始遅延） 

No Delay（遅延なし）（デ
フォルト） 

5 s 

10 s 

30 s 

60 s 

最長 60秒間 PCAPキャプチャーの開始を遅らせる
か選択する。遅延を指定するとき、カウンターは
Start（開始）ボタンをクリックすると開始する。カ
ウントダウンタイマーはユニットのステータスバー
に表示される。 

PCAP 記録を開始する 

PCAP記録パラメーターを設定したら、次のように記録を始めます： 

1. 「PCAP記録開始」ボタンを押します。 

2. 「Start Capture」（キャプチャー開始）コントロールを押すか、設定していた場合に
は、開始遅延カウンターがカウントダウンするのを待ちます。 

ダイアログの左下にメッセージ：「Capture started...」（キャプチャー開始済み…）が
表示されます。 

3. 「Stop Capture」（キャプチャー停止）コントロールを押すか、最大ファイルサイズ、
キャプチャー時間、またはパケット数を設定していた場合には、最初の閾値に達するまで
待つと、キャプチャーは自動的に停止します。 

ユニットがキャプチャーされたデータを USBメモリに転送すると、ダイアログの左下に
メッセージ：「Capture being stored」（キャプチャー保存中）が表示されます。 

「Abort PCAP」（PCAPを中止）ボタンを押して、いつでもパケットのキャプチャーを
キャンセルすることができます。 

注：PCAPファイルを USBメモリに保存するには多少時間がかかることがあります。 

 

図 3-33：PCAP 記録コントロール 

PCAP記録停止 

PCAP記録開始 PCAP記録

キャンセル 
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4. 完了時に、「Close」（閉じる）をクリックするとダイアログが終了します。 

5. File Manager（ファイル マネージャー）を開いて USBメモリを取り出すか、ブラウザを
使用してリモートで PCにダウンロードします。 

計測器メニューのオプション 

 

図 3-34：PCAP Capture（PCAP キャプチャー）計測器メニューのオプション 

以下の表に、PCAPオプション メニューの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 3-4：PCAP メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

USB Website 

Visibility（USBウェ

ブサイト表示状態） 

None（なし）（デフォルト） 

sda1 

対象の USBメモリが差し込まれている USBスロット

を選択して USBメモリの中身をブラウザに表示する。 

File Manager（ファ

イル マネージャー） 

無 

アクティブ制御 

スタートメニューからではなく、File Manager（ファ

イルマネージャー）を直接開く選択をする。これでパ

ケット キャプチャーの完了時に USBメモリでファイ

ルを管理・削除したり、パケット キャプチャー ファイ

ルにスペースを作ったりすることができる。 

Store Last Capture

（最後のキャプチャ

ーを保存） 

無 

アクティブ制御 

ユニットのメモリに保持されている最後の PCAPファ

イルを USBメモリに保存する選択をする。 

初回の試みで PCAPファイルを USBに保存できなか

った場合に、この機能は最後に記録された PCAPファ

イルを USBメモリに保存できるようにする。ユニット

の電源を切る時または次の PCAP実行する時のいずれ

か早い時点まで、PCAPファイルが RAMに保持され

る。 

  



 

76ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

ユニットのイベント ロギング 
 

 

概説 

ユニットのイベント ロギングで、「Event Logging」（イベント ロギング）計測器ウィンドウ

のログを見ることができます。ユニットはログデータを上書きする前に、詳細のロギングに 500

行を割り当てます。また、ユニットがコールドから起動する場合、最後にキャプチャーされた

ログデータを呼び出します。データをロギングするための設定は、右クリックのサブメニュー

を使ってコールド スタートから入り直す必要があります。REST APIを使ってログにアクセス

したり保存したりすることもできます。 

 

図 3-35：SDI モードのイベントロギングとオプション メニュー（工場実装オプション） 

 

図 3-36：IP モードのイベントロギングとメニューのオプション 
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IP ブートモード 

IPブートモードでは、計測器ウィンドウでマウスを右クリックすると、オプション メニューの

うち次のログを有効化または無効化することができます： 

• Record IP Tx Logs（IP Txログを記録） 

• Record IP Rx Logs（IP Rxログを記録） 

• Record IP Interfaces Logs（IPインターフェースログを記録） 

• Record PTP Logs（PTPログを記録）（IP 2110のみ） 

• Record SCTE104 Logs（SCTE104ログを記録） 

• Record REST API Request Logs（REST APIリクエストログを記録） 

• Record Reference Locking Logs（参照ロックログを記録） 

• Record SFP Logs（SFPログを記録） 

• Record Audio Input Presence Logs（オーディオ入力プレゼンス ログを記録） 

「Clear logs」（ログをクリア）コントロールを選択すると、現在有効なログのコンテンツをク

リアします。 

SDI ブートモード （工場実装オプション） 

SDIブートモードでは、計測器ウィンドウでマウスを右クリックすると、オプション メニュー

のうち次のログを有効化または無効化することができます： 

• Record Jitter Timing Logs（ジッター タイミングログを記録） 

• Record Jitter Alignment Logs（ジッター アライメントログを記録） 

• Record SDI Input Standard Logs（SDI入力標準ログを記録） 

• Record SDI Input Rate Logs（SDI入力レートログを記録） 

• Record SCTE104 Logs（SCTE104ログを記録） 

• Record REST API Request Logs（REST APIリクエストログを記録） 

• Record Reference Locking Logs（参照ロックログを記録） 

• Record SFP Logs（SFPログを記録） 

• Record Audio Input Presence Logs（オーディオ入力プレゼンス ログを記録） 

「Clear logs」（ログをクリア）コントロールを選択すると、現在有効なログのコンテンツをク

リアします。 
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ユニットへのリモート接続 

概説 

必要に応じて、QxLシステムとのリモート接続を確立できる方法を様々用意しています。例え

ば、次の方法のいずれかを使ってリモート接続を確立することができます： 

• noVNCまたは標準 VNCクライアント 

• REST API 

• SFTP 

• ウェブブラウザ 

REST APIについて詳しくは、344ページの「リモート アクセスに REST APIを使用する」の
節を参照してください。 

注：ファイルをユニットにまたはユニットから転送する必要があり、ユニットに直接アクセス

する場合、計測器スタートメニューから利用できる USBファイル マネージャーを使用すること

を推奨します。 
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図 3-37：リモート接続の概略図 

制御スイッチまたは

IPルーター 

● JSON API 

● FTP、ファイル転送、リモ

ート アップデート 

● noVNC / VNC、リモート ユ

ーザー インターフェース 

SDIルーター 
マルチビューワー 

メディア IPルータ

ー 

アナログ 2.0 

KVMシステム 
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利用できる機能 

リモート操作制御： 

• noVNC：noVNCを使って標準ウェブブラウザで、遠隔地からの画面の閲覧とユーザー イ

ンターフェースの制御 

• VNC：お使いの PCにインストールされている適切な VNCクライアントを使って、遠隔

地からの画面の閲覧とユーザー インターフェースの制御 

• REST API：リモートで、操作制御コマンドの送信とデータやステータス情報の取り出し 

リモート ファイル管理： 

• SFTP：遠隔地からユニットのアップグレード。ソフトウェアバージョン 3.4.1.から利用

可能。ログ、プリセットおよびスクリーンショット ファイルの取り出し。これらのファ

イルの削除。別のユニットから保存済みプリセットの追加。ユーザー作成のテスト パタ

ーン ファイルの追加、取り出しおよび削除。 

• ウェブブラウザ：ログ、プリセット、スクリーンショットおよびユーザー テスト パター

ン ファイルの閲覧と取り出し。あるいは、USBファイル マネージャー機能を使用してフ

ァイルの転送。 

 

注：次のセットアップの説明では、192.168.0.70および qx-020094.localは単なる例として使

用しています。お使いのユニットに固有の IPアドレスまたは mDNSホスト名を使用するように

してください。 

仮想ネットワーク コンピューティング（VNC）を使用する 

仮想ネットワーク コンピューティングまたは VNC設備は、遠隔地からの接続を可能にし、ユニ

ットの画面制御を直接行えるようにします。 

「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器のサブメニュー パラ

メーター「VNC Server」（VNCサーバー）を有効化すると、ユニットは次のいずれかからリモ

ートアクセスすることができます： 

• 専用のネットワーク ソケット経由で、標準ウェブブラウザから noVNCを使ってユニット

の noVNCクライアントに接続します。 

• ローカルにインストールされた VNCクライアントビューワー（例、VNC® コネクト） 

ユニットとのリモート VNC接続の確立について詳しくは、51ページの「Qx Network and 

Automation（Qxネットワークおよび自動化）」の節を参照してください。 

ユニットの VNC を有効化する 

「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器から、サブメニュー 

パラメーター「VNC Server」（VNCサーバー）を有効化します。 

有効化されると、「VNC Server」（VNCサーバー）フィールドは、現在のユニットへの VNC

接続の数を表示します。接続が行われるか接続が終了すると、この数字は自動的に更新されま

す。 

NoVNC を使用してウェブブラウザからユニットに接続する 

以下は、noVNCに対応するウェブブラウザの最低のバージョンです： 

• Chrome 64 
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• Firefox 79 

• Safari 13.4 

• Edge 79 

注：Operaウェブブラウザは、このユニットに対応していません。 

 

ユニットで「VNC Server」が有効化されたら、お使いのローカル PCの標準的なウェブブラウ

ザから noVNCを使って次のようにユニットにアクセスすることができます： 

1. 次のいずれかの URLを新たなブラウザのタブに入力します： 

 

http\\<Unit_Serial_Number>\novnc（http\\<ユニットのシリアル番号>\novnc） 

 

http\\<IP_Address>\novnc（http\\<IPアドレス>\novnc） 

 

対象のリモートユニットのシリアル番号または IPアドレスについては、「Qx Network & 

Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器を参照します。 

2. noVNCタイトル画面で「Connect」（接続する）をクリックします。 

 

図 3-38：noVNC の「Connect」（接続する）ボタン 

3. ユニットのパスワード：phabrixqx を入力します。 

4. noVNCサイドメニューを使用してディスプレイを全画面モードに切り替えます。 
 

注：モード切替とリブートの後には、ユニットに再接続する必要がある場合があります。 
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汎用 VNC クライアントを使用してユニットにリモート接続する 

ローカルにインストールされた VNCクライアント ビューワーを使用して、次のようにユニット

とのリモート接続をします： 

1. 計測器スタートメニューから、「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび

自動化）計測器を開いて右クリックすると、オプション メニューが開きます。 

2. オプション「VNC Server」（VNCサーバー）で「Enabled」（有効化）を選択します。 

これでユニットで VNCサーバーが有効になります。「Network & Automation」（ネット

ワークおよび自動化）計測器は現在の VNCサーバーの接続数を表示します。 

3. お好きな VNCクライアント ビューワー（例、VNC® コネクト）をリモート PCにインス

トールして、ビューワーを立ち上げます。 

4. ユニットの IPアドレス（「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動

化）計測器に表示されます）またはその mDNSホスト名（お使いのコンピュータで

mDNSが有効化されている場合）を入力して、ユニットへの接続を開始します。 

5. 必要な場合、パスワード：phabrixqxを入力します。 

お使いのコンピュータ画面に QxQxLデスクトップ ビューが開きます。これでお使いのロ

ーカルマウスとキーボードでユニットを制御することができるようになります。

「Network & Automation」（ネットワークおよび自動化）計測器に表示される現在の

VNCサーバー接続数が 1つ増えたことを確認できるはずです。 

これで、54ページの「日時と NTPサーバーを設定する」の節に説明されているように、ユニッ

トの日時を NTPサーバーの日時に合わせて設定することができます。 

注：ユニットからのオーディオ出力のリモート モニタリングは、VNCでは利用できません。 

SFTP を使用する 

標準 SFTPクライアント（例、FileZillaなど）を使用して、ユニットで次のタスクを行うことが

できます： 

• 遠隔地からソフトウェアをアップグレードすること。65ページの「ユニットをアップグ
レードする」を参照 

• イベントログ、プリセット、スクリーンショット、およびユーザー定義のテストパターン

ファイルを取り出すこと。 

• イベントログ、プリセット、スクリーンショット、およびユーザー定義のテストパターン

ファイルを削除すること。 

• 別のユニットからの保存済みプリセットおよびユーザー定義のテストパターンをアップロ

ードすること。 

SFTPを使用してユニットに接続する 

ユニットに接続するコンピュータ（お使いの SFTPサーバー）で、選んだ SFTPクライアント 

アプリケーションを実行します。 

お使いのユニットの固有 IPアドレスまたはその mDNSホスト名 （お使いのコンピュータで mDNS

が有効になっている場合）を使用して、次のいずれかのフォーマットでユニットのホスト アドレス

を入力します： 

• sftp：//192.168.0.70 

• sftp：//qx-020094.local 

さらに次の詳細を入力します： 
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• ユーザー名：qxuser 

• パスワード：phabrixqx 

• ポート：22 

接続された後に転送ディレクトリを開くと、ユニットの次のフォルダにアクセスします： 

• common licenses（共通ライセンス） 

• log（ログ）- イベント ログ用 

• presets（プリセット） 

• screenshots（スクリーンショット） 

• sfp 

• testPatterns（テストパターン） 

• upgrade（アップグレード） 

• userTestPatterns（ユーザー テストパターン） 

以上のフォルダからファイルをダウンロードしたり削除したりすることができます。さらに、

presets（プリセット）、upgrade（アップグレード）および userTestPatterns（ユーザー テス

トパターン）フォルダにファイルを追加したりアップロードしたりすることもできます。 

ウェブブラウザを使用する 

ウェブブラウザを使用して、Event Log（イベント ログ）、Screenshot（スクリーンショッ

ト）、Preset（プリセット）および User Test Patterns（ユーザー テストパターン）ファイルを

見たり、それを取り出したりすることができます。 

ウェブブラウザを使用してユニットに接続する 

お使いのコンピュータ上のお好きなウェブブラウザに、お使いのユニットの IPアドレスを次の

フォーマットで入力します： 

• http：//192.168.0.70 

接続された後、必要に応じて logs（ログ）、presets（プリセット）、screenshots（スクリーン

ショット）および userTestPatterns（ユーザー テストパターン）フォルダにアクセスします。

必要に応じてファイルを見て、お使いのコンピュータにファイルを保存します。 

注：ウェブブラウザでファイルを削除することはできません。 
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4 

IP システムのセットアップと構成 

この章では、ご希望のテストおよび測定機能に合わせてユニットのセットアップと構成を行う
ために使用する「System」（システム）計測器について説明します。この章は、次の節から構
成されます： 

• 概説 

• IP入出力図 

• IP接続 

• ST 2110入力 SFP光接続（アナライザー - IP 2110ブートモード） 

• ST 2022-6入力 SFP光接続（アナライザー - IP 2022-6ブートモード） 

• ST 2022-6出力 SFP光接続（ジェネレーター - IP 2022-6ブートモード） 

• IPブートモード用 System IO（システム入出力） 

• SFP IP Network（SFP IPネットワーク） 

• LLDP Information（LLDP情報）（IP 2110ブートモード） 

• SFP（A, B, E, F）- Info（SFP（A, B, E, F） - 情報）（IPブートモード） 

• NMOS（IP 2110ブートモード） 

• NMOS Receivers - SDP（NMOS受信機 - SDP）（IP 2110ブートモード） 

• NMOS Receivers - IS05（NMOS受信機 - IS05）（IP 2110ブートモード） 

• NMOS Senders - SDP（NMOS送信機 - SDP）（IP 2110ブートモード） 

• NMOS Senders - IS05（NMOS送信機 - IS05）（IP 2110ブートモード） 

• SFP E/F - PTP Info（SFP E/F - PTP情報）（IP 2110ブートモード） 

• Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）
（IPブートモード） 

• IP Receive - Flow Select（IP受信 - フロー選択） 

• マルチキャストのセットアップ（マルチキャスト リクエスト） 

• フロー プロトコル構成（フロー構成） 

• Analyzer - 2110 Format Setup（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ）（IP 
ST 2110ブートモード） 

• Video Timing & System Reference （ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）
（IP 2110ブートモード） 

• AES IO Configuration（AES入出力設定）（IPブートモード） 
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IP コネクタおよびモジュール 

概説 

ユニットとの IP接続はすべて、次に示す SFP+または SFP28（推奨）トランシーバー モジュー

ルを使って行います。 

 

図 4-1：光ファイバーコネクタと 10, 25 Gbit/s MSA SFP+、SFP28 光トランシーバー モジュール 

  

LC-LC 型光ファイバー（マ

ルチモード）コネクタ 

リアパネルのケージに 10Gbit/s MSA 

SFP+または 25Gbit/s MSA SFP28 光

トランシーバー モジュール 
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IP 入出力（IP 2022-6 ブートモード） 

下図は、SFP28（または SFP+）モジュールを使った、アナライザーおよびジェネレーター回路

との IP入出力の回路図を示します。 

 

図 4-2：アナライザー／ジェネレーター回路の IP 入出力モジュール（IP 2022-6 ブートモード） 

上記図において： 

• EQ = SDIケーブルイコライザー（IPでは使用しない） 

• Tx = 信号伝送器 

• EYE = アイ処理回路（SDIのみ） 

• MSA = マルチソース アグリーメント 

  

IPデータ 

ジェネレーター 

SFP出力 

アナライザ

ー 

SFP入力 

実線＝入力 
 
点線＝出力 
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IP 入出力（ST 2022-6 & ST 2110 の IP 2110 ブートモード） 

下図は、SFP+モジュールを使った、アナライザーおよびジェネレーター回路との IP入出力の回

路図を示します。 

 

図 4-3：アナライザー／ジェネレーター回路の IP 入出力モジュール（IP 2110 ブートモード） 

上記図において： 

• EQ = SDIケーブルイコライザー（IPでは使用しない） 

• Tx = 信号伝送器 

• EYE = アイ処理回路（SDIのみ） 

• MSA = マルチソースアグリーメント 

  

アナライザー 

SFP IN 
IPデータ 

実線＝入力 
 
点線＝出力 

 

ジェネレーター 

SFP OUT 
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ユニットの IP インターフェース 

概説 

標準ユニットは、10G SFP+光トランシーバー モジュールを使用して SMPTE規格 ST 2110お

よび ST 2022-6 HD/3Gペイロードをサポートしています。オプション PHQXO-IP-25G は、

25G SFP28光トランシーバー モジュールを使用して高速接続に対応しています。さらに、オプ

ション PHQXO-IP-MEAS と、PHQXO-IP-NGT を使った IP 2022-6ブートモードの ST 2022-6

用パケット間隔プロファイル ジェネレーターによって、アドバンスト IPネットワーク トラフ

ィック測定ツールが提供されます。 

IP 2110ブートモードでは、ST 2022-7シームレス IP保護スイッチング（SIPS）を使用してい

るとき、ST 2110-20（ビデオ）、2110-30（PCM）および 2110-31（AESトランスポート）オ

ーディオ、2110-40 ANCの分析と、ST 2022-6メディアフローのモニタリングを同時に行うこ

とができます。また、PTPにロックされたハードウェアによるタイムスタンプが、SFP28 E お

よび SFP28 F の両方で、ST 2059 PTP（Precision Time Protocol）のサポートによりメディア 

フローの正確で、リアルタイムで決定的なタイミングとバッファ測定を保証します。 

リアパネル 25 G SFP28（または 10G SFP+）光トランシーバーモジュール SFP28 Eおよび

SFP28 F を使用したユニットへの IP接続は次の通りです： 

• ST 2059 PTP（Precision Time Protocol）ありの SFP28 Eおよび／または SFP28 F への

IP 2110ブートモードの ST 2110入力（Rx）、あるいは SFP28 E および／または SFP28 

F への ST 2022-6入力（Rx） 

• SFP28 Eと SFP28 Fの両方への ST 2022-7 SIPSと ST 2059 PTP（Precision Time 

Protocol）による IP 2110ブートモードの ST 2110入力（Rx）、あるいは SFP28 E と

SFP28 F の両方への ST 2022-6入力（Rx） 

• SFP28 Eおよび／または SFP28 F への IP 2110ブートモードの ST 2110出力（Tx） 

• SFP28 Eへの IP 2022-6ブートモードの ST 2022-6入力（Rx） 

• SFP28 F への IP 2022-6ブートモードの ST 2022-6出力（Tx） 

PHABRIX供給の 10G SFP+（PHSFP-10GE-SR）または 25G SFP28（PHSFP-25GE-SR）の場

合、SFPへの IP接続には LC – LC型マルチモード デュプレックス光ファイバー ケーブルを使

用しなければなりません。PHABRIXが承認しているケーブル仕様は次の通りです： 

• OM1（62.5/125） 

• OM2（50/125） 

• OM3（50/125） 

• OM4（50/125） 

PHABRIX供給の 10G SFP+（PHSFP-10GE-LR）または 25G SFP28（PHSFP-25GE-LR）の場

合、SFPへの IP接続には LC – LC型シングルモード デュプレックス光ファイバー ケーブルを

使用しなければなりません。PHABRIXが承認しているケーブル仕様は次の通りです： 

• OS1（9/125） 

• OS2（9/125） 

 

ST 2110 入力（Rx）SFP 光インターフェース（アナライザー - IP 2110 ブートモード） 

SFP28 Eおよび SFP28 F はどちらも、IP経由で、10G（またはオプションで 25G）の ST 2110 

IP ビデオ、オーディオおよび補助データ（ANC）フローと、ST 2022-6 フローの入力（Rx）接
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続として利用できます。ST 2059 PTP（Precision Time Protocol）のサポートは、SFP28 E およ

び SFP28 F のいずれでも利用することができます。 

SFP28 Eまたは SFP28 F でフローを分析することができ、あるいは両インターフェースをシー

ムレス IP保護スイッチング（SIPS）構成で連携して使用することができ、その場合、ST 2022-

7 機能は、いずれかのインターフェースに提示されるベストなパケットを使用することで、フロ

ーのシームレスな再構築を提供します。 

「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ）計測器

でビデオおよびオーディオのフロー パラメーターを定義することができます。 

さらに、ソフトウェアは、オプション ライセンス PHQXO-IP-MEAS で、次のような IP ST 

2110拡張測定機能を提供します： 

• ST 2110 VRXFull 

• ST 2110 CMax 

• アドバンスト ビデオ タイミング 

• デュアルポート パケット間タイミング ウィンドウ 

ST 2110 出力（Tx）SFP 光インターフェース（ジェネレーターまたはモニター フロー - IP 2110

ブートモード） 

SFP28 Eおよび SFP28 F はどちらも、IP経由で 10G（またはオプションで 25G）の ST 2110 

IPビデオ、オーディオおよび補助データ（ANC）フローの出力（Tx）接続として利用すること

ができます。 

SFP28 Eまたは SFP28 F でジェネレーターまたはモニターのフローを伝送することができ、あ

るいは両インターフェースをシームレス IP保護スイッチング（SIPS）構成で連携して使用する

ことができ、その場合、ST 2022-7機能は、いずれかのインターフェースに提示されるベストな
パケットを使用することで、フローのシームレスな再構築を提供します。 

「IP Transmit」（IP伝送）計測器でビデオ、オーディオおよび補助データのフローパラメータ

ーを定義することができます。詳しくは、197ページの「IP Transmit（IP伝送）（IP 2110ブー
トモード）」の節を参照してください。 

ST 2022-6入力（Rx）SFP 光接続（アナライザー - IP 2022-6 ブートモード） 

ST 2022-6ビデオのアナライザー受信（Rx）接続は、SFP28 Eです。これは、背面から見て一

番右の SFP28ケージで、IP経由で 10G（またはオプションで 25G）の ST 2022-6 IPビデオ ア

ナライザー接続を提供します。 

SMPTE ST 352パケットが正しくないと分かっている場合、「Analyzer - Video Standard」

（アナライザー - ビデオ標準）ウィンドウで「Ignore payload identifier packets」（ST 352）

（ペイロード識別子パケットを無視）を選択するオプションがあります。 

ST 2022-6出力（Tx）SFP 光接続（ジェネレーター - IP 2022-6ブートモード） 

IP ST 2022-6ビデオのジェネレーター伝送（Tx）接続は、SFP28 F です。これは、背面から見

て一番左の SFP28ケージです。この出力は IP経由で 10G（またはオプションで 25G）の

2022-6 IPビデオ パケット生成を提供します。 
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IP モード用 System IO（システム入出力） 
 

 

概説 

UHDTV規格は複雑なため、PHABRIXはステータス情報の表示に革新的な方法を導入しまし

た。「System IO」（システム入出力）計測器は、ユニットに接続されている信号入出力を一覧

でさっと見られるように設計されています。 

「System IO」（システム入出力）ウィンドウは信号入出力のステータス、外部リファレンス、

および実装されているインターフェース コネクタのタイプを表示します。 

IP ブートモード用 System IO（システム入出力） 

有効な IP SFP28インターフェース モジュールの受信入力（IP 2022-6、IP 2110（2110では

2022-6を含む）ブートモード）および伝送出力（IP 2022-6および IP 2110ブートモード）は、

ダイアログ ウィンドウに異なる色のコネクタ アイコンで表示されます。コネクタ アイコンの色

は、認識しやすいように、Analyzer（Rx）（アナライザー）計測器または Generator（Tx）

（ジェネレーター）計測器のいずれかの色に対応しています。 

全体がグレー表示されたコネクタは信号が存在しないことを示しています。SFP28が搭載され

ていないか存在しない場合、黒塗りでグラフィック表示されて、SFP28がないことを示しま

す。 

表に、SFP28タイプとプレゼンス情報が外部リファレンス標準およびステータスの一覧ととも

に表示されます。 

 

図 4-5：IP モードの SFP E/F を示す System IO（システム入出力）計測器 
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SFP IP Network（SFP IP ネットワーク） 
 

 

概説 

「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）計測器は、ST 2022-6 IPパケット伝送（SFP28 

F）および受信（SFP28 E）と ST 2110 IPパケット受信または伝送（SFP28 Eおよび F）に使

用されるユニットの SFPインターフェースのステータスの一覧を表示します。このウィンドウ

は次のパラメーターを表示します： 

• SFP28 E、SFP28 Fのプレゼンス 

•  搬送波信号のプレゼンス 

• インターフェース ステータス 

• SFP MAC および IPアドレス 

• ドメインネームシステム （DNS）サーバーIPアドレス 

• パケット情報 

• IGMPバージョン上限ステータス 

注：この計測器は IP 2110ブートモードで受信される ST 2022-6メディア フローのモニタリン

グも可能にします。 

 

図 4-6：「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）計測器 

注：25G IPライセンス（PHQXO-IP-25G）がインストールされていないときに、SFP Eまたは

Fモジュール ケージのいずれかに 25G SFPを挿入すると、計測器のタイトルの色が赤色に変わ

ります。タイトルの上にカーソルを置くと、次のエラーメッセージが表示されます： 

Error：IP 25G License： Not Present. Inserted 25G SFPs will not function.（エラー：IP 

25Gライセンス：存在しません。挿入された 25G SFPは機能しません。） 

さらに、ウィンドウの最下部にエラー ステータス情報が表示されます。 
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計測器メニューのオプション 

計測器ウィンドウを右クリックするとサブメニューが表示され、各 SFPの IPアドレス（DHCP

または Static（固定））やネットワーク／サブネットのマスクを USBキーボードまたは画面上

のキーパッドを使って設定することができます。 

 

図 4-7：「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）メニューのオプション 

以下の表に、SFP IP Network（SFP IPネットワーク）計測器サブメニューで設定可能なパラメ

ーターをリスト表示しています： 

 
表 4-1：「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

IP Addressing Mode（IP

アドレス指定モード） 

Dynamic（動的）（デフォ

ルト） 

Static（固定） 

SFPの IPアドレスの設定方法を選択する。DHCPを使

って自動で、または IPアドレスを直接入力して手動で

のいずれか。Dynamic（動的）（デフォルト）に設定

する場合、IPアドレス、マスク、ゲートウェイおよび

DNSフィールドはグレー表示され、その詳細は自動で

割り当てられる。Static（固定）に設定する場合、IP 

addressing（IPアドレス指定）フィールドが有効にさ

れて、IPの詳細を手動入力できる。 

SFP E / F IP Addr and 

Mask（SFP E / F IPアド

レスおよびマスク） 

自動で割り当てられる

（Dynamic（動的））か手

入力（Static（固定）） 

SFPの IPアドレスとマスク。 

マスクの選択はドロップダウンメニューで行う。マス

クは 8から 31の範囲に設定する。クラスレス インタ

ードメイン ルーティング（CIDR）表記はデフォルト

値/24（すなわち、255.255.255.0）とともに使用され

る。 

SFP E / F Gateway IP 

Addr（SFP E / Fゲートウ

ェイ IPアドレス） 

自動で割り当てられる

（Dynamic（動的））か手

入力（Static（固定）） 

SFPゲートウェイの IPアドレス。 

SFP E / F DNS IP Addr 

（SFP E / F DNS IPアド

レス） 

自動で割り当てられる

（Dynamic（動的））か手

入力（Static（固定）） 

DNSサーバーの IPアドレス。 

DNSサーバーの IPアドレスは、必要に応じて、例え

ば、NMOSとともに使用するように手動で構成すると

きに設定する。 
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項目 オプション 説明 

Apply SFP E / F IP 

Parameters（SFP E / F IP

パラメーターを適用） 

計測器制御 手動で割り当てるときに、IPアドレスを適用、保存す

る。 

IGMP Max Version（IGMP

バージョン上限） 

IGMPバージョンを次のも

の以下にする： 

V3 
V2 
V1 

インターネット グループ管理プロトコル（IGMP）の

最も高い対応バージョンを表す。現在対応している最

上位のバージョンは、バージョン 3。ネットワークが

IGMPバージョン 2またはバージョン 1を実行してい

る場合、ユニットは自動的に下位バージョンのプロト

コルに切り替わる。現在、ユニットが実行しているバ

ージョンを視覚表示する機能はない。 

 

この計測器を使って許容 IGMPバージョンの上限を設

定することができる。利用できる最も高い IGMP Max 

Version（IGMPバージョン上限）を選択すると、すべ

ての IGMPリクエスト（「IP Receive - Flow Select」

（IP 受信 - フロー選択）計測器からリクエストされる

PTPおよびメディア フローの両方を含む）に影響す

る。 
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LLDP Information（LLDP 情報） 
 

 

概説 

LLDP（Link Layer discovery protocol）は、ネットワーク デバイスがその識別情報、機能お

よび隣接装置を通知するために使用するリンク層プロトコルです。「LLDP Info」（LLDP情

報）計測器は、ローカル エリア ネットワークで有線のイーサネット リンクの反対端にユニット

が接続されているポートやデバイスを識別する必要があるときに、インバンド方式として特に

便利です。 

 

図 4-8：「LLDP Info」（LLDP 情報）計測器 

注：この計測器により、IP 2110ブートモードで受信される ST 2022-6メディア フローのモニ

タリングを行うことも可能です。 

LLDP送受信を有効にするとき、ユニットは SFP E、SFP Fおよび管理ポートに接続されている

隣接の LLDP有効デバイスを検索します。ユニットは次のデータ項目を報告します： 

• System Name（システム名） 

• System Description（システム明細） 

• Chassis ID（シャーシ ID） 

• Port ID（ポート ID） 

• Port Description（ポート明細） 

• Management IP Address（管理 IPアドレス） 

• Primary VLAN ID（プライマリ VLAN ID） 
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ユニットは LLDPで次の情報を提供することができます： 

 
表 4-2 ：提供される LLDP 情報 

 

項目 ユニットレポート 

System Name 

（システム名）： 
シリアル番号 

System Description 

（システム明細）： 
PHABRIX Qxと 

ソフトウェアのバージョン番号 

Chassis ID and subtype 

（シャーシ IDとサブタイプ）： 
ユニットの管理 MACアドレス 

Port ID and subtype 

（ポート IDとサブタイプ）： 
ユニットの管理 MACアドレス 

Port Description 

（ポート明細）： 
• Eth0（管理） 

• phabEth0（SFP E） 

• phabEth1（SFP F） 

Management IP Addresses 

（管理 IPアドレス）： 
管理 IPアドレス 

 
 
 

計測器メニューのオプション 

 

図 4-9：「LLDP Info」（LLDP 情報）メニューのオプション 

以下の表に、「LLDP Info」（LLDP情報）計測器のオプション メニューで設定可能なパラメー

ターをリスト表示しています： 

 
表 4-3：「LLDP Info」（LLDP 情報）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

LLDP Send and Receive

（LLDP送受信） 
Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

無効化にされているとき、例えば、お使いのシステム

の ITセキュリティを考慮する場合、LLDPで通信され

る情報の一部は制限される。このパラメーターを有効

化すると、日常メンテナンスができる。 

Send Version Info in 

System Description（シス

テム明細でバージョン情報

を送信） 

Enabled（有効化）（デフ

ォルト） 

Disabled（無効化） 

「LLDP Send and Receive」（LLDP送受信）が有効の

ときのみ表示。 
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項目 オプション 説明 

無効化にされているとき、システム明細は PHABRIX 

Qx のみを示し、ソフトウェアのバージョン番号は通知

しない。 

Send Management Port IP 

Address（管理ポート IP

アドレスを送信） 

Enabled（有効化）（デフ

ォルト） 

Disabled（無効化） 

「LLDP Send and Receive」（LLDP送受信）が有効の

ときのみ表示。 

無効化にされているとき、ユニットはその管理 IPアド

レスを通知しない。 
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SFP (A, B)/(E, F) - Info（SFP

（A、B）/（E、F） - 情報）     

 

概説 

「SFP - Info」（SFP - 情報）ウィンドウでは、各 SFPモジュールに関する物理的なステータス

情報を一目で確認できます。例えば、識別情報、コネクタ、ラインコード（符号化）、ベンダ

ーの詳細、ユニットでの使用に必要な承認ステータスなどです。温度や電圧など、より詳細な

SFPのステータス情報も表示されます。 

 

注：この計測器は、IP 2110ブートモードで受信される ST 2022-6メディア フローのモニタリ

ングも可能にします。 

 

図 4-10：SFP (A, B)/(E, F) - Info（SFP（A、B）/（E、F） - 情報）計測器 

注：25G IPライセンス（PHQXO-IP-25G）がインストールされていないときに、SFP Eまたは

Fモジュールケージのいずれかに 25G SFPを挿入すると、計測器のタイトルの色が赤色に変わ

ります。タイトルの上にカーソルを置くと、次のエラーメッセージが表示されます。： 

Error：IP 25G License：Not Present, please use a 10G Ethernet SFP.（エラー：IP 25Gラ

イセンス：存在しません。10Gイーサネット SFPを使用してください。） 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、(A, B)/(E, F) - Info（（A、B）/（E、F） - 情報）計測器サブメニューで設定可能な

パラメーターをリスト表示しています： 
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表 4-4：SFP (A, B)/(E, F) - Info（SFP（A、B）/（E、F） - 情報）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Temperature Units（温度

の単位） 

°C（デフォルト）、 

°F 

SFP温度測定の表示単位。 

Optical Power Units（光パ

ワーの単位） 

mW（デフォルト） 

 dBm 

SFP Rx/Tx 光パワーの表示単位。 
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NMOS Status Overview & 

Configuration（NMOSステータス一覧

および構成）（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

AMWA NMOSツールセットは、IS-04検出および登録（バージョン 1.0、1.1、1.2および 1.3）
と IS-05デバイス接続管理（バージョン 1.0および 1.1）をサポートしています。IS-09 システ
ム検出で、PTPドメイン番号の検出もサポートしています。ユニットは、要求事項 （JT-NM 

TR1001-1：2018）に説明されるように、マルチキャスト DNS（mDNS）とユニキャスト DNS 

-SD のいずれでの検出にも対応し、また NMOSレジストリ アドレスの手動入力もサポートして
います。 

 

NMOS 計測器は、NMOS受信機または NMOS送信機として機能するとき、ユニットに関するス
テータス情報を表示し、次の情報を提供します： 

• NMOS Node（NMOSノード）の現在のステータス（Enabled（有効化）または Disabled

（無効化）） 

• DNS Search Domain（DNS検索ドメイン）（Local（ローカル）または Domain name

（ドメイン名）） 

• Operating mode（動作モード）（Registered（登録済み）または Peer to Peer（ピア・ト
ゥ・ピア） 

• Registration Discovery（登録検出）（Manual（手動）または Automatic（自動）） 

• Registration URL（登録 URL） 

• Receiver Mode（受信機モード）（NMOSインターフェースタイプ、dual（デュアル）ま
たは single（シングル）） 

• Sender Mode（送信機モード）（NMOSインターフェースタイプ、dual（デュアル）また
は single（シングル）） 

• Configure with IS-09（IS-09付きで構成）（PTPドメイン番号のリモート検出の Enable

（有効化）または disable（無効化）） 

 

 

図 4-11：NMOS 計測器 - ステータスの一覧（IP 2110 ブートモード） 
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グループ内の追加 NMOS計測器については、次のセクションを参照してください： 

• 104ページの「NMOS Receivers - SDP（NMOS受信機 - SDP）（IP 2110ブートモー
ド）」 

• 108ページの「NMOS Receivers - IS05（NMOS受信機 - IS05）（IP 2110ブートモー
ド）」 

• 111ページの「NMOS Senders - SDP（NMOS送信機 - SDP）（IP 2110ブートモー
ド）」 

• 115ページの「NMOS Senders - IS05（NMOS送信機 - IS05）（IP 2110ブートモー
ド）」 

 

 

図 4-12：「NMOS Generic Configuration」（NMOS 一般構成）ダイアログ（IP 2110 ブートモード） 

NMOS有効環境の一構成要素として、ユニットは、すべてのフロー タイプについて、その存在

をシングル インターフェース ノードのペアかデュアル インターフェース ノードのいずれかと

して NMOSレジストリとして登録することができます。 

NMOS 計測器の「構成」ダイアログを使用して、NMOSノードとしてユニットを有効化／無効

化し、有効のとき、ノードの NMOS通信パラメーターを設定します。この構成は、次の NMOS

グループ内の追加計測器に使用されます： 

• NMOS Receiver - SDP（NMOS受信機 - SDP） 

• NMOS Receiver - IS05（NMOS受信機 - IS05） 

• NMOS Sender - SDP（NMOS送信機 - SDP） 

• NMOS Sender - IS05（NMOS送信機 - IS05） 

NMOSグループの構成要素の一覧を図 4-13に示します。これら NMOS計測器について詳しく

は、対応するセクションを参照してください。 

受信機ノードまたは送信機ノードとして登録されたら、NMOSコントローラーを使ってユニッ

トとのアクティブ接続を管理することができます。 

NMOS受信機または送信機ノードのシングル／デュアル インターフェースの選択は、ST 2022-

7 SFP E、SFP Fまたはシームレス SFP E+Fモード選択の選択とは無関係です。 

注：ユニットが NMOSレジストリを探し出すことができない場合、NMOSピア・トゥ・ピア 

モードに戻って、NMOSレジストリの IPアドレスとポート番号の代わりに、「Peer to Peer」

（ピア・トゥ・ピア）を表示します。 

NMOSコントローラーで行われる接続性の変更は、対応する NMOS計測器にダイナミックに反

映されます。 
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図 4-13：計測器の NMOS グループの一覧（IP 2110 ブートモード） 

NMOS受信機 – IS05 & オプション メニュー 

（1/4画面サイズ） 
NMOS送信機 – IS05 & オプション メニュー 

（1/4画面サイズ） 

ダブルクリックす

ると拡大/縮小 

 

ダブルクリックす

ると拡大/縮小 

 

NMOS 受信機 – IS05 NMOS 送信機 – IS05 

NMOS受信機 – SDP & オプション メニュー 

（1/4画面サイズ） 
NMOS送信機 – SDP & オプション メニュー 

（1/4画面サイズ） 

 

ダブルクリックす

ると拡大/縮小 
ダブルクリックす

ると拡大/縮小 

 

NMOS受信機 – SDP 

（1/16画面サイズ） 
NMOS送信機 – SDP 

（1/16画面サイズ） 

NMOSステータス一覧 & オプション メニュー 

「NMOS構成」ダイアログ 

NMOS ステータス一覧 & 構成 

NMOS 受信機ステータス詳細 NMOS 送信機ステータス詳細 

NMOS 送信機 – SDP NMOS 受信機 – SDP 

NMOS受信機 – IS05 

（1/16画面サイズ） 

NMOS送信機 – IS05 

（1/16画面サイズ） 
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計測器メニューのオプション 

 

図 4-14：NMOS 計測器のオプションと構成メニュー（IP 2110 ブートモード） 

以下の表に、NMOS計測器のオプション メニューの設定可能なパラメーターをリスト表示して

います： 

 
表 4-5：NMOS メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

NMOS Node

（NMOSノード） 
Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォ

ルト） 

有効化されているとき、ユニットに NMOSノード

として機能させて、NMOSレジストリに受信機ま

たは送信機として通知させる。 

 

注：インターフェースが変わる場合（例えば、切断

したりダウンすることがある）、NMOS Node 

（NMOSノード）を無効化してから、再度有効化

して接続を再確立しなければならない。 

Configuration....

（構成…） 
無 「構成」ダイアログを開く。パラメーターの詳細は

以下を参照。 

「構成」ダイアログのパラメーター 

Get config via IS-09

（IS-09から構成を

取得） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォ

ルト） 

NMOS IS-09を使って、システム全体共通パラメー

ターを取得する。有効化されているとき、ユニット

は IS-09システムソースから PTPドメインを取得

し、利用できる場合、両方の SFPインターフェー

スに適用する。 

DNS Search 

Domain（DNS検索

ドメイン） 

空欄（デフォルト）またはフ

リーテキスト入力フィールド 

空欄のままの場合、ユニットはマルチキャスト

DNS（mDNS）を使用する。ユニキャスト DNS-SD

を使用したい場合、外部の USBキーボードを使っ

て DNS検索ドメインの必要な名前を手動で入力す

る。DNS検索ドメインの手入力後、「Apply DNS 

Settings」（DNS 設定を適用）をクリックする。 

Receiver mode（受

信機モード） 

Dual interface（デュアル イン

ターフェース） 

Single Interface（シングル イ

ンターフェース） 

このオプションで、ユニットを NMOSシングルま

たはデュアル受信インターフェースのどちらで登録

するかを選択することができる。シングルの場合、

各インターフェースは NMOSコントローラーにシ

ングル エンティティとして表示される。デュアル

の場合、インターフェースは NMOSコントローラ

ーにペアとして表示される。求められるとき、行っ

た変更を確認する。 

NMOSステータス一覧&オプション メニュー 

NMOS「構成」ダイアログ 
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項目 オプション 説明 

Sender mode（送信

機モード） 

Dual interface（デュアル イン

ターフェース） 

Single Interface（シングル イ

ンターフェース） 

このオプションで、ユニットを NMOSシングルま

たはデュアル送信インターフェースのいずれで登録

するかを選択することができる。シングルの場合、

各インターフェースは NMOSコントローラーにシ

ングル エンティティとして表示される。デュアル

のとき、インターフェースは NMOSコントローラ

ーにペアとして表示される。求められるとき、行っ

た変更を確認する。 

Registry discovery

（レジストリ検出） 
Auto（自動）（DNS-SD）

（デフォルト） 

Manual（手動） 

デフォルトを使って、DNS Search Domain（DNS

検索ドメイン）の項目で定義された mDNS/DNSサ

ービス検出で NMOSレジストリを自動で検出する

か、レジストリの詳細を手入力する。 

Registry host / 

address（レジスト

リ ホスト／アドレ

ス） 

空欄（デフォルト）またはフ

リーテキスト入力フィールド 

「Registry discovery」（レジストリ検出）を

「Manual」（手動）に設定しているときのみ有

効。 

テンキーを使って NMOSレジストリの IPアドレス

を指定する。 

Registry port（レジ

ストリ ポート） 

3000（デフォルト） 「Registry discovery」（レジストリ検出）を

「Manual」（手動）に設定しているときのみ有

効。 

テンキーを使って NMOSレジストリのポート番号

を指定する。 

Registration API 

version（登録 API

バージョン） 

v1.0（デフォルト） 

v1.1 
v1.2 
v1.3 

「Registry discovery」（レジストリ検出）を

「Manual」（手動）に設定しているときのみ有

効。 

NMOSノードがどのバージョンの IS-04 APIを使用

するかを制御する。 

注：すべての APIバージョンが表示される。 

Use Custom NMOS 
Resource Prefix

（NMOSリソース

にカスタム プレフ

ィックスを使用） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォ

ルト） 

デフォルトでは、NMOS Node Label（NMOSノー

ドラベル）はユニットのシリアル番号、例えば、

qx-123456 に設定されている。これをさらに

NMOSリソースラベルの一部として使用する。例

えば、qx-123456 SFP E VID 1。 

有効化されているとき、このコントロールで、必要

であれば、異なる NMOSノードラベルを入力する

ことができる。 

例、MCR QxL 

NMOS Resource 

Prefix（NMOSリソ

ース プレフィック

ス） 

空欄（デフォルト）またはフ

リーテキスト入力フィールド 

「Use Custom NMOS Resource Prefix」（NMOS

リソースにカスタム プレフィックスを使用）が有

効化されているときのみ有効。 

USB キーボードを使って、NMOS リソース名に使

うカスタム プレフィックス NMOS デバイス ラベル

を入力する。 

 

注：DHCPを使っていなくて、DNSサーバーを手動で指定してシステムを構成する場合、SFP 

IP Network（SFP IPネットワーク）計測器で行うように推奨します。91ページの「SFP IP 

Network（SFP IPネットワーク）」を参照してください。 
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NMOS Receivers - SDP

（NMOS 受信機 - SDP） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

「NMOS Receivers - SDP」（NMOS受信機 - SDP）計測器は、ステータスの概要（1／16画

面サイズ）または、ノードの送信機の接続性を定義する現在の NMOS SDPファイルの詳細（1

／16または 1／4画面サイズ）のいずれかを表示します。 

「NMOS Receivers – SDP」（NMOS受信機 – SDP）計測器は、マスター有効化、RTP有効化

および SDPレコードのステータスの表示と、アクティブまたはステージング済みのセッション

記述プロトコル（SDP）レコードの内容の表示との切り替えを行います。 

この計測器を使って、SDPファイルの内容をレビューしたり、オフライン分析のために SDPフ

ァイルを保存したりします。 

NMOS Receivers - SDP（NMOS 受信機 - SDP） 

NMOS有効環境の一構成要素として、すべてのフロータイプについて、ユニットはその存在を

シングルノードのペアまたはデュアル受信機ノードとして NMOSレジストリに登録することが

できます。 

この計測器は、NMOS受信機の構成によって、SDPレコードを 1つまたは 2つ表示します。

NMOSデュアル インターフェース用に構成されている場合、SFP Eおよび SFP Fインターフェ

ースはペアとして扱われ、1つの SDPレコードのみが表示されます。NMOSシングル インター

フェース用に構成されている場合、SFP Eと SFP Fは個別に扱われ、ユニットは各インターフ

ェースについて別々の SDPレコードを表示します。詳しくは、IETF RFC 4566 SDP：セッショ
ン記述プロトコルならびに SMPTE ST 2110-20、-30、-31および-40を参照してください。 

1／16画面サイズでは、各フローのマスターおよび RTPの有効化の状態および有効な SDPレコ

ードの存在を示す概要画面と、SDPファイルの詳細画面とを切り替えることができます。ディ

スプレイは、「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）計測器で構成されたフローの

数によって、1つ、2つ、または 4つのいずれかのオーディオ フローのタブを表示します。 

概要画面では、ユニットは接続に関する次の情報を表示します： 

• 「Master Enable」（マスター有効化）：アクティブかステージング済みのいずれかの

NMOSマスター有効のステータスを示します。 

• 「RTP Enabled」（RTP有効化）：（シングル インターフェース）各インターフェース

について、アクティブかステージング済みのいずれかの NMOS RTP有効を示します。 

• 「RTP 1 / RTP 2 Enabled」（RTP 1／RTP 2有効化）：（デュアル インターフェース）

各インターフェースについてアクティブかステージング済みのいずれかの NMOS RTP有

効を示します。 

• 「SDP Present」（SDPの有無）：有効な SDPレコードが存在するかどうかを示しま

す。 

1／16画像サイズでは、オプション メニューを使って、アクティブ ビューとステージング済み

ビュー、または概要画面と SDP詳細画面の切り替えを行います。 
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図 4-16：「NMOS Receivers - SDP」（NMOS 受信機 - SDP）計測器（デュアル インターフェース、1／16 画面サイズ）

（IP 2110 ブートモード） 

1／4画像サイズでは、計測器は SDPレコードの完全な詳細を表示します。 

オプション メニューからアクティブデータとステージング済みデータとを切り替えることがで

き、ユニットは計測器のタイトルバーに現在の選択（Activeか Staged）を表示します。 

登録されたら、NMOSコントローラーを使って、ユニットとの有効な接続を管理することがで

きます。SDPパネル上のタブを使って、ビデオ、オーディオおよび補助データのアクティブな

SDPレコードをモニタリングするか、またはステージング済みの SDPファイルを検査します。 

注：ユニットは UDPポート 3000上の NMOS通信をリッスンします。 

シングル／デュアル NMOSノードの選択は、2022-7 SFP E、SFP Fまたはシームレス SFP 

E+Fモード選択の選択とは無関係です。 

注：ユニットが NMOSレジストリを探し出すことができない場合、NMOSピア・トゥ・ピアモ

ードに戻って、タイトルバーには NMOSレジストリの IPアドレスとポート番号の代わりに

「Peer to Peer」（ピア・トゥ・ピア）が表示されます。 

NMOSコントローラーで行われる接続性の変更は、「NMOS Receivers - SDP」（NMOS受信

機 - SDP）計測器にダイナミックに反映されます。 

  

利用可能な SDP

レコード 

利用可能な

SDPレコード 

概要画面 SDP画面 
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図 4-18：「NMOS Receivers - SDP」（NMOS 受信機 - SDP）計測器の画面 

（デュアル インターフェース、1／4 画面サイズ）（IP 2110 ブートモード） 

SDP レコードをディスクに保存する 

次のように、アクティブ SDPレコードをディスクに保存することができます： 

1. オプション メニューを開いて「Save Active SDPs」（アクティブ SDPを保存）を選択し

ます。 

ユニットはすべてのアクティブ SDPレコードを zipファイルに保存します。 

2. 次のフォルダから SDPレコードにアクセスします： 

「File Manager」（ファイル マネージャー）から： 

qx:/log/sdp 

SFTPを使用する： 

/transfer/log/sdp 
  

タブを使って各フロー（ビデ

オ、オーディオ 1および 2、

補助データ）の SDPレコード

を見る 

アクティブデータかステージング

済みデータかを示すフラグ 

各フローの SDPレコ

ードの存在を示すフ

ラグ（緑） 

NMOS接続ステータス 

NMOSレジストリ

の IPアドレスお

よびポート番号 

SFP E+F（デュアル インターフ

ェース）の SDPレコードの内容 
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計測器メニューのオプション 

 

図 4-19：「NMOS Receivers - SDP」（NMOS 受信機 - SDP）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「NMOS Receivers - SDP」（NMOS受信機 - SDP）計測器のオプション メニュ

ーの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 4-6：「NMOS Receivers - SDP」（NMOS 受信機 - SDP）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Word Wrap SDP

（SDPをワードラッ

プ） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されている場合、ワードラップを使って、利用

できるディスプレイ ウィンドウ幅に SDPテキスト記

述全文を表示する。無効化されている場合、横スクロ

ールバーを使って長い SDP記述を読む必要がある。 

Highlighting（強調表

示） 

None（なし）（デフォルト） 

Monochrome（モノクロ） 

Color（カラー） 

「Color」（カラー）を選択すると、カラーパレットが

開き、ユニットのセットアップに最も関係する SDPデ

ータ パラメーター、例えば、ソースおよび宛先の IPア

ドレス、ビデオおよびオーディオのセットアップ パラ

メーターなどを強調表示するのに最も適切な色を選択

することができる。 

「Monochrome」（モノクロ）を選択すると、ユニッ

トのセットアップに最も関係する SDPデータ パラメ

ーターをグレーで強調表示する。強調表示のオプショ

ンと選択した色をプリセットに保存することができ

る。 

Highlighting Color

（ハイライト色） 
カラーパレットから選択する。 カラーパレットから、SDPデータ パラメーターを表示

するためのハイライト色を選ぶ。 

Show Summary View

（概要画面を表示） 
Summary（概要）（デフォル

ト） 

SDP 

概要画面と SDP詳細画面とを切り替える。このオプシ

ョンは 1／16画面サイズでのみ利用可能。 

Active or Staged 

View（アクティブま

たはステージング済

みビュー） 

Active（アクティブ）（デフォ

ルト） 

Staged（ステージング済み） 

このオプションで、アクティブ SDPファイルとステー

ジング済みファイルとの切り替えが可能。 

Save Active SDPs

（アクティブ SDP

を保存） 

無 

アクティブ制御 

アクティブで有効な SDPファイルをユニットのストレ

ージに保存する。計測器は、ファイルを拡張子.sdp で

保存する。 

Change SDP file 

prefix...（SDPファ

イルのプレフィック

スを変更） 

ActiveReceiverSdp（デフォル

ト）または接続されている USB

キーボードで代替ファイル名を

入力する。 

多数の SDPファイルを保存する場合、最後に保存され

たファイルを上書きしないように、デフォルトのファ

イル プレフィックスを変更する。 
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NMOS Receivers - IS05

（NMOS 受信機 - IS05） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

AMWA IS-05デバイス接続管理は、NMOS準拠システム内のデバイスを他のデバイスに接続さ

せる方法を規定します。 

「NMOS Receivers - IS05」（NMOS受信機 - IS05）計測器は、各フローについて、QxL 

NMOSノードで見られる IS-05パラメーターを表示するのに便利な機能です。 

NMOS Receivers - IS05（NMOS 受信機 - IS05） 

「NMOS Receivers - IS05」（NMOS受信機 - IS05）計測器は、セッション記述プロトコル

（SDP）レコードの情報を補足するために、NMOS接続に関する追加の詳細を提供します。こ

の計測器は、ノードの受信機の接続性を定義する、現在の NMOS IS-05パラメーターを表示ま

す。計測器は IS-05データを、セクションを展開・折りたたみすることができるツリー形式（以

下に示します）か、生文字列のいずれかで表示します。オプション メニューからアクティブデ

ータとステージング済みデータとを切り替えることができ、ユニットは計測器のタイトルバー

に現在の選択（Activeまたは Staged）を表示します。ディスプレイは、「IP Receive - Flow 

Select」（IP受信 - フロー選択）計測器で構成されたフローの数によって、1つ、2つ、または

4つのいずれかのオーディオ フローのタブを表示します。 

 

図 4-21：「NMOS Receivers - IS05」（NMOS 受信機 - IS05）計測器（デュアル インターフェース、1／16 画面サイズ）

（IP 2110 ブートモード） 

  

タブを使って、各フロー

（ビデオ、オーディオ 1お

よび 2、補助データ）の IS-

05パラメーターを見る 

アクティブデータかステージン

グ済みデータかを示すフラグ 
NMOS接続ステータス NMOSレジストリの IPア

ドレスおよびポート番号 

SFP E＋F（デュアル インターフ

ェース）の IS-05移送ファイル 

SFP E＋F（デュアル インター

フェース）の IS-05移送パラメ

ーターまで下にスクロール 
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「NMOS Receivers - IS05」（NMOS受信機 - IS05）計測器は、NMOS受信機の構成の仕方に

よって、IS-05パラメーターのセットを 1つか 2つ表示します。ユニットが NMOSデュアル イ

ンターフェース用に構成される場合、SFP Eおよび SFP Fインターフェースはペアとして扱わ

れ、1つの IS-05パラメーターセットのみが表示されます。ユニットが NMOSシングル インタ

ーフェース用に構成される場合、SFP Eと SFP Fは個別に扱われ、ユニットは各インターフェ

ースについて個別の IS-05パラメーターセットを表示します。 

各インターフェース（シングルまたはデュアルのいずれか）は、フロー（VID、AUD 1～AUD 4

（設定可能）および ANC）を切り替えるタブを備え、各フローの IS-05パラメーターを見るこ

とができるようになっています。計測器は 1／16画面サイズで表示するか、またはデータがよ

く見えるように、1／4画面サイズで表示するかを選ぶことができます。 

「NMOS Receivers - SDP」（NMOS受信機 - SDP）計測器について詳しくは、104ページの

「NMOS Receivers - SDP（NMOS受信機 - SDP）（IP 2110ブートモード）」を参照してくだ

さい。 

 

図 4-23：「NMOS Receivers - IS05」（NMOS 受信機 - IS-05）計測器 - 1／4 画面サイズ（デュアル インターフェース）に

展開（IP 2110 ブートモード） 

  

タブを使用して、各フロー（ビデ

オ、オーディオ 1～4、補助デー

タ、VIDMON&AUDMON）の IS-

05パラメーターを見る 

アクティブデータかステージング済

みデータかを示すフラグ 

NMOS接続ステータス NMOSレジストリ

の IPアドレスお

よびポート番号 

SFP E+Fの IS-05移送ファイル 

SFP E+Fの IS-05移送パラメー

ターまで下にスクロール 
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計測器メニューのオプション 

 

図 4-24：「NMOS Receivers - IS05」（NMOS 受信機 - IS05）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「NMOS Receivers - IS05」（NMOS受信機 - IS05）計測器のオプション メニュ

ーの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 4-7：「NMOS Receivers - IS05」（NMOS 受信機 - IS05）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Word Wrap JSON

（JSONをワードラッ

プ） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、IS-05パラメーター

を含む生文字列は表示される画面幅に折り返

される。 

Show Tree View（ツリー

ビューを表示） 

Tree（ツリー）（デフォルト） 

Raw（生） 

有効化されているとき、NMOS IS-05パラメ

ーターはインタラクティブなツリー形式で表

示される。 

Active or Staged View

（アクティブまたはステ

ージング済みビュー） 

Active（アクティブ）（デフォルト） 

Staged（ステージング済み） 

このオプションで、アクティブな IS-05パラ

メーターとステージング済みの IS-05パラメ

ーターの切り替えが可能。 
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NMOS Senders - SDP（NMOS

送信機 - SDP） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

「NMOS Senders - SDP」（NMOS送信機 - SDP）計測器は、アクティブなセッション記述プ

ロトコル（SDP）の内容を表示します。この計測器を使って、SDPファイルの内容をレビュー

したり、オフライン分析のためにアクティブ SDPレコードを保存したりします。2110ジェネ

レーターが利用できるとき、NMOS送信機は自動的に起動します。 

NMOS Senders - SDP（NMOS 送信機 - SDP） 

NMOS有効環境の一構成要素として、すべてのフロータイプについて、ユニットはその存在を

シングル ノードのペアまたはデュアル送信機ノードとして登録することができます。 

この計測器は、NMOS送信機の構成によって、SDPレコードを 1つまたは 2つ表示します。

NMOSデュアル インターフェース用に構成されている場合、SFP Eおよび SFP Fインターフェ

ースはペアとして扱われ、1つの SDPレコードのみが表示されます。NMOSシングル インター

フェース用に構成されている場合、SFP Eと SFP Fは個別に扱われ、ユニットは各インターフ

ェースについて別々の SDPレコードを表示します。詳しくは、IETF RFC 4566 SDP：セッショ
ン記述プロトコルならびに SMPTE ST 2110-20、-30、-31および-40を参照してください。 

「NMOS Senders - SDP」（NMOS送信機 - SDP）計測器は、ステータスの概要（1／16サイ

ズ）または、ノードの送信機の接続性を定義する現在の NMOS SDPファイルの詳細（1／16サ

イズまたは 1／4サイズ）のいずれかを表示します。 

1／16画面サイズでは、各フローの有効な SDP接続を示す概要画面と、SDPレコードの詳細画

面とを切り替えることができます。概要画面では、ユニットは接続に関する次の情報を表示し

ます： 

• 「Master Enable」（マスター有効化）：アクティブな NMOSマスター有効のステータ

スを示します。 

• 「RTP Enabled」（RTP有効化）：（シングル インターフェース）各インターフェース

についてアクティブな NMOS RTP有効のステータスを示します。 

• 「RTP 1 / RTP 2 Enabled」（RTP 1／RTP 2有効化）：（デュアル インターフェース）

各インターフェースについてアクティブな NMOS RTP有効のステータスを示します。 

• 「SDP Present」（SDPの有無）：SDPレコードが存在するかどうかを示します。 

1／16サイズでの概要と SDPの表示の切り替えは、オプション メニューを使って行います。 

注：送信機 SDPレコードは、フローが有効化されているとき（アクティブ ビュー）、ダイナミ

ックに作成されるため、ステージング済みの送信機 SDPレコードは存在しません。 

 

ただし、NMOS受信機は、アクティブな SDPレコードとステージング済み SDPレコードの両

方を保有することができます。 
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図 4-25：「NMOS Senders - SDP」（NMOS 送信機 - SDP）計測器（シングル インターフェース、1／16 画面サイズ） 

（IP 2110 ブートモード） 

1／4画面サイズでは、計測器はアクティブ SDPレコードの完全な詳細を表示します。 

登録されたら、NMOSコントローラーを使って、ユニットとの有効な接続を管理することがで

きます。ビデオ、オーディオ、補助データ、VIDMONおよび AUDMONのアクティブな SDPレ

コードをモニタリングするには、SDPパネルの上のタブを使います。 

注：ユニットは UDPポート 3000上の NMOS通信をリッスンします。 

シングル／デュアル NMOSノードの選択は、2022-7 SFP E、SFP Fまたはシームレス SFP 

E+F モード選択の選択とは無関係です。 

注：ユニットが NMOSレジストリを探し出すことができない場合、NMOSピア・トゥ・ピアモ

ードに戻って、タイトルバーには NMOSレジストリの IPアドレスとポート番号の代わりに

「Peer to Peer」（ピア トゥ ピア）が表示されます。 

NMOSコントローラーで行われる接続性の変更は、「NMOS Senders - SDP」（NMOS送信機 

- SDP）計測器にダイナミックに反映されます。 

  

利用不可能な

SDPレコード 

利用可能な SDP

レコード 

利用可能な SDP

レコード 

利用不可能な

SDPレコード 

概要画面 SDP画面 
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図 4-26：「NMOS Senders - SDP」（NMOS 送信機 - SDP）計測器ビュー 

（シングル インターフェース、1／4 画面サイズ）（IP 2110 ブートモード） 

 

SDP レコードをディスクに保存する 

次のように、アクティブ SDPレコードをディスクに保存することができます： 

1. オプション メニューを開いて「Save Active SDPs」（アクティブ SDPを保存）を選択し

ます。 

ユニットはすべてのアクティブ SDPレコードを zipファイルに保存します。 

2. 次のフォルダから SDPレコードにアクセスします： 

「File Manager」（ファイル マネージャー）から： 

qx:/log/sdp 

SFTPを使用する： 

/transfer/log/sdp 
  

SFP E（シングル イン

ターフェース）の SDP

レコードの詳細 

タブを使って、各フロー

（ビデオ、オーディオ 1お

よび 2、補助データ）の

SDPレコードを見る 

アクティブ SDPステ

ータスを示すフラグ 

各フローの SDPレコード

の存在を示すフラグ（緑） 

NMOS接続ステータス 

NMOSレジストリ

の IPアドレスお

よびポート番号 
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計測器メニューのオプション 

 

図 4-27：「NMOS Senders - SDP」（NMOS 送信機 - SDP）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「NMOS Senders - SDP」（NMOS送信機 - SDP）計測器のオプション メニュー

の設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 4-8：「NMOS Senders - SDP」（NMOS 送信機 - SDP）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Word Wrap SDP

（SDPをワードラッ

プ） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されている場合、ワードラップを使って、利用

できるディスプレイ ウィンドウ幅に SDPテキスト記

述全文を表示する。無効化されている場合、横スクロ

ールバーを使って長い SDP記述を読む必要がある。  

Highlighting（強調表

示） 

None（なし）（デフォルト） 

Monochrome（モノクロ） 

Color（カラー） 

「Color」（カラー）を選択すると、カラーパレットが

開き、ユニットのセットアップに最も関係する SDPデ

ータ パラメーター、例えば、ソースおよび宛先の IPア

ドレス、ビデオおよびオーディオのセットアップ パラ

メーターなどを強調表示するのに最も適切な色を選択

することができる。 

「Monochrome」（モノクロ）を選択すると、ユニッ

トのセットアップに最も関係する SDPデータ パラメ

ーターをグレーで強調表示する。強調表示のオプショ

ンと選択した色をプリセットに保存することができ

る。 

Highlighting Color

（ハイライト色） 
カラーパレットから選択する。 カラーパレットから、SDPデータ パラメーターを表示

するためのハイライト色を選ぶ。 

Show Summary View

（概要画面を表示） 
Summary（概要）（デフォル

ト） 

SDP 

概要画面と SDP詳細画面とを切り替える。このオプシ

ョンは 1／16画面サイズでのみ利用可能。 

Save Active SDPs

（アクティブ SDP

を保存） 

無 

アクティブ制御  

アクティブ SDPレコードをユニットのストレージに保

存する。計測器は、ファイルを拡張子.sdp で保存す

る。 

Change SDP file 

prefix...（SDPファ

イルのプレフィック

スを変更） 

ActiveSenderSdp（デフォル

ト）または接続されている USB

キーボードで代替ファイル名を

入力する。 

多数の SDPレコードを保存する場合、最後に保存され

たファイルを上書きしないように、デフォルトのファ

イル プレフィックスを変更する。 
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NMOS Senders - IS05（NMOS

送信機 - IS05） 

（IP 2110ブートモード） 
 

概説 

AMWA IS-05デバイス接続管理は、NMOS準拠システム内のデバイスを他のデバイスに接続さ
せる方法を規定します。 

「NMOS Senders - IS05」（NMOS送信機 - IS05）計測器は、各フローについて、QxL NMOS
ノードで見られる IS-05パラメーターを表示するのに便利な機能です。 

NMOS Senders - IS05（NMOS 送信機 - IS05） 

「NMOS Senders - IS05」（NMOS送信機 - IS05）計測器は、セッション記述プロトコル
（SDP）レコードの情報を補足するために、NMOS接続に関する追加の詳細を提供します。こ
の計測器は、ノードの送信機の接続性を定義する、現在の NMOS IS-05パラメーターを表示ま
す。計測器は IS-05データを、セクションを展開・折りたたみすることができるツリー形式（以
下に示します）か、生文字列のいずれかで表示します。オプション メニューからアクティブデ
ータとステージング済みデータとを切り替えることができ、ユニットは計測器のタイトルバー
に現在の選択（Activeまたは Staged）を表示します。 

 

図 4-28：「NMOS Senders - IS05」（NMOS 送信機 - IS05）計測器（デュアル インターフェース 1／16 画面サイズ） 

（IP 2110 モード） 

「NMOS Senders - IS05」（NMOS送信機 - IS05）計測器は、NMOS送信機の構成の仕方によ
って、IS-05パラメーターのセットを 1つか 2つ表示します。ユニットが NMOSデュアル イン
ターフェース用に構成される場合、SFP Eおよび SFP Fインターフェースはペアとして扱わ
れ、1つの IS-05パラメーターセットのみが表示されます。ユニットが NMOSシングル インタ
ーフェース用に構成される場合、SFP Eと SFP Fは個別に扱われ、ユニットは各インターフェ
ースについて個別の IS-05パラメーターセットを表示します。 

各インターフェース（シングルまたはデュアルのいずれか）は、フロー（VID、AUD 1～AUD 
4、ANC、VIDMONおよび AUDMON）を切り替えるタブを備え、各フローの IS-05データを見
ることができるようになっています。計測器は 1／16画面サイズで表示するか、またはデータ
がよく見えるように、1／4画面サイズで表示するかを選ぶことができます。 

タブを使用して、各フロー

（ビデオ、オーディオ 1～4、

補助データ、VIDMON＆

AUDMON）の IS-05パラメー

ターを見る 

アクティブデータかス

テージング済みデータ

かを示すフラグ 
NMOS接続ス

テータス 
NMOSレジスト

リの IPアドレス

およびポート番号 

SFP E+Fの IS-05移送パラメーター 追加タブのスクロール 
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「NMOS Senders - SDP」（NMOS送信機 - SDP）計測器について詳しくは、111ページの
「NMOS Senders - SDP（NMOS送信機 - SDP）（IP 2110ブートモード）」を参照してくださ
い。 

 

図 4-29：「NMOS Senders - IS05」（NMOS 送信機 - IS05）計測器 - 1／4 画面サイズに展開 

（シングル インターフェース）（IP 2110 ブートモード） 

計測器メニューのオプション 

 

図 4-30：「NMOS Senders - IS05」（NMOS 送信機 - IS05）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「NMOS Senders - IS05」（NMOS送信機 - IS05）計測器のオプション メニュー
の設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

表 4-9：「NMOS Senders - IS05」（NMOS 送信機 - IS05）メニューのオプション 
 

項目 オプション 説明 

Word Wrap JSON（JSONをワード

ラップ） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、IS-05パラメーターを含む生文字

列は表示される画面幅に折り返される。 

Show Tree View（ツリービューを

表示） 

Tree（ツリー）（デフォルト） 

Raw（生） 

有効化されているとき、NMOS IS-05パラメーターはイン

タラクティブなツリー形式で表示される。 

Active or Staged View（アクティブ

またはステージング済みビュー） 

Active（デフォルト） 

Staged（ステージング済み） 

このオプションで、アクティブな IS-05パラメーターとス

テージング済みの IS-05パラメーターの切り替えが可能。 

  

SFP Eの IS-05移送パラメーター 

SFP Fの IS-05移送パラメーター 

タブを使用して、各フロー

（ビデオ、オーディオ 1～

4、補助データ、VIDMON

＆AUDMON）の IS-05パラ

メーターを見る 

アクティブデータかステージング

済みデータかを示すフラグ 

NMOS接続ステータス NMOSレジストリ

の IPアドレスおよ

びポート番号 
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SFP E/F - PTP Info（SFP E/F - PTP 情報） 

（IP 2110ブートモード）  

 

概説 

ユニットは、IPネットワークによるメディアの同期のために、SMPTEプロトコル ST 2059 

PTP（Precision Time Protocol）に対応しています。両方の SFPに入る PTPリファレンス フィ
ードについて、シングル アクティブ フィードを受信するかデュアル フィードを受信するかを選
ぶことができ、1つはアクティブなシステム リファレンスで、もう 1つは待機用のシステム リ
ファレンスです。 

デュアル PTPフィードを使用する場合、各 SFPについて「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F-

PTP情報）計測器を表示することができます。 

「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計
測器で、システム リファレンスを選択することができます。「System Reference」（システ
ム リファレンス）ドロップダウンリストを使って、「PTP SFP E」、「PTP SFP F」または
「Free Run」（フリーラン）のいずれかを選択します。 

「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）計測器で「IGMP Max Version」を選択すると、
「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）計測器でリクエストされる PTPおよびメ
ディア フローを含め、すべての IGMPリクエストに影響します。 

 

図 4-33：デュアル「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP 情報）計測器（IP 2110 ブートモード） 

「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP情報）計測器は、次の特長を備えています： 

• PTPグランドマスター（GM）ドメインと通信モード（マルチキャスト（マルチキャスト
／マルチキャスト）またはネゴシエーションなしの SMPTEミックス（マルチキャスト／
ユニキャスト））の制御 

• PTPロック ステータスの表示 

• マスターIDや Best Master Clock Algorithm（BMCA）パラメーターなどのグランドマスタ
ー情報 

• 推定される周波数と位相ロック オフセットの表示 

アクティブな PTP

信号受信用 SFP 

信号ステータス情報 

待機 PTP信号受信用
SFP 

データビューを切り

替えるタブ 

「SFP E - PTP情報」

計測器 1（アクティブ） 

「SFP E - PTP情報」計測

器 2（待機） 
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• 1ステップまたは 2ステップの同期トラフィックの表示 

ウィンドウの下にある PTP情報ステータス情報は、現在使用中の SFPと PTPロックの状態を
示しており、下表の情報を使って解釈することができます： 

表 4-16：PTP 情報ステータス メッセージ 

 

PTP 情報ステータス メッセージ PTP 情報ステ
ータスの色 

PTP ロック状態 

Listening（リッスン中） 赤 PTPフォロワーが、選択したドメイン番号でリッスン中である
が、PTPリーダーまたは PTP遅延リクエスト情報はまだ取得し
ていない。 

Frequency locked（周波数ロッ
ク） 

黄 PTPフォロワーは PTPリーダーを取得し、周波数ロックが達成
されている。推定位相オフセットは 2 μsより大きい。 

Frequency and phase locked（周
波数および位相ロック） 

白 PTPフォロワーは周波数ロックされ、推定位相オフセットは 2 

μs未満。 

In holdover（ホールドオーバー状
態） 

黄 PTPフォロワーはロックを取得したが、現在 PTPリーダーを失
って、周波数ホールドオーバー状態である。 

Recovered from holdover（ホー
ルドオーバーから復帰） 

黄 PTPフォロワーは GMを見失ったが、その後再取得して、ホー
ルドオーバー状態から復帰した。 

 

計測器サブメニューの「Clear Warnings」（警告をクリア）ボタンで、PTPロックの変更後に
表示されるかもしれない黄色の警告メッセージを削除することができます。 

「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP情報）計測器は、次の 3つのタブで PTP参照信号に
関する詳細情報を提供します： 

• 「GM Info」（GM情報）：SFP Eおよび／または SFP Fでシステムがロックされている
PTPグランドマスター クロックに関する情報を提供します。 

• 「Qx Status」（Qxステータス）：PTP参照信号に関するユニットの構成、動作モード
およびステータスについての情報を提供するとともに、PTPへのロックの品質を表示しま
す。 

• 「Messaging」（メッセージング）：グランドマスターから受信した通知および同期
PTPメッセージのタイミングと数に関する情報を提供します。 

「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP情報）計測器の各タブの内容は、次の節で説明しま
す： 

GM Info（GM 情報）タブ 

「GM Info」（GM情報）タブは、グランドマスターから受信した PTPクロック信号に関係す
る次のデータ要素を報告します： 

表 4-17：「GM Info」（GM 情報）タブ 

 

データ要素 説明 

Domain（ドメイン） 現在の同期ドメインのドメイン番号。範囲は 0（デフォルト）から 127。 

Leader ID（リーダーID） グランドマスター クロックの識別子属性。 

Priority 1（優先度 1） グランドマスター クロックの優先度 1属性。範囲は 0から 255で、値が低い方が
最も高い優先度をもつ。 

Priority 2（優先度 2） グランドマスター クロックの優先度 2属性。範囲は 0から 255で、値が低い方が
最も高い優先度をもつ。 

Clock Class（クロックの
クラス） 

クロックによって与えられる時刻または周波数の追跡可能性。クロック状態を識別
する数値で提供される。 

Clock Accuracy（クロック
の精度） 

クロックの期待精度を示す。 

例：< 250 ns 

Variance（ばらつき） グランドマスター クロックの品質の指標を与える。 



 

 PHABRIX QxLユーザー マニュアル 119ページ 

データ要素 説明 

Clock Source（クロック 

ソース） 

グランドマスタークロックが使用する時刻のソース。例えば、GPS。 

PTP Time（PTP時刻） ユニットがアライメントされるグランドマスターから受信する実際の PTP時刻。 

例：2020-09-16 11:00:00（UTC） 

 

Qx Status（Qxステータス）タブ 

「Qx Status」（Qxステータス）タブは、ユニットの現在の PTPステータスに関係する次のデ
ータ要素を報告します： 

 
表 4-18：「Qx Status」（Qx ステータス）データタブ 

 

データ要素 説明 

Communication Mode（通
信モード） 

ユニットの現在の設定。詳しい情報について、または設定の変更については、120
ページの「計測器メニューのオプション」の節を参照。 

Delay Req Interval（遅延
リクエスト間隔） 

ユニットの現在の設定。詳しい情報について、または設定の変更については、120
ページの「計測器メニューのオプション」の節を参照。 

Announce Rec't Grace 

Period（通知受信猶予時
間） 

ユニットの現在の設定。詳しい情報について、または設定の変更については、120
ページの「計測器メニューのオプション」の節を参照。 

Latency Offset（レイテン
シー オフセット） 

ユニットの現在の設定。詳しい情報について、または設定の変更については、120
ページの「計測器メニューのオプション」の節を参照。 

Local PTP State（ローカ
ル PTP状態） 

PTP信号に関するユニットの現在のステータス。例えば、リッスン中。 

Appl Freq Adjustmnt（適用
される周波数調整） 

「Applied Frequency Adjustment」（適用される周波数調整）は、グランドマスタ
ーのクロックに周波数ロックさせるためにユニットのクロックに行われる調整（10

億分率単位）。すなわち、両方のクロックは同じ周波数であるが、必ずしも同じ位
相ではない。この値はソフトウェアで計算する。 

Appl Freq Adj Delta（適用
される周波数調整差分） 

「Applied Frequency Adjustment Delta」（適用される周波数調整差分）は、最終秒
での「Applied Frequency Adjustment」（適用される周波数調整）の変動（差
分）。ロック状態のとき、通例 0 ppbまたは 1 ppb。 

この値はソフトウェアで計算される。 

Offset from Leader（リー
ダーからのオフセット） 

グランドマスター クロックとローカル フォロワー クロックとの推定位相オフセッ
ト。例えば、− 200 ns。 

Steps Removed（削除され
るステップ） 

グランドマスター クロックとローカル フォロワー クロックとの間の IPホップの
数。ユニットが直接 GMに接続された場合、値は 1になる。 

PTP Messaging（PTP メッセージング）タブ 

「Messaging」（メッセージング）タブは、グランドマスターからの通知および同期メッセー

ジの受信に関係する次のデータ要素を報告します： 

 
表 4-19：「Messaging」（メッセージング）データタブ 

 

データ要素 説明 

Announce Message 

Interval（通知メッセージ
間隔） 

グランドマスターは通知メッセージを送り出して、リッスン側ノードに送信側クロ
ックに関する情報を提供する。 

「Announce Message Interval」（通知メッセージ間隔）は、連続する通知メッセ
ージ間の時間である。この値は GMが信号を送り、ユニットが報告する。 

Announce Messages 

Received（受信した通知
メッセージ） 

ユニットがロックされているグランドマスターから受信した通知メッセージの数。 
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データ要素 説明 

Announce Messages 

Missed（受信しなかった
通知メッセージ） 

グランドマスターから送られて、ユニットが受信しなかった通知メッセージの数。 

Sync Message Interval（同
期メッセージ間隔） 

グランドマスターは同期メッセージを送り出し、それを使ってマスターからのオフ
セットを計算し、調整を行う。この値は GMが信号を送り、ユニットが報告する。 

Sync Messages Received

（受信した同期メッセー
ジ） 

ユニットがロックされているグランドマスターから受信した同期メッセージの数。 

Sync Messages Missed

（受信しなかった同期メッ
セージ） 

グランドマスターから送られて、ユニットが受信しなかった同期メッセージの数。 

Last Sync Message（最終
同期メッセージ） 

最終同期メッセージの 2ステップ フラグの状態で、1ステップか 2ステップを示
す。2ステップ フラグは、タイムスタンプを含むフォローアップ メッセージがあ
ることを示すのに対し、1ステップ フラグは、同期メッセージの一部としてタイム
スタンプが含まれていることを示す。 

計測器メニューのオプション 

 

図 4-34：「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP 情報）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP情報）計測器サブメニューの設定可能な
パラメーターをリスト表示しています。： 
 

表 4-20：「SFP E/F - PTP Info」（SFP E/F - PTP 情報）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

PTP Engine（PTPエ
ンジン） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

無効化されているとき、対応する SFPの PTPエ
ンジンがオフにされて、そのインターフェースで
PTPメッセージのリッスンが止まる。 

「Video Timing & System Reference」（ビデオ 

タイミングおよびシステム リファレンス）計測器
のオプション メニュー「System Reference」
（システム リファレンス）ドロップダウンを使っ
て、現在有効な PTPエンジンとしてどの SFPを
使用するかを選択することができる。 
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Domain（ドメイン） 0（デフォルト）から 127 PTP GMが所在する IPドメインを定義する。 

Communication Mode

（通信モード） 

Multicast 

（Multicast/Multicast） 

（マルチキャスト（マルチキャス
ト／マルチキャスト）） 

SMPTE Mixed 

（Multicast/Unicast） 

（SMPTEミックス（マルチキャス
ト／ユニキャスト）） 

ユニットは次の 2つの PTP通信モードをサポート
する： 

• マルチキャスト モード（マルチキャスト
の通知と同期、マルチキャストの遅延リ
クエスト、遅延応答） 

• ネゴシエーションなしの SMPTEミック
ス モード（マルチキャストの通知と同
期、ユニキャストの遅延リクエスト、遅
延応答） 

マルチキャスト モードでは、ユニットの
「Master's Delay_Req interval」（マスターの遅
延＿リクエスト間隔）オプションを「Do not 

override in Muticast mode」（マルチキャストモ
ードでオーバーライドしない）に設定すると、マ
ルチキャストの遅延リクエストのメッセージレー
トに合わせたマスター同期メッセージレートをユ
ニットが自動的に採用するように、設定すること
ができる。あるいは、ユニットの「Master's 

Delay_Req interval」（マスターの遅延＿リクエ
スト間隔）オプションを「Override in all 

modes」（すべてのモードでオーバーライド）に
設定すると、遅延リクエストのメッセージレート
を手動制御に設定することができる。 

SMPTEミックス モードでは、遅延リクエストの
メッセージレートは必ず手動制御になる。 

Master's Delay_Req 

Interval（マスターの遅
延＿リクエスト間隔） 

Do not override in Multicast Mode

（マルチキャスト モードでオーバ
ーライドしない）（デフォルト） 

Override in all modes（すべてのモ
ードでオーバーライド） 

マルチキャスト モードでは、デフォルトの
Delay_Req interval（遅延＿リクエスト間隔）は、
マスター同期メッセージ間隔と同じに設定されて
いる。 

Delay_Req Interval

（遅延＿リクエスト間
隔） 

8 ms、16, ms、32 ms、64 ms、
125 ms（デフォルト）、500 ms、
1 s、2 s、4 s 

遅延リクエスト（Delay_Req）メッセージ間隔、
すなわち、Delay_Reqメッセージが送られるレー
トを手動で定義することができる。通信モードを
「SMPTE Mixed」または「Multicast（MM）」に
設定して、「Override in all modes」（すべてのモ
ードでオーバーライド）を有効化すると、ユニッ
トが Delay_requestメッセージをグランドマスタ
ーに送り返すレートになる。 

Announce Rec't Grace 

Period（通知受信猶予
時間） 

2～10（× Announce Timeout（通
知タイムアウト）） 

デフォルト：3 × Announce 

Timeout（通知タイムアウト） 

グランドマスターはネットワーク上でのその存在
を示すために PTP Announce Message（PTP通知
メッセージ）を伝送する。このメッセージに添付
して送られるのが、信号化された Announce 

Message Rate（通知メッセージレート）と
Announce Timeout Count（通知タイムアウト カ
ウント）。このユニットなどの PTPフォロワー
は、この情報を使って、マスターがまだ存在し有
効であることを確認する。ユニットで受信しなか
った通知メッセージの数が Announce Timeout 

Count（通知タイムアウト カウント）より大きい
場合、PTPマスターがいなくなっていると想定
し、再びロックを試みる。このカウントが開始す
るまでの時間が Announce Timeout（通知タイム
アウト）である。Announce Receipt Grace 

Period（通知受信猶予時間）はユーザー定義可能
な遅延で、選択した値に Announce Timeout（通
知タイムアウト）を乗じた数に等しい。この遅延
時間で、ユニットが PTPロックの再取得を試みる
前に、シームレスなグランドマスターの切り替え
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が可能になる。デフォルト設定は Announce 

Timeout（通知タイムアウト）の 3倍であるが、
Announce Timeout（通知タイムアウト）の 2倍か
ら 10倍の範囲で選ぶことができる。 

Latency Offset sign

（レイテンシー オフセ
ットの符号） 

+ 

− 

Latency Offset（レイテンシー オフセット）を増
（正（ + ）の値）または減（負（ − ）の値）とし
て設定する。 

Latency Offset（レイテ
ンシー オフセット） 

（ms、μs、ns単位） 

ユーザー定義 ユニットの長期 PTP位相アライメントは、ネット
ワーク遅延の非対称性や、例えば、1 G PTPソー
スと 25 Gネットワークとの変換によって影響さ
れることがある。この長期 PTP位相オフセット
は、GPI出力でのユニットからの 1 PPSとオシロ
スコープでの PTPグランドマスターからの 1 

PPSを比較することによって調整できる。さら
に、それに応じてユニットの PTPレイテンシー 

オフセット コントロール スライダーを調節し、
ユニットの 1 PPSをグランドマスターの 1 PPS

とタイム アライメントするようにする。PTPレイ
テンシー オフセットの値は、「PTP Info」（PTP

情報）計測器の「Qx Status」（Qx ステータス）
タブで報告される。 

Update PTP 

configuration（PTP構
成をアップデート） 

システム コントロール PTP設定の更新後に変更を適用する。 

Clear Message 

Counters（メッセージ 

カウンターをクリア） 

システム コントロール すべてのメッセージ カウンターをゼロにリセット
する。例えば、カウンター「Announce Messages 

Received」（受信した通知メッセージ）および
「Sync Messages Received」（受信した同期メ
ッセージ）をリセットする。 

Clear Warnings（警告
をクリア） 

システム コントロール 計測器ウィンドウの最下部にあるステータスライ
ンから警告メッセージを削除する。 

Delay Request（遅延リクエスト）メッセージ レートのオプションは次の通りです： 
 

表 4-21：Delay Request（遅延リクエスト）メッセージ レートのオプション 

 

Delay_Req Interval 

（遅延＿リクエスト間隔） 

Delay Request（遅延リクエスト） 

メッセージ数／秒 

8 ms 125 

16 ms 62.5 

32 ms 31.25 

64 ms 15.625 

125 ms 8 

250 ms 4 

500 ms 2 

1 s 1 

2 s 0.5 

4 s 0.25 
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Video Timing & System Reference（ビデオ 

タイミングおよびシステム リファレンス） 

（IP ブートモード） 
 

 

概説 

「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計

測器は、選択されたリファレンスに対する入力のタイミング品質を評価することのできる測定

値を提供します。必要な場合、さらに、測定対象に対するタイミング オフセットを設定するこ

とができます。利用できる測定ツールおよび調整ツールは、以下の表にまとめているように、

ユニットの現在のブートモードと、入力が IP 2022-6システムから受信されるか IP 2110システ

ムから受信されるかによります。 

 
表 4-25：ブートモード別の「IP Video Timing」（IP ビデオ タイミング）機能の概要 

 

ブートモード 

IP 2022-6 IP 2110 

カプセル化解除 vs システム リファレンス 

 

外部リファレンス vs PTP 

 

 

IP 2022-6 ブートモードのタイミング：カプセル化解除 vs システム リフ

ァレンス 

IP 2022-6ブートモードでは、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングお

よびシステム リファレンス）計測器ウィンドウは、カプセル化解除入力のタイミングを、ユニ

ットがロックされている、選択されたシステム リファレンスに対して比較します。システム リ

ファレンスは、External（外部）または Free Run（フリーラン）リファレンス信号のいずれか

から選択することができます。計測器は、得られる次の測定値を両空間単位（ラインとピクセ

ル）および（μsまたは ns）で表示します： 

• 測定したタイミング 

• 適用するオフセット（外部リファレンスのみ） 

• オフセット タイミング（外部リファレンスのみ） 
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図 4-37：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器 

（IP 2022-6 ブートモード） 

タイミング メーターは入力タイミング（白の三角形）をシステム リファレンス（中央に固定さ

れた黒の縦長の長方形）と対比してダイナミックに測定します。入力を絶対システム リファレ

ンスに対して測定する以外に、測定対象に対してオフセットしたシステム リファレンスを選ぶ

ことができます。オフセットの位置は、タイミングバーに黒の三角形として表示されます。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファ

レンス）計測器のオプション メニューで利用できる設定可能なパラメーターをリスト表示して

います： 

 
表 4-26：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）メニューのオプション 

（IP 2022-6 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

System Reference

（システム リファ

レンス） 

Free Run（フリーラン） 

External Reference（外部リ

ファレンス） 

システム リファレンス ロッキング コントロールは、ユニッ

トとそれが生成する信号がロックされるリファレンスを定

義する。デフォルト オプションの「Free Run」（フリーラ

ン）を選択すると、システムはタイミング リファレンス信

号として内部オシレーターにロックする。システムが何ら

かの理由で外部リファレンス信号を失うと、システムは自

動的に「Free Run」（フリーラン）リファレンス信号を使

用するように切り替わる。 

システム リファレンス ロック ステータス情報は、計測器の

右上に表示され、リファレンスの健全性にエラーがあれば

赤色で表示される。 

Ext Ref Termination

（外部リファレンス

端子） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

有効化されているとき、システム リファレンス信号を安定

させるために、リファレンス入力に内部 75オーム端子を追

加する。 

Reference Timing 

Meter Range（リフ

ァレンス タイミン

グ メーター範囲） 

+/− 0.1ライン、+/− 0.5ラ

イン、+/− 0.5フレーム 

計測器の上部のリファレンス タイミング メーターの表示範

囲を調整して、フレームスケールで読み取り値を表示する

か、ラインの一部を拡大する。 

Input Measurement 

Offset Type（入力測

定オフセットタイ

プ） 

Lines And Pixels（ラインと

ピクセル） 

Time（時間） 

空間（ライン／ピクセル）または時間（μs, ns）の値のどち

らを使ったオフセットを適用するかを定義する。 

カプセル化解除 vsシス

テム リファレンス タイ

ミング メーター 

入力タイミング 

オフセット位置 

リファレンス信号 

システム リ

ファレンス 
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項目 オプション 説明 

Input Measurement 

Time Offset（入力測

定時間オフセット） 

0.00、+/− 0.01など... オフセットタイプを「Time」（時間）とした場合、タイミ

ング オフセットをマイクロ秒（μs）単位で設定する。 

Input Measurement 

Line Offset（入力測

定ライン オフセッ

ト） 

0～+/−（現在の標準のライ

ンの総数マイナス 1） 

オフセットタイプを「Lines And Pixels」（ラインとピクセ

ル）とした場合、粗タイミング オフセットをライン数で設

定する。 

Input Measurement 

Pixel Offset（入力測

定ピクセル オフセ

ット） 

0～+/−（現在の標準のライ

ンあたりのピクセルの総数

マイナス 1） 

オフセットタイプを「Lines And Pixels」（ラインとピクセ

ル）とした場合、微調タイミング オフセットをピクセル数

で設定する。 

Set Input 
Measurement Offset 

to current（入力測定

オフセットを現在に

設定） 

無 入力測定オフセットを現在のカプセル化解除信号と同じ位

置に設定する。 

Clear Input 
Measurement Offset

（入力測定オフセッ

トをクリア） 

無 入力測定オフセットを削除する。 
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IP 2110 ブートモードのビデオ タイミングおよび外部リファレンス設定 

概説 

IP 2110ブートモードでは、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよ
びシステム リファレンス）計測器は、送信側デバイスと同じ PTPソースに安定してロックされ
なければなりません。「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシス
テム リファレンス）ウィンドウには次の 2つのタブがあり、それぞれ異なるタイミングデータ
にアクセスできるようになっています： 

• 「Media Latency」（メディア レイテンシー）（詳しくは、144ページの「Video Timing 

& System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）（IP 2110ブー
トモード）」の節を参照してください。 

• 「External Reference vs PTP」（外部リファレンス vs PTP） 

External Reference vs PTP（外部リファレンス vs PTP）タブ 

「Ext Ref vs PTP」（外部リファレンス vs PTP）タブは、外部アナログ リファレンスを PTP

リファレンスと比較するためにハイブリッドシステムで使用するためのタイミングツールで
す。オプション メニューを使って、「System Reference」（システム リファレンス）を
「PTP SFP E」か「PTP SFP F」のいずれかに設定し、この測定を有効にするには、PTPロッ
クが低 PTP推定位相オフセットで安定していなければなりません。 

計測器は、外部アナログ リファレンスと PTPとの時間差を、ビデオのラインとピクセルの単位
および時間の単位（μsまたは ms）の両方で表示します。 

この測定の精度はユニットの長期 PTP位相アライメントに依存し、ネットワーク遅延の非対称
性または 1G PTPソースと 10G/25Gネットワークとの変換に影響を受けることがあります。 

この長期 PTP位相オフセットは、GPIOでユニットからの 1PPSをオシロスコープを使った
PTPグランドマスターからの 1PPSと比較して調節することができます。「PTP Info」（PTP

情報）計測器のサブメニューにあるユニットの PTPレイテンシー オフセット コントロールを
調節して、ユニットの 1PPSをグランドマスターの 1PPSにタイム アライメントするようにす
ることができます。 

このタブは外部リファレンス信号と PTPリファレンスとのオフセットを表示します。この値
は、時間の単位とラインとピクセルの単位で表示されます。外部リファレンスの発信元が PTP

と同じ場合、表示される値はユニットの位相オフセットを表すはずです。このツールを使う
と、外部リファレンスが PTPにどれくらいよくロックされているかが分かります。PTPにロッ
クされていない場合、値が変動して定まらないことに気づくでしょう。 

 

図 4-38：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器の 

「Ext Ref vs PTP」（外部リファレンス vs PTP）タブ（IP 2110 ブートモード） 

リファレンス信号 

PTPタイミング 

外部リファレンス 

外部リファレンス vs PTP

タイミング メーター 
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計測器メニューのオプション 

以下の表に、標準コアライセンスで、IP ST 2110ブートモードの「Video Timing & System 

Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器 オプション メニュー

で利用できる設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 

 
表 4-27：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス） 

メニューのオプション（IP 2110 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

「Ext Ref vs PTP」（外部リファレンス vs PTP）タブのオプション 

System Reference（システ

ム リファレンス） 

Free Run（フリーラ

ン） 

PTP SFP E 
PTP SFP F 

システム リファレンス ロッキング コントロールは、ユ

ニットとそれが生成する信号がロックされるリファレン

スを定義する。IP 2110ブートモードでは、必ずシステム 

リファレンスが送信側デバイスと同じ PTPソースに安定

してロックされるようにする。 

 

システム リファレンス ロック ステータス情報は、計測

器の右上に表示され、リファレンスの健全性にエラーが

あれば赤色で表示される。 

Ext Ref Termination（外部

リファレンス端子） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）

（デフォルト） 

有効化されているとき、システム リファレンス信号を安

定させるために、リファレンス入力に内部 75オーム端子

を追加する。 

注：この端子は、パワーサイクル、ブートモードの変更

およびアップグレード中には一時的に途絶することがあ

る。 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブのオプション 

Latency Meters Zoom（レ

イテンシー メーター ズー

ム） 

Overview（全体）、E 

VID、E AUD 1、E AUD 

2、E ANC、F VID、F 

AUD 1、F AUD 2、F 

ANC 

特定のタイミング メーターを選択して、全体表示と拡大

表示とを切り替える。 

Anchor time scale start in 

Overview mode（全体モー

ドでタイムスケールの始点

を固定） 

Zero（0）以下、任意の

値 

「Overview」（全体）のとき、タイムスケールの始点を

設定する。 

Clear Min, Max values（最

小値、最大値をクリア） 

無 過去の最小・最大値をゼロに戻す。 

 

 

注：現在のソフトウェア リリースでは、オーディオフローAUD 3 および AUD 4のモニタリン

グはサポートされていません。 
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IP Receive - Flow Select（IP 受

信 - フロー選択）  

 

概説 

「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）ウィンドウで、IGMPリクエストを手動
で発行し、受信した各フローの SMPTEプロトコルタイプを分類し、さらに分析のための IPフ
ローを選択するようユニットに指示することができます。「Multicast Requests」（マルチキャ
スト リクエスト）の表には、IPフローとともにそのパラメーターを一覧表示しています。IPフ
ローは、ユニットがサブスクライブしたマルチキャストと一致するものとともに、ユニットに
送られたマルチキャストおよびユニキャストのフローを含みます。 

AMWA NMOSの制御下にあるとき、ユニットは自動的に IGMPリクエストを発行し、フローを
分類して選択します。これはすべてセッション記述プロトコル（SDP）移送ファイルの制御下
にあります。 

IP 2110ブートモードでは、ユニットは次のことを同時に処理することができます： 

• 2110-20ビデオフロー1つ 

• 2110-30リニア PCMまたは 2110-31 AES-3オーディオ フローの次の組合せのいずれか
で、次の上限まで（125 μsのパケット時間）： 

• 2110-30リニア PCMのとき、次のいずれか： 

• 最大 80チャンネルまでのオーディオフロー1つ 

• それぞれ最大 64チャンネルまでのオーディオフロー2つ 

• それぞれ最大 32チャンネルまでのオーディオフロー4つ 

• 2110-31 AES-3のとき、次のいずれか： 

• 最大 60チャンネルまでのオーディオフロー1つまたは 2つ 

• それぞれ最大 32チャンネルまでのオーディオフロー4つ 

• 補助データ（ANC）フロー1つ 

• あるいは： 

• ST 2022-6フロー1つ（これを選択する場合、ST 2022-6フローはそのインターフ
ェースで現在アクティブな ST 2110フローをすべて非アクティブにします。） 

注：現在、オーディオ フローの数は設定可能で、「Flow Select」（フロー選択）オプション メ
ニューで選択することができます。 

オーディオ フローは、タイプ ST 2110-30（PCM）または ST 2110-31（AES 3）のいずれでも
構いません。 

IP 2022-6ブートモードでは、処理のために一度に 1つのフローを選択することができます。メ
ディア フロー タイプまたはプロトコルの割り当ては、ペイロード タイプ ID番号に依存しない
ため、異なるいくつかのメディア フロー タイプを同じペイロード タイプ IDにすることが可能
です。 

各フローの詳細情報は、次の通り「Multicast Requests」（マルチキャスト リクエスト）の表で
提供されます： 

• SFPポート（Eまたは F） 

• チャンネル割り当て（Video, Audio 1, Audio 2, Audio 3, Audio 4, ANC） 

• SMPTEメディア プロトコル（2110-20、-30、-40など） 
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• ペイロード タイプ ID番号 

• 宛先とソースの IPアドレスとポート番号 

• 同期ソース（SSRC）識別情報 

• 1秒平均の平均フロー帯域幅 

• 総パケット数 

• シーケンスエラー数 

シーケンス ペイロードおよび CRCのエラーはどちらも「Seq errors」（シーケンスエラー）
数の列に表示されます。表はどのパラメーター列でも並べ替えることができ、構成されたら、
フローを左クリックすると詳しく分析できます。 

マルチキャスト IGMPリクエストの全体なステータスは表の上に表示されます。例：Multicast 

Requests：18/18 joins sent（マルチキャスト リクエスト：送信された結合 18／18）。マルチ
キャスト IGMP結合・離脱リクエストはサブメニューで制御することができ、IGMPリクエスト
の最大レベルは「SFP IP Network」（SFP IPネットワーク）計測器で構成することができま
す。 

サブメニューからフロープロトコル構成管理を利用でき、プロトコルが未割り当ての着信フロ
ー（Other IP（その他 IP））は、フローを右クリックしてから、構成ウィンドウでフロータイプ
と分析経路を割り当てれば、すぐに構成することもできます。 

IP 2110ブートモードでは、「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）は、SFP E 

または SFP Fのフローの受信と、SFP E + Fのフローペアの ST 2022-7シームレス IP保護スイ
ッチング（SIPS）をサポートしています。IP 2022-6ブートモードでは、IPメディアフローの
受信は SFP Eで利用でき、SFP Fは伝送用に留保されています。 

注：フローペアの SIPS保護は SFP E + Fで利用できますが、単独の SFP内のフローペアの
SIPS保護はサポートされていません。 

 

 

 

図 4-39：送信されたマルチキャスト リクエストの一覧を表示する「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択） 

計測器 

メディアフローは、ユニキャストの送信機、ネットワーク オーケストレーター、またはスイッ
チ／ルータミラーポートもしくはパッシブ光タップに装着されるユニットのいずれかによっ
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て、すでに提示されていることがあります。このような状況では、メディアフローの詳細は
「Flow Select」（フロー選択）ウィンドウに自動的に表示されます。 

ユニットが IGMPリクエストによってマルチキャスト セッションを開始するよう要求された
ら、それは、JSON APIか NMOSで自動的に行われるか、または「Flow Select」（フロー選
択）ツールを右クリックし、サブメニューからオプション「Multicast/Flow Config」（マルチ
キャスト／フロー構成）を選択して手動で行うことができます。次の選択可能なタブのあるウ
ィンドウが表示されます： 

• 「Multicast Requests」（マルチキャスト リクエスト）（132ページの「マルチキャス
トのセットアップ（マルチキャスト リクエスト）」を参照） 

• 「Flow Configuration」（フロー構成）（134ページの「フロー プロトコル構成（フロ
ー構成）」を参照） 

• 「NMOS Flow Config」（NMOSフロー構成）137ページの「NMOS Flow Configuration

（NMOS Flow Config）（NMOSフロー構成）」を参照 

ユニットは IGMP v1、v2または v3いずれかのマルチキャスト リクエストを使って IPフローに
アクセスすることができ、IGMPリクエストの最大レベルは、「Flow Select」（フロー選択）
を右クリックするか、あるいは「SFP IP Network（SFP IPネットワーク）」計測器サブメニュ
ーのいずれかで構成されます。選択された最大 IGMPマルチキャスト レベルはすべてのメディ
ア ポートに適用されます。マルチキャスト グループの結合が成功すると、その中のすべてのフ
ローは「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）ウィンドウに表示されます。 

ウィンドウに一覧表示される SMPTEプロトコルが割り当てられている IPフローは、その選ば
れたインターフェースで現在選択できるものです。分析のためにフローを選択するにはクリッ
クします。そうすると、選択されたフローが強調表示されます。 

注：25G IPライセンス（PHQXO-IP-25G）がインストールされていないときに、SFP Eまたは
Fモジュールケージのいずれかに 25G SFPを挿入すると、計測器のタイトルの色が赤色に変わ
ります。タイトルの上にカーソルを置くと、次のエラーメッセージが表示されます： 

Error: IP 25G License: Not Present. Inserted 25G SFPs will not function.（エラー：IP 25G

ライセンス：存在しません。挿入された 25G SFPは機能しません。） 

計測器メニューのオプション 

「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）ウィンドウを右クリックすると現れるサ
ブメニューは、マルチキャストとフロー構成の設定、持続性の設定、さらにリストや選択クリ
アのコントロールを呼び出します。 

 

図 4-40：「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択）計測器のオプション メニュー 

以下の表に、「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）計測器サブメニューの設定
可能なパラメーターをリスト表示しています： 
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表 4-28：「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Multicast/Flow Config

（マルチキャスト／
フロー構成） 

ダイアログの選択 クリックすると、前述した、「Multicast Requests」（マルチキ
ャスト リクエスト）（132ページの「マルチキャストのセットア
ップ（マルチキャスト リクエスト）」を参照）、「Flow 

Config」（フロー構成）（134ページの「フロー プロトコル構成
（フロー構成）」を参照）および「NMOS Flow Config」（137
ページの「NMOS Flow Configuration（NMOS Flow Config）
（NMOSフロー構成）」を参照）のタブを備える新しいダイアロ
グボックスが開く。 

Request Multicasts 

on boot（ブート時に
マルチキャストをリ
クエスト） 

Enabled（有効化）
（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、リブートすると自動的にマルチキャスト
フローを受信するリクエストを行うように設定する。 

Re-lock flows on boot

（ブート時にフロー
を再ロック） 

Enabled（有効化）
（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、リブートすると自動的に選択されたフロ
ーに再ロックするように設定する。 

Flow Persistence

（フロー持続性） 

1 s 

10 s 

30 s 

1 min 

5 min 

10 min 

Infinite（無期限） 

「Flow Select」（フロー選択）ウィンドウに古い非アクティブ フ
ローを表示したままにしておく時間を設定する。 

2022-7 Mode 

Selection（2022-7モ
ード選択） 

SFP E 

SFP F 

Seamless E+F 

フローの分析を 1つまたは 2つの SFP受信機インターフェースで
利用したいかを選ぶ（IP 2110ブートモード）。 

計測器ウィンドウの右上に現在のインターフェース モードが表示
される（アナライザー インターフェース）。 

IP 2022-6ブートモードでは、一度に 1つのビデオフローを分析の
ために選択することができる。 

IP 2110ブートモードでは、1インターフェースにつき最大 6つの
フロー（ビデオ 1つ、オーディオ 4つ、ANC1つ）を同時に選択
することができる。 

ST 2022-7シームレスな再構成が有効化されている（Seamless 

E+F）とき、ユニットは最大 4ペア（8つのフロー）を同時にシ
ームレス IP保護スイッチング（SIPS）に使用する。フローの同
一のインスタンス（内容について）は、両方の SFPインターフェ
ースに送らなければならない。それからユニットはいずれかのイ
ンターフェースからベストなパケットを使用してフローを再構成
する。 

Audio Flows（オーデ
ィオ フロー） 

1 x 80 Channels 

2 x 64 Channels 

4 x 32 Channels（デ
フォルト） 

注：これは ST 2110フローに適用され、IP 2110ブートモードで
受信される ST 2022-6フローには適用されない。 

 

各インターフェースについて、受信するオーディオ フローとオー
ディオ チャンネルの最大数を設定する。 

デフォルト設定は、1フローあたり最大 32チャンネルで、1イン
ターフェースにつき 4つのフローである。 

Clear input list（入力
リストをクリア） 

システム コントロー
ル 

クリックすると、表示されている利用可能なフローとパケット数
およびシーケンスエラー数のリストが消去される。 

Clear Selection（選
択をクリア） 

システム コントロー
ル 

クリックすると、現在選択されているフローの選択が解除され
る。 



 

132ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

マルチキャストのセットアップ（マルチキャスト リクエスト） 

「マルチキャストのセットアップ」ダイアログにアクセスするには、計測器サブメニューから

「Multicast/Flow Config」（マルチキャスト／フロー構成）オプションを選択して、まだ選択

されていなければ「Multicast Requests」（マルチキャスト リクエスト）タブをクリックしま

す。 

「Multicast Requests」（マルチキャスト リクエスト）タブの右下にあるコントロールを使っ

て、結合するマルチキャストの詳細と希望の SFPインターフェースを入力します。 
 

 

図 4-41：「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択）：「Multicast Requests」 

（マルチキャスト リクエスト）タブ 

計測器コントロールを使用する 

ドロップダウン リストからインターフェース SFP Eまたは SFP F を選択します。 

USBキーボードかソフトキーパッドのいずれかを使って、「Dst IP」（宛先 IP）フィールド

に、結合するマルチキャスト グループの宛先 IPアドレスを入力します。あるいは、調整する数

の上にマウスカーソルを置いて、マウススクロールホイールで数を増減させて次の範囲内にし

ます： 

• Dst IP： > [224.0.0.1～239.255.255.255] 

ユニットが、選択したソース IPアドレスから発信するパケットを確実に受信するようにするた

めに、IGMPv3とともに、Source Specific Multicast（SSM）（ソース指定マルチキャスト）

を使用する選択をすることができます。SSMを使用するには、「SSM」チェックボックスを選

択します。 

注：IGMPv1および IGMPv2は SSMをサポートしていません。 

マルチキャスト結合リクエストを送るには、「Join」（結合）をクリックします。 

この結合リクエストは、結合リクエストのステータスとともに、タブのダイアログ ウィンドウ

のマルチキャスト リクエストの表に追加されます。 

マルチキャスト リクエスト、フロ

ー構成、NMOSフロー構成を切り

替えるタブ 

離脱リクエストまた

は再結合リクエスト

のコントロール 

選択したマルチ

キャスト結合リ

クエスト 

結合リクエストを定義

するコントロール 

SFP E/F選択ド

ロップダウン 

宛先 IPアドレス

の選択 

ソース指定マ

ルチキャスト

（SSM）チェ

ックボックス ソース IPアドレス

の選択 

結合リクエスト

を提出 
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すでに表に載っているものの、まだ結合されていないマルチキャストを結合するには、または

すでに結合されているマルチキャストの結合リクエストを再び送るには、そのマルチキャスト

を選択してから「Join」（結合）をクリックします。 

マルチキャストから退去するには、ダイアログボックスの表からそのマルチキャストを選択し

て、次をクリックします： 

• Leave（離脱） 

すべてのマルチキャストから退去するには、次を選択します： 

• Leave All（すべて離脱） 

すべてのマルチキャストを離脱するかどうかの確認を求めるプロンプト ウィンドウが表示され

ます。 

ダイアログボックスの表に現在載っているすべてのマルチキャストに再結合するリクエストを

行うには、次を選択します： 

• Re-join All（すべて再結合） 

「Multicast Requests」（マルチキャスト リクエスト）ダイアログ ウィンドウを閉じるには、

以下をクリックします： 

• Ok 

リブート時に自動的に、現在ダイアログボックスの表に載っているすべてのマルチキャストに

再結合するリクエストを行うように設定するには、計測器のサブメニューに戻って、次のパラ

メーターを有効化します： 

• Request Multicasts on boot（ブート時にマルチキャストをリクエスト） > [Enabled, 

Disabled]（有効化、無効化） 
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フロー プロトコル構成（フロー構成） 

マルチキャストの結合が成功したら、またはメディア トラフィックがすでにユニットにルーテ
ィングされた場合、関連するすべてのフローが「Flow Select」（フロー選択）の表に表示され
ます。 

SMPTE ST 2110は複数のフローを扱うため、様々なフローとその特定のパラメーターを識別す
るためにかなり複雑なラベリング手順が必要です。IP 2110ブートモードで着信 IPフローを使
用する前に、まず、それを正しく分析するために、取り扱う SMPTEプロトコル フローのタイ
プを識別することが重要です。 

IGMP結合が NMOS制御下で開始されている場合、すべてのフロー パラメーターはセッション
記述プロトコル（SDP）移送ファイルの情報を使って自動的に構成されます。 

メディア フローのタイプがユニットに不明な場合、プロトコル タイプは Other IP（その他 IP）
と識別され、これも「Flow Config」（フロー構成）ダイアログの「Unconfigured Flows」
（未構成フロー）の表に自動的に表示されます。 

フロー プロトコルは、「Flow Select」（フロー選択）ウィンドウのフローの「Other IP」（そ
の他 IP）のラベルを左クリックするか、フロー プロトコル構成リストを維持している「Flow 

Config」（フロー構成）ツールを使って構成します。 

ユニットはすべてのフロー構成を自動的に格納し、このリストは長期的に増えていきます。メ
ディア フローは、リクエストされる前に、予め構成することもできます。 

Flow Config（フロー構成）コントロールを使用する 

計測器サブメニューで「Multicast/Flow Config」（マルチキャスト／フロー構成）を選択し
し、「Flow Config」（フロー構成）タブをクリックします。 

ダイアログボックスは次のウィンドウを表示します： 

 

図 4-42：「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択）：「Flow Config」（フロー構成）タブ 

未構成フローの一覧表示 構成済みフローのリスト 

フロー構成、マルチキャスト リクエス

ト、NMOSフロー構成を切り替えるタブ 

未構成フローのパラメーターを

設定したり、選択した構成済み

フローの詳細を表示／修正した

りするためのコントロール 

クリックすると、構成済み

フローのリストに未構成フ

ローを追加する 

クリックすると、指定される

フロー構成を削除する（選択

したフローまたはすべて） 
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• 左側のペインは、構成されていないフローとともに、ユーザーが適用できるユーザー制御
パラメーターを設定するためのコントロールを表示します。 

• 右側のペインは構成済みのすべてのフローを表示し、プロトコル タイプ別にリスト表示
しています。このペインで 1つのフローを選択する場合、ユニットはフローの詳細を
「Unconfigured Flows」（未構成フロー）ペインの下のフィールドとチェックボックスに
表示します。手動操作では、デフォルトで Match Destination（Dst）IP（宛先 IPを照
合）チェックボックスのみがチェックされています。必要に応じて他のチェックボックス
も選択することができます。チェックボックスにチェックが入っていない場合、
「Configured Flows」（構成済みフロー）ペインの対応するフィールドに「Any」（任
意）が表示されます。 

• 自動 NMOS制御されている場合、デフォルトで次のチェックボックスが選択されます： 

• ペイロード タイプ 

• 宛先 IPアドレス 

• 宛先 UDPポート番号 

• ソース IPアドレス 

フローを構成するには、「Unconfigured Flows」（未構成フロー）ウィンドウで 1つを選択し
ます。その現在のパラメーターがパネルの下にあるフローパラメーター コントロールに表示さ
れます。 

コントロールを使って、必要なオプションを選択します。： 

• IP 2110ブートモードの「Protocol」（プロトコル）オプション： 

• 2110-20（ビデオ） 

• 2110-30（PCMオーディオ） 

• 2110-31（AES 3オーディオ） 

• 2110-40（補助データ） 

• 2022-6（ユニットが IP 2110ブートモードで動作しているときに受信される ST 

2022-6フローに適用することができます） 

• IP 2022-6ブートモードの「Protocol」（プロトコル）オプション： 

• 2022-6 

利用可能なフローに SSRC IDが含まれている場合、この SSRCが一致するときにのみフローを
分析したいかどうかを決めます。 

フローを構成したら、「Add」（追加）をクリックして、それを右側のペインの構成済みフロ
ーに移動します。 

フローに割り当てられている現在の構成を削除するには、「Remove」（削除）をクリックする
か、「Remove All」（すべて削除）をクリックしてすべてのフロー構成を消去します。
「Remove All」（すべて削除）を選ぶ場合、すべての構成済みフローを削除したいかを確認す
ることが求められます。続行するには「Remove All」（すべて削除）をクリックします。 

SFPインターフェースの 1つにフローがまだ存在する場合、「Unconfigured Flows」（未構成
フロー）ウィンドウにそれが再び表示され、必要であれば修正することができます。 

完了したら、「Ok」をクリックして「Flow Config」（フロー構成）ウィンドウを閉じます。 

IP 2110 ブートモードで ST 2022-6 フローを受信する 

IP 2110ブートモードのときに、ユニットのインターフェースの一方または両方が ST 2022-6標
準入力を受信する場合、IP 2022-6ブートモードの 2022-6ソースに対して期待されるカプセル
化解除と分析のために、2022-6ソース フローを選択することができます。 
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次のように、IP 2110ブートモードで ST 2022-6フローを選択してカプセル化解除することがで
きます： 

1. 「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）計測器を開きます。 

2. オプション メニューから、「Multicast/Flow Config」（マルチキャスト／フロー構成）
を選択してから、「Flow Config」（フロー構成）タブを選択します。 

3. 「Unconfigured Flows」（未構成フロー）領域に ST 2022-6フローが一覧表示されま
す。 

4. 「Unconfigured Flows」（未構成フロー）リストの ST 2022-6フローを選択し、
「Protocol」（プロトコル）ドロップダウンから 2022-6 プロトコルを適用し、「Add」
（追加）をクリックします。 

5. 「OK」をクリックすると「Flow Config」（フロー構成）タブが閉じます。 

IP 2110ブートモードで ST 2022-6フローを選択する場合、ユニットはそのインターフェースで
現在アクティブなすべての ST 2110フローを非アクティブにします。「Flow Select」（フロー
選択）ウィンドウに表示される ST 2022-6フローを見てください。 

注：IP 2110ブートモードで ST 2022-6フローを選択した後に、ST 2110フローのモニタリング
に戻りたい場合、必ず最初に 2110-20ビデオ フローを選択してから、2110-30 / -31オーディオ
または 2110-40補助データ フローを選択します。2022-6から 2110-30 / -31 / -40フローに直接
切り替えてはいけません。2022-6フローを選択した後に誤って 2110-30 / -31 / -40フローを選
択した場合には、2022-6フローを再び選択してから、2110-20ビデオフローを選択します。 

「Picture」（ピクチャー）計測器および「Picture（Copy）」（ピクチャー（コピー）計測器
は、受信した ST 2022-6標準を定義する情報を表示しますが、ピクチャーは表示されません。
例えば： 

2022-6 Flow: 1920 x 1080 422 12 Level A 

IP 2022-6ブートモードに切り替えなくても、次の計測器で ST 2022-6フローを分析することが
できます： 

• IP Receive - Interpacket Timing（IP受信 - パケット間タイミング） 

• Analyzer - 2022-7 Status（アナライザー - 2022-7 ステータス） 

• SFP E / F - Network Stats（SFP E / F - ネットワーク統計） 

2110ブートモードのとき、現在、次の計測器は ST 2022-6フローの分析には利用できません： 

• Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）
（「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブでは、ビデオ行が無効化され、
「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブが無効化されます） 

• Analyzer - 2110 Format Setup（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ） 

• Analyzer - Ancillary Inspector（アナライザー - 補助データ インスペクター） 

• Analyzer - Ancillary Status（アナライザー - 補助データ ステータス） 

• Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メーター）（Dolbyモニタリングを
含む） 

• Analyzer - CIE Chart（アナライザー - CIEチャート） 

• Analyzer - Loudness Monitor（アナライザー - ラウドネス モニター） 

• Analyzer - Vectorscope（アナライザー - ベクトルスコープ） 

• Analyzer - Waveform（アナライザー - 波形） 

• NMOS Receivers and Senders（NMOS受信機および送信機） 
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NMOS Flow Configuration（NMOS Flow Config）（NMOS フロー構

成） 

ユニットが NMOS IS-05結合を生成するとき、構成されたフローは、デフォルトで、次の iGMP

および NMOSのパラメーターと照合されます： 

• ペイロード タイプ 

• 宛先 IPv4アドレス（Dst IP） 

• 宛先 UDPポート番号（Dst UDP） 

• ソース IPv4アドレス（Src IP） 

典型的なネットワーク環境では、これらのパラメーターが完全には一致しない場合があるた

め、1つ以上のパラメーターの選択を手動で解除することにより、ユニットはフロー照合の精度

を調節することができます。例えば、「Payload Type」（ペイロード タイプ）の選択を解除す

ると、フローは残り 3つのパラメーター：「Dst IP」、「Dst UDP」および「Src IP」で照合し

ます。 

ソース IPv4アドレスの選択を解除すると、ソース IPアドレスが使用できなくなるため、ユニッ

トは IGMPソース固有のマルチキャスト結合リクエストを行いません。 

照合パラメーターのいずれかを選択解除する場合、「OK」をクリックして変更を適用するよう

にしてください。 

 

 

図 4-43：「IP Receive - Flow Select」（IP 受信 - フロー選択）：「NMOS Flow Config」（NMOS フロー構成）タブ 

NMOSフロー構成、マルチキャスト 

リクエスト、フロー構成を切り替える

タブ 

NMOS IS-05照合パラメー

ターを選択するチェック

ボックス 

クリックすると、

選択を実行する 
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Analyzer - 2110 Format Setup（アナライ

ザー - 2110フォーマット セットアップ） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ）計測器

は、受信して選択された ST 2110-20ビデオ フローを自動的に評価し、そのフローに適切なビ

デオ標準を推定します。 

2つのタブでビデオ パラメーターとオーディオ パラメーターに個別にアクセスでき、1つのビ

デオ フローと最大 4つのオーディオ フローのパラメーターを定義することが可能です。 

特長： 

• ST 2110-20フローのビデオ フォーマット パラメーターの自動推定 

• NMOSによる SDPレコードから ST 2110-20フロー用のビデオフォーマット パラメータ

ーの抽出 

• ST 2110-20フロー用のユーザー設定可能なビデオ フォーマット パラメーター 

Video（ビデオ）タブ 

「Video」（ビデオ）タブでは、ビデオ パラメーターは次のようにそのソースを示すために 3

列で表示されます： 

• 「Auto」（自動）：受信するフローから自動検出されたビデオ パラメーターを一覧表示

します。 

• 「SDP」：入手できる場合、NMOSから提供され、セッション記述プロトコル（SDP）

レコードから抽出されたビデオ パラメーターを一覧表示します。SDPレコードを使って

フローを選択する場合、フォーマット パラメーターは SDP移送ファイルから自動的に表

示されます。 

• 「Override」（オーバーライド）：手入力したビデオ パラメーターを一覧表示します。

これを使って、自動検出されたパラメーターや SDPパラメーターをオーバーライドし、

必要な場合には分析のために選択されたフローにそれを適用します。 
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図 4-44：「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）計測器 

 - 「Video」（ビデオ）タブ 

「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ）計測器

は、選択された 2110-20ビデオ フローについて、次のパラメーターを自動推定します： 

• ピクチャー寸法（高さと幅） 

• フレーム パッキング タイプ（インターレース、プログレッシブまたはセグメント化） 

• フレーム レート 

• カラー フォーマット 

• サンプル フォーマット 

• ビット深度 

ビデオ標準で現在使用されているすべてのパラメーターは、白の太字フォントで表示され、未

使用のパラメーターはグレー表示されます。SDPを使ってフローが選択される場合、ユニット

は SDPからビデオ パラメーターを抽出し、それを SDPの列に表示します。SDPレコードが入

手できない場合、SDPの列はグレー表示され、パラメーターは表示されません。現在、SDPパ

ラメーターは、NMOSから入手した SDPを使ってフローを選択した場合にのみ提供されます。

後にフローの選択を手動で解除してから、それを再び選択すると、SDPパラメーターは失われ

ます。 

必要な場合、いつでもオーバーライド パラメーターを使用する選択肢があります。そうする場

合、自動推定されたパラメーターと SDPパラメーターは依然として利用でき表示されますが、

使用されません。デフォルトのオーバーライドは、現在のデフォルト ビデオ標準：

1920x1080i50 YCbCr:422 10 bit SDR 709 と同じです。 

自動推定を使用するとき、ビデオ パラメーターが正しく推定できる場合には、自動推定された

パラメーターが、提供される SDPパラメーター（入手できる場合）よりも優先されます。パラ

メーターを自動推定することが技術的に不可能な場合、代わりに SDP値（入手できる場合）ま

たは手動設定が採用されます。 

選択したフローの現在の

ビデオ標準 
デフォルト TRオフ

セット設定 

SDP提供のビデオ パ

ラメーター 

ビデオ フロー セット

アップ パラメーター 

タブ 

自動検出されたビ

デオ パラメーター 

オーディオ フロー 

セットアップ パラ

メーター タブ 

手入力されたオーバーライド ビ

デオ パラメーター 

現在有効なインターフェース 
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「Transfer Curve」（伝達曲線）または「Colorimetry」（カラリメトリー）パラメーターを推定

することは技術的に不可能なため、これは SDPファイル（入手できる場合）または手動設定の

いずれかから取得されます。また、YCbCr:444と RGB:444、または YCbCr:422 12ビットと

RGB:444 8ビットのフォーマットの区別も自動的にできません。このような状況では、自動検

出器が「Auto」（自動）の列の対応するフィールドに赤色のフォントで「undetermined」（不

明）を報告します。 

 

図 4-45：不明なパラメーターを表示する「Analyzer - 2110 Format Setup」 

（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）計測器 

パラメーターが現在使用しているパラメーターと一致しない場合、そのパラメーターは黄色で

表示されて注意を喚起するようになっています。例えば、次の画面は、SDP列のピクチャー寸

法、フレーム パッキングおよびフレーム レートが現在使用している「Auto」（自動）列のもの

とは一致していないことを示しています。 

 

 

図 4-46：不一致の SDP パラメーターを表示する「Analyzer - 2110 Format Setup」 

（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）計測器 

「2110 Format Setup」（2110フォーマット セットアップ）計測器は、SFP E/Fのどちらのイ

ンターフェースでも 2110-20ビデオ フローの標準を推定します。使用されるビデオ標準は現在

のアナライザー インターフェースの設定によります。ユニットがシームレス E+Fモードの場
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合、SFP Eからのパラメーターが使用されますが、ただしフローが存在しないか障害が確認さ

れる場合にはこの限りではなく、SFP Fからのパラメーターが使用されます。 

2つの 2022-7フローからのビデオ標準が一致せず、アナライザー インターフェースがシームレ

ス モードに設定されている場合、アラートが表示されます。 

Audio（オーディオ）タブ 

「2110 Format Setup」（2110フォーマット セットアップ）計測器は、選択されたオーディオ

フロー（AUD1から AUD4）について次のパラメーターを自動推定します： 

• パケット時間（ms） 

• チャンネル数 

自動推定を使用するとき、オーディオ パラメーターが正しく推定できる場合には、自動推定さ

れたパラメーターが、提供される SDPパラメーター（入手できる場合）よりも優先されます。

パラメーターを自動推定することが技術的に不可能な場合、代わりに SDP値（入手できる場

合）または手動設定が採用されます。 

 

 

図 4-47：「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）計測器 

 - オーディオ フローが 2 つある「Audio」（オーディオ）タブ 

特長： 

• ST 2110-30フローのユーザー設定可能なオーディオ フォーマット パラメーターには、パ

ケット時間とチャンネル数があります。 

• オーディオ フォーマット、チャンネル数およびパケット時間の自動検出。 

計測器メニューのオプション 

 

ビデオ フロー セットア

ップ パラメーター タブ 

自動検出されたオーディオ 

パラメーター 

オーディオフロー 

セットアップ パラ

メーター タブ 

手入力されたオーバーライド 

オーディオ パラメーター 

現在有効なインターフェース 

SDP提供のオーディオ パラメ

ーター（入手できる場合） 
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図 4-48：「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）計測器メニューの 

オプション（オーディオ フロー2 つ） 

以下の表に、「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セットア
ップ）計測器オプション メニューで、「Override」（オーバーライド）列の選択に利用できる
ビデオおよびオーディオ フォーマット パラメーターのオプションをリスト表示しています： 

 
表 4-29：「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110 フォーマット セットアップ）メニューのオプション 

 
項目 オプション 説明 

オーバーライド ビデオ フロー パラメーター 

Video Flow 
Parameters（ビデオ 
フロー パラメータ
ー） 

Use auto-estimate parameters
（自動推定パラメーターを使用）
（デフォルト） 
Use override parameters（オーバ
ーライド パラメーターを使用） 

「Use auto-estimate parameters」（自動推定パラメ
ーターを使用）に設定すると、ユニットは着信 IPビデ
オ標準を自動的に判定しようとする。うまくいく場合、
ユニットはこのパラメーターを使用してビデオをセット
アップする。 
 
ユニットがビデオ パラメーターを推定することができ
ない場合、入手できれば（現在は NMOSのみ）、SDP
ファルからのビデオ標準を使用し、そうでなければオー
バーライド パラメーターを使用する。 
 
注：現在、ユニットはパラメーター「Transfer Curve」
（伝達曲線）および「Colorimetry」（カラリメトリ
ー）を推定することができないため、必ず SDP（入手
できる場合）またはオーバーライド パラメーターを使
用する。 
 
「Use override parameters」（オーバーライド パラメ
ーターを使用）に設定すると、ユニットはこのオプショ
ン メニューで定義されたパラメーターを使用してビデ
オをセットアップする。 

Override Picture 
Dimensions（オーバ
ーライド ピクチャー
寸法） 

1280 x 720 
1920 x 1080 
2048 x 1080 
3840 x 2160 
4096 x 2160 

フローに適切なピクチャー寸法を選択する。 

Override Frame 
Packing（オーバーラ
イド フレーム パッキ
ング） 

Interlaced（インターレース）
（デフォルト） 
Segmented（セグメント化） 
Progressive（プログレッシブ） 

フローに適切なフレームパッキング方式を選択する。 
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項目 オプション 説明 

Override Frame Rate
（オーバーライド フ
レーム レート） 

23.98、24、25、29.97、30、
47.95、48、50、59.94、60 

フローに適切なフレームレートを選択する。 

Override Bit Depth
（オーバーライド ビ
ット深度） 

8ビット 
10ビット 
12ビット 

手動オーバーライド パラメーターを使用するとき、着
信標準の色ビット深度を定義する。 

Override Sampling
（オーバーライド サ
ンプリング） 

YCbCr:444 
YCbCr:422 
RGB 

フローに適切なサンプリング方法を選択する。 

Override Transfer 
Curve（オーバーライ
ド伝達曲線） 

SDR 
PQ 
HLG 
S-Log3 

フローに適切な伝達曲線を選択する。 

Override  
Colorimetry（オーバ
ーライド カラリメト
リー） 

BT709 
BT2020 

フローに適切なカラリメトリー標準を選択する。 

オーバーライド オーディオ フロー パラメーター 

Audio Flow 
Parameters（オーデ
ィオ フロー パラメー
ター） 

Use auto-estimate parameters
（自動推定パラメーターを使用）
（デフォルト） 
Use override parameters（オーバ
ーライド パラメーターを使用） 

オプション「Use override parameters」（オーバーラ
イド パラメーターを使用）を選択すると、次のフィー
ルドを手動で設定することができる（Channels（チャン
ネル）の最大数は Packet Time（パケット時間）の設定
による）： 

AUD1 Override 
Packet Time（AUD1 
オーバーライド パケ
ット時間） 

1 ms 
125 μs 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD1 Override 
Channels（AUD1 オ
ーバーライド チャン
ネル） 

1 msで 1～10 
125 μsで 1～80（2110-30） 
125 μsで 1～60（2110-31） 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD2 Override 
Packet Time（AUD2 
オーバーライド パケ
ット時間） 

1 ms 
125 μs 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD2 Override 
Channels（AUD2 オ
ーバーライド チャン
ネル） 

1 msで 1～10 
125 μsで 1～80（2110-30） 
125 μsで 1～60（2110-31） 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD3 Override 
Packet Time（AUD3 
オーバーライド パケ
ット時間） 

1 ms 
125 μs 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD3 Override 
Channels（AUD3 オ
ーバーライド チャン
ネル） 

1 msで 1～10 
125 μsで 1～80（2110-30） 
125 μsで 1～60（2110-31） 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD4 Override 
Packet Time（AUD4 
オーバーライド パケ
ット時間） 

1 ms 
125 μs 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 

AUD4 Override 
Channels（AUD4 オ
ーバーライド チャン
ネル） 

1 msで 1～10 
125 μsで 1～80（2110-30） 
125 μsで 1～60（2110-31） 

「Audio flow parameters」（オーディオ フロー パラメ
ーター）が「Use override parameters」（オーバーライ
ド パラメーターを使用）に設定されている場合にのみ
有効。 
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Video Timing & System Reference（ビデオ 

タイミングおよびシステム リファレンス） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

概説 

「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計
測器は、選択されたリファレンスに対する入力のタイミング品質を評価することのできる測定
値を提供します。必要な場合、さらに、測定対象に対するタイミング オフセットを設定するこ
とができます。利用できる測定ツールおよび調整ツールは、以下の表にまとめているように、
ユニットの現在の動作モードと、入力がどこから受信されるかによります。 
 

表 4-30：ライセンスおよびブートモード別の「IP Video Timing」（IP ビデオ タイミング）機能の概要 

 
 ブートモード 

IP 2022-6 IP 2110 

標準

PHQXL ラ

イセンス 

カプセル化解除 vs システム リ

ファレンス 

 

「メディア レイテンシー」タブ（平均データの列） 

 

外部リファレンス vs PTP 

 

   

PHQXO 
-IP-MEAS  

ライセンス 

カプセル化解除 vs システム リ

ファレンス 

 

「ビデオ タイミング」タブ（フルデータ） 

 

「メディア レイテンシー」タブ（フルデータ） 
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IP 2110 ブートモードの Video Timing（ビデオ タイミング） 

概説 

IP 2110ブートモードでは、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよ
びシステム リファレンス）計測器は、送信側デバイスと同じ PTPソースに安定してロックされ
なければなりません。「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシス
テム リファレンス）ウィンドウには次の 2つのタブがあり、それぞれ異なるタイミング データ
にアクセスできるようになっています： 

• 「Media Latency」（メディア レイテンシー） 

• 「External Reference vs PTP」（外部リファレンス vs PTP） 

詳しくは、126ページの「IP 2110ブートモードのビデオ タイミングおよび外部リファレ
ンス設定」の節を参照してください。 

注：「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブについての情報は、311ページの「アドバン
スト ビデオ タイミング タブを使用する」または 359ページの「「Video Timing」（ビデオ タ
イミング）タブの測定」を参照してください。 

Media Latency（メディア レイテンシー）タブ 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブは、どちらも PTPにロックされている場
合、ソースとユニットとの間の各フローのエンドツーエンド レイテンシーを表示します。レイ
テンシーは、パケットがソースで作成されたポイントとそれが受信されるポイントとの時間遅
延を表します。latency period（レイテンシー時間）は、それがパケットを送るのにかかる時間
の長さと、パケットがネットワークを移動するのにかかる時間とを含みます。ユニットは、
RTPパケットヘッダのタイムスタンプを、取り込み時のハードウェアのタイムスタンプと比較
して、レイテンシーを計算します。 

このタブでは、横タイミング メーターでのレイテンシーのグラフと、それに対応する実際の平
均値を示した右側の「Mean」（平均）列の表形式の両方を表示しています。スカラー表示で
は、白色の矢印が PTPからずれた現在のレイテンシーを示し、黒色の矢印は過去最大値および
最小値を示します。実際の平均値は右側の「Mean」（平均）列に表示されます。 

注：現在のソフトウェアリリースでは、オーディオ フローAUD 3 および AUD 4 のモニタリン
グはサポートされていません。 

IP 2110ブートモードで使用される計算に関する情報については、310ページの「アドバンスト 

メディア タイミング測定（IP 2110ブートモード）」の節を参照してください。 

このタブの目的は、ビデオフロー、オーディオフローおよび補助データフローの関係を示すこ
とで、そのため、フローを同期するために受信機で必要なバッファ量を示します。 

 

図 4-49：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器の 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブ（IP 2110 ブートモード） 
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メディア レイテンシーの測度は、パケットの到着時刻とそのパケットの RTPタイムスタンプの

差であり、1秒間の平均を取り、次のように計算します。： 

レイテンシー = TPA0 – RTPTimestamp（1秒間の平均） 

上記式において： 

• TPA0は、ユニットが測定したメディア パケットの到着 PTP時刻 

• RTPTimestampは、ソースが作成した、受信パケット内のタイムスタンプ 

ビデオ フローおよび ANCフローについては、RTPタイムスタンプはフレーム全体で一定であ

るため、レイテンシーは RTPタイムスタンプが変化するときにのみ測定されます。つまり、プ

ログレッシブ方式のフローの場合はフレームの最初のパケットで、インターレース方式のフロ

ーの場合はフィールドの最初のパケットで測定され、その結果の 1秒間の平均を出します。 

オーディオ フローについては、RTPタイムスタンプが各オーディオ パケットとともに増えるの

で、レイテンシーはパケットごとに測定し、その結果の 1秒間の平均を出します。 

メディア レイテンシーについての詳細を見るには、対象のタイミング メーターのどこかをクリ

ックすると特定の対象のエリアを拡大することができ、その特定のフローの値に合うようにス

ケールが変わります。例えば、ビデオ フローを拡大すると、スケールはミリ秒（ms）からマイ

クロ秒（µs）に変わります。メーターを再びクリックすると縮小し、全体表示に戻ります。計

測器のサブメニューから特定のメーターを選択することで、個々のフローメーターの全体表示

と拡大表示とを切り替えることもできます。次の計測器オプションの表を参照してください。 

 

 

図 4-50：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器の 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブ（IP 2110 ブートモード） 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブの設定可能なパラメーターをリ

スト表示しています。標準コアライセンスで、IP 2110ブートモードの「Video Timing & 

System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器サブメニュー

で利用できます： 

 
表 4-31：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）メニューのオプション

（IP 2110 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

「Ext Ref vs PTP」（外部リファレンス vs PTP）タブのオプション 

すべてのメーターを

強調表示 

全体スケール（ms） 

E AUD 2メーター

を強調表示 

拡大スケール（μs） 

レイテンシー メーター拡大 - 全体モード レイテンシー メーター拡大 - メーターE AUD2を拡大 
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項目 オプション 説明 

System Reference（シス

テム リファレンス） 

PTP 

External Reference（外部

リファレンス） 

システム リファレンス ロッキング コントロールは、

Qxとそれが生成する信号がロックされるリファレンス

を定義する。IP 2110ブートモードでは、必ずシステ

ム リファレンスが送信側デバイスと同じ PTPソース

に安定してロックされるようにする。 

 

システム リファレンス ロック ステータス情報は、計

測器の右上に表示され、リファレンスの健全性にエラ

ーがあれば赤色で表示される。 

Reference Timing Meter 

Range（リファレンス タ

イミング メーター範囲） 

+/− 0.1ライン、+/− 0.5ラ

イン、+/− 0.5フレーム 

計測器の上部のリファレンス タイミング メーターの表

示範囲を調整して、フレームスケールで読み取り値を

表示するか、ラインの一部を拡大する。 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブのオプション 

Latency Meters Zoom（レ

イテンシー メーター ズー

ム） 

Overview（全体）、E 

VID、E AUD 1、E AUD 

2、E ANC、F VID、F 

AUD 1、F AUD 2、F ANC 

特定のタイミング メーターを選択して、全体表示と拡

大表示とを切り替える。 

Anchor time scale start in 

Overview mode（全体モー

ドでタイムスケールの始点

を固定） 

Zero（0）以下、任意の値 「Overview」（全体）のとき、タイムスケールの始点

を設定する。 

Clear Min, Max values（最

小値、最大値をクリア） 

無 過去の最小・最大値をゼロに戻す。 
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AES IO Config（AES入出力設定）

（IP 2110ブートモード）  

 

概説 

ユニットは、AES（オーディオ技術者協会）入出力信号がリアパネルの 26極 Dタイプコネクタ
のピン 1～4に存在するとき、これを取り扱うためのパワフルかつフレキシブルな機能性を備え
ています。コネクタのピン配列について詳しくは、351ページの「技術仕様」の節を参照してく
ださい。Dタイプから BNCへのコンバーターを使用して、AES入出力にアクセスすることがで
きます。 

「AES IO Config」（AES入出力設定）計測器は、IP 2110ブートモードで AES入出力信号に
設定可能なゲートウェイを提供します。2110-30/31入力からのオーディオペアが 4つの AES3
出力インターフェースにルーティングされるように、AES入出力を設定することができます。
AC-3または E-AC3などの符号化オーディオは、モニタリングのために、外部サードパーティ 
デコーダーで復号することができます。符号化 Dolby E™は、QxLで直接復号することができま
す。 

「AES IO Config」（AES入出力設定）計測器は、AES入出力を次のように構成するためのイ
ンターフェースを提供します： 

• 最大 4つの AES信号（入出力の組合せ）を同時に扱うことができます。 

• SDI入力から AES出力へのオーディオ変換は、PCMおよび Dolby®のどちらの符号化オ
ーディオにも利用することができます（「Transmit - Analyzer」（伝送 - アナライザ
ー）を使用）。 

• 4つの復号化 Dolbyペアのいずれかからの復号化 Dolby E™ 入力は、ダウンミックスされ
たペアとともに出力側にルーティングすることができます（「Transmit - Dolby 
Decoder」（伝送 - ドルビー デコーダー）を使用）。 

• AES入力信号を他の AES出力にルーティングして、シングルループ出力か、または最大
3つのコピー出力を提供します（「Transmit - Passthrough」（伝送 - パススルー）を使
用）。 

 

図 4-54：「AES IO Config」（AES入出力設定）計測器およびオプション メニュー（IP 2110 ブートモード） 
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計測器は、ユニットの 26極 Dタイプのリアパネル コネクタをグラフィック表示し、AESピン

（ピン 1～4）をラベル付けしています。「AES Panel」（AESパネル）図は、リアパネルの D

タイプのコネクタに接続されている AESブレークアウト基板の AES入出力 BNCを表示しま

す。 

どちらのグラフィックスでも、アクティブ AES入出力は、AES入力（受信モード）として構成

されているときにはアナライザーの色で表示され、AES出力（伝送モード）として構成されて

いるときにはジェネレーターの色で表示されます。 

「AES Panel」（AESパネル）図の下の表に、各 AES入出力のステータスがリスト表示されま

す。AES出力については、表は伝送モード ソースも示します。オーディオ伝送ソースに何か問

題があれば、次のように、表のテキストが強調表示されます： 

• 赤：Configuration error（構成エラー） 

• 黄：Audio source not present（オーディオ ソースが存在しない） 

エラーテキストの上にマウスカーソルを置くと、問題の解決方法を説明するツールチップが表

示されます。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「AES IO」（AES入出力）計測器の設定可能なパラメーターをリスト表示してい

ます： 

 
表 4-35：「AES IO」（AES 入出力）メニューのオプション（IP 2110 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

AES 1 Mode（AES 1モ

ード） 

AES 2 Mode（AES 2モ

ード） 

AES 3 Mode（AES 3モ

ード） 

AES 4 Mode（AES 4モ

ード） 

 

Off（オフ） AES入出力をオフにする。 

Receive（受信） 

I/O is set to AES Input

（入出力を AES入力に

設定） 

対応する AESピンを入力（受信）として設定する。 

Transmit - Generator

（伝送 - ジェネレータ

ー） 

I/O is set to AES Output

（入出力を AES出力に

設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。出力オ

ーディオ信号ソースは、「Generator Audio」（ジェネレー

ター オーディオ）タブで選択されたチャンネルペア（例、

Generator Ch 11&12（ジェネレーター チャンネル

11&12））である。 

（「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構

成）計測器の「Audio」（オーディオ）タブを参照） 

Transmit - Analyzer（伝

送 - アナライザー） 

I/O is set to AES Output

（入出力を AES出力に

設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力オーディオ信号ソースは、選択されたオーディオ メー

タリング フロー（Aud 1から Aud 4）の選択されたチャン

ネルペア（例、Chan 9-10（チャンネル 9～10））である。

248ページの「Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オ
ーディオ メーター）」の節を参照。 

Transmit - Dolby 

Decoder（伝送 - ドルビ

ー デコーダー） 

I/O is set to AES Output

（入出力を AES出力に

設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力 Dolby E信号ソースは、Dolby Decoder（ドルビー デ

コーダー）からダウンミックスされたペアとともに、4つの

復号化 Dolbyペアのいずれかである。248ページの

「Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メ
ーター）」の節を参照。 

Transmit - Passthrough

（伝送 - パススルー） 
対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力オーディオ信号は選んだ AESパススルー ソースからル

ーティングされる。 
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項目 オプション 説明 

I/O is set to AES Output

（入出力を AES出力に

設定） 

AES 1 Transmit 

Analyzer Pair（AES 1 

伝送アナライザー ペ

ア） 

AES 2 Transmit 

Analyzer Pair（AES 2 

伝送アナライザー ペ

ア） 

AES 3 Transmit 

Analyzer Pair（AES 3 

伝送アナライザー ペ

ア） 

AES 4 Transmit 

Analyzer Pair（AES 4 

伝送アナライザー ペ

ア） 

オーディオ フローを

1x80 チャンネルに設定

する場合： 

AUD 1: Ch 1 & 2～ 

 79 &80 
 

オーディオ フローを

2x64 チャンネルに設定

する場合： 

AUD 1: Ch 1 & 2～ 

 63 & 64 

AUD 2: Ch 1 & 2～ 

63 & 64 
 

オーディオ フローを

4x32 チャンネルに設定

する場合： 

AUD 1: Ch 1 & 2～ 

 31 & 32 

AUD 2: Ch 1 & 2～ 

31 & 32 

AUD 3: Ch 1 & 2～ 

31 & 32 

AUD 4: Ch 1 & 2～ 

31 & 32 

必要なオーディオ メーター フローおよびオーディオ ペア

を選択する。 

 

注：「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）

計測器で受信されたオーディオフローの数を選択するこ

と。 

Passthrough Source

（パススルー ソース） 
AES 1、 

AES 2、 

AES 3、 

AES 4 

パススルー ソースに対応する AESピンを設定する。 
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5 

SDI システムのセットアップと構成 

この章では、希望のテストおよび測定機能のために、SDIブートモードでユニットをセットアッ

プし構成するために使用する「System」（システム）計測器を説明します。この章は、次の節

から構成されます： 

• ユニットへの SDI接続 

• SDI入出力図 

• SDI入出力構成（SDIブートモード） 

• BNCコネクタを使用した SDI入力 

• BNCコネクタを使用した SDI出力 

• SDI SFP接続の概説 

• SFPコネクタを使用した SDI入力 

• SFPコネクタを使用した SDI出力 

• System IO（システム入出力） 

• AES IO Config（AES入出力設定） 

• Video Timing & System Reference（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス） 

• SFP (A, B) - Info（SFP（A、B） - 情報） 
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ユニットへの SDI接続（工場実装オプション） 

概説 

次に示すように、ユニットに出入りする SDI信号の伝送には、2タイプの SDIコネクタ（BNC

と SFP+）のいずれかを選ぶことができます。 

 

図 5-1：BNC SDI 入出力コネクタ 

 

図 5-2：光ファイバー コネクタと 1.5G～3 G SFP+光トランシーバー モジュール 

 

SDIケーブルの BNCコネクタ リアパネルの BNCコネクタ

（メス） 

LC-LC型光ファイバー（マル

チモード）コネクタ 

リアパネルの 1.5～3Gbt/s MSA 

SFP+光トランシーバー モジュール 
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SDI 入出力図（SDI ブートモード） 

下図は、BNCコネクタまたは SFPコネクタのいずれかを使った、アナライザーおよびジェネレ

ーター回路との SDIおよび IP入出力の回路図です。 

 

図 5-3：アナライザー／ジェネレーター回路への SDI入出力コネクタ 

上記図において： 

• EQ = SDIケーブルイコライザー 

• Tx = 信号伝送器 

• EYE = RTETM リアルタイム アイ処理回路 

• MSA = マルチソース アグリーメント規格 

SDI 入力について： 

• BNC：入力 Aにつなぐ 

• SFP：任意の入力を使用 

 

注：SDI BNCループ機能は、SDIコネクタ構成が BNC In / BNC Outのときにのみ利用できま

す。 

 

注：SFPで受信した SDI入力信号をユニットが自動追跡するには、BNCコネクタで受信した信

号よりもやや長く時間がかかります。 

SDI 出力について： 

• BNC：「Generator Output Copy」（ジェネレーター出力コピー）はオプションで、SDI 

BNC Loop（SDI BNCループ）構成と組合せます。 

• SFP：「Generator Output copy」（ジェネレーター出力コピー）機能は必ずオンになって

います。 

1.5G～3G 

SFP+B 

1.5G～3G 

SFP+A 
 

アナライザー 

BNCまたは SFP入力 

ジェネレーター 

BNCまたは SFP出力 

SFP経由の SDI 

BNCルー

プスルー 

スイッチ 

実線＝入力 
 
点線＝出力 

 

アイ データ 

BNC経由の SDI 
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SDI 入出力構成（SDI モード） 

ユニットの入出力について、BNCと SFP+のコネクタ タイプの様々な組合せを次の中から選ぶ

ことができます： 

• BNC In / BNC Out（デフォルト） 

• SFP In / SFP Out 

• BNC In / SFP Out 

• SFP In / BNC Out 

「System IO」（システム入出力）計測器サブメニューで、必要な SDIコネクタ構成を選択し

ます（「SDI Input Source」と「SDI Out」）。詳しくは、161ページの「SDIモード用システム
入出力（工場実装オプション）」を参照してください。 

注：PHABRIX推奨の SDI SFPのみをお使いください。準拠していない SFPを挿入する

と、ユニットはエラーメッセージを表示します。詳しくは、次の PHABRIXサポートにお

問い合わせください：https://www.phabrix.com/support 

https://www.phabrix.com/support
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BNC コネクタを使用した SDI 入力（工場実装オプション） 

アイおよびジッターの物理層入力接続は、黒色または赤色のナットを備えた最も右側の BNCコ

ネクタ（背面から見て）です。1.5G HD-SDI～12G-SDIからマルチレートのアイおよびジッタ

ー接続を施します。アナライザーについては 4つの 12G-SDI対応入力 BNC：SDI In A、B、C

および Dがあります。 

 

図 5-4：リアパネルの SDI入力用 BNC コネクタ 

最大 4つの SDI入力は一度に接続することができますが、システムは、存在する SMPTE ST 

352パケットに基づいて、分析する信号セット（シングルリンク、デュアルリンク、またはクワ

ッドリンクであっても）を自動的に判定します。アルゴリズムはまず SDI In A を見てから、全

体の標準を判定します。 

SMPTE ST 352パケットが正しくないと分かっている場合には、「Analyzer - Video 

Standard」（アナライザー - ビデオ標準）ウィンドウの「Ignore payload identifier packets」

（ST 352）（ペイロード識別子パケットを無視）を選択するオプションがあります。 

SDI BNC Inから SDI BNC Outへの信号パススルーは、「System IO」（システム入出力）サブ

メニューの「Loop」（ループ）機能によって提供され、入力 SDI信号が SDI BNC出力接続で利

用できるようになります。 

BNC コネクタを使用した SDI 出力（工場実装オプション） 

フレキシブルなユニットのおかげで、「System IO」（システム入出力）計測器または

「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器から、4つの SDI BNC出力コネクタの信号をそ

れぞれ独立して制御することができます。 

ジェネレーターは最大 4つの SDI出力信号を提供することができ、これは同じビデオ信号セッ

トの一部を形成しなければなりません。「Generate - Video」（生成 - ビデオ）メニューで

「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）モードを有効化すると、次のいずれかを提供し

ます： 

• シングルリンク 4つ 

• デュアルリンク 2つ 

• クワッドリンク 1つ 

SDI Out Aは必ず存在し、グループの最初の信号を搬送し、SDI Out Bはデュアルリンク規格に

対応し、SDI Out Cおよび SDI Out Dはクワッドリンク規格に対応します。 

 

SDI入力用 BNCコネクタ 

SDI In Aコネクタ 

黒色（または赤色）のナット 
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図 5-5：リアパネルの SDI入力用 BNC コネクタ 

4つの出力 BNCコネクタのそれぞれについて、次のオプションモードから選択することができ

ます： 

• Off：選択された SDI Outコネクタをミュートにします。 

• Generator：「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）機能が有効化されていると

き、ジェネレーター出力を未使用の SDI Out BNC（A、B、Cまたは D）にコピーするこ

とができます。コピー数はジェネレーターからの信号の数によります。例えば、シングル

リンクでは最大 3つのコピーを、デュアルリンクでは 1つのコピーをもつことができ、ク

ワッドリンクでは、すべてのコネクタが主ジェネレーターの信号で使用されているためコ

ピーをもつことはできません。 

• Loop SDI in A / B / C / D：SDI BNC入力に提示される信号を SDI BNC出力からの出力と

して繰り返すことができます。選択する場合、SDI In BNCとそれに対応する SDI Out 

BNCとが直接マッピングします。例えば、SDI In Aは SDI Out Aにループし、SDI In Bは

SDI Out Bにループする、などです。 

「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）モードを無効にしている場合、ユニットは次の

ようにリンク規格のシングル インスタンスを生成します： 

• シングルリンク 1つ 

• デュアルリンク 1つ 

• クワッドリンク 1つ 

注：「Loop」（ループ）機能は、「SDI Input Source」（SDI入力ソース）および「SDI Out」

の両方が BNCに設定されているときのみに利用できます（システム入出力 SDIコネクタ構成：

BNC in / BNC out）。 

SDI出力 

BNCコネクタ 
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SDI SFP 接続の概説（工場実装オプション） 

ユニットには SDI SFPに使用できる SFP+ケージ 2つが備えられています。SFP+A と SFP+B

です。各ケージは SFP+インターフェース モジュールを収容することができ、SFP+インターフ

ェース モジュール自体に信号レーンが 1つまたは 2つあります。信号レーンは Rx（受信機／入

力）または Tx（伝送器／出力）です。 

SDI SFPを 2個挿入すると、1から 4までの SDI入出力（IO）を利用できます。入力（Rx）ま

たは出力（Tx）の IOの数は、挿入される SFPのタイプによります。SFP+Aと SFP+Bのいず

れのスロットにも、次の SFPタイプを受け入れることができます： 

• RxRx（デュアル受信機 - 入力 2つ） 

• TxTx（デュアル伝送器 - 出力 2つ） 

• RxTx（トランシーバー - 入力 1つ、出力 1つ） 

RxRx RxRxの組合せは最大 4つの入力を提供し、TxTx TxTxは最大 4つの出力を提供する、な

どになります。 

以下の表にまとめているように、インストールされた SFPの SDI信号レーンの位置（A、B、C

または D）は内部 SDI経路にマッピングされます。レーンが入力か出力かは、インストールさ

れる SFPのタイプによります。トランシーバー、デュアル伝送器、デュアル受信機と組み合わ

せた場合の、シングルリンク、デュアルリンクおよびクワッドリンクの使用事例に推奨される

SDI SFPの位置は次の通りです： 

 
表 5-1：推奨される SFP / SFP 接続 

 
SDI SFP 

インターフェース 
リンクのタイプ SFP+B 

リンクレート 

SFP+A 

リンクレート 

ポート C ポート D ポート A ポート B 

トランシーバーのみ 

ケージ A に SDIトラ

ンシーバー1台 

SFPインターフェース 無 無 Rx Ch1 Tx Ch 1 

シングルリンク：Rx/Tx 無 無 BNC A 
Rx1.5/3/6/1
2 

BNC A 
Tx1.5/3/6/12 

デュアルリンク：無 無 無 無 無 

クワッドリンク：無 無 無 無 無 

ケージ A および B

に SDIトランシーバ

ー2台 

SFPインターフェース Rx Ch1 Tx Ch1 Rx Ch1 Tx Ch1 

シングルリンク：Rx/Tx 無 BNC C Tx 

（Txコピ

ー）
1.5/3/6/12 

BNC A 
Rx1.5/3/6/1

2 

BNC A 
Tx1.5/3/6/12 

デュアルリンク：Rx/Tx BNC C 
Rx1.5/3/6 

BNC CTx 
1.5/3/6 

BNC A 
Rx1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6 

クワッドリンク：無 無 無 無 無 

デュアル SDI 受信機のみ 

ケージ A に SDIデュ

アル受信機 1台 

SFPインターフェース 無 無 Rx Ch1 Rx Ch2 

シングルリンク：Rx 無 無 BNC A 
Rx1.5/3/6/1

2 

無 
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SDI SFP 

インターフェース 
リンクのタイプ SFP+B 

リンクレート 

SFP+A 

リンクレート 

ポート C ポート D ポート A ポート B 

デュアルリンク：Rx 無 無 BNC 
ARx1.5/3/6 

BNC B 
Rx1.5/3/6 

クワッドリンク：無 無 無 無 無 

ケージ A および B

に SDIデュアル受信

機 2台 

SFPインターフェース Rx Ch1 Rx Ch2 Rx Ch1 Rx Ch2 

シングルリンク：Rx 無 無 BNC A 
Rx1.5/3/6/1

2 

無 

デュアルリンク：Rx 無 無 BNC A 
Rx1.5/3/6 

BNC B 
Rx1.5/3/6 

クワッドリンク：Rx (1)、(2) BNC C 
Rx1.5/3 

BNC D 
Rx1.5/3 

BNC A 
Rx1.5/3 

BNC B 
Rx1.5/3 

デュアル SDI 伝送器のみ 

ケージ A に SDIデュ

アル伝送器 1台 

SFPインターフェース 無 無 Tx Ch2 Tx Ch1 

シングルリンク：Tx 無 無 BNC B Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6/12 

デュアルリンク：Tx 無 無 BNC B 
Tx1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6 

クワッドリンク：無 無 無 無 無 

ケージ A および B

に SDIデュアル伝送

器 2台 

SFPインターフェース Tx Ch2 Tx Ch1 Tx Ch2 Tx Ch1 

シングルリンク：Tx BNC D Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC C Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6/12 

BNC B Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6/12 

デュアルリンク：Tx BNC D Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC C Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC B 
Tx1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6 

クワッドリンク：Tx (3)、(4) BNC D Tx 
1.5/3 

BNC C 
 Tx 

1.5/3 

BNC B 
Tx 

1.5/3 

BNC A 
Tx 

1.5/3 

デュアル伝送器と受信機の組合せ 

SDIデュアル伝送器

1台（ケージ A）と

SDIデュアル受信機

1台（ケージ B） 

SFPインターフェース Rx Ch1 Rx Ch2 Tx Ch2 Tx Ch1 

シングルリンク：Rx/Tx BNC C 
Rx1.5/3/6/12 

無 BNC B Tx

（Txコピ

ー） 

1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6/12 

デュアルリンク：Rx/Tx BNC 
CRx1.5/3/6 

BNC 
DRx1.5/3/6 

BNC B 
Tx1.5/3/6 

BNC A 
Tx1.5/3/6 

クワッドリンク：無 無 無 無 無 

 

表の注： 

• (1)：クワッドリンク 2SIでは、受信機はサブ画像の BNCとのマッピングの任意の順序に

自動適応します。 
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• (2)：クワッドリンクのスクウェア ディビジョンでは、次のサブ画像の順序には厳密に従わ

なければなりません：BNC A:TL、BNC B:TR、BNC C:BL、BNC D:BR。 

• (3)：クワッドリンク 2SIでは、サブ画像の順序は、BNC A:Sub 1、BNC B:Sub 2、BNC 

C:Sub 3、BNC D:Sub 4です。 

• (4)：クワッドリンクのスクウェア ディビジョンでは、サブ画像の順序は、BNC A:TL、

BNC B:TR、BNC C:BL、BNC D:BRです。 

 

注：PHABRIXが承認する SDI SFPのみを使用してください。準拠していない SFPを挿入する

と、ユニットはエラーメッセージを表示します。詳しくは、次の PHABRIXサポートまでお問い

合わせください：www.phabrix.com/support 

 

一度に最大 4つの SDI入力を接続することができますが、システムは分析する信号セット（シ

ングルリンク、デュアルリンクまたはクワッドリンクのいずれか）を、存在する SMPTE ST 

352パケットに基づいて自動的に決定します。アルゴリズムは、最初に利用できる SDI In（アル

ファベット順）を見てから、標準全体を決定します。 

SMPTE ST 352パケットが正しくないと分かっている場合、「Analyzer - Video Standard」

（アナライザー - ビデオ標準）ウィンドウのオプション「Ignore payload identifier packets」

（ST 352）（ペイロード識別子パケットを無視）を選択することができます。 

注：SDI SFPは、アイおよびジッター分析とループ信号パススルー機能には対応していませ

ん。 

 

SFP コネクタを使用した SDI 入力（工場実装オプション） 

SFP+Aおよび SFP+Bコネクタは、SDIの受信（Rx）接続に使用することができます。使用す

る SDI SFP+タイプによって、1.5G HD-SDIから 12G-SDIまで最大 4つの SDI入力接続を利用

できます。アナライザーは最大 4つの 12G-SDI対応入力：SDI In A、B、Cおよび Dを備えてい

ます。 

 

図 5-6：リアパネルの SDI入力用 SFP コネクタ 

一度に最大 4つの SDI入力を接続することができますが、システムは分析する信号セット（シ

ングルリンク、デュアルリンクまたはクワッドリンクのいずれか）を、存在する SMPTE ST 

352パケットに基づいて自動的に決定します。アルゴリズムは、最初に利用できる SDI In（アル

ファベット順）を見てから、標準全体を決定します。 

SMPTE ST 352パケットが正しくないと分かっている場合、「Analyzer - Video Standard」

（アナライザー - ビデオ標準）ウィンドウのオプション「Ignore payload identifier packets」

（ST 352）（ペイロード識別子パケットを無視）を選択することができます。 

SDI SFP+Aコネクタと

SDI SFP+Bコネクタ 

http://www.phabrix.com/support
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注：SDI SFPは、アイおよびジッター分析とループ信号パススルー機能には対応していませ

ん。 

SFP コネクタを使用した SDI 出力 

SFP+Aおよび SFP+Bは、SDIの伝送（Tx）接続に使用することができます。使用する SDI 

SFPタイプによって、1.5G HD-SDIから 12G-SDIまで最大 4つの SDI出力接続を利用できま

す。 

デフォルトでは、内部のユニット内で、ジェネレーターは 4つの SDI出力信号を提供し、これ

が同じビデオ信号セットの一部を形成しなければなりません。シングルリンク規格を生成する

場合でも、「Generator Output Copy」（ジェネレーター出力コピー）の動作は自動的に SDI 

SFPに対して実施されます。ジェネレーターは次のいずれかを備えます： 

• 4つのシグナルリンク 

• 2つのデュアルリンク 

• 1つのクワッドリンク 

ユニットの内部 SDI出力信号経路では： 

• シングルリンク規格は、必ず SDI Out Aで搬送してから、SDI Out B、SDI Out C、および

SDI Out Dで繰り返します。 

• デュアルリンク規格は、SDI Out Aと SDI Out Bで搬送してから、SDI Out Cと SDI Out 

Dで繰り返します。 

• クワッドリンク規格は次の 4つの出力すべて、SDI Out A、SDI Out B、SDI Out Cおよび 

SDI Out Dを使って送られます。 

これらの内部 SDI出力信号経路のうち、どれを外部利用可能な SDI出力として使用するかは、

インストールされる SFPタイプによります。詳しくは、PHABRIXサポートまでご連絡くださ

い。次のウェブサイトを参照してください。：www.phabrix.com/support 

 

http://www.phabrix.com/support
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SDI モード用システム入出力 

（工場実装オプション）  

 

概説 

UHDTV規格は複雑なため、PHABRIXはステータス情報の表示に革新的な方法を導入しまし

た。「System IO」（システム入出力）計測器は、ユニットに接続されている信号入出力を一覧

でさっと見られるように設計されています。 

「System IO」（システム入出力）ウィンドウは信号入出力のステータス、外部リファレンス、

ケーブル長と減衰、およびコネクタの詳細を表示します。 

SDIモードでは、このウィンドウで、使用しているコネクタが BNCか SFP+かに関係なく、入

出力を選択することができます。SDI BNC出力ではさらに、「System IO」（システム入出力）

は「Generator Output Copy」（ジェネレーター出力コピー）オプション（出力コピーが自動的

に SDI SFPに適用されます）を備え、「Loop」（ループ）機能で、SDI BNC入力信号をパス

スルーすることができます。これは SDI BNC出力コネクタで利用できるようになっています。 

SDI モード用システム入出力 

計測器ウィンドウの上半分はリアパネルのグラフィカル表示で、左から右に、SDI BNC出力、

SDI BNC入力、外部リファレンス、SFP+Bおよび SFP+Aの位置（また、SFPがインストール

されている場合には、その I/O）を表示しています。図 5-8および図 5-9を参照してください。 

有効な SDI入出力はすべて色付きのコネクタで示しています。それぞれの色は「Display 

Options」（ディスプレイ オプション）のアナライザー／ジェネレーターの配色セットで指示さ

れるものです。詳しくは、36ページの「計測器スタートメニューを使用する」の節を参照して

ください。コネクタの色は、認識しやすいように、それに関連する計測器の境界線と計測器ア
イコンの色に対応しています。全体がグレー表示されたコネクタは信号が存在しないことを示
し、前に色付けされたリングは黒色で表示されます。 

SDI SFPが搭載されていないか存在しない場合、これは黒塗りでグラフィック表示されて、

SFPがないことを示します。（IP SFPがインストールされている場合はこれも表示されます

が、IPブートモードのいずれかでしか有効ではありません。） 

注：ループは BNC Inから BNC Outのみが可能で、BNCから SFPまたは SFPから BNCのルー

プは可能ではありません。 

計測器メニューのオプション 

計測器のオプション メニューを使って SDI信号の入出力系統を構成することができます。入出

力のいずれにも 2つの SDIコネクタタイプの選択肢があります。 
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図 5-7：「System IO」（システム入出力）計測器 -メニューのオプション 

以下の表に、「System IO」（システム入出力）計測器の設定可能なパラメーターをリスト表示

しています： 

 
表 5-2：「System IO」（システム入出力）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

SDI Input Source

（SDI入力ソース） 
BNC（デフォルト）、 

SFP 

必要な入力 SDIソース コネクタ構成を選択する。 

SDI Out BNC（デフォルト）、 

SFP 

必要な出力 SDIコネクタ構成を選択する。 

BNC Out A 
BNC Out B 
BNC Out C 
BNC Out D 

Off（デフォルト） 

Generator（ジェネレーター） 

Loop SDI In A（B、Cまたは

D） 

SDI BNC Outコネクタ（A、B、Cまたは D）をそれぞ

れ個別にどのように構成するかを選ぶ。Loop SDI In A

（B、Cまたは D）信号を使用するか、Generator（ジ

ェネレーター）信号を使用するか、または出力をオフ

にする。 

SFP Out A 
SFP Out B 
SFP Out C 
SFP Out D 

Off（デフォルト） 

Generator（ジェネレーター） 

Loop SDI In A（B、Cまたは

D） 

SDI SFP Outチャンネル（A、B、Cまたは D）をそれ

ぞれ個別にどのように構成するかを選ぶ。Loop SDI In 

A（B、Cまたは D）信号を使用するか、Generator

（ジェネレーター）信号を使用するか、または出力を

オフにする。 

注：SFPで保有できるジェネレーター コピーの数は、

実装されている SFPの数およびタイプと、リンクフォ

ーマットによる。 

Cable Type（ケーブ

ルタイプ） 

Belden 8281、 

Belden 1505、 

Belden 1694A（デフォルト）、 

Belden 1855A、 

Image 1000 

選択したケーブルタイプは、SDI Inの BNCコネクタ 

ビューの下に表示される。 
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図 5-8：使用中のすべての 12G SDI Out および SDI In の BNC コネクタを表示する「System IO」（システム入出力）計測器 

 

図 5-9：使用中の SFP+ Out および SFP+ In の SDI コネクタを表示する「System IO」（システム入出力）計測器  

注：BNC in / SFP outと SFP in / BNC outの組合せもサポートしています。 

SDI SFP入出力の配置について詳しくは、157ページの「SDI SFP接続の概説（工場実装
オプション）」の節を参照してください。 

計測器サブメニューには、SDI BNCまたは SFPの追加出力コントロールもあります。利用でき

るメニューのオプションは、選択したビデオ標準と、使用しているリンクがシングルか、デュ

アルかクワッドかによります。 

ユニットの SDI BNC入力に提供される信号は、適切なインターフェース コネクタの Loop SDI 

In A、B、Cまたは Dを有効化することで、ユニットの SDI BNC出力または SFP出力に繰り返

し出力することができます。 

このループ機能が有効なとき、A、B、Cおよび Dの入出力はそれぞれ 1対 1で対応していま

す。ループ機能は SDI BNC出力または SFP出力でのジェネレーターの活動を無効化し、出力コ

ピーをオーバーライドします。 

注：ループ SDI機能を使用するには、SDI In Aの BNCまたは SFPインターフェース コネクタ

に有効な入力を接続させなければなりません。 

ループ機能は BNC In / BNC Outまたは SFP In / SFP Outの構成にのみ利用できます。 

未使用のすべての SDI Out BNCに、生成されたシングルリンクまたはデュアルリンクのビデオ

標準の出力をコピーするには、「Generator - Video」（ジェネレーター - ビデオ）サブメニュ

ーで利用できるオプション「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）を有効にします。詳
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しくは、164ページの「Generator Copy（ジェネレーター コピー）と SDI Out構成」の節を参

照してください。 

注：ジェネレーター出力のコピー機能は、すべての出力が使用されるクワッドリンク規格には

適用できません。 

 

注：出力コピー機能は、SDI SFP出力を使用するときは自動的に適用されます。 

外部リファレンスのプレゼンスとその標準も、色付きのコネクタでグラフィック表示されま

す。システムを外部リファレンスにロックするよう設定し、安定したロックが得られる場合に

は、EXT REF BNCの内側リング（図 5-9）がグレーに強調表示されます。次の EXT REF BNC

の色は、様々な外部リファレンス ステータスに関連付けられています： 

• グレー（リファレンス接続済み） 

• 赤（リファレンスありのエラー） 

• 黒（接続されているリファレンスなし） 

注：EXT REF BNCは外部リファレンスのステータスのみを表示し、必ずしもシステム リファ

レンスではありません。全体的なシステム リファレンスは、「Video Timing & System 

Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器ウィンドウで選択され

ます。 

コネクタのグラフィック表示の下の表に、入出力のステータス、ケーブル長と減衰、外部リフ

ァレンス標準とステータス、SFPタイプとプレゼンス情報が表示されます。マウスカーソルを

外部リファレンスと SFPステータス情報の上に置くと、追加のステータス情報を含むツールチ

ップが表示されます。 

外部リファレンスの表は、次の状態を表示します： 

• EXT REF：[No Signal, Unstable, 525/59.94, 625/50, etc...（信号なし、不安定、

525/59.94、625/50など）] 

外部リファレンスが現在、システム リファレンスとして使用されていない場合、そのフィール

ド テキストは黄色で表示されます。外部リファレンスがシステム リファレンスである場合、こ

の表のフィールド テキストは白色になります。 

ケーブル長（単位：メートル）と減衰（単位：デシベル）の測定値が、各 SDI BNC入力ごとに

表示されます。接続されているケーブルの長さを測定するには、まず計測器オプション メニュ

ーから正しいケーブルのタイプを選択するようにしてください。 

Generator Copy（ジェネレーター コピー）と SDI Out 構成 

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器のオプション メニューの

「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）パラメーターで、入力がシングルか、デュアル

かクワッドかに応じて、BNCコネクタ A、B、Cおよび D、または SFPモジュール チャンネル

A、B、Cおよび Dのいずれかの SDI出力間でジェネレーターSDI信号のコピーを可能にするこ

とができます。例えば、次のように構成することができます。： 

• シングル入力：コピー3つ 

• デュアル入力：コピー2つ 

• クワッド入力：コピー不可。クワッド信号 1つにすべての出力が使用されるため。 
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図 5-10：「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）のオプション メニュー 

 

以下の表に、「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器に利用できる

「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）のオプションをリスト表示しています： 

表 5-3：「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）のオプション 

Generator Copy（ジ

ェネレーター コピ

ー） 

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

Enabled（有効化） 

ジェネレーター信号を他の SDI出力にコピーする機能

を有効化または無効化するかを選択する。 

BNC Out A 
BNC Out B 
BNC Out C 
BNC Out D 

Off（デフォルト） 

Generator（ジェネレーター） 

Loop SDI In A（B、Cまたは

D） 

表 5-2 を参照 

SFP Out A 
SFP Out B 
SFP Out C 
SFP Out D 

Off（デフォルト） 

Generator（ジェネレーター） 

Loop SDI In A（B、Cまたは

D） 

表 5-2を参照 

 

カーソルを未選択のドロップダウンメニューに置くと、コネクタの現在の構成を知らせるツー

ルチップを表示することができます。このツールチップは次に示すように「Primary 

Generator」（主ジェネレーター）と「Generator Copy」（ジェネレーター コピー）の両方を識

別します： 



 

166ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

 

図 5-11：コネクタの現在の構成を示すツールチップ 

「Generate - Video」（生成 - ビデオ）ウィンドウで有効化されると、「System IO」（システ

ム入出力）ウィンドウに表示される、BNCコネクタのステータスの変化も見ることができま

す。この変化は選択したコネクタでの活動を反映したものです。 
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AES IO Config（AES入出力設定） 

（SDI（工場実装オプション）および IP 

2022-6ブートモード） 
 

 

概説 

ユニットは、AES（オーディオ技術者協会）入出力オーディオ信号がリアパネルの 26極 Dタイ
プコネクタのピン 1～4に存在するとき、これを取り扱うためのパワフルかつフレキシブルな機
能性を備えています。コネクタのピン配列について詳しくは、351ページの「技術仕様」の節を
参照してください。Dタイプから BNCへのコンバーターを使用して、AES入出力にアクセスす
ることができます。 

「AES IO Config」（AES入出力設定）計測器は、SDIおよび ST 2022-6用の AES入出力信号
に設定可能なゲートウェイを提供します。SDIまたは IP 2022-6入力からのオーディオペアが 4
つの AES3出力インターフェースにルーティングされるように、AES入出力を設定することが
できます。AC-3または E-AC3などの符号化オーディオは、モニタリングのために、外部サード
パーティ デコーダーで復号することができます。符号化 Dolby E™は QxLで直接復号すること
ができます。 

「AES IO Config」（AES入出力設定）計測器は、AES入出力を次のように構成するためのイ
ンターフェースを提供します： 

• 最大 4つの AES信号（入出力の組合せ）を同時に扱うことができます。 

• SDI入力から AES出力へのオーディオ変換は、PCMおよび Dolby®のどちらの符号化オ
ーディオにも利用することができます（「Transmit - Analyzer」（伝送 - アナライザ
ー）を使用）。 

• 4つの復号化 Dolbyペアからの復号化 Dolby E™入力は、ダウンミックスされたペアとと
もに出力側にルーティングすることができます（「Transmit - Dolby Decoder」（伝送 - 
ドルビー デコーダー）を使用）。 

• AES入力信号を他の AES出力にルーティングして、シングルループ出力か、または最大
3つのコピー出力を提供します（「Transmit - Passthrough」（伝送 - パススルー）を使
用）。 

 

図 5-12：「AES IO Config」（AES 入出力設定）計測器およびオプション メニュー 
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ウィンドウは、26極 Dタイプのリアパネル コネクタをグラフィック表示し、AESピン（ピン 1

～4）をラベル付けしています。「AES Panel」（AESパネル）図は、リアパネルの Dタイプの

コネクタに接続されている AESブレークアウト基板の AES入出力 BNCを表示します。 

どちらのグラフィックスでも、アクティブ AES入出力は、AES入力（受信モード）として構成

されているときにはアナライザーの色で表示され、AES出力（伝送モード）として構成されて

いるときにはジェネレーターの色で表示されます。 

「AES Panel」（AESパネル）図の下の表に、各 AES入出力のステータスがリスト表示されま

す。AES出力については、表は伝送モード ソースも示します。オーディオ伝送ソースに何か問

題があれば、次のように、表のテキストが強調表示されます： 

• 赤：Configuration error（構成エラー） 

• 黄：Audio source not present（オーディオ ソースが存在しません） 

エラー テキストの上にマウスカーソルを置くと、問題の解決方法を説明するツールチップが表

示されます。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「AES IO」（AES入出力）計測器の設定可能なパラメーターをリスト表示してい

ます： 

 
表 5-4：「AES IO」（AES 入出力）メニューのオプション（SDI（工場実装オプション）および IP 2022-6 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

SDI（工場実装オプション）および IP 2022-6 ブートモード 

AES 1 Mode（AES 1

モード） 

AES 2 Mode（AES 2

モード） 

AES 3 Mode（AES 3

モード） 

AES 4 Mode（AES 4

モード） 

 

Off（オフ） AES入出力をオフにする。 

Receive（受信） 

I/O is set to AES Input（入出力

を AES入力に設定） 

対応する AESピンを入力（受信）として設定する。 

Transmit - Generator（伝送 - ジ

ェネレーター） 

I/O is set to AES Output（入出

力を AES出力に設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力オーディオ信号ソースは、ユニットの「Audio 

Generator」（オーディオ ジェネレーター）の選択さ

れた「Group」（グループ）と「Pair」（ペア）で、

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構

成）計測器の「Audio」（オーディオ）タブで設定さ

れる。185ページの「Generate - Audio（生成 - オーデ
ィオ）（SDIおよび IP 2022-6ブートモード）」の節

を参照。 

Transmit - Analyzer（伝送 - ア

ナライザー） 

I/O is set to AES Output（入出

力を AES出力に設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力オーディオ信号ソースは、選択された「Audio 

Meter」（オーディオ メーター）の選択された

「Group」（グループ）と「Pair」（ペア）。248ペ

ージの「Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オ
ーディオ メーター）」の節を参照。 

Transmit - Dolby Decoder（伝

送 - ドルビー デコーダー） 

I/O is set to AES Output（入出

力を AES出力に設定） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 

出力 Dolby E信号ソースは、Dolby Decoder（ドルビ

ー デコーダー）からダウンミックスされたペアととも

に、4つの復号化 Dolbyペアのいずれかである。248

ページの「Analyzer - Audio Meters（アナライザー - 

オーディオ メーター）」の節を参照。 

Transmit - Passthrough（伝送 -

パススルー） 

対応する AESピンを出力（伝送）として設定する。 
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項目 オプション 説明 

I/O is set to AES Output（入出

力を AES出力に設定） 

出力オーディオ信号は選んだ AESパススルー ソース

からルーティングされる。 

AES 1 Transmit Pair

（AES 1伝送ペア） 

AES 2 Transmit Pair

（AES 2伝送ペア） 

AES 3 Transmit Pair

（AES 3伝送ペア） 

AES 4 Transmit Pair

（AES 4伝送ペア） 

Group 1: Pair 1、Group 1: Pair 

2、Group 2: Pair 1、Group 2: 

Pair 2、Group 3: Pair 1、Group 

3: Pair 2、Group 4: Pair 1、

Group 4: Pair 2、Group 5: Pair 

1、Group 5: Pair 2、Group 6: 

Pair 1、Group 6: Pair 2、Group 

7: Pair 1、Group 7: Pair 2、

Group 8: Pair 1、Group 8: Pair 

2 

必要なオーディオ グループとペアを選択する。 

Passthrough Source

（パススルー ソー

ス） 

AES 1、 

AES 2、 

AES 3、 

AES 4 

パススルー ソースに対応する AESピンを設定する。 
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Video Timing & System Reference（ビデオ 

タイミングおよびシステム リファレンス）

（SDIモード）（工場実装オプション） 
 

 

概説 

「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計

測器は、選択されたリファレンスに対する入力のタイミング品質を評価することのできる測定

値を提供します。必要な場合、さらに、測定対象に対するタイミング オフセットを設定するこ

とができます。この章では、SDIモードに利用できる測定ツールおよび調整ツールを取り上げま

す。 

SDI モードの Video Timing（ビデオ タイミング） 

SDI A vs System Reference（SDI A vs システム リファレンス） 

SDIモードでは、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム 

リファレンス）計測器ウィンドウの上部では、ユニットがロックされている、選択したシステ

ム リファレンスに対して、SDI-A入力のタイミングを比較します。システム リファレンスは、

外部、SDIまたはフリーランのリファレンス信号から選択することができます。計測器の上部に

は、得られる次の測定値が空間単位（ラインとピクセル）と時間単位（μsまたは ns）の両方で

表示されます： 

• 測定したタイミング 

• 適用するオフセット（外部リファレンスおよび SDIのみ） 

• オフセット タイミング（外部リファレンスおよび SDIのみ） 

測定基準のシステム リファレンスにオフセットを適用することを選択できます。オフセットの

位置は、タイミング メーターに黒の三角形で表示されます。 

 

図 5-13：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器（SDI モード） 

リファレンス信号 

SDI A vsシステム リファレ

ンスのタイミング メーター 

SDI Aに対する SDI入力 B、

Cおよび Dのコタイミング 

メーター 

入力タイミング 

システム リファレンス 

タイミング オフ

セットの数値 
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SDI Co-Timing（SDIコタイミング） 

ウィンドウの下部の「SDI Co-Timing」（SDIコタイミング）は、シングルリンク（SDI-A）、

デュアルリンク（SDI-Aと-B）またはクワッドリンク（SDI-A、-B、-Cおよび-D）信号の各入力

に関するタイミング情報を表示します。UHDTVに関連する規格の多くは、画像平面を形成する

信号の組合せです。相対タイミング ツールは、1つのピクチャーを作成するデュアル要素また

はクワッド要素が正確にアラインされ、リファレンスと比較されることを示します。計測器は

この重要な測定値について、グラフと数値の両方で提示します。 

横の「Early」／「Late」タイミング メーターは、各後続入力のタイミング オフセットが SDI-A

の入力信号よりも早いか遅いかを示します。計測器は、タイミング メーターの右の「Time」

（時間）欄に実際のタイミング オフセット値を表示します。早いタイミングはマイナス値で、

遅いタイミングはプラス値で表示されます。赤色のテキストは、仕様範囲外の測定値を示しま

す。 

注：このソフトウェア リリースの「Timing」（タイミング）計測器は、SDI入力 A（SDI In A）

にロックされています。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファ

レンス）計測器サブメニューの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 5-5：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）メニューのオプション

（SDI モード） 

 

項目 オプション 説明 

System Reference（シ

ステム リファレンス） 

Free Run （フリーラン） 

External Reference（外部リファレンス） 

SDI 

システム リファレンス ロッキング 

コントロールは、ユニットとそれが

生成する信号がロックされるリファ

レンスを定義する。デフォルト オプ

ションの「Free Run」（フリーラ

ン）を選択すると、システムはタイ

ミング リファレンス信号として内部

オシレーターにロックする。何らか

の理由でシステムが外部リファレン

ス信号または SDIリファレンス信号

を失うと、システムは自動的に

「Free Run」（フリーラン）リファ

レンス信号を使用するように切り替

わる。 

計測器の右上にあるシステム リファ

レンスにカーソルを置くと、システ

ム リファレンス ロック ステータス

情報を見ることができる。リファレ

ンスのステータスに関するエラー状

態または警告状態は、それぞれ赤色

または黄色で表示される。 

Ext Ref Termination（外

部リファレンス端子） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、システム リ

ファレンス信号を安定させるため

に、リファレンス入力に内部 75オ

ーム端子を追加する。 

Reference Timing Meter 

Range（リファレンス 

タイミング メーター範

囲） 

+/− 0.1ライン、+/− 0.5ライン、+/− 0.5フレー

ム 

計測器の上部のリファレンス タイミ

ング メーターの表示範囲を調整し

て、フレームスケールで読み取り値
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項目 オプション 説明 

を表示するか、ラインの一部を拡大

する。 

Input Measurement 

Offset Type（入力測定

オフセットタイプ） 

Lines And Pixels（ラインとピクセル） 

Time（時間） 

空間（ライン／ピクセル）または時

間（μs、ns）の値のどちらを使った

オフセットを適用するかを定義す

る。 

Input Measurement 

Time Offset（入力測定

時間オフセット） 

0.00、+/− 0.01など... オフセットタイプを「Time」（時

間）とした場合、タイミング オフセ

ットをマイクロ秒（μs）単位で設定

する。 

Input Measurement Line 

Offset（入力測定ライン 

オフセット） 

0～+/−（現在の標準のラインの総数マイナス

1） 

オフセットタイプを「Lines And 

Pixels」（ラインとピクセル）とし

た場合、粗タイミング オフセットを

ライン数で設定する。 

Input Measurement Pixel 

Offset（入力測定ピクセ

ル オフセット） 

0～+/−（現在の標準のラインあたりのピクセル

の総数マイナス 1） 

オフセットタイプを「Lines And 

Pixels」（ラインとピクセル）とし

た場合、微調タイミング オフセット

をピクセル数で設定する。 

Set Input Measurement 

Offset to current（入力

測定オフセットを現在に

設定） 

システム コントロール 入力測定オフセットを現在の SDI In 

A信号と同じ位置に設定する。 

Clear Input 

Measurement Offset（入

力測定オフセットをクリ

ア） 

システム コントロール 入力測定オフセットを削除する。 
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SFP (A, B) - Info（SFP（A、B） - 情報）

（SDIモード） 

（工場実装オプション） 
  

 

概説 

「SFP - Info」（SFP - 情報）ウィンドウでは、各 SFP+モジュールに関する物理的なステータ

ス情報を一目で確認できます。例えば、識別情報、コネクタ、ラインコード（符号化）、ベン

ダーの詳細、ユニットでの使用に必要な承認ステータスなどです。温度や電圧など、より詳細

な SFPのステータス情報も表示されます。 
 

 

図 5-14：「SFP (A, B) - Info」（SFP（A、B） - 情報） 計測器 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「SFP (A, B) - Info」（SFP（A、B） - 情報）計測器サブメニューで設定可能なパ

ラメーターをリスト表示しています： 

 
表 5-6：「SFP (A, B) - Info」（SFP（A、B） - 情報）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Temperature Units（温度

の単位） 

°C（デフォルト）、 

°F 

SFP温度測定の表示単位。 

Optical Power Units（光パ

ワーの単位） 

mW（デフォルト） 

dBm 

SFP Rx/Tx 光パワーの表示単位。 
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6 

信号生成計測器 

注：PHQXO-GENライセンスが必要です。 

 

この章では、ユニットの信号生成計測器を説明します。この章は、次の節から構成されます： 

• Generator Video（ジェネレーター ビデオ） 

• Generator Audio（ジェネレーター オーディオ）（SDIおよび IP2022-6ブートモード） 

• Generator Audio（ジェネレーター オーディオ）（IP 2110ブートモード） 

• Generator - Status（ジェネレーター - ステータス） 

• IP Transmit（IP伝送）（SFP B）（IP 2022-6ブートモードのみ） 

• IP Transmit（IP伝送）（IP 2110ブートモードのみ） 
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Generate - Video（生成 - ビデオ） 
 

 

必要なオプション： PHQXO-GEN 

 

概説 

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器は、ユニットの選択されたブ
ートモードによって、次の 2つのフォーマットで提供されます： 

• SDIブートモード（工場実装オプション）と IP 2022-6ブートモード 

• IP 2110ブートモード 

UHDフォーマットには、SDIブートモード（工場実装オプション）の PHQXO-UHDが必要で
す。「Generator」（ジェネレーター）計測器には 2つのタブがあり、1つはビデオ標準とテス
トパターンの生成用、もう 1つはオーディオ信号の生成用です。 

SDI ブートモード（工場実装オプション）と IP 2022-6 ブートモード 

SDIブートモード（工場実装オプション）と IP 2022-6ブートモードでは、スクロール可能なリ
ストからテストパターンを選択し、さらに列フィルターを使用して希望のビデオ標準を選択す
ることができます。次の列では、ドロップダウンメニューを使って、利用できるパラメーター
をフィルタリングすることができます： 

• Type（タイプ） 

• Resolution（解像度） 

• Frame（フレーム） 

• Mapping（マッピング） 

• Gamut（色域） 

SDIブートモード（工場実装オプション）で「Advanced SDI Stress Toolset」（アドバンスト
SDIストレス ツールセット）オプション[PHQXO-SDI-STRESS]が実装されている場合、
「Generate - Video」（生成 - ビデオ）オプション メニューには「Advanced Generation」（ア
ドバンスト生成）ツールが追加されます。 

 

図 6-1：「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器（SDI および IP 2022-6 ブートモード）（1／16 画面サイズ） 
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図 6-2：「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器（SDI および IP 2022-6 ブートモード）（1／4 画面サイズ） 

テストパターンを選択した状態で、選んだビデオ標準をクリックすると、そのビデオ標準が生

成されます。トラフィック ライト インジケータが黄色に変わって、生成が進行中であることを

示します。ビデオ標準の生成が成功すると、ライトが緑色に変わります。 

注：テストパターンを生成するには数秒かかることがあります。 

ユニットは、利用できるライセンスとブートモードによって、幅広い範囲の SDIレート、解像

度、フレームレート、画像マッピング、色域および伝達曲線のビデオ標準を生成します。 

IP 2110 ブートモード 

IP 2110ブートモードでは、スクロール可能なリストからテストパターンを選択し、さらに列フ

ィルターを使用して希望のビデオ標準を選択することができます。次の列では、ドロップダウ

ンメニューを使って、利用できるパラメーターをフィルタリングすることができます： 

• Resolution（解像度） 

• Frame（フレーム） 

• Mapping（マッピング） 

• Gamut（色域）  
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図 6-3：「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器（IP 2110 ブートモード）（1／16 画面サイズ） 

テストパターンを選択した状態で、選んだビデオ標準をクリックすると、そのビデオ標準が生
成されます。トラフィック ライト インジケータが黄色に変わって、生成が進行中であることを
示します。ビデオ標準の生成が成功すると、ライトが緑色に変わります。 

注：テストパターンを生成するには数秒かかることがあります。 

ユニットは、利用できるライセンスによって、幅広い範囲の解像度、フレームレート、画像マ
ッピング、色域および伝達曲線のビデオ標準を生成します。 

ジェネレーターのディスプレイをフィルタリングする 

ビデオ標準の選択を簡単にするために、列のドロップダウン メニューを使ってジェネレーター
標準リストをフィルタリングすることができます。フィルタリングは次のパラメーターについ
て行います： 

 
表 6-1：ジェネレーター - 列フィルター パラメーター（SDI および IP 2022-6 ブートモードのみ） 

 
ジェネレーターの列 利用できるフィルター パラメーター 

Type（タイプ） 

（SDIリンクの） 

SDI（工場実装オプション）

および IP 2022-6ブートモー

ドのみ 

All（すべて）（デフ

ォルト） 

12G 2-SI 
QL 3G A 2-SI 
QL 3G A SqDv 

QL 3G B 2-SI 
QL 3G B SqDv 
DL 6G 2-SI 
DL 3G B 2-SI 

DL 1.5G 
6G 2-SI 
QL 1.5G SqDv 
3G A 

3G B 
1.5G 
 
 

 

Resolution（解像度） All（すべて）（デフ

ォルト） 

1280x720 
1920x1080 
2048x1080 

3840x2160 
4096x2160  

 

Frame（フレーム）（レー

ト） 
All（すべて）（デフ

ォルト） 

23.98p 
23.98psf 
24p 
24psf 

25p 
25psf 
29.97p 
29.97psf 
30p 

30psf 
47.95p 
48p 
50i 
50p 

59.94i 
59.94p 
60i 
60p 
 

 

Mapping（マッピング） All（すべて）（デフ

ォルト） 

YCbCr:422:10 
YCbCr:422:12 

YCbCrA:4224:12 
YCbCr:444:10 
YCbCr:444:12 

YCbCrA:4444:10 
RGB:444:10 
RGB:444:12 

RGBA:4444:10 
 
 

 

Gamut（色域） All（すべて）（デフ

ォルト） 

709 
2020 
HLG 2020  

PQ 2020 
S-Log3 2020  
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表 6-2：ジェネレーター - 列フィルター パラメーター（IP 2110 ブートモードのみ） 

 
ジェネレーターの列 利用できるフィルター パラメーター 

Resolution（解像度） All（すべて）（デフ

ォルト）、 

1280x720  

1920x1080、
2048x1080 

3840x2160、
4096x2160  

 

Frame（フレーム）（レー

ト） 
All（すべて）（デフ

ォルト）、 

23.98p 
24p 
25p 

 29.97p 
30p 
47.95p 
48p 

50i、 

50p 
59.94i 
59.94p 

60i 
60p 
 
 

 

Mapping（マッピング） All（すべて）（デフォル

ト） 

YCbCr:422:10 
YCbCr:422:12 

YCbCr:444:10 
YCbCr:444:12 
 

RGB:10 
RGB:12 

 
 
 

 

Gamut（色域） All（すべて）（デフ

ォルト）、 

709 
2020 
HLG 2020 

PQ 2020 
S-Log3 2020  

 

 

表のタイトルをクリックすると、ビデオ標準表に表示される内容を並べ替えることができま
す。タイトルをもう一度クリックすると、並べ替え順が降順と昇順に切り替わります。 

「Recent history list…」（最近の履歴リスト…）ドロップダウンは、一番最近に生成されたビ
デオ標準とテストパターンの組合せリストを提供します。このドロップダウンリストからビデ
オ標準とテストパターンの組合せを素早く選択して、再生成することができます。 

最近の履歴をクリアするには、右クリックしてオプション メニューを開き、次のコントロール
を選択します： 

• Clear recent history list（最近の履歴リストをクリア） 

「Status」（ステータス）バーは、ビデオ生成の進行に関する情報を提供します。 

「Generate - Video」（生成 - ビデオ）ウィンドウのいずれかの場所を右クリックすると、オプ
ション メニューが表示されます。 

列フィルターの並べ替え順をリセットする 

ジェネレーターのビデオ標準表の列を何度もフィルタリングすると、フィルターの内容が期待
するものとは異なる順番になっていることがあります。 

オプション メニューの「Reset Sort Order」（並べ替え順をリセット）を選択することで、フ
ィルター オプションの表示順をデフォルトに戻すことができます。 

Timecode Generator（タイムコード ジェネレーター）を使用する（IP 

2110 ブートモードのみ） 

「Timecode Generator」（タイムコード ジェネレーター）は、ST 12-2:2014に準拠した ATC
タイムコードを ANCデータ空間に生成する方法を提供します。「IP Transmit」（IP伝送）計
測器の構成ダイアログを使って、これをさらに 2110-40ジェネレーターフローに挿入すること
ができます。209ページの「ジェネレーターANCフローを構成する」の節を参照してくださ
い。タイムコードを PTPか現地のシステム時刻のいずれかにロックして生成する選択ができま
す。生成するタイムコードは、関連する非整数フレームレート ドロップフレームとステータス 
シグナリングを含めるように構成することができます。 

「IP Transmit」（IP伝送）計測器の「Generator ANC Flow」（ジェネレーターANCフロー）
構成ダイアログで Timecode（タイムコード）を有効化または無効化することができます。 

「Timecode Generator」（タイムコード ジェネレーター）は、「Generator - Configuration」
（ジェネレーター - 構成）オプション メニューのオプションを使って構成します： 
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図 6-4：「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器のオプション メニュー（IP 2110 ブートモード） 

 
表 6-3：「Generator - Timecode Generator」（ジェネレーター - タイムコード ジェネレーター）メニューのオプション

（IP 2110 ブートモードのみ） 

 
項目 オプション 説明 

Timecode Generator（タイムコード ジェネレーター）のオプション（IP 2110 ブートモードのみ） 

Timecode（タイムコー
ド） 

LTC 
VITC 

SMPTEリニア タイムコード（LTC）か SMPTE垂直間隔タイムコー
ド（VITC）のいずれかを選択する。 

SDI Line  
Number（SDIライン番
号） 

SDI Default（SDIデフォ
ルト） 
指示なし 

補助データ パケットの SDIライン位置を設定する。  
 

SDI Horizontal Offset（SDI
水平オフセット） 

SDI Default（SDIデフォ
ルト） 
指示なし 

ANCデータの VITCタイムコードの水平オフセットを設定する。 

Timecode Source（タイム
コード ソース） 

PTP 
Local Time（ローカルタ
イム） 

利用できる場合、「PTP」を選択して、PTP信号にロックされるタ
イムコードを生成する。 
「Local Time」（ローカルタイム）を選択すると、現地のタイムゾー
ンとサマータイムの現在のオフセットを加味した現地システム時刻
を使用する。 

Jam Sync（ジャム同期） Enabled（有効化） 
Disabled（無効化）（デ
フォルト） 

有効化されているとき、所定の時刻に Timecode Generator（タイム
コード ジェネレーター）の同期を自動的にさせる。 

Jam Sync Time（ジャム同
期時刻） 

システム コントロール 
00:00:00から 23:59:59 

「Jam Sync」（ジャム同期）オプションが有効なとき、「Jam 
Sync」（ジャム同期）が開始される時刻。 

Sync Now（今すぐ同期） システム コントロール このコントロールを使って、タイムコードを手動で同期させる。 

Drop Frame（ドロップフ
レーム） 

Enabled（有効化） 
Disabled（無効化）（デ
フォルト） 

有効化されているとき、29.9および 59.9のドロップフレーム レート
をサポートする。 

VITC 1/2 Reverse（VITC 1
／2逆転） 

Enabled（有効化） 
Disabled（無効化）（デ
フォルト） 

30 Hz超のプログレッシブ フレームレートの場合、VITC1を第 1フ
ィールドに、VITC2を第 2フィールドにするか、設定を逆にして
VITC2を第 1フィールドに VITC1を第 2フィールドにするかを選択
することができる。 
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「Timecode Generator」（タイムコード ジェネレーター）は、次のイベント時に同期されま

す： 

• フレームレートの変更時 

• PTPが再同期されるとき 

• 「Jam Sync」（ジャム同期）オプションが有効化されているとき、指定の「Jam Sync 

Time」（ジャム同期時刻）時（1日 1回） 

• 「Sync Now」（今すぐ同期）を選択して、「Timecode Generator」（タイムコード ジェ

ネレーター）を手動で同期させるとき 

 

テストパターン 

選択されたビデオ標準に利用できるテストパターンのリストが「Generate - Video」（生成 - ビ

デオ）ウィンドウの下部または右側の列に表示されます。パターンには次のようなものがあり

ます： 

 

  
100% Bars  

  
75% Bars 

  
Bowtie  

  
Box 

  
Circle  

  
Color Grid 

  
Component Ramps  

  
Field Lineup 

  
Gray 10H Step  

  
Gray 10V Step 

  
Gray 5H Step  

  
Gray 5V Step 

  
Gray Steps  

  
Legal Ramp 

  
Luma Ramp  

  
MultiBurst 

  
PLUGE  

  
SMPTE 219-2 

  
SMPTE 219 sub super  

  
Tartan Bars 

  
Valid Ramps  

  
UHD quad Align 

  
ARIB-28 Bars   

  
ITU-R BT.2111-0 HDR Color Bars 

  
ITU-R BT.814-4 PLUGE   

 
 

 

図 6-5：利用できるテストパターン 

 

S-Log3および SR Live [S-Log3(HDR Live)] のどちらのテストパターンのバリエーションも利用
できます。 

ムービング テストパターンを使用するために、Generator（ジェネレーター）のいずれかのテス
トパターンの上にバウンシング ボックスを重ねる選択をすることができます。そのためには、
オプション メニューで「Bouncing box」（バウンシング ボックス）を有効化します。 
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図 6-6：Bouncing Box（バウンシング ボックス）テストパターンの有効化 

 

図 6-7：「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）オプション メニュー 

（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

ユーザー テストパターンおよび画像 

必要に応じて、ユーザーはユニットにテスト画像をアップロードすることができます。このよ
うなユーザー テストファイルは、タグ付き画像ファイル形式（TIFF）で、意図される用途のビ
デオ標準の正確なピクセル解像度をもたなければなりません。ユーザー テストファイルの仕様
を以下詳細に説明します： 
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表 6-4：ユーザー テストパターン画像に必要なフォーマット 

 

フォーマット タイプ 拡張子 ピクセル解像度 ビット深度 ピクセル順序 

TIFF ネイティブ（他のフォーマ

ットから TIFF に変換され

たファイルはサポートされ

ない） 

.tif 1280x720 
1920x1080 
2048x1080 
3840x2160 
4096x2160 

RGB成分ごと

に 16、ピクセ

ルごとに 48 

インターリーブ 

 

ユニットに直接アクセスできる場合、USBファイル マネージャーを使ってユーザー テストファ
イルをアップロードすることができます。その節を参照してください。ユニットにリモートア
クセスしかできない場合、78ページの「ユニットへのリモート接続」の節に説明されるよう
に、SFTPを使ってテストファイルをアップロードします。 

ユーザーテストファイルを「transfer/userTestPatterns」ディレクトリにアップロードした
後、ユニットを再起動します。すると、「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構
成）の「Generate - Video」（生成 - ビデオ）タブで、ユーザー テスト画像が他のすべてのテ
ストパターンと一緒に利用できるようになります。 

Generator Copy（ジェネレーター コピー）と SDI Out 構成 

ジェネレーター SDI Outおよびコピー信号の構成に関する情報は、161ページの「SDIモード用
システム入出力（工場実装オプション）」の節を参照してください。 

SMPTE ST352 ペイロード ID の挿入 

ユニットは、デフォルトで、生成された標準に SMPTE ST352ペイロード IDを含みます。
「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）ウィンドウの 10行目で Hex IDを確
認することができます。あるいは、「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助
データ インスペクター）ウィンドウのドロップダウンメニューで、「Identifier」（識別情報）
の「ST352 Payload ID」（ST352ペイロード ID）を選択します。 

 

図 6-8：SMPTE ST352 Payload ID（SMPTE ST352 ペイロード ID）を表示する 

「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター） 

この機能を無効化する必要がある場合（例えば、テストのために）は、「Generator」（ジェネ
レーター）のオプション メニューでパラメーター「SMPTE ST352 Payload Ids」について、
「Disabled」（無効化）オプションを選択します。このオプションを選択すると、ユニットは
次の黄色の警告メッセージを表示します： 
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"Generated Video will not contain SMPTE ST352 Payload IDs."（生成されたビデオは SMPTE ST352 ペ
イロード ID を含まなくなります。） 

ペイロード IDを無効化したときに標準を生成する場合、ユニットはさらに次のポップアップ警
告ダイアログを表示します： 

"Generating Standard does not conform to SMPTE Specifications. No ST352 Payload IDs inserted."

（生成しようとしている標準は SMPTE 仕様に準拠していません。ST352 ペイロード ID が挿入されていま
せん。） 

「OK」をクリックしてダイアログを閉じるか、自動的に閉じるのを待ちます。 

ペイロード IDを再び有効化した後は、ペイロード IDが確実に含まれるように標準を必ず再生成
してください。 

パソロジカル信号挿入 

パソロジカル信号挿入は、信号のパフォーマンスをテストするのに使用するパワフルな機能で

す。 

背景テストパターンの選択に加えて、オリジナル テストパターンのオーバーレイとしてパソロ

ジカル パターンを挿入することができます。「Generate - Video」（生成 - ビデオ）タブの右ク

リックメニューのオプションを使用して、パソロジカル挿入を有効化します： 

 
表 6-5：「Generator - Pathological Signal Insertion」（ジェネレーター - パソロジカル信号挿入）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Pathological Insertion（パソロジカル挿入）のオプション 

Insertion（挿入） Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォ

ルト） 

パソロジカル信号の挿入を有効化または無効化する。 

Pattern to overlay

（オーバーレイ

するパターン） 

Eq 
PLL 

Clock（CLK）、 

CheckField（Eq + PLL） 

CheckField + Clock 

（Eq + PLL + CLK） 

表示されるオプションから挿入するパソロジカル パターンを

選択する。 

Pairs to insert

（挿入するペ

ア） 

システム コントロール 

範囲：0～16384 

インターフェースのパソロジカル状態に対する SDIリンクの

感度を検証するためのパソロジカル パターンの量を設定す

る。このコントロールは選択されたフォーマットのライン長

で制限。 

 

 

図 6-9：「Generator - Pathological Signal Insertion」（ジェネレーター - パソロジカル信号挿入）のオプション 

注：パソロジカル信号は、HD規格および 3Gレベル A規格対応の SMPTEでしか承認されてい
ません。3Gレベル B、6Gおよび 12G-SDIのインターフェース フォーマットの場合、パソロジ
カル信号を使用することはできますが、SMPTEでは承認されません（2020年 1月現在）。こ
れら未承認の規格にパソロジカル信号を丸々一式挿入することは、SDIインターフェースにとっ
てストレスがかかりすぎるテストになると考えられています。物理的な損傷は起こりません
が、インターフェースの動作パフォーマンスの低下がビットエラーとして現れるかもしれませ
ん。 
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出力オフセット調整（SDI モード） 

ジェネレーターをシステム リファレンスに対して固定オフセットをもつ信号を生成するように

構成することができます。  

 

図 6-10：「Generator - Output Offset Adjustment」（ジェネレーター - 出力オフセット調整）サブメニュー 

以下の表に、利用できる出力オフセット調整オプションをリスト表示しています： 

 
表 6-6：「Generator - Output Offset Adjustment」（ジェネレーター - 出力オフセット調整）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Output Offset Adjustment（出力オフセット調整）のオプション 

Offset Type（オフセ

ットのタイプ） 

Lines And Pixels（ラインとピク

セル）（デフォルト） 

Time（時間） 

空間値または時間値のどちらを使用してオフセット調

整を行うかを選択する。 

Output Line Offset

（出力ラインオフセ

ット） 

0～+/−（現在の標準のラインの

総数マイナス 1） 

「Lines and Pixels」（ラインとピクセル）に設定する

とき、コンボボックスを使用してライン オフセット成

分を全ライン数として設定する。 

Output Pixel Offset

（出力ピクセルオフ

セット） 

0～+/−（現在の標準のラインあ

たりのピクセルの総数マイナス

1） 

「Lines and Pixels」（ラインとピクセル）に設定する

とき、コンボボックスを使用してピクセル オフセット

成分をラインあたりのピクセル数として設定する。 

Output Time Offset

（出力時間オフセッ

ト） 

0.00、+/− 0.01、など... 「Time」（時間）に設定するとき、コンボボックスを

使用してタイミング オフセットをマイクロ秒単位で設

定する。 

Clear Offsets（オフ

セットをクリア） 

システム コントロール 選択すると、現在のジェネレーターのオフセットを削

除する。 
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Generate - Audio（生成 - オーディオ）

（SDIおよび IP 2022-6ブートモード）  

 

必要なオプション： PHQXO-GEN 

 

概説 

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器の「Audio」（オーディオ）

タブで、32チャンネルのオーディオ生成が利用できます。計測器のサブメニューに、クイック

構成用の Audio Macros（オーディオ マクロ）が備えられているとともに、個々のサブ画像でオ

ーディオを有効化・無効化することができます。 

 

図 6-11：「Generator Configuration - Audio」（ジェネレーター構成 - オーディオ）タブ（SDI／IP 2022-6 ブートモード） 

生成されるビデオ標準によって、最大 8つのオーディオ グループ（32チャンネル）が利用でき

ます。 

「Audio」（オーディオ）タブ（SDI／IP 2022-6ブートモード）では、必要に応じて、オーディ

オ グループをオンにするかオフにするかを、チェックボックスを使って切り替えることができ

ます。グループの左側の矢印を選択するとグループが展開し、そのグループのすべてのチャン

ネルを表示します。矢印をもう一度クリックすると、グループ内のオーディオペアが非表示に

なります。 
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構成表のオプション 

構成ドロップダウン メニューを使って、各チャンネルを周波数および振幅ごとに設定すること

ができます。さらに、「Frequency」（周波数）は音階か、正確なトーン周波数（Hz）を指定

することによって設定することができます： 

 
表 6-7：「Audio Generator」（オーディオ ジェネレーター） - 列フィルターのパラメーター 

 

オーディオ ジェネレーター

の列 

利用できるフィルターのパラメーター 

Channel（チャンネル） Group 1～8（グループ 1～8）；さらに各 Group（グループ）について： 

• Pair 1 Left（ペア 1左） 

• Pair 1 Right（ペア 1右） 

• Pair 2 Left（ペア 2左） 

• Pair 2 Right（ペア 2右） 

Type（タイプ）と

Frequency（周波数） 

Tone（トーン） 

Frequency（周波数）を次から選択する：0～10000 Hz 

Music Pitch（音階） 

Frequency（周波数）を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 
 

Amplitude（振幅） dBFS（フルスケールに対するデシベル）単位の振幅レベルを調整し、次から選

択する： 

−144～0 dBFS 
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計測器メニューのオプション 

クイック構成のために、サブメニューは Audio Macros（オーディオ マクロ）のセットを備えて

います。マクロリストには、使用することができるか、適応させて使用することのできる事前

構成されたオーディオ チャンネル セットアップが含まれています： 

 
表 6-8：「Audio Generator」（オーディオ ジェネレーター） - メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Audio 
Macros 

（オーディ

オ マクロ） 

マクロリスト 

マクロは全オーディオ グループに適用され、次の中から選択する： 

• Select... 

（選択…） 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS: 

• Fixed Tone 
Ramp Levels

（固定トーン 

ランプレベ

ル） 

固定周波数を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 
 

• Fixed Tone 
Fixed Level

（固定トーン

固定レベル） 

固定周波数を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS 

• Musical Pitch 
Ramp Levels

（音階ランプ

レベル） 

周波数と振幅は自動的に設定される。 

• Musical Pitch 
Fixed Levels

（音階固定レ

ベル） 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS 
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Sub 
Image 
Enable 

（サブ画

像有効） 

サブ画像ごとにオーディオを有効化または無効化し、次から選択する： 

Sub Image 1（サブ

画像 1） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 2（サブ

画像 2） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 3（サブ

画像 3） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 4（サブ

画像 4）  

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 
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Generate - Audio（生成 - オーディオ）（IP 

2110ブートモード）  

 

必要なオプション： PHQXO-GEN 

 

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）計測器の「Audio」（オーディオ）

タブは、125 μsのパケット時間で 80チャンネル、1 msで 10チャンネルまで（ST 2110-

30）、また、125 μsのパケット時間で 60チャンネル、1 msで 7チャンネルまで（ST 2110-

31）のレベル Cの音声処理を行います。計測器のサブメニューに、クイック構成用の Audio 

Macros（オーディオ マクロ）が備えられているとともに、個々のサブ画像でオーディオを有効

化・無効化することができます。 

 

図 6-12：「Generator Configuration - Audio」（ジェネレーター構成 - オーディオ）タブ（IP 2110 ブートモード） 

「Audio」（オーディオ）タブを使って、必要に応じて、オーディオ ジェネレーターのグループ

を展開し、各ジェネレーターのメニュー オプションを表示することができます。グループの左

側の矢印を選択するとグループが展開し、そのグループ内のすべてのジェネレーター チャンネ

ルが表示されます。矢印をもう一度クリックすると、グループ内のジェネレーターが非表示に

なります。 

IP 2110ブートモードでは、Gen 1-8、Gen 9-16、等と識別される独立したジェネレーターが 80

個あります。 



 

190ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

構成表のオプション 

構成ドロップダウン メニューを使って、各チャンネルをタイプ、周波数および振幅ごとに設定

することができます。さらに、「Frequency」（周波数）は音階か、正確なトーン周波数

（Hz）を指定することによって設定することができます： 

 
表 6-9：「Audio Generator」（オーディオ ジェネレーター） - 列フィルターのパラメーター（IP 2110 ブートモード） 

 

オーディオ ジェネレーター

の列 

利用できるフィルターのパラメーター 

Channel（チャンネル） 
• Aud Gen 1-8: Gen 1～Gen 8 

• Aud Gen 9-16: Gen 9～Gen 16 

• Aud Gen 17-24: Gen 17～Gen 24 

• Aud Gen 25-32: Gen 25～Gen 32 

• Aud Gen 33-40: Gen 33～Gen 40 

• Aud Gen 41-48: Gen 41～Gen 48 

• Aud Gen 49-56: Gen 49～Gen 56 

• Aud Gen 57-64: Gen 57～Gen 64 

• Aud Gen 65-72: Gen 65～Gen 72 

• Aud Gen 73-80: Gen 73～Gen 80 

Type（タイプ）と

Frequency（周波数） 

Tone（トーン） 

Frequency（周波数）を次から選択する：0～10000 Hz 

Music Pitch（音階） 

Frequency（周波数）を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 
 

Amplitude（振幅） dBFS（フルスケールに対するデシベル）単位の振幅レベルを調整し、次から選

択する： 

−144～0 dBFS 
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計測器メニューのオプション 

クイック構成のために、サブメニューは Audio Macros（オーディオ マクロ）を備えています。

マクロリストには、使用することができるか、適応させて使用することのできる事前構成され

たオーディオ チャンネル セットアップが含まれています： 

 
表 6-10：「Audio Generator」（オーディオ ジェネレーター） - メニューのオプション（IP 2110 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

Audio 
Macros 

（オーディ

オ マクロ） 

Macro List（マクロリスト） 

マクロは全オーディオ グループに適用され、次の中から選択する： 

• Select... 

（選択...） 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS: 

• Fixed Tone 
Ramp Levels

（固定トーン 

ランプレベ

ル） 

固定周波数を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 
 

• Fixed Tone 
Fixed Level

（固定トーン

固定レベル） 

固定周波数を次から選択する： 

C 3、 

E 3、 

G♯/A♭ 3、 

C 4、 

E 4、 

G♯/A♭ 4、 

C 5、 

E 5、 

G♯/A♭ 5、 

C 6、 

E 6、 

G♯/A♭ 6、 

C 7 

C♯/D♭ 3、 

F 3、 

A 3、 

C♯/D♭ 4、 

F 4、 

A 4、 

C♯/D♭ 5、 

F 5、 

A 5、 

C♯/D♭ 6、 

F 6、 

A 6、 

 

D 3、 

F♯/G♭ 3、 

A♯/B♭ 3、 

D 4、 

F♯/G♭ 4、 

A♯/B♭ 4、 

D 5、 

F♯/G♭ 5、 

A♯/B♭ 5、 

D 6、 

F♯/G♭ 6、 

A♯/B♭ 6、 

 

D♯/E♭ 3、 

G 3、 

B 3、 

D♯/E♭ 4、 

G 4、 

B 4、 

D♯/E♭ 5、 

G 5、 

B 5、 

D♯/E♭ 6、 

G 6、 

B 6、 

 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS 

• Musical Pitch 
Ramp Levels

（音階ランプ

レベル） 

周波数と振幅は自動的に設定される。 

• Musical Pitch 
Fixed Levels

（音階固定レ

ベル） 

固定振幅を次の範囲で選択する：−144～0 dBFS 
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Sub 
Image 
Enable 

（サブ画

像有効） 

サブ画像ごとにオーディオを有効化または無効化し、次から選択する： 

Sub Image 1（サブ

画像 1） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 2（サブ

画像 2） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 3（サブ

画像 3） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

Sub Image 4（サブ

画像 4） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 

Disabled（無効化） 
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Generator - Status（ジェネレーター - ステ

ータス） 

（SDI および IP 2022-6ブートモードのみ） 
 

 

必要なオプション： PHQXO-GEN 

 

概説 

「Generator - Status」（ジェネレーター - ステータス）計測器は、生成されたビデオ標準とテ
ストパターンの詳細を確認します。ウィンドウは、選択されたジェネレーター パターンか、選
択された PRBS信号（オプション「SDI Stress Toolkit」（SDIストレス ツールキット）により
利用可能）を表示し、BNC出力（SDIモードのみ）または SFP出力のプレゼンスと、サブ画像
／フル画像のマッピング情報を確認します。ビデオ リファレンス、出力オフセット調整、およ
びジッター挿入（オプション「SDI Stress Toolkit」（SDIストレス ツールキット）による）の
詳細とともに、オーディオのプレゼンスとサブ画像情報も表示されます。このウィンドウはス
テータス情報のみを提供し、ユーザーが構成する設定はありません。 

 

図 6-13：「Generator - Status」（ジェネレーター - ステータス）計測器 

「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構成）でパソロジカル オーバーレイを生成
すると、ユニットはすべての SDI出力についてこれを検出します。さらに、Pathological PLL(s)
（パソロジカル PLL）および Pathological Eq(s)（パソロジカル Eq）は、秒あたりに生成される
パソロジカル イベント数を表示します。1ラインにつき 1つのパソロジカル イベントが作成さ
れるため、これはインターフェースでパソロジカル状態が発生する秒あたりのライン数を示し
ます。パソロジカル状態の検出は、外部アナライザー デバイスの起動に使用するために、ユニ
ットからの GPI出力として利用できます。 

注：PRBSモードでは、Pathological Rate(s)（パソロジカル レート）カウンターは表示されま
せん。 

 

注：IP 2110ブートモードでは、「Generator - Status」（ジェネレーター - ステータス）計測器
は利用できません。 
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IP Transmit（IP 伝送）（SFP F） 

（IP 2022-6ブートモード）  

 

必要なオプション： PHQXO-GEN および PHQXO-IP-NGT 

 

概説 

「IP Transmit」（IP伝送）（SFP F）ウィンドウは、現在生成されたビデオ標準信号を ST 

2022-6規格のビデオパケットとして伝送するために使用します。 

このツールを使って、伝送分布プロファイルを調整することで、多様なネットワーク状態で導

入される IPビデオ ネットワーク パケット ジッターをシミュレートすることができます。 

 

図 6-14：「IP Transmit」（IP 伝送）（SFP F）（IP 2022-6 ブートモード） 

このヒストグラムは、（1秒ごとに）生成されるパケット間隔のタイミングの分布を示します。

すなわち、期待される間隔時間からの各パケット間隔の偏差に対する、1秒ごとに生成されるパ

ケット数です。ウィンドウの下部に伝送ステータス情報とプロンプトも表示されます。このス

テータス情報の上にマウスカーソルを置くと、現在の伝送パラメーターを詳細に示すツールチ

ップが表示されます。詳しくはネットワーク設定の節を参照してください。 
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計測器メニューのオプション 

 

図 6-15：「IP Transmit」（IP 伝送）（SFP F）メニューのオプション 

ネットワーク設定 

サブメニューでパケット伝送の IP、UDP、MACおよび SSRCネットワーク設定が設定され、

「Transmit」（伝送）を「Off」に設定すると USBキーボードで入力することができます。 

伝送はマルチキャストかユニキャストのいずれかにすることができます。必要に応じて、宛先

IPアドレスとして、マルチキャスト グループの宛先 IPアドレス、または受信機の IPアドレス

（ユニキャストの場合）を設定してください。 

以下の表に、「IP Transmit」（IP伝送）（SFP F）のオプション メニューで設定可能なパラメ

ーターをリスト表示しています： 

 
表 6-11：「IP Transmit」（IP 伝送）（SFP F）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Transmit（伝送） On 

Off（デフォルト） 
IP 2022-6ブートモードのパケット伝送をオンかオフに

切り替える。 

Distribution Range（分布

範囲） 

システム コントロール

（スライダー） 

+/− 0（デフォルト）～492 

clks 

伝送パケット間隔の範囲を調節する。調節は伝送ヒス

トグラムにリアルタイムで表示される。 

Distribution（分布） Uniform（均一）（デフォ

ルト） 

Gaussian（ガウス） 

伝送ヒストグラムにプロットされる分布プロファイル

のタイプを選択する。 

Dst IP Addr（宛先 IPアド

レス） 

数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス； マルチキャストかユニ

キャストとすることができる。 

 

宛先 MACアドレス（以下参照）を必要に応じて設定

する。マルチキャストは「Automatic」（自動）に、

または同じユニットへのユニキャスト伝送は「SFP 

E」にする（通常は IP 2022-6ブートモードで、SFP F

で伝送し、SFP Eで受信する）。 
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項目 オプション 説明 

別のデバイスへのユニキャスト伝送の場合、

「Manual」（手動）に設定してから、受信機（直接接

続の場合）または伝送側ユニットの経路にある最初の

切り替えデバイス（受信機への間接接続の場合）の

MACアドレスを入力する。 

 

アドレス指定パラメーターの変更は、「Transmit」

（伝送）オプションを「On」にすると適用される。 

Dst MAC Addr（宛先 MAC

アドレス） 

Automatic（自動）（デフ

ォルト） 

Manual（手動） 

SFP E 

「Automatic」（自動）に設定されているとき、IPア

ドレスがマルチキャスト アドレスの場合、宛先 MAC

アドレスは IPアドレスから自動的に計算される。  

 

IPアドレスがユニキャスト アドレスの場合、ユニット

はその IPアドレスに ARP（アドレス解決プロトコ

ル）を使って、MACアドレスを自動的に学習する。  

 

MACアドレスが見つからない場合、フローは有効にな

らず、ユニットは警告メッセージを表示する。 

Src UDP Port（ソース

UDPポート） 

数値入力 必要に応じてソース UDPポート番号を設定する。 

Dst UDP Port（宛先 UDP

ポート） 

数値入力 必要に応じて宛先 UDPポート番号を設定する。 

SSRC 数値入力 必要な場合、リアルタイム転送プロトコル（RTP）ス

トリーム サブスクリプションの同期ソース識別子

（SSRC）を設定する。 

Y-Axis Scale（Y軸スケー

ル） 

Linear（リニア）（デフォ

ルト） 

Log10 

リニアまたは対数スケールのいずれかを使って、縦軸

に伝送されたパケット数をプロットする。 

 

 

必要なネットワーク設定をすべて入力した後に、「Transmit」（伝送）を「On」に切り替える

と伝送が始まります。 

注：「Generator - Video Standard」（ジェネレーター - ビデオ標準）計測器で伝送用のテスト

信号を生成中であることを確実にしてください。 
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IP Transmit（IP 伝送）（IP 2110ブートモ

ード）  

 

必要なオプション： PHQXO-GEN 

 

概説 

IP Transmit（IP伝送）計測器で、ユニットから異なる 2種類のフローを伝送することができま

す。ジェネレーター フローかモニター フローのいずれかです。ジェネレーター フローはビデオ 

ジェネレーターからのビデオ テストパターンで、オーディオ トーンはオーディオ ジェネレータ

ーからのものです。モニター フローは HDMIおよび SDIモニター出力のビデオ・オーディオ信

号か、「Analyzer - Audio Meter」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器でモニタリン

グされるオーディオです。すなわち、ユニットのモニターに入る画面ディスプレイとオーディ

オ フィードです。 

現在生成されるジェネレーター フローとモニター フローは、SFP E、SFP Fまたは SFP E+F

（2022-7 シームレス保護スイッチング モード）のいずれかから、伝送用の IPビデオ フロー

（2110-20）、オーディオ フロー（2110-30/-31）、または補助データ（ANC）フロー（2110-

40）として構成することができます。「IP Transmit」（IP伝送）計測器はフルレンジの

PHABRIXテストパターンをサポートしています。例えば、サポートされているすべてのフレー

ムレートで、また SDRフォーマットか HDRフォーマットの、Bars、SMPTE/ARIB Bars、Test 

Card（Circle）、Ramps、Color Grid、Steps PLUGEです。 

「IP Transmit」（IP伝送）計測器のメインウィンドウは、ジェネレーター フローとモニター フ

ローの IP伝送ステータス情報にアクセスできる、次の一連のタブを表示します： 

• Tx：選択されたすべての伝送中のジェネレーター／モニターのビデオ、オーディオおよび

補助データ フローの現在のステータスの概要を表示します。 

• VID：ビデオ ジェネレーターからのビデオ フローの現在のステータスを表示します。 

• AUD1-2：オーディオ ジェネレーターからのオーディオ フローAUD1および AUD2の現在

のステータスを表示します。 

• AUD3-4：オーディオ ジェネレーターからのオーディオ フローAUD3および AUD4の現在

のステータスを表示します。 

• ANC：ビデオ ジェネレーターからの補助データ（ANC）フローの現在のステータスを表

示します。 

• MON：モニターのビデオ フローとオーディオ フローの現在のステータスを表示します。 

すべてのジェネレーター フローおよびモニター フローは、SFP E、SFP Fのいずれかによっ

て、または SFP Eと SFP Fでフローをデュアル ミラーリングされて、伝送するように構成する

ことができます。SFP Eと SFP Fでデュアル ミラーリングされたフローは、同じタイミングに

されて、ソース フローの一方にエラーが含まれる場合には、SMPTE ST 2022-7ペアが ST 

2022-7受信機にエラーのないフローをシームレスに再構成させるようにします。ジェネレータ

ー フローとモニター フローは同時に伝送することができ、最大で 2つのビデオフロー、5つの

オーディオフロー、および 1つの ANCフローを各インターフェースから提供します。 

「IP Transmit」（IP伝送）ステータス タブのいずれかを右クリックすると、オプション メニュ

ーが表示されます。 
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図 6-16：「IP Transmit」（IP 伝送）のオプション メニュー 

 

 
表 6-12：「IP Transmit」（IP 伝送）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Configure Tx Flows 

（Txフローを構成） 
計測器制御 ユニットから伝送用のフローを選択して構成するため

のアクセスを提供する。 

Clear Packet Counts 

（パケット数をクリア） 
計測器制御 Tx概要タブの「Packets」（パケット）列に表示され

る累積パケット数をゼロにリセットする。 

 

ジェネレーターのビデオ フローおよびオーディオ フローを伝送する 

ジェネレーター ビデオ フローは、ビデオ ジェネレーターからのテストパターンを 2110-20フ

ローとして伝送します。ビデオフローは次のパラメーターをサポートします： 

• 解像度：1920x1080 

• カラー マッピング：YCbCr:422:10 

• フレームレート：23.98p、24p、25p、29.97p、30p、47.95p、48p、50p、59.94p、

60p、50i、59.94i、60i 

• 色空間：SDR-709、SDR-2020、HDR-HLG、HDR-PQ、HDR-Slog3 

ジェネレーター ビデオ フローは「ギャップあり」または「リニア」にすることができ、パッキ

ング モードは GPM（シングルラインモードかマルチラインモード）または BPMのいずれかを

使用します。 

ジェネレーター オーディオ フローは、生成された PCMオーディオ トーンを 4つの 2110-30/-

31フローとして伝送します。オーディオはオーディオ ジェネレーターから構成することができ

ます。「IP Transmit」（IP伝送）計測器では、1 msまたは 125 μsのパケット時間でジェネレ

ーター オーディオ フローを構成することができます。 

ジェネレーター テストパターンをフローとして伝送することで、次のような特長が得られま

す： 

• ビデオ：ST 2110-20/2022-7ビデオ フロー ペアは、オプションでバウンシング ボックス

の付いた、1920x1080プログレッシブまたはインターレース YCbCr 422 10ビットのテス

トパターンから構成されます。 

• ナロー ギャップありまたはナロー リニアのパケット読み出しスケジュール（PRS）の選

択 

• 一般パッキング モード（GPM）（シングルラインかマルチライン モード）またはブロッ

ク パッキング モード（BPM） 

• フルレンジの PHABRIXパターン（Bars、SMPTE/ARIB Bars、Test Card（Circle）、

Ramps、Color Grid、Steps PLUGE） 
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• フルレンジのフォーマット：SDR(709)、SDR(2020)、HDR：PQ、HLG、Slog-3、SR-

Live(2020) 

• フルレンジのプログレッシブ フレームレート：23.98、24、25、29.97、30、47.95、

48、50、59.94、60 Hz 

• インターレース フレームレート：50、59.94、60 Hz 

• PTP TFrameに対する TROffsetの位相制御 

• ジェネレーター オーディオ：同時発生する最大 4つの 48 kHzサンプリング 24ビットの

テストトーン／音階 2022-7オーディオ フローペア。フローペアごとに、ST 2110-30ま

たは 2110-31、1 msまたは 125 µsのパケット時間を独立して選択。 

• レベル Cの音声処理は、125 µsのパケット時間で 80チャンネル、1 msで 10チャンネル

まで（ST 2110-30）；125 µsのパケット時間で 60チャンネル、1 msで 7チャンネルま

で（ST 2110-31）をサポート。 

• オーディオ ジェネレーターのマクロは、固定トーン、固定トーン ランプ、固定音階、音

階ランプを含み、チャンネルごとにトーン／音階および振幅を独立して制御。 

 

モニターのビデオ フローおよびオーディオ フローを伝送する 

モニター ビデオ フローはグラフィカル ユーザー インターフェースを 2110-20ビデオ フローと

して伝送するので、ビデオは HDMIポートによって出力されたのと同じピクチャーを表示し、

1920x1080 プログレッシブ YCbCr:422:10ビットの解像度をもちます。フレームレートは HDMI

および SDIモニター出力と同じに設定され、スタートメニューの「Display」（ディスプレイ）

のコントロールから設定されます。フレームレートのオプションは 60 Hz、59.94 Hz、50 Hz

で、フローはギャップありと BPMに固定されます。  

 

モニター オーディオ フローは「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器からモニタリン

グされたオーディオペアを 2つのチャンネル 2110-30/-31フローとして、1 msまたは 125 μsの

いずれかのパケット時間で伝送します。これは HDMIまたは SDIモニター出力から出力される

のと同じオーディオです。このフローを含むオーディオ信号は、「Audio Meters」（オーディオ 

メーター）計測器の「Monitor」（モニター）または「Solo」（ソロ）ボタンを選択することに

よって制御されます。 

 

モニター出力をフローとして伝送することで、次のような特長が得られます： 

• ビデオ：ST 2110-20/2022-7ビデオ フローペアは、計測器のグラフィカル ユーザー イン

ターフェース（GUI、HDMI画面）を 1920x1080、50、59.94または 60 Hzのプログレッ

シブ フレームレートで搬送します。 

• ナロー ギャップありのパケット読み出しスケジュール（PRS） 

• 互換性の幅を最も広げるためのブロック パッキング モード（BPM） 

• オーディオ：シングル モニター2.0ステレオ オーディオ 48 kHzサンプリング 24ビット

2022-7フローペア。ST 2110-30または ST 2110-31、1 msまたは 125 µsのパケット時間

から選択。 

• オーディオの選択は、選択した、ポスト音量フェーダー、2.0ステレオ、または 1.0デュ

アル モノ オーディオ メーターにモニタリングされるオーディオに従う。 
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Tx タブを概観する 

 

図 6-17：「IP Transmit」（IP 伝送） - 「Tx」タブ（IP 2110 ブートモード） 

このタブは、ユニットから有効に伝送されるすべてのフローの一覧として使用します。同時
に、有効な PTPリファレンスと各インターフェース モジュールが使用する帯域幅も表示されま
す。 

「Tx」タブは、次のフローに関する現在のステータス情報を表示します： 

• VID：テストパターン ジェネレーター（TPG）から発信するビデオ フローの伝送の詳細 

• VID MON：ユニットのモニター ディスプレイから発信するビデオ フローの伝送の詳細 

• AUD1/2：オーディオ ジェネレーターからのオーディオ 1または 2フローの伝送の詳細 

• ANC：タイムコード ジェネレーターからの ANCフローの伝送の詳細 

• AUD MON：ユニットのモニター ディスプレイから発信するオーディオ フローの伝送の
詳細 

「Tx」タブの一覧表の列は次の通りです： 

• SFP：そのフローに選択された SFPインターフェース 

• Protocol（プロトコル）：フローの有効な SMPTE 2110プロトコル 

• Type（タイプ）：フローのペイロード タイプ 

• Dst IP：フローの宛先 IPアドレスと UDPポート 

• Dst MAC：宛先 MACアドレス（Hex） 

• Src IP：フローのソース IPアドレスと UDPポート 

• SSRC：フローソースの固有識別子として使用される同期ソース識別子 

• Bandwidth（帯域幅）：各フローで使用される現在の帯域幅を表示します。さらに、各イ
ンターフェース モジュールが使用する現在の総帯域幅を計測器のヘッダーに表示しま
す。 

• Packets（パケット）：伝送された各フローのパケット数 

オプション メニューから「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択することで、フ
ローのいずれについても上記パラメーターを変更することができます。オプション メニューか

SFP Fインターフェー

スで使用される現在の

総帯域幅 
有効な PTPリファレンス 

伝送フロー構成タブ 

SFP Eインターフェース

で使用される現在の総帯

域幅 

SFP E Txフロ

ーの概要 

SFP F Txフロ

ーの概要 
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ら「Clear Packet Counts」（パケット数をクリア）を選択することで、パケット数をリセット
することもできます。 

画面右上のリファレンス インジケータは、現在どの PTPエンジンが稼働中であるかを示しま
す。例えば、「Reference: PTP SFP E」（リファレンス：PTP SFP E）と表示されます。白色
のテキストで表示される場合、ユニットは SFP Eまたは SFP Fのいずれかの PTPエンジンに
正常にロックされています。 

赤色のテキストで「Free Run」（フリーラン）と表示される場合、ユニットは「Free Run」
（フリーラン）に設定されていて、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミン
グおよびシステム リファレンス）ツールで PTPソースが選択されていません。これは重大な警
告です。ユニットが SFP Eエンジンまたは F PTPエンジンのいずれかにロックされているとき
にしか、2110伝送フローが有効にならないからです。 

 

VID タブを概観する 

 

図 6-18：「IP Transmit」（IP 伝送） - 「VID」ステータスタブ 

「VID」タブは、次の通り、ビデオ ジェネレーター フローの有効な設定を表示します： 

• Protocol（プロトコル）：有効な SMPTE 2110ビデオ プロトコル SMPTE 2110-20を表
示します。 

• Interface（インターフェース）：ビデオ フローの伝送に有効なインターフェースを表示
します。 

• Video Source（ビデオ ソース）：ビデオ ジェネレーターから選択されたビデオ標準を識
別します。 

• Packet Read Schedule（パケット読み出しスケジュール）：SMPTE 2110-21 - ギャップ
ありまたはリニアのいずれかに有効なパケット読み出しスケジュールを表示します。 

• Packing Mode（パッキング モード）：伝送される RTPペイロードに有効なパッキング 
モード：一般パッキング モード（GPM）（シングルラインまたはマルチライン）または
ブロック パッキング モードを表示します。 

• TR Offset（TRオフセット）：ローカル PTPフレーム時間に対するフローのエグレス時
刻の定義。 

• Max RTP MTU Size（RTP MTU最大サイズ）：参考用の RTPパケットの最大サイズ（最
大伝送単位）。MTUサイズは UDPペイロードサイズとして定義されます（RTPヘッダー 
プラス RTPペイロード）。注：2110-10に定義される 1460オクテットの標準 UDPサイ
ズ制限は、UDPヘッダー+RTPヘッダー+2120-20ヘッダー+RTPペイロードの合算です
（6.3節の 2110-10を参照）。 

オプション メニューから「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択することで、設
定を変更することができます。 
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AUD1-2 タブおよび AUD3-4 タブを概観する 

 

図 6-19：「IP Transmit」（IP 伝送） - 「AUD1-2」ステータスタブ 

ジェネレーター オーディオフローのそれぞれについて、「AUD1-2」タブと「AUD3-4」タブ

は、次の通り、伝送されるジェネレーター オーディオフローに有効な設定を表示します： 

• Protocol（プロトコル）：有効な SMPTE 2110オーディオプロトコル 2110-30または

2110-31を表示します。 

• Packet Time（パケット時間）：構成されるプロトコルとチャンネル数によって、パケッ

ト時間を 1 msまたは 25 μsとして表示します。 

• Channels（チャンネル）：伝送されるオーディオ チャンネル数を表示します。レベル C

の音声処理は 125 μsパケット時間で 80チャンネル、1 msで 10チャンネルまでをサポー

トし（ST 2110-30）、125 μsのパケット時間で 60チャンネル、1 msで 7チャンネルま

でをサポートします（ST 2110-31）。 

• Audio Source（オーディオ ソース）：オーディオフローのソースを表示します。（ジェ

ネレーターまたはオーディオ メーター） 

オプション メニューから「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択することで、上

記設定を変更することができます。 

ANC タブを概観する 

 

図 6-20：「IP Transmit」（IP 伝送） - 「ANC」ステータスタブ 

「ANC」タブは、次の通り、ビデオ ジェネレーター フローの有効な設定を表示します： 

• Protocol（プロトコル）：有効な SMPTE 2110 ANCプロトコル SMPTE 2110-40を表示
します。 

• Interface（インターフェース）：ANCフローの伝送に有効なインターフェースを表示し
ます。 
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• Packet Packing（パケット パッキング）：選択された ANCフローのパッキング モー
ド。 

• Keep Alive（キープ アライブ）：キープ アライブ パケットの生成を有効化する（真）
か、キープ アライブ パケットの生成を無効化する（偽）かを選択する。 

• Timecode（タイムコード）：タイムコート ジェネレーターからのタイムコード パラメ
ーターの定義。 

• TR Offset（TRオフセット）：ローカル PTPフレーム時間に対するフローのエグレス時
刻の定義。 

オプション メニューから「Configure Tx Flows」（Txフローを構成する）を選択し、
「ANC」セクションを展開することで、上記設定を変更することができます。 

MON タブを概観する 

 

図 6-21：「IP Transmit」（IP 伝送） - 「MON」ステータスタブ 

「MON」タブは、次の通り、モニター フローの伝送に有効な設定を表示します： 

VID MONセクション： 

• Protocol（プロトコル）：有効な 2110ビデオプロトコル SMPTE 2110-20を表示しま
す。 

• Interface（インターフェース）：ビデオ フローの出力に有効なインターフェースを表示
します。 

• Video Source（ビデオ ソース）：選択したビデオ モニターを特定し、解像度、フレーム
レート、色空間等も合わせて表示します。 

• Packet Read Schedule（パケット読み出しスケジュール）：SMPTE 2110-21 - ギャップ
ありのみに有効なパケット読み出しスケジュールを表示します。 

AUD MONセクション： 

• Protocol（プロトコル）：SMPTE 2110-21 - ギャップありのみに有効なパケット読み出
しスケジュールを表示します。 

• Interface（インターフェース）：オーディオ フローの出力に有効なインターフェースを
表示します。 

• Audio Source（オーディオ ソース）：オーディオ フローのソースを「Monitored 
Audio」（モニタリング対象オーディオ）として表示します。 

• Packet Time（パケット時間）：構成されるプロトコルとチャンネル数によって、パケッ
ト時間を 1 msまたは 25 μsとして表示します。 

• Channels（チャンネル）：伝送に使用される SFPチャンネル数を表示します：2チャン
ネル 

オプション メニューから「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択することで、上
記設定を変更することができます。 
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図 6-22：「IP Transmit」（IP 伝送）計測器によるジェネレーター フローおよびモニター フローの伝送の概観  

  

モニター フロー： 

モニター ディスプレイ

全体の出力 

ジェネレーター フロー： 

ビデオ ジェネレーターおよび

オーディオ ジェネレーターか

らのビデオ標準出力 

「ピクチャー」

計測器 

「IP伝送」計測器 「ジェネレーター ビデオ」計測器 

ビデオ フローおよびオーディオ フローを伝送するソース QxL 

モニターの QxLユーザー インターフェース 

有効な Txフローによる QxLでの「IP伝送」 

「ピクチャー」計測器で選択される VID MONフロー 「ピクチャー」計測器で選択される VIDフロー 
 

外部受信機のディスプレイ（Qxシリーズまたはその他） 

Tx出力元： 

SFP Eまたは 

SFP Fまたは 

E+F 2022-7デュアル ミラー 
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ジェネレーター フローを構成する 

構成画面は、展開可能なリストで表示される利用可能なフローのリストから構成されます。希

望のフローを選択して矢印をクリックすると、その項目が展開し、設定可能なフローパラメー

ターが表示されます。一番小さく折りたたまれた状態の各フローには、参考のために、現在の

設定の概要が 1行で記載されています。さらに、各フローの右側にはドロップダウンリストが

あり、その特定のフローを有効化または無効化することができます。 

注：IP伝送にユニキャスト ブロードキャスト IPアドレスを使用することは、現在認められてい

ません。 

ジェネレーター フローを構成するには： 

1. 「IP Transmit」（IP伝送）ステータスタブのいずれかから、右クリックしてオプション 

メニューを開きます。 

2. オプション「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択します。 

3. 「GENERATOR」（ジェネレーター）タブを開きます。 

利用可能なすべてのフローとその現在の動作ステータスをまとめた次の画面が表示されま

す。 

 

図 6-23：「IP Transmit」（IP 伝送） - ジェネレーターフロー構成（すべてのフローを最小表示） 

4. VID、AUD1、AUD2、AUD3、AUD4、ANC の中から構成したいフローを展開します。  

5. 右列のドロップダウンボックスを使って、必要に応じてフローを有効化または無効化しま

す。 

6. 以下に説明するオプションを選択することで、必要に応じてフローの構成を変更します。 

7. 行った変更を適用するがダイアログを開いたままにする場合は「Apply」（適用）をクリ

ックし、行った変更を承認して構成ダイアログを閉じる場合は「OK」をクリックして、

確実に行った構成の変更を保存するようにします。変更せずにダイアログを閉じるには、

ジェネレーター フローを構成する 

モニター フローを構成する 
フロー有効化／無効化

のドロップダウン 

設定可能なフロー 

矢印をクリックすると、

セクションが展開する 

現在の構成の概要 

クリックすると、変更をキャン

セルし、ダイアログを閉じる 

クリックすると、変更を適用する 

OKをクリックすると、構成を保存

し、ダイアログを閉じる 



 

206ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

「Cancel」（キャンセル）をクリックするか、ダイアログボックスの外で左クリックしま

す。 

注：NMOSが有効なとき、ジェネレーター構成は NMOSの管理下にあります。「ジェネレータ

ー構成」ダイアログは、開いたときに現在の状態にアップデートされます。  

 

「ジェネレーター構成」ダイアログ ボックスで変更を行い、NMOS APIでジェネレーター構成

がアップデートされる場合、NMOS構成は、「Apply」（適用）または「OK」をクリックする

と手動構成によってオーバーライドされます。 
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ジェネレーター ビデオ フローを構成する 

構成設定欄に数値を入力するときは、ユニットに接続されている USBキーボードか、アイコン
をクリックすると表示されるテンキーパッドのいずれかを使用することができます： 

 

 

図 6-24：「IP Transmit - Generator」（IP 伝送 - ジェネレーター）のビデオ フロー構成 

 

以下の表に、ジェネレーター ビデオ フローを構成するときに利用できるオプションをリスト表
示しています： 

表 6-13：「IP Transmit - Generator」（IP 伝送 - ジェネレーター）のビデオ フローのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Transmitter Interface

（伝送器インターフ
ェース） 

Seamless E+F（シームレス
E+F）（デフォルト） 

SFP E 

SFP F 

ジェネレーター ビデオ フローの伝送に有効なインターフ
ェース。シームレス E+Fオプションは 2022-7に準拠し
た 2つの同一のフローを提供し、受信機の SIPSを有効化
する。 

SFP E/F Payload 

Type（SFP E／Fペ
イロード タイプ） 

96～127 ビデオ データパケットのリアルタイム転送プロトコル
（RTP）のペイロード タイプを定義する。 

デフォルトは、2110-20ビデオが 96、2110-30/31オーデ
ィオが 97、2022-6が 98、2110-40が 100。 

Dst IP（宛先 IP） 数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス；マルチキャストかユニキャ
ストにすることができる。マルチキャストの場合、MAC

アドレスは IPアドレスから自動的に計算される。ユニキ
ャストの場合、ユニットは IPアドレスに ARP（アドレス
解決プロトコル）を使用して MACアドレスを自動的に学
習する。MACアドレスが取得できない場合、フローは有
効化されない。 

Dst UDP（宛先
UDP） 

数値入力 Txフローの宛先 UDPポート。 

Src UDP（ソース
UDP） 

数値入力 Txフローのソース UDPポート。 

SSRC 数値入力 フロー ソースの固有識別子として使用される同期ソース
識別子。 

Source（ソース） 「Generator」（ジェネレータ
ー）計測器で選択されたビデ
オ標準 

「Generator」（ジェネレーター）計測器からのテストパ
ターン ビデオソースの詳細。サポート対象は次の通り： 

解像度：1920x1080 

カラー マッピング：YCbCr:422:10 

フレームレート：23.98p、24p、25p、29.97p、30p、
47.95p、48p、50p、59.94p、60p、50i、59.94i、60i 
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項目 オプション 説明 

色空間：SDR-709、SDR-2020、HDR-HLG、HDR-PQ、
HDR-Slog3 

例：Generator - 1920x1080 p 50 YCbCr:422:10 BT709 

SDR 

オプションのバウンシング ボックスもサポート。 

Packet Read  

Schedule（パケット
読み出しスケジュー
ル） 

Gapped（ギャップあり）
（デフォルト） 

Linear（リニア） 

SMPTE 2110-21に有効なパケット読み出しスケジュール
を定義する。「Gapped」（ギャップあり）か「Linear」
（リニア）のいずれかを選択。 

Packing Mode（パッ
キング モード） 

GPM Single-line（GPMシン
グルライン）（デフォルト） 

GPM Multi-line（GPMマルチ
ライン） 

BPM 

RTPペイロードを伝送するのに有効なパッキングモード
を、シングルラインまたはマルチライン モードの GPM

（一般パッキング モード）か、BPM（ブロック パッキ
ング モード）のいずれかに定義する。 

TR Offset（TRオフ
セット） 

Custom（カスタム） 

TRO Default（TROデフォル
ト）（デフォルト） 

ローカル PTPフレーム時間に対するフローのエグレス時
刻を定義する。デフォルト値（TRODefault）は ST 2110-21

によって定義され、選択されるビデオ フォーマットとフ
レームレートによって変わる。「Custom」（カスタム）
コントロールで、ローカル PTPフレーム時間に対するエ
グレス時刻（およびタイムスタンプ）を 0 nsから 15 ms

までの範囲で調節することができる。 

 

行った構成の変更を適用して構成を続ける場合は「Apply」（適用）をクリックし、または行っ

た変更を保存して構成ダイアログを閉じる場合は「OK」をクリックします。 

 

ジェネレーター オーディオ フローを構成する 

 

図 6-25：「IP Transmit - GENERATOR」（IP 伝送 - ジェネレーター）のオーディオ 1 フロー構成 

 

以下の表に、ジェネレーター オーディオ フローを構成するときに利用できるオプションをリス

ト表示しています： 

 
表 6-14：「IP Transmit - Generator」（IP 伝送 - ジェネレーター）のオーディオ フローのオプション 

項目 オプション 説明 

Transmitter Interface

（伝送器インターフ

ェース） 

Seamless E+F（シームレス E＋
F）（デフォルト） 

SFP E 

SFP F 

ジェネレーター オーディオ フローの伝送に有効なイン
ターフェース。シームレス E+Fオプションは 2022-7

に準拠した 2つの同一のフローを提供し、受信機の
SIPSを有効化する。 
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項目 オプション 説明 

SFP E/F Payload 

Type（SFP E／Fペ

イロード タイプ） 

96～127 オーディオ データパケットのリアルタイム転送プロト
コル（RTP）のペイロードタイプを定義する。 

デフォルトは、2110-20ビデオが 96、2110-30/31オー
ディオが 97、2022-6が 98、2110-40が 100。 

Dst IP（宛先 IP） 数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス。 

Dst UDP（宛先

UDP） 

数値入力 Txフローの宛先 UDPポート。 

Src UDP（ソース

UDP） 

数値入力 Txフローのソース UDPポート。 

SSRC 数値入力 フロー ソースの固有識別子として使用される同期ソー
ス識別子。 

Protocol（プロトコ

ル） 

2110-30 

2110-31 

ジェネレーター オーディオ フローに選択される
SMPTEプロトコル。 

Packet Time（パケ

ット時間） 

1 ms 

25 μs 

構成されるプロトコルとチャンネル数によって、パケ
ット時間を 1 msか 25 μsのいずれかに定義する。 

Channels（チャンネ

ル） 

1～80 

（「Protocol」（プロトコル）
と「Packet Time」（パケット時
間）の選択による） 

伝送されるオーディオ チャンネル数を選択する。レベ
ル C音声処理は、125 μsのパケット時間で 80チャン
ネル、1 msで 10チャンネルまでをサポートし（ST 

2110-30）、125 μsパケット時間で 60チャンネル、1 

msで 7チャンネルまでをサポートする（ST 2110-

31）。 

 

オーディオ チャンネル マッピング行列を作成して、ジェネレーター チャンネルとジェネレータ
ー オーディオ チャンネルと IP伝送チャンネルとをマッピングします。 

行った構成の変更を適用して構成を続ける場合は「Apply」（適用）をクリックし、または行っ
た変更を保存して構成ダイアログを閉じる場合は「OK」をクリックします。 

 

ジェネレーターANCフローを構成する 

 

図 6-26：「IP Transmit - GENERATOR」（IP 伝送 - ジェネレーター）の ANC フロー構成 

 

以下の表に、ジェネレーターの ANCフローを構成するときに利用できるオプションをリスト表
示しています： 

  



 

210ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

表 6-15：「IP Transmit - Generator」（IP 伝送 - ジェネレーター）の ANC フローのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Transmitter Interface

（伝送器インターフ

ェース） 

Seamless E+F（シームレス

E+F）（デフォルト） 

SFP E 
SFP F 

ジェネレーターの ANCフローの伝送に有効なインター

フェース。シームレス E+Fオプションは 2022-7に準

拠した 2つの同一のフローを提供し、受信機の SIPS

を有効化する。 

SFP E/F Payload 

Type（SFP E／Fペ

イロード タイプ） 

96～127 ANCデータパケットのリアルタイム転送プロトコル

（RTP）のペイロードタイプを定義する。 

デフォルトは、2110-40の場合は 100。 

Dst IP（宛先 IP） 数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス。 

Dst UDP（宛先

UDP） 

数値入力 Txフローの宛先 UDPポート。 

Src UDP（ソース

UDP） 

数値入力 Txフローのソース UDPポート。 

SSRC 数値入力 フローソースの固有識別子として使用される同期ソー

ス識別子。 

DSCP Expedited Forwarding（完全優

先転送） 

DSCP（Differentiated Services Code Point） - 優先送

信をリクエストするのに使用されるパケット ヘッダー

値。 

Keep Alive（キープ

アライブ） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

キープアライブ パケットの生成を有効化する（真）

か、キープアライブ パケットの生成を無効化する

（偽）かを選択する。 

Timecode（タイムコ

ード） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、タイムコード ジェネレーター

からのタイムコードを使用する。 

TR Offset ANC（TR

オフセット ANC） 

Custom（カスタム） 

TRO Default（TROデフォル

ト）（デフォルト） 

ローカル PTPフレーム時間に対するフローのエグレス

時刻を定義する。デフォルト値（TRODefault）は ST 

2110-40で定義される。「Custom」（カスタム）コン

トロールで、ローカル PTPフレーム時間に対するエグ

レス時刻（およびタイムスタンプ）を 0 ns から 15 ms

までの範囲で調節することができる。 

 

行った構成の変更を適用して構成を続ける場合は「Apply」（適用）をクリックし、または行っ

た変更を保存して構成ダイアログを閉じる場合は「OK」をクリックします。 

キープアライブ パケットがフローに存在する場合、最後のデータパケットの到着時刻を測定し

ます。ビデオがインターレースされる場合、フィールドごとの値、あるいはフレームごとの値

になります。過去最小・最大値の他にも、最後の 1秒間の平均を測定します。 

モニター フローを構成する 

モニター フローを構成するには： 

1. 「IP Transmit」（IP伝送）ステータスタブのいずれかから、右クリックしてオプション 

メニューを開きます。 

2. オプション「Configure Tx Flows」（Txフローを構成）を選択します。 

3. 「MONITOR」（モニター）タブを開きます。 

利用可能なすべてのフローとその現在の動作ステータスをリスト表示する概要画面が表示

されます。 

4. VID MON、AUD MONの中から構成したいフローを展開します。 
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5. 右列のドロップダウンボックスを使って、必要に応じてフローを有効化または無効化しま

す。 

6. 以下に説明するオプションを選択することで、必要に応じてフローの構成を変更します。 

7. 行った変更を承認するがダイアログを開いたままにする場合は「Accept」（承認）をク

リックし、行った変更を承認して構成ダイアログを閉じる場合は「OK」をクリックし

て、確実に行った構成の変更を保存するようにします。 

 

モニターのオーディオ フローおよびビデオ フローを構成する 

ここでは、モニターのオーディオ フローとビデオ フローの構成をビデオ フォーマット

1920x1080 422:10 BT 709 SDRとして組合せ、フレームレートはモニター設定値から直接イン

ポートされます。モニター フローについては、設計上、「Packet Read Schedule」（パケット

読み出しスケジュール）と「Packing Mode」（パッキング モード）は固定され、変更すること

はできません。 

 

 

図 6-27：「IP Transmit - MONITOR」（IP 伝送 - モニター）のビデオ・オーディオ フロー構成 

 

以下の表に、モニターのビデオ フローとオーディオ フローを構成するときに利用可能なオプシ

ョンをリスト表示しています。： 

 
表 6-16：「IP Transmit - Monitor」（IP 伝送 - モニター）のビデオ・オーディオ フローのオプション 

 

項目 オプション 説明 

VID MON のオプション 

Transmitter Interface

（伝送器インターフ
ェース） 

Seamless E+F（シームレス
E+F）（デフォルト） 

SFP E 

SFP F 

メディア ビデオ フローの伝送に有効なインターフェー
ス。シームレス E+Fは SMPTE 2022-7 SIPSを使用。 

SFP E/F Payload 

Type（SFP E／Fペ
イロード タイプ） 

96～127 ビデオ データパケットのリアルタイム転送プロトコル
（RTP）のペイロード タイプを定義する。 

デフォルトは、2110-20ビデオが 96、2110-30/31オー
ディオが 97、2022-6が 98、2110-40が 100。 

Dst IP（宛先 IP） 数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス。 

Dst UDP（宛先
UDP） 

数値入力 Txフローの宛先 UDPポート。 
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項目 オプション 説明 

Src UDP（ソース
UDP） 

数値入力 Txフローのソース UDPポート。 

SSRC 数値入力 フローソースの固有識別子として使用される同期ソー
ス識別子。 

Source（ソース） なし 2110-20フローとしてモニターのグラフィカル ユーザ
ー インターフェースの伝送。 

構成されるモニターから直接固定設定値を取得。 

例：Monitor - 1920x1080 p 50 YCbCr:422:10 BT709 

SDR 

Packet Read 

Schedule（パケット
読み出しスケジュー
ル） 

なし SMPTE 2110-21ギャップありのみに有効なパケット読
み出しスケジュールを定義する。 

Packing Mode（パッ
キング モード） 

なし 伝送される RTPペイロードに有効なパッキング モー
ド BPM（ブロック パッキング モード）を定義する。 

AUD MON のオプション 

Transmitter Interface

（伝送器インターフ
ェース） 

Seamless E+F（シームレス
E+F）（デフォルト） 

SFP E 

SFP F 

メディア オーディオ フローの伝送に有効なインターフ
ェース。シームレス E+Fは SMPTE 2022-7 SIPSを使
用。 

SFP E/F Payload 

Type（SFP E／Fペ
イロード タイプ） 

96～127 オーディオ データパケットのリアルタイム転送プロト
コル（RTP）のペイロードタイプを定義する。 

デフォルトは、2110-20ビデオが 96、2110-30/31オー
ディオが 97、2022-6が 98、2110-40が 100。 

Dst IP（宛先 IP） 数値入力 Txフローの宛先 IPアドレス。 

Dst UDP（宛先
UDP） 

数値入力 Txフローの宛先 UDPポート。 

Src UDP（ソース
UDP） 

数値入力 Txフローのソース UDPポート。 

SSRC 数値入力 フローソースの固有識別子として使用される同期ソー
ス識別子。 

Protocol（プロトコ
ル） 

2110-30 

2110-31 

メディア オーディオ フローに選択される SMPTEプロ
トコル。 

Packet Time（パケ
ット時間） 

1 ms  

25 μs 

構成されるプロトコルとチャンネルによって、パケッ
ト時間を 1 msか 25 μsのいずれかに定義する。 

Channels（チャンネ
ル） 

なし オーディオメーター ウィンドウからモニタリングされ
るオーディオペアは、2チャンネル 2110-30/31フロー
として伝送される。これは HDMIまたは SDIモニター
出力経由で出力されるのと同じオーディオである。
「Audio Meter」（オーディオ メーター）計測器の
「Monitor」（モニター）または「Solo」（ソロ）ボ
タンを使用して、このフローで伝送されるオーディオ
信号を制御する。 

「Monitor」（モニター）ボタンは、その下のオーディ
オペアを選択するために使用する。 

「Solo」（ソロ）ボタンは、1つのチャンネルをフロ
ーの両チャンネルにするために使用する。 

このオーディオのレベルは、ユニットのメイン音量コ
ントロールで制御する。さらに、モニターのオーディ
オ フローにオーディオを含めるには、メイン音量コン
トロールをミュート解除する必要もある。 

 



 

  PHABRIX QxLユーザー マニュアル 213ページ 

7 

標準分析計測器 

この章では、ユニットに備えられている標準分析計測器を説明します。この章は、次の節から

構成されます： 

• Analyzer - Video Standard（アナライザー - ビデオ標準） 

• Stats - SDI in A, B, C, D（統計- SDI in A、B、C、D） 

• Stats - IP Receive（統計 - IP受信）（SFP E） 
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Analyzer - Video Standard（アナライザ

ー - ビデオ標準） 

（IP 2022-6ブートモードとオプションの

SDI ブートモード） 

 

 

必要なオプション： PHQXLO1-3G または PHQXLO1E-3G  

 

概説 

「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器（IP 2022-6ブートモード

とオプションの SDIブートモード）は、分析するビデオ標準のペイロードを表示し、これは ST 

352パケットによって記述されます。SDI BNC（SDIブートモード（工場実装オプション））と

2022-6 SFP（IP 2022-6ブートモード）の両方の入力信号について、ペイロードをリスト表示し

ます。「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）タブの表の項目は、現在

のビデオ標準とすでに設定されているアナライザー オーバーライドをまとめたものです。 

 

図 7-1：「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器  

不安定なペイロード、つまり ST 352パケットが損傷や欠落したものは、「Analyzer - Video 

Standard」（アナライザー - ビデオ標準）タブにリスト表示されます。さらに、ペイロード識

別子のエラーは赤色のフォントで表示され、警告は黄色で表示されます。 

Manual Override（手動オーバーライド）タブ 

「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器の「Manual Override」

（手動オーバーライド）タブで、標準を手動で定義することができ、これは ST 352パケットか

ら自動検出される標準をオーバーライドすることになります。 

表の列にあるドロップダウン メニューを使って、ST 352パケットからデコードされた標準をオ

ーバーライドする適切な標準を選択します。 
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自動検出される標準の代わりに手動オーバーライドを使用するには、右クリックのオプション 

メニューから、「Payload Identifier」（ペイロード識別子）の「Manual」（手動）を選択しま

す。 

注：着信 S352（VPID）信号がフルレンジの場合、「Manual Override」（手動オーバーライ

ド）を表明すると強制的にナローレンジのオーバーライドになります。 

 

 

図 7-2：「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器 -  

「Manual Override」（手動オーバーライド）タブ 

注：ST 352の内容を手動でオーバーライドするために標準候補リストを定義した後に、

「Manual Override」（手動オーバーライド）のリストの標準を少なくとも 1つは選択しなけれ
ばなりません（1つしかリスト表示されていない場合でも）。すると、上記に示すように、選択

された標準が強調表示されます。ユニットは、1つしか定義されていなくても、選択解除されて

いる標準を自動的に適用することはありません。 

 

手動オーバーライドを適合した標準にするには、次の基準を満たさなければなりません： 

• 物理的なリンク数が同じかそれ以下 

• サブ画像の数が同じかそれ以下 

• 着信信号（「Stats - SDI In」（統計 - SDI In）計測器で定義される）とオーバーライド標

準が次の項目について同じ値をもつ： 

• Active Samples per line（ラインあたりの有効なサンプル） 

• Active Lines per field（フィールドあたりの有効なライン） 

• Total Samples per line（ラインあたりの総サンプル） 

• Total lines per frame/field1（フレーム／フィールド 1あたりの総ライン） 
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計測器メニューのオプション 

 

図 7-3：「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器 - オプション メニュー 

 

ペイロード識別子を設定する 

一般的に、ユニットが着信 ST 352パケットからのビデオ標準を自動的に検出するように、

「Payload Identifiers」（ペイロード識別子）パラメーターは「From S352」に設定すること

が推奨されます。これはデフォルト設定になっています。 

着信 ST 352パケットの精度が信頼できない状況では、「Manual」（手動）オプションを選択

して計測器に手動定義の標準を使用させるか、「Ignored」（無視）を選択して ST 352パケッ

トと手動オーバーライドを無視させることができます。 

無視された ST 352パケットのペイロードは、「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - 

ビデオ標準）ウィンドウに示されます。 

ビデオ標準の列フィルターの並べ替え順をリセットする 

「Analyzer - Video Standards」（アナライザー - ビデオ標準）の表の「Manual」（手動）タ

ブで列を何度もフィルタリングすると、フィルターの内容が期待するものとは異なる順番にな

っていることがあります。 

オプション メニューの「Reset Video Standards Sort Order」（ビデオ標準並べ替え順をリセ

ット）を選択することで、フィルターオプションの表示順をデフォルトに戻すことができま

す。 
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Stats - SDI In A, B, C, D（統計 - 

SDI In A、B、C、D） 

（オプションの SDIブートモード） 
    

 

必要なオプション： PHQXLO1-3G または PHQXLO1E-3G 

概説 

「Stats - SDI In A, B, C, D」（統計 - SDI In A、B、C、D）ウィンドウは、 分析する信号のフ
ォーマットを検証するための情報と、入力ケーブル長の情報を提供します。ビデオ信号は最大 4
つの個別の SDI信号から構成することができ、SDI信号それぞれがサブ画像を備えます。 

 

図 7-7：「Stats - SDI In A」（統計- SDI In A）：シングル 12G 入力からのデータを入力 A に表示する 

 

図 7-8：「Stats - SDI In A」（統計- SDI In A）：クワッド 3G 入力からのデータを 4 つのウィンドウに表示する 
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Stats - IP Receive（統計 - IP 受信）

（SFP E） 

（IP 2022-6ブートモード） 
 

 

概説 

「Stats - IP Receive」（統計 - IP受信）（SFP E）ウィンドウは、IP 2022-6ブートモードで動

作するときに分析する信号のフォーマットを検証するための情報を提供します。 

 

図 7-9：「Stats - IP Receive」（統計 - IP 受信）（SFP E）計測器 
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8 

ネットワーク分析計測器 

この章では、ネットワークの品質分析のための計測器を説明します。この章は、次の節から構

成されます： 

• Analyzer - 2022-7 Status（アナライザー - 2022-7ステータス）（IP 2110ブートモード） 

• SFP (E,F) - Network Stats（SFP（E、F） - ネットワーク統計） 
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Analyzer - 2022-7 Status（アナライザー - 

2022-7ステータス）（IP 2110ブートモード）  

 

概説 

各メディア ストリームをデュアルの完全冗長ネットワークまたはリンクで伝送することで、受

信機／デコーダーは ST 2022-7シームレス IP保護スイッチング（SIPS）の使用が可能になりま

す。これにより、2つのネットワーク リンクのいずれかに一定の時間幅以内に良好なパケット

が 1つ到着すれば、深刻なパケットロスやリンク障害がある場合でも、完璧にエラーなしの転

送になります。受信機のバッファサイズと希望の最大レイテンシーに応じて、個々のデコーダ

ーは 2つのフロー間の固有の最大スキュー量に対応できるように設計されます。 

「Analyzer - 2022-7 Status」（アナライザー - 2022-7ステータス）計測器は、選択した受信機

の分類に応じて、各 ST 2022-7フローペアの健全性とその着信パケット間の時間差（スキュ

ー）を表示します。これは計測器メニューのオプションの表に記述される通りです。 

負のスキューは、SFP Eインターフェースのパケットが最初に到着したことを示します。正の

スキューは、SFP Fインターフェースのパケットが最初に到着したことを示します。 

注：この計測器では、IP 2110ブートモードで ST 2022-7シームレス IP保護スイッチング

（SIPS）を使用しているときに、ST 2022-6メディア フローをモニタリングすることもできま

す。 

 

図 8-1：「Analyzer - 2022-7 Status」（アナライザー - 2022-7 ステータス）計測器 

計測器をダブルクリックすると、上記に示すように、4つのフローすべてが 1／4表示サイズで

表示されます。もう一度ダブルクリックすると 1／16表示サイズに縮小されて、各フローを表

示するタブが付きます。各タブは、警告またはエラーがあるときには、すぐに分かるようにそ

れぞれ黄色または赤色に変わります。 

IP 2110モードでは、1つのビデオ フロー、2つのオーディオ フロー、1つの補助データ フロー

が選択できます。  
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注：オーディオ フローAUD 3 および AUD 4のモニタリングは、現在のソフトウェア リリース

ではサポートされていません。 

特長： 

• ST 2022-7シームレス保護の健全性の表示 

• ST 2022-7フローペアの不一致の警告 

• フローのエラーおよび再構成された出力のエラーの警告と、秒あたりのエラー率 

• SFP E（アンバー ネットワーク）に対する SFP F（ブルー ネットワーク）のフローの経

路差（スキュー）の相対尺度。クラス A、B、C、Dの分類表示。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Analyzer - 2022-7 Status」（アナライザー - 2022-7ステータス）計測器のサブ

メニューで利用可能なオプションをリスト表示しています： 

 
表 8-1：「Analyzer - 2022-7 Status」（アナライザー - 2022-7 ステータス）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

Receiver Classification

（受信機分類） 
Class A（クラス A） 

Class B（クラス B） 

Class C（クラス C） 

Class D（クラス D） 

クラス A：低スキュー ≤ 10 ms 

クラス B：中スキュー ≤ 50 ms 

クラス C：高スキュー 270 Mb/s未満のフローは≤ 450 

ms、270 Mb/s以上のフローは<150 ms 

クラス D：超低スキュー <150 μs 

Reset errors and running 

time（エラーおよび稼働時

間をリセット） 

計測器制御 稼働時間中に発生したエラーをリセットし、稼働時間

をゼロに戻す。 

 

注：正確なビデオ スキューの測定値を保証するために、ビデオのフレームレートは「Analyzer 

- 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セットアップ）計測器で正しく設

定してください。 
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SFP (E, F) - Network Stats（SFP（E、

F） - ネットワーク統計）   

 

概説 

「Network Stats」（ネットワーク統計）計測器は、送受信トラフィック情報を表示し、SFPに

よって送受信されるパケットのタイプと数を列挙します。CRCエラーを特定し、パケット シー

ケンス エラーを報告します。さらに、この計測器は、ウィンドウの右上にネットワークのリン

ク スピード（10 Gbまたは 25 Gb）と現在の前方誤り訂正モードを表示します。 

注：前方誤り訂正を使用する場合、IPスイッチと QxLの両方で正しい FECタイプを確実に構成

している必要があります。QxLは、IEEE 802.3 byリード・ソロモン FEC（RS-FEC）か、オー

トネゴシエーションなしの FECなし（NO-FEC）をサポートします。QxLのデフォルトは RS-

FECの使用です。 

 

IPスイッチ インターフェースは、25Gリンクでデータ完全性をできるだけ高いレベルにするた

めに、FECオートネゴシエーションを無効にした状態で RS-FECを使用するように構成してく

ださい。 

 

 

図 8-2：「SFP E - Network Stats」（SFP E - ネットワーク統計）計測器（1／16 画面サイズ） 

注：この計測器では、IP 2110ブートモードで受信される ST 2022-6メディアフローのモニタリ

ングも可能です。 

ウィンドウをダブルクリックすると 1／4画面サイズに展開し、追加のパケット情報が表示され

ます。 

注：25G IPライセンス（PHQXO-IP-25G）がインストールされていないときに、SFP Eまたは

Fモジュールケージのいずれかに 25G SFPを挿入すると、計測器のタイトルの色が赤色に変わ

ります。タイトルの上にカーソルを置くと、次のエラーメッセージが表示されます： 

Error: IP 25G License: Not Present. Inserted 25G SFPs will not function.（エラー：IP 25G

ライセンス：存在しません。挿入された 25G SFP は機能しません。） 
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図 8-3：「SFP E - Network Stats」（SFP E - ネットワーク統計）計測器（1／4 画面サイズ） 

展開された「Network Stats」（ネットワーク統計）ウィンドウの一番下にある 2つのカウンタ

ーは、「FEC Corrected」（FEC訂正済み）と「FEC Uncorrected」（FEC未訂正）のパケット

数を表示します。オプション メニューで前方誤り訂正が無効にされている（NO-FEC）場合、

両カウンターとも「N/A」（非適用）と表示されます。 

計測器メニューのオプション 

サブメニューで前方誤り訂正を有効化または無効化することができます。 

 

図 8-4：「SFP E/F - Network Stats」（SFP E/F - ネットワーク統計）計測器のオプション メニュー 

以下の表に、「SFP E/F - Network Stats」（SFP E/F - ネットワーク統計）計測器のサブメニュ

ーで利用できるオプションをリスト表示しています： 

 
表 8-2：「SFP E/F - Network Stats」（SFP E/F - ネットワーク統計）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

FEC mode（FECモード） RS-FEC（デフォルト） 

NO-FEC 

RS-FEC：リード・ソロモン前方誤り訂正を有効化す

る。これがユニットのデフォルトモード。 

NO-FEC：ネットワーク機器がリード・ソロモン FEC 

をサポートしていない場合、前方誤り訂正を無効化す

る。 

 

注：ファイヤコード／ベース R前方誤り訂正は、現在このユニットではサポートされていませ

ん。 
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9 

コンテンツ分析計測器 

この章では、ビデオ信号の品質分析に使用する計測器を説明します。この章は、次の節から構

成されます： 

• Analyzer - Picture（アナライザー - ピクチャー） 

• Analyzer - Waveform（アナライザー - 波形） 

• Analyzer - Vectorscope（アナライザー - ベクトルスコープ） 

• Analyzer - CRC Analysis（アナライザー - CRC分析） 
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Analyzer - Picture（アナライザー 

- ピクチャー）  

 

概説 

「Picture」（ピクチャー）ビューには、現在ユニットが分析しているジェネレーターのパター

ンを表示します。ウィンドウのどこかをダブルクリックすると、ビューが次のサイズ間で切り

替わります： 

• 画面の十六分の一（1／16） 

• 画面の四分の一（1／4） 

• 全画面 

「Picture」（ピクチャー）計測器の一部の機能は、「Analyzer - Dataview」（アナライザー - デ

ータビュー）計測器および「Analyzer - Waveform」（アナライザー - 波形）計測器とダイナミ

ックにリンクしており、ピクチャーのより正確な分析が可能です。 

 

図 9-1：「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器のコンポーネント 

ビデオ ピクチャーを表示する以外にも、品質制御目的で、ビデオ信号の補助データから抽出し

た様々なデータ要素をオーバーレイするように「Picture」（ピクチャー）計測器を構成するこ

とができます： 

• Closed Captions（クローズド キャプション） 

• Ancillary Time Code（ATC）（補助データ タイムコード） 

• Picture Cursor and Position Tooltip（ピクチャー カーソルとポジション ツールチップ） 

• Picture Safe Areas（ピクチャー セーフ エリア） 

補助データ タイムコード（ATC）-

大画面サイズ 

カーソルの位置をピクセル

とラインで識別するポジシ

ョン ツールチップ 

ピクチャー中心

の十字線 

ピクチャー カーソル 

メッセージ センター 

アクション セーフ エリア

の境界線（緑） 
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• Picture Center Crosshairs（ピクチャー中心十字線） 

• Vチップ、AFD、入力名、ST309日付、および SCTE104データを表示する Message 

Center（メッセージ センター）（構成による） 

• HDR False Color Overlay（HDR偽色オーバーレイ）と Grayscale Mode（グレースケール 

モード）（HDRモードのみ）。340ページの「HDR ヒートマップ（偽色オーバーレ
イ）」の節を参照してください。 

計測器メニューのオプション 

 

図 9-2：「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器の標準オプション メニュー  

以下の表に、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器のサブメニューで利用

できる標準オプションをリスト表示しています： 
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表 9-1：「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器のメニュー オプション  
 

項目 オプション 説明 

Closed Captions（クロー
ズド キャプション） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

ユニットは信号の補助データに含まれるクローズド キャ
プションを検出することができる。 

OP47 このオプションを選択すると、クローズド キャプション
を有効化し、ピクチャー ビューに OP47標準クローズド 
キャプションを表示する。これは追加のメニュー項目：
OP47 Page（OP47ページ）を表示する。 

OP47 Page（OP47ページ） スライダーを使用するか、100から 8ffまでの範囲のペー
ジ番号をスクロールして、関係あるクローズド キャプシ
ョンを含む希望の OP47ページを選択する。 

OP47 Show Unboxed（OP47
枠外に表示） 

このオプションを選択すると、クローズド キャプション
の許可領域外に、枠外サブタイトル（クローズド キャプ
ション）の表示が可能になる。有効化されているとき、こ
のメニュー項目は黄色のフォントで表示され、サブタイト
ルが通常の表示領域外に表示されていることを知らせる。
有効化されているときに、このオプションの上にカーソル
を置くと、次の警告が表示される： 
"Warning: OP47 unboxed captions are being shown, 
these characters should not be displayed by decoders 
when bit C6（subtitle）is set." 
（警告：OP47 枠外のキャプションが表示されていて、こ
れらの文字はビット C6（サブタイトル）が設定されてい
るときはデコーダーで表示されません。） 
このオプションのデフォルトは無効化にされている。 

608 このオプションを選択すると、クローズド キャプション
を有効化し、モニタリング用のピクチャー ビューに CEA 
608標準クローズド キャプションを表示する。これは、
CEA 608フォーマットのクローズド キャプションを入れ
る希望の対象フィールドを選択できる追加のメニュー項目
を表示する。 

608 in 708 このオプションを選択すると、クローズド キャプション
を有効化し、高精細（HD）ビデオ用のピクチャービュー
に 608 in 708標準クローズド キャプションを表示する。
これは 708フォーマットのクローズド キャプションを入
れる希望の対象フィールドを選択できる追加のメニュー項
目を表示する。 

608 Field（608フィールド） Field 1（フィールド 1）または Field 2（フィールド 2）の
いずれかから、608キャプションの希望フィールドを選択
する。 

Picture Cursor（ピクチャ
ー カーソル） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

有効化されているとき、この機能は「Waveform」（波
形）計測器と「Dataview Analyzer」（データビュー アナ
ライザー）計測器の両方にダイナミックにリンクされるの
で、選択したピクチャー位置からの測定値をこれらのツー
ルから同時に取得することができる。 

Enabled（有効化） ピクチャー内の特定のラインとピクセルの位置を選択する
ことを可能にする。ラインとピクセルの番号を指定する
と、ユニットはその位置に目に見える十字線を配置する。
「Picture」（ピクチャー）ウィンドウの別の位置をクリ
ックすることで、十字線の位置を変更することができる。 
「Line」（ライン）：ライン 1から、現在の標準の有効
ラインの総数まで 
「Pixel」（ピクセル）：ピクセル 0から、現在の標準の
有効ピクセルの総数マイナス 1まで 

補助データ タイムコード（ATC）の表示 

Ancillary Time Code（補
助データ タイムコード） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

ATCパネルの表示を有効にする。 

Ancillary Time Code Type
（補助データ タイムコー
ド タイプ） 

VITC（デフォルト） 
LTC 

ATCが有効なとき、垂直間隔（VITC）タイムコードまた
はリニア タイムコード（LTC）を表示するかどうかを選
択する。 

Ancillary Time Code Size
（補助データ タイムコー
ド サイズ） 

Small（小） 
Medium（中） 
Large（大） 
Auto（自動） 

ピクチャー ウィンドウ内に表示される ATCパネルのサイ
ズを増減する。 
「Auto」（自動）オプションは、計測器ウィンドウの表
示サイズに応じて、タイムコード パネルのサイズを自動
調整する。計測器ウィンドウが 1／16画面サイズの場
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項目 オプション 説明 

合、「Auto」（自動）オプションはタイムコード パネル
を「小」に設定し、1／4画面サイズのときは「中」に、
全画面のときは「大」に設定する。 

Ancillary Time Code 
Position（補助データ タ
イムコード位置） 

Bottom（下） 
Middle（中） 
Top（上） 

ウィンドウの縦中央線上に表示される ATCパネルの位置
を調節する。 

Ancillary Time Code Field
（補助データ タイムコー
ド フィールド） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

25 Hzまたは 24/30 Hzいずれかのフィールド識別フラグ
を表示するために、タイムコードの最右の位置に任意の最
終桁を有効化する。 

セーフ エリアの生成 

Action Safe Area（アク
ション セーフ エリア） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

アクション用の 16:9セーフ エリア境界線を緑色の破線の
境界線で表示することを有効化。 

Graphics Safe Area（グ
ラフィクス セーフ エリ
ア） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

グラフィクス用の 16:9セーフ エリアを赤色の破線の境界
線で表示することを有効化。 

4x3 Safe Area（4x3セー
フ エリア） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

4:3セーフ エリアをシアン色の点線の境界線で表示するこ
とを有効化。 

Custom Safe Area（カス
タム セーフ エリア） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

ユーザー定義のセーフ エリアを白色の破線の境界線で表
示することを有効化。 

Custom Height %（カス
タム高さ％） 

パーセンテージを入力する 画面の上下のマージンを調節して、カスタム セーフ エリ
アの高さを全画面の高さのパーセンテージとして指定す
る。 

Custom Width %（カスタ
ム幅％） 

パーセンテージを入力する 画面の左右のマージンを調節して、カスタム セーフ エリ
アの幅を全画面の幅のパーセンテージとして指定する。 

Custom Height Offset %
（カスタム高さオフセッ
ト％） 

パーセンテージを入力する カスタム セーフ エリア高さオフセットを画面の横中心線
からのパーセンテージとして指定する。 

Custom Width Offset %
（カスタム幅オフセッ
ト％） 

パーセンテージを入力する カスタム セーフ エリア幅オフセットを画面の縦中心線か
らのパーセンテージとして指定する。 

Crosshair（十字線） Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

画像の中心を示すために十字線の表示を有効にする。 

メッセージ センターの表示 

Message Center（メッセ
ージ センター） 

Top Left（左上） 
Top Right（右上） 
Bottom Left（左下） 
Bottom Right（右下） 

「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）ウィ
ンドウのメッセージ センターパネルの位置を画面の象限
で定義する。メッセージ センターは、補助データ パケッ
トからカプセル化解除されたメッセージを表示し、SCTE 
104 ID、AFDおよび Vチップを含む。 

Transparency（透明性） Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

「Picture」（ピクチャー）ディスプレイのメッセージ セ
ンターに透明な背景を有効にする。 

Message Timeout
（secs）（メッセージ タ
イムアウト） 

1～10秒 ダイナミック SCTE104メッセージをメッセージ センタ
ーに表示する時間の長さを秒単位で定義する。タイムアウ
ト期間の経過後、SCTE104メッセージはメッセージ セン
ターから削除される。 

AFD Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

「Picture」（ピクチャー）ディスプレイのメッセージ セ
ンターで AFDマーカーの表示を有効にする。 

Vchip（Vチップ） Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

「Picture」（ピクチャー）ディスプレイのメッセージ セ
ンターで Vチップ マーカーの表示を有効にする。 

ST309 Date （ST309日
付） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

日付を ST 309フォーマット：dd mmm yyyyy で表示す
る。有効化されたら、メッセージ センターに日付が表示
される。 

SCTE104 Detection
（SCTE104検出） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

補助データでの SCTE104パケットの検出を有効にし、メ
ッセージ タイプを示すメッセージ OpIDを、選択した 16
進数または 10進数形式で表示する。 
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項目 オプション 説明 

SCTE 104 OpID Format
（SCTE 104 OpID形式） 

Decimal（10進数）（デフォ
ルト） 
Hexadecimal（16進数） 

SCTE104メッセージ タイプの OpIDを 10進数または 16
進数形式で表示するかどうかを定義する。 

Input Name（入力名） Disabled（無効化）（デフォル
ト） 
Enabled（有効化） 

ビデオ ストリームの定義されたソース入力名を表示す
る。例えば、発信元カメラの ID。 

Input Name 
Configuration...（入力名
構成...） 

「Input Name Configuration」
（入力名構成）ダイアログを
開く 

「Input Name Configuration」（入力名構成）ダイアログ
を使ってソース入力名を手入力するか、補助データから名
前を抽出する。 

On Video Loss（ビデオ
ロス時） 
（IP ST 2110モード） 

Black Screen（黒画面） 
Freeze Last Frame（最後のフ
レームをフリーズ） 

ビデオロスの場合に「Picture」（ピクチャー）ウィンド
ウに何を表示するかを選択する。 

 

Closed Captions（クローズド キャプション）を使用する 

クローズド キャプション（またはヨーロッパではサブタイトル）は、ビデオ信号の補助データ
に含まれる、符号化され隠されたテキスト情報で、視聴者が任意に表示することができるもの
です。ユニットは補助データに含まれるクローズド キャプションを検出し、「Analyzer - 
Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器で有効化されている場合には、モニタリング目
的でそれを表示することができます。 

次のクローズド キャプション フォーマットがサポートされています： 

• OP47（または SMPTE RDD-08）：HD TVでのクローズド キャプション／サブタイトル
のヨーロッパおよびオーストラリアの標準。対応言語：チェコ語、英語、フィンランド
語、フランス語、ドイツ語、ハンガリー語、イタリア語、ポルトガル語、スロバキア語、
スペイン語、スウェーデン語 

• 608 および 608 in 708：CEA-608（または EIA-608）は、クローズド キャプションの旧米
国標準です。CEA-708は、HD TVでのクローズド キャプションの現在の米国標準で、
CEA-608と後方互換性があります。CEA-708は埋め込まれた CEA-608クローズド キャ
プションのラッパーとして機能し、ユニットが 708標準補助データから 608標準クロー
ズド キャプションを抽出することを可能にします。対応言語：デンマーク語、英語、フ
ィンランド語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、ポルトガル語、スペイン語、スウェ
ーデン語 

「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器をクローズド キャプションを表示
するように構成する場合、「Ancillary Status」（補助データ ステータス）計測器および／また
は「Ancillary Inspector」（補助データ インスペクター）計測器を使用して、ビデオ信号にどの
クローズド キャプション システムが存在するかを明かにします。「ANC Status」（ANCステ
ータス）ディスプレイは、SDIフレームワークの垂直補助データ領域に含まれる CEA-608、
CEA-708および OP47データパケットを表示します。その後、「Analyzer - Picture」（アナラ
イザー - ピクチャー）サブメニューから対応するクローズド キャプションのオプションを選択
することができます。 

「Picture」（ピクチャー）ビューにクローズド キャプションを表示するには、「Analyzer - 
Picture」（アナライザー - ピクチャー）サブメニューから「Closed Captions」（クローズド 
キャプション）オプションのどれかを有効化して、適切な標準に合った希望のターゲットペー
ジ（OP47）またはフィールド（608および 608-in-708）を選択します。 

有効化されているとき、クローズド キャプション／サブタイトルのテキストが、選択したクロ
ーズド キャプション標準のフォーマットで定義されるピクチャー領域に表示されます。 

  



 

230ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

 

図 9-3：「Picture」（ピクチャー）ウィンドウおよび「Picture Copy」（ピクチャー コピー）ウィンドウの 

クローズド キャプション 

CEA-708クローズド キャプション システム（米国とカナダで高精細（HD）ビデオに使用され
ます）は、HD-SDIビデオ フレームワークの VANC領域に情報を埋め込み、CDP（Caption 
Distribution Packet）のデータ識別子（DID）0x61（Hex）を使用します。通例、これは最大 6
種類のクローズド キャプション ストリーム（またはサービス）をサポートします。 

OP-47 クローズド キャプション システム（ヨーロッパとオーストラリアで HD-SDIに使用され
ます）は、DID 0x43（Hex）を使って SDI-HDビデオフレームワークの VANC領域にクローズ
ド キャプションのテキストを埋め込みます。このシステムは 0x100から 0x8FF（Hex）の範囲
でクローズド キャプション ページをサポートします。 

 

デュアル ピクチャー計測器を使用する 

「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器の 2つのインスタンスを開くこと
ができるようになっています。2つ目のインスタンスは 1つ目のコピーです。両ウィンドウに同
じビデオ信号が表示され、いくつかの機能は、有効化されている場合、両方に共通です（以下
を参照）。 

横並びに配置すると、2つの「Picture」（ピクチャー）ウィンドウで異なる言語のクローズド 
キャプションをモニタリングしたり、または異なる画面セーフ エリアを比較したりすることが
できます。 

次のように、2つの「Anlayzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器を開きます： 

1. PHABRIX計測器スタートメニューから 1つ目の「Analyzer - Picture」（アナライザー - 
ピクチャー）計測器を開きます。 

2. PHABRIX計測器スタートメニューをもう一度開いて、オプション「Analyzer - Picture 
Copy」（アナライザー - ピクチャー コピー）を選択します。 
これで、2つの「Picture」（ピクチャー）計測器のほとんどのオーバーレイ要素（ATC、
OP-47ページおよびオプションの HDR機能は除く。これらは両ウィンドウに共通）を、
各ウィンドウのサブメニューを使って独立して管理することができます。 

両ウィンドウに共通の機能： 

• 補助データ タイムコード 

• ピクチャー カーソルの位置（有効化されているとき） 
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• クローズド キャプション標準 

• OP-4ページ 

• すべてのオプションの HDR機能。340ページの「HDRヒートマップ（偽色オーバーレ
イ）」の節を参照してください。 

両ウィンドウで独立して調節できる機能： 

• ピクチャー セーフ エリアと画像中心の十字線 

• ピクチャー カーソルの有効化 

• 608または 608-in-708クローズド キャプションのフィールド 

• すべてのメッセージ センター機能 

 

 

図 9-4：横並びに表示される 2 つの「Picture」（ピクチャー）ウィンドウ 

デュアル「Picture」（ピクチャー）計測器ウィンドウでクローズド キャプションをモニタリング

する 

必要な場合、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器のコピーを開いて、2
つの「Picture」（ピクチャー）ウィンドウを同時に開くことができます。この機能を使うと、
異なる言語のクローズド キャプションをオリジナル言語に並べてモニタリングすることができ
ます。 

次のように、2つの「Picture」（ピクチャー）ウィンドウで異なる言語のクローズド キャプシ
ョンを選択します： 

1. 1つ目の「Picture」（ピクチャー）ウィンドウで、クローズド キャプション標準 608ま
たは 608-in-708のいずれかを選択します。 
これが「Picture Copy」（ピクチャー コピー）ウィンドウでも自動的に選択されます。 

2. 1つ目の「Picture」（ピクチャー）ウィンドウで、オプション「608 Field」（608フィー
ルド）を「Field 1」（フィールド 1）に設定します。 

3. 「Picture Copy」（ピクチャー コピー）ウィンドウで、オプション「608 Field」（608フ
ィールド）を「Field 2」（フィールド 2）に設定します。 
これで、ユニットは 2つの異なるフィールドからクローズド キャプションを呼び出しま
す。 

「アナライザー - ピクチャー」 

ウィンドウ 1 
「アナライザー - ピクチャー コピー」 

ウィンドウ 2 

左下に表示される 

「メッセージ センター」 

右下に表示される 

「メッセージ センター」 
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図 9-5：クローズド キャプション パネルを表示する 2 つの「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器 

クローズド キャプション標準 608 または 608 in 708 のいずれかを使用するとき、各「Picture」
（ピクチャー）計測器で異なるフィールド（Field 1または Field 2）を選択して、「Picture 
Copy」（ピクチャー コピー）ウィンドウに異なる言語を表示します。 

 

注：OP-47クローズド キャプション ページを選択するとき、これは「Picture」（ピクチャー）
ウィンドウ間でリンクされるので、「Picture」（ピクチャー）ウィンドウと「Picture Copy」
（ピクチャー コピー）ウィンドウのどちらにも同じページが表示されます。 

 

ピクチャー カーソル 

ピクチャー カーソルは、交差する横と縦の 2本の破線から構成されます。オプション「Picture 
Cursor」（ピクチャー カーソル）を有効にすると、ウィンドウ境界線の内側のどこかをマウス
でクリックすると、または、より正確に、サブメニューで正確なラインとピクセルを指定する
と、カーソルの交点を位置付けることができます。「Line」（ライン）値はピクチャー カーソ
ルの垂直成分を調節し、「Pixel」（ピクセル）値は水平成分を調節します。 

 

図 9-6：横並びに表示される 2 つの「Picture」（ピクチャー）ウィンドウ 

ピクチャー カーソルの交点の上にマウスカーソルを置くと、ユニットはラインとピクセルで実
際のピクチャーの位置を示すツールチップを表示します。この機能は「Waveform」（波形）計
測器と「Dataview」（データビュー）計測器の両方にダイナミックにリンクされているので、
選択したピクチャー位置からの測定値をこれらのツールから同時に取得することができます。 

注：「Dataview Analyzer」（データビュー アナライザー）を「Picture」（ピクチャー）計測器
および「Waveform Analyzer」（波形アナライザー）計測器と一緒に使用するとき、

ピクセル番号 

水平方向に調節する 

ライン番号 

垂直方向に調節する 

マウス カーソルの先端の位置

を示すツールチップ 

ピクチャー カーソル

の交点 

ピクチャー中心十字線 
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「Dataview」（データビュー）は水平ブランキングを含むので、転送ライン番号を使用し、ア
クティブ ピクチャーのライン番号を使用しないことに気をつけてください。 

 

ピクチャー セーフ エリアを使用する 

「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器は、EBU勧告 R95「16:9テレビ制
作のためのセーフ エリア」に従って設計されたピクチャー セーフ エリアを設けています。 

ピクチャー セーフ エリアは、TVまたは映写幕上で妥協することなく視聴することのできるピ
クチャーの部分を定義します。 

 

図 9-7：境界線の色を示すピクチャー セーフ エリア 

「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器は、次について、独立した 3つの事
前定義されたセーフ エリアを生成することができます： 

• Graphics（16:9）（グラフィクス）：セーフ エリアの中で最小のもの。必要不可欠なグ
ラフィクスのすべてがこのエリア内に保護されることを保証します。グラフィクス セー
フ エリアの境界は、画面の全縁から 10%内側です。 

• Action（16:9）（アクション）：グラフィクス セーフ エリアより大きい。必要不可欠な
プログラム コンテンツのすべてがこのエリア内に保護されることを保証します。アクシ
ョン セーフ エリアは、画面の全縁から 5%内側です。 

• 4x3：4:3のアスペクト比を使用してもなお、家庭用 TVで見える HDビデオのセーフ エ
リアを示します。 

「Picture」（ピクチャー）計測器はユーザー定義のセーフ エリアを生成する機能も含みます。
これで、セーフ エリアの高さと幅、またはピクチャーの上下左右の縁からの垂直または水平オ
フセットをそれぞれ設定することができます。この機能を使用して、他のセーフ エリアの国際
規格に準拠したセーフ エリアを定義することができます。 

さらに、有効化されているとき、ピクチャーの中心点をマーキングする十字線を表示する
「crosshairs」（十字線）機能を使用することができます。 

ユニットは、現在 HD 16:9フォーマットをサポートしており、16:9 HD、3Gおよび UHDのピ
クチャー フォーマットにセーフ エリアを設けます。 

セーフ エリア機能をデュアル「Picture」（ピクチャー）ウィンドウと組み合わせて、例えば、
HDサービスのセーフ エリアを第 2言語の HDサービスまたはそのサービスの SD（4:3または
16:9）バージョンのシミュレーションと比較するのに使用することができます。16:9画像をス

ピクチャー中心十字線 

グラフィック セーフ エリア

の境界線（赤色） 

アクション セーフ エリア

の境界線（緑色） 

4x3セーフエリアの

境界線（シアン色） 
ユーザー定義（カスタム）のセーフ 

エリアの境界線（白色） 
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ケーリングするか（リニアまたは非リニア）、16:9画像をトリミングするか、またはこれら 2
つの方法を組み合わせて使用することによって、SD 4:3バージョンを作成することができま
す。 

詳しくは、EBU勧告 R95「16:9テレビ制作のためのセーフ エリア」を参照してください。 

ピクチャー セーフ エリアを表示する 

次のように、「Picture」（ピクチャー）ウィンドウのいずれかでセーフ ピクチャー エリアを有
効にします： 

1. 「Picture」（ピクチャー）ウィンドウを右クリックして、計測器サブメニューを開きま
す。 

2. 標準セーフ エリアのうちの 1つを表示するには、対応するドロップダウン リストから
「Enabled」（有効化）を選択するだけです。境界線の色でセーフ エリアを区別すること
ができます。例： 

• アクション セーフ エリア - 緑色の破線の境界線 

• グラフィクス セーフ エリア - 赤色の破線の境界線 

• 4x3セーフ エリア - シアン色の点線の境界線 

3. カスタム セーフ エリアを表示するには、「Custom Safe Area」（カスタム セーフ エリ
ア）を「Enabled」（有効化）に設定します。 
これで、カスタム セーフ エリアの高さと幅を指定する追加フィールドが表示され、次の
いずれかを使用して指定します： 

• セーフ エリアが占める画面エリアの絶対パーセンテージ 

• ピクチャーの縦横の端からのパーセンテージ オフセット 

注：ユーザー定義のカスタム セーフ エリアは、白色の破線の境界線で表示されます。 

メッセージ センターを使用する 

「Message Center」（メッセージ センター）は、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピク
チャー）計測器の指定領域で、補助データ ストリームのパケットとして転送される特定のメッ
セージの受信を報告するためのものです。メッセージ センターは、伝送前と伝送中の両方で、
ソース ビデオ素材の品質制御を容易にします。ターゲット メッセージ タイプの 1つを認識する
と、メッセージ センターはそのメッセージをカプセル化解除して、メッセージを伝える適切な
マーカー、テキストまたは IDを表示します。メッセージ センターは次のことを表示するように
構成することができます： 

• Vチップ マーカー：主に米国とカナダで TV番組内の年齢に応じた素材を分類するために
使用されるペアレンタル ガイダンスのレイティングを識別します。受信テレビの Vチッ
プ ハードウェアは、視聴者が希望する Vチップ レイティングの特定のカテゴリをブロッ
クするよう構成することができます。 

• ST309日付：ST 309フォーマットの日付：dd mmm yyyyy 

• AFDマーカー：アクティブ フォーマット ディスクリプションは、ビデオ信号のアスペク
ト比とピクチャーの保護エリアを識別するために使用される 1組のコードです。 

• 入力名：ビデオ ストリームの定義されるソース入力名 

• SCTE104 OpID：様々なタイムポイントでビデオ信号に特定のプログラム信号やマーカ
ー、例えば、番組部分、コマーシャル時間などを含めるための業界規格。 

Vチップ データは、タイプ CEA-608または CEA-608-in-708のクローズド キャプション データ
と一緒に含まれます。現在、Vチップ データは、タイプ OP-47のクローズド キャプションと一
緒には利用できません。608または 608-in-708クローズド キャプションを有効化しても利用で
きず、さらにまた Vチップ マーカーを有効化する場合、「Picture」（ピクチャー）サブメニュ
ーでその Vチップ ラベルが警告として黄色で表示されます。また、OP-47 クローズド キャプシ
ョンが Vチップ マーカーと一緒に有効化されている場合、「Picture」（ピクチャー）サブメニ
ュー内の Vチップ ラベルが黄色で表示されます。 

メッセージ センターは、メッセージを静的または動的のメッセージ タイプに分けます。有効化
されているとき、静的メッセージは必ずメッセージ センターに表示され、補助データの Vチッ
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プまたはアクティブ フォーマット ディスクリプション（AFD）コードのプレゼンスが示されま
す。ただし、動的メッセージは、メッセージ センターから削除されるまでの設定可能なタイム
アウト時間（単位：秒）の間、表示されます。ユニットは、補助データでは動的メッセージと
して検出される SCTE104パッケージの OpIDを管理します。ユニットが受信する、連続する各
SCTE104パケットは前に表示される OpIDを置換します。 

見やすくするために、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）ウィンドウのどこに
メッセージ センターを表示するかを、次の特定の象限から選ぶことができます： 

• 左上の象限 

• 右上の象限 

• 左下の象限 

• 右下の象限 

注：メッセージ センターは、サブメニューでメッセージ タイプのうちの少なくとも 1つ
（AFD、Vチップ、ST309日付、SCTE104または入力名）を有効化したときにのみ表示されま
す。 

メッセージ センターのレイアウトは、画面象限のどこに配置するかの選択に応じて、静的メッ
セージを常にピクチャーの縁に最も近いところに表示するようにします。これで、Vチップ コ
ードと AFDコードが常にウィンドウの同じ位置に表示されることが保証されます。 

動的 SCTE104 OpIDコードは静的メッセージの上か下に添付され、これもメッセージ センター
が配置される象限によります。 

補助データの AFDパケットは、ビデオ信号のアスペクト比と様々なタイムポイントでの重要な
プログラム インジケータを認識するのに使用されます。 

メッセージ センターの SCTE104 OpIDの上にマウスカーソルを置くと、メッセージの実際のテ
キストを含むツールチップが表示されます。 

 

注：Vチップ、AFD、ST309日付、SCTE104 OpIDおよび入力名のデータパケットは
「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス）計測器にも表示さ
れ、「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）計測器
で対応するパケットの内容を見ることができます。 

SCTE 104 パケット検出 

SCTE-104は、ビデオ信号に特定のプログラム信号やマーカー、例えば、番組部分、コマーシャ
ル時間などを含めるための放送業界規格です。 

このオプションが有効化されているとき、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）
ウィンドウはメッセージ センターに SCTE-104メッセージのリストを表示します。リストの一
番上に直近のものが表示されます。受信時、各 SCTE-104メッセージの OpIDコードが最低 2
秒間表示されます。表示時間は構成されたタイムアウト時間によります。 

ユニットは受信した各 SCTE-104メッセージについて次の情報を表示します： 

• SCTE-104動作 ID（OpID）- SCTE104メッセージ タイプを識別 

• OpIDの上にマウスカーソルを置くと、画面先端にメッセージタイプ 

メッセージ OpIDを 16進数または 10進数形式のどちらで表示するかを選ぶことができます。 

SCTE-104メッセージに関心がある場合、「Event Logger」（イベント ロガー）で SCTE 104
メッセージを有効化して、ログファイルに完全なメッセージ タイプが保存されるようにするこ
とを推奨します。 

ソース入力名を定義する 

ユニットには、入力ストリームのソースを特定するために、入力ソース、例えば、カメラの識
別文字列を入力する機能が備えられています。ソース IDは、メッセージ センターに 5秒間表示
され、この 5秒のタイムアウトは入力名補助データ パケットをユニットが受信する度にリセッ
トされます。ユニットが 5秒後に入力名補助データ パケットをそれ以上受信しない場合、メッ
セージ センターに入力名を「Missing」（欠落）として報告します。 

入力名を手入力するか、または入力ストリームの補助データに入力名のデータ識別子（DID）お
よび二次データ識別子（SDID）値を設定するかを選ぶことができます。 
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入力名は次のメッセージ構造をもつ補助データパケットです： 

 

図 9-8：入力名メッセージ構造 

さらに、ソース入力名に適用するプレフィックスを定義することができます。例：Input ID:。 

ソース入力名の入力は次のように行います： 

1. 「Picture」（ピクチャー）または「Picture - Copy」（ピクチャー - コピー）ウィンドウ
で右クリックして、サブメニューを開きます。 

2. 「Input Name」（入力名）ドロップダウンから「Enabled」（有効化）を選択します。  
これで「Input Name Configuration...」（入力名構成...）ボタンが表示されます。 

3. 「Input Name Configuration...」（入力名構成...）をクリックすると、「Input Name 
Configuration」（入力名構成）ダイアログが開きます。 

4. USBキーボードを使用するか、VNC接続で、入力名を次のように設定します： 

a. 入力名に標準プレフィックスを必要とする場合、「Prefix」（プレフィックス）フ
ィールドにプレフィックスの文字列、例えば、「Source ID:」を入力します。 

b. 入力名を手入力するには、「User Entered」（ユーザー入力）オプション ボタン
をクリックして、最大 12個までの文字を使って名前を入力します。 

c. 入力フィードの補助データから入力名を自動的に抽出するには、「Ancillary 
Data」（補助データ）オプション ボタンをクリックして、ターゲット DIDと SDID
を選択します。10進数（デフォルト）または 16進数表記を使って DID/SDIDを指
定することができます。 

5. 「OK」をクリックすると、入力名が保存されます。 

 

図 9-9：「Input Name Configuration」（入力名構成）ダイアログボックス 

補助データ タイムコード（ATC）を表示する 

個別のビデオフレームを識別するために使用するタイムコードおよび制御コード情報は、ビデ
オ信号の補助データ空間に位置するパケットのペイロードとして搬送されます。「Analyzer - 
Picture」（アナライザー - ピクチャー）サブメニューで ATCオプションを有効化していると
き、「Picture」（ピクチャー）ウィンドウの上に重なるパネルに補助データ タイムコードが表
示されます。 

ATCは次のフォーマットをもつ 13文字のタイムコードです： 

補助データ フラグ データ 

最大 ASCII 12文字 



 

 PHABRIX QxLユーザー マニュアル 237ページ 

 

図 9-10：補助データ タイムコードのフォーマットと例 

上記において： 

• 秒とフレームとの間の分離文字コロン（：）は、整数のフレームレートを示す 

• 秒とフレームとの間の分離文字セミコロン（；）は、ドロップフレーム、非整数フレーム
レート（例えば、23.9、29.9、59.9など）を示す 

• hh = 時間（24時制） 

• mm = 分 

• ss = 秒 

• ff = フレーム番号 

ATCパネルは、有効化されているとき、デフォルトでウィンドウの上部中央に表示され、見や
すくするために、中心線の下のその位置（上、中または下）とパネルサイズ（小、中、大、ま
たは自動サイズ調整）を調節することができます。 

オプション「Anc Time Code Field」（補助データ タイムコード フィールド）で、2桁のフレ
ーム番号の後に、タイムコードへの任意の最終桁の表示を有効化することができます。希望す
る場合、この桁は 25 Hzまたは 24/30 Hzいずれかのフィールド識別フラグとして使用すること
ができます。 

補助データタイムコード情報の表示を有効化しているとき、オプション「Anc Time Code 
Type」（補助データ タイムコード タイプ）で、デフォルトの補助データ タイムコード - 垂直
間隔タイムコード（ATC-VITC）を表示するか、利用できる場合、補助データタイムコード - リ
ニア タイムコード（ATC-LTC）を表示するかを選ぶことができます。 

ビデオロス時（IP 2110 ブートモード） 

ビデオロスに備えて、ビデオ信号が失われているとき、「Picture」（ピクチャー）に何を表示
するかを、次のオプションのいずれかから選ぶことができます： 

• Black Screen（黒画面） 

• Freeze Last Frame（最後のフレームをフリーズ） 
  

ATCフォーマット：（整数のフレームレート） 

ATCの例： 

ATCフォーマット：（非整数のフレームレート） 

ATCの例： 
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Analyzer - Waveform（アナラ

イザー - 波形）  

概説 

「Waveform」（波形）計測器は、「Single Line Mode」（シングル ライン モード）や
「Picture Cursor」（ピクチャーカーソル）制御などの様々な分析機能を備えます。 

 

図 9-11：「Analyzer - Waveform」（アナライザー - 波形）計測器 

オプション「Picture Cursor」（ピクチャー カーソル）が有効化されているとき、カーソルは
「Picture」（ピクチャー）計測器のカーソルと、Dataview（データビュー）ナビゲーションに
ダイナミックにリンクしています。「Waveform」（波形）ウィンドウの新しい位置でカーソル
をクリックすると、「Picture」（ピクチャー）計測器で選択されたピクセルおよびアクティブ 
ピクチャーのラインの位置と、「Dataview」（データビュー）で選択されたピクセルおよび転
送ラインの位置をアップデートします。 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Analyzer - Waveform」（アナライザー - 波形）計測器サブメニューで設定可能
なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 9-2：「Analyzer - Waveform」（アナライザー - 波形）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

Parade Mode（パレード 

モード） 

YCbCr（デフォルト） 

Y 

Cb 

Cr 

RGB 

GBR 

YRGB 

YGBR 

Red 

Green 

Blue 

波形のディスプレイに希望のパレード モードを
選択する。 

V Scale（Vスケール） Percent（パーセント） 

Hex Value（16進数値）（デフォ
ルト） 

計測器ウィンドウの縦目盛りの単位を選択す
る。 
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項目 オプション 説明 

Decimal Value（10進数値） 

Millivolts（ミリボルト） 

V Scale Nits（Vスケール
Nits） 

Hidden（非表示） 

Right Side（右側）（デフォルト 

1／4画面サイズ） 

Left Side（左側） 

Nitsスケールの位置を選択する。デフォルトで
は、「Waveform」（波形）ディスプレイの右
側に位置する。 

H Scale（Hスケール） Pixels（ピクセル）（デフォル
ト） 

% Line（％ライン） 

計測器ウィンドウの横目盛りの単位を選択す
る。 

Filter（フィルター） Flat（フラット）（デフォルト） 

Low Pass（ローパス） 

Raw（生） 

フィルタリングのタイプを選択する。 

Single Line Mode（シング
ル ライン モード） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

波形のシングル ライン モード分析を有効化す
る。 

Picture Cursor（ピクチャ
ー カーソル） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

有効化されているとき、ピクチャー カーソルは
「Picture」（ピクチャー）計測器と「Dataview 

Analyzer」（データビュー アナライザー）計測
器の両方にダイナミックにリンクされるので、
選択したピクチャー位置からの測定値をこれら
のツールから同時に取得することができる。 

Diffuse White Marker（拡
散白マーカー） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

定位置で HDR規格のすべての波形に拡散白マ
ーカーを有効化する。 

有効化されているとき、マーカーは知覚量子
化 （PQ）関数では 58%、ハイブリッド ログガ
ンマ（HLG）関数では 75%に設定される。 

パーセンテージの値は、マーカー行のすぐ上、
波形の右側に表示される。 

User Markers（ユーザーマ
ーカー）（Dec） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

Cb Cr波形でマーカーを使用し、表示する。有
効化されているとき、Marker 1（マーカー1）と
Marker 2（マーカー2）の 2つの色付きの新規ス
ライダーが表示され、0から 1023の範囲で調節
することができる。 

H Magnification（H倍率） 1.00（デフォルト）～10.00 スライダーを使って横倍率を調節する。 

V Magnification（V倍率） 1.00（デフォルト）～4.00  スライダーを使って縦倍率を調節する。 

On Video Loss（ビデオロ
ス時） 

Black Screen（黒画面）（デフォ
ルト） 

Freeze Last Frame（最後のフレ
ームをフリーズ） 

ビデオ信号が失われた場合に、「Waveform」
（波形）ウィンドウに表示するものを選択す
る。 

Brightness（明るさ） スライダー コントロール；1～31 

8（デフォルト） 

波形のディスプレイの明るさを調節する。 

Gamma（ガンマ） スライダー コントロール；1～
255 

128（デフォルト） 

波形のディスプレイのガンマ成分を調節する。 

Persistence（持続性） スライダー コントロール； 1～
255 

70（デフォルト） 

波形のディスプレイの持続性を調節する。 

Monochrome Mode（モノ
クロモード） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

有効化されているとき、波形のディスプレイが
カラーからモノクロに切り替わる。 

S-Log3 Mode（S-Log3モ
ード） 

S-Log3（デフォルト） 

SR Live 

HDRビデオ信号の場合。336ページの「アドバ
ンスト HDRツールセット」の節を参照。 
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Analyzer - Vectorscope（アナ

ライザー - ベクトルスコープ）  

 

概説 

「Vectrscope」（ベクトルスコープ）はビデオコア ツールセットの一部で、ビデオ信号の X-Y

分析を行います。 

 

図 9-12：「Analyzer - Vectorscope」（アナライザー - ベクトルスコープ）計測器 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Analyzer - Vectorscope」（アナライザー - ベクトルスコープ）計測器サブメニ

ューの設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 9-3：「Analyzer - Vectorscope」（アナライザー - ベクトルスコープ）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

Targets（ターゲット） Off（デフォルト） 

75% 
100% 

選択する場合、ディスプレイの目盛線を 75%または

100%のカラーバー位置のいずれかに一致するように設

定する。 

User Markers（ユーザー 

マーカー）（Dec） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

ベクトルスコープのディスプレイにマーカーを使用

し、表示する。有効化されているとき、「Marker 

Angle」（マーカー アングル）（0から 359.99の範囲

で調節可能）と「Marker Gain」（マーカー ゲイン）

（0から 100.00の範囲で調節可能）に 2つの色付きの

新規スライダーを表示する。 

I/Q Axes（I／Q軸） Off（デフォルト） 

I Only（Iのみ） 

Q Only（Qのみ） 

Both（両方） 

有効化されているとき、I軸のみ、Q軸のみ、または

IQ軸両方のいずれかを表示する。軸の目盛りは各色の

縦線を表す。 

Filter（フィルター） Flat（フラット）（デフォ

ルト） 

Low Pass（ローパス） 

Raw（生） 

フィルタリングのタイプを選択する。 
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項目 オプション 説明 

Center（中心） Origin（原点）（デフォル

ト） 

Red（赤） 

Green（緑） 

Blue（青） 

Magenta（マゼンタ） 

Cyan（シアン） 

Yellow（黄） 

Marker 1（マーカー1） 

Marker 2（マーカー2） 

ベクトルスコープのディスプレイの原点を選択する。 

Single Line Mode（シング

ル ライン モード） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

シングル ライン モード分析を有効化する。 

Zoom（ズーム） 0.5～1.00（デフォルト）

～4.00 

スライダーを使ってズームを調節する。 

On Video Loss（ビデオロ

ス時） 

Black Screen（黒画面）

（デフォルト） 

Freeze Last Frame（最後

のフレームをフリーズ） 

ビデオ信号が失われた場合に、「Vectorscope」（ベク

トルスコープ）ウィンドウに表示するものを選択す

る。 

Brightness（明るさ） スライダー コントロー

ル；1～31 

8（デフォルト） 

ベクトルスコープのディスプレイの明るさを調節す

る。 

Gamma（ガンマ） スライダー コントロー

ル；1～255 

128（デフォルト） 

ベクトルスコープのディスプレイのガンマ成分を調節

する。 

Persistence（持続性） スライダー コントロー

ル；1～255 

70（デフォルト） 

ベクトルスコープのディスプレイの持続性を調節す

る。 
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Analyzer - CRC Analysis（アナライザ

ー - CRC 分析）（SDIブートモード）  

 

概説 

「Analyzer - CRC Analysis」（アナライザー - CRC分析）ウィンドウは、受信した信号の

CRC（巡回冗長検査）エラーをチェックします。入力障害の数、最後の障害時間、総分析時

間、およびエラー率も表示します。テスト対象の標準に必要な入力（すなわち、クワッド、デ

ュアル、またはシングル入力）に応じて、「Sub Image」（サブ画像）列は各サブ画像で発生す

るエラーを表示します。「Link」（リンク）行はリンクごとに発生するエラーを表示します。 

 

図 9-13：「Analyzer - CRC Analysis」（アナライザー - CRC 分析）計測器 

「OK Time」（OK時間）は、画像／サブ画像がエラーなく受信された時間の長さを表示しま

す。 

PHABRIX「Active Picture CRC」（アクティブ ピクチャーCRC）は、各画像またはサブ画像

のビデオフレーム（標準に依存）について受信機が作成して、表示します。 

計測器はアクティブ ピクチャーCRCの変化を検出してカウントします。これは、SDI経路が透

過的でエラーがないことを証明するために使用することができます。 

報告される CRC（エラー）Rate（率）は、毎秒あたりの Yチャンネルおよび Cチャンネルの

CRCエラーと ANCチェックサム エラーを足したインスタンス数です。 

• Yチャンネルおよび Cチャンネルの CRCは、SMPTE規格に従って各ビデオ ラインにつ

いて計算します。 

• ANCチェックサムは、個々の各 ANCパケットについて計算します。 

分析開始時間からエラーを集計し、報告される毎秒あたりのエラー率は総エラー数を総分析時

間で割った値です。 
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計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Analyzer - CRC Analysis」（アナライザー - CRC分析）計測器のサブメニュー

で設定可能なパラメーターをリスト表示しています： 

 
表 9-4：「Analyzer - CRC Analysis」（アナライザー - CRC 分析）のオプション 

 

項目 オプション 説明 

Ignore CRC on switch 

lines（スイッチ ライン上

の CRCを無視） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

有効化されているとき、スイッチング ライン上の CRC

エラーを無視する。 

Reset errors on Input 

failure（入力障害のエラー

をリセット） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

有効化されているとき、必要な場合、入力障害のカウ

ンターをクリアする。 

Reset errors and running 

time（エラーおよび稼働時

間をリセット） 

システム コントロール CRCエラーと稼働時間をリセットするにはこのコント

ロールを使う。 
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10 

オーディオ信号分析計測器 

この章では、オーディオ分析計測器を説明します。この章は、次の節から構成されます： 

• Analyzer - Audio Channel Status（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス） 

• Analyzer - Audio Meters（アナライザー - オーディオ メーター） 

• Analyzer - Loudness Monitor（アナライザー - ラウドネス モニター） 

• Analyzer - Dolby Metadata（アナライザー - ドルビー メタデータ） 
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Analyzer - Audio Channel Status

（アナライザー - オーディオ チャ

ンネル ステータス） 
 

概説 

「Analyzer - Audio Channel Status」（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス）
計測器は、利用できるオーディオ チャンネルについての詳細な情報を表示します。 

 

図 10-1：「Analyzer - Audio Channel Status」（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス）計測器 

（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

 

選択したオーディオ 

チャンネル 

オーディオ チャン

ネル ステータス 

インジケータ 

各オーディオ チャンネル

のデータ列 

グループ オーディオのプレゼンス 

選択した入力 

各チャンネルの CRCC

分析のステータス 

選択したオーディオ チャ

ンネルの生データ 

生データで繰り返

される時間 
生データで繰り返される

サンプル アドレス 

オーディオ チャンネル ステータス：

フロー オーディオ 1 2110-31 60チャ

ンネル 

各オーディオ チャンネル

のデータ列 

フロー オーディオのプレゼンス 

オーディオ チャンネル ステータス：

フロー オーディオ 2 2110-31 16チ

ャンネル 選択した入力

（ソース） 

選択したオーディオ 

チャンネル 

各チャンネルの CRCC

分析のステータス 

生データで繰り返される

サンプル アドレス 
生データで繰り

返される時間 

選択したオーディオ チ

ャンネルの生データ 

図 10-2：「Analyzer - Audio Channel Status」（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス）計測器 

（IP 2110ブートモード） 
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「Group Presence」（グループ プレゼンス）は、「Analyzer - Audio Channel Status」（ア
ナライザー - オーディオ チャンネル ステータス）画面の上部列に定義されます。各チャンネル
について、次のチャンネル ステータス インジケータのうちの 1つが表示されます： 

• -：オーディオなし 

• P：PCMオーディオが存在する 

• D：Dolby Digital®パケットが存在する 

• +：Dolby Digital Plus™パケットが存在する 

• E：Dolby E™パケットが存在する 

• 2：Dolby ED2™パケットが存在する 

• ?：未指定のデータが存在する 

ステータス インジケータの上にカーソルを置くと、次のツールチップが表示されます： 

 

図 10-3：オーディオ チャンネル ステータス ツールチップ 

 

さらに、各オーディオ チャンネルについて、メインデータテーブルに次の情報が表示されま
す： 

• Channel Status（チャンネル ステータス）：巡回冗長検査チェックサム（CRCC）の結
果。例：CRCC Ok 

ステータステーブルは、CRCCエラーを示すために次の色分けを使用します： 

• チャンネル ステータスがエラーの場合、テキストを赤色フォントで表示します。 

• エラーが発生していたがもう存在しない場合、テキストを黄色フォントで表示しま
す。 

• エラーが存在しない場合、テキストは白色フォントで表示します。 

• Use（用途）：オーディオ信号の意図される目的。 

• Data Type（データタイプ）：採用されるデジタル サンプリング方式。例：PCM（パル
ス符号変調） 

• Emphasis（エンファシス）：オーディオ信号に適用される信号プリエンファシスのタイ
プ。 

• Source lock（ソースロック）：ソースが外部時刻同期にロックされているかどうかを示
します。例：Locked 

• Frequency（周波数）：kHz単位のオーディオ サンプル周波数。例：48 

• Channel Mode（チャンネル モード）：オーディオ チャンネルの各ペアの関係を表しま
す。 

• Word Length（ワード長）：オーディオのワード長を表します。例：24/24 

• Align Level（アライメント レベル） 

• Origin（発信元）：チャンネル発信元を示す ASCII4文字。例：PhQx 

• Destination（発信先）：チャンネル発信先を示す ASCII4文字 
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• Sample Address（サンプル アドレス）：48 kHzオーディオ サンプルずつ増える回転カ
ウンター 

• Time（時刻）：符号化オーディオの現地時間 

• Reliability（信頼性）：信頼性に関する情報をチャンネルのステータス ワードで表現しま
す。例：All Ok 

縦と横のスクロールバーを使って、チャンネル列とオーディオ ステータスのパラメーターの表
全体を見ることができます。 

生データの表示 

オーディオ チャンネル列をクリックして選択すると、そのチャンネルの生データをウィンドウ
の下部の行に表示することができます。 

各 AES3オーディオ サンプルは、8バイト（14～21）のサンプル アドレス・時刻を含み、さら
に信頼性はバイト 22に、巡回冗長検査チェックサム（CRCC）はバイト 23に入れています。
各オーディオ サンプルについて、サンプル アドレス・時刻は各サンプルで異なるため、バイト
23のチェックサムのように、バイト 14～21も変わります。 

計測器メニューのオプション 

次の設定可能なパラメーターは、「Analyzer - Audio Channel Status」（アナライザー - オー
ディオ チャンネル ステータス）計測器の構成に利用できます： 

 
表 10-1：「Analyzer - Audio Channel Status」（アナライザー - オーディオ チャンネル ステータス）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Input Select 

（入力選択） 

（SDI（オプ
ション）／IP 

2022-6ブート
モード） 

Sub Image 1（サブ画像 1）、 

Sub Image 2（サブ画像 2）、 

Sub Image 3（サブ画像 3）、 

Sub Image 4（サブ画像 4）、 

AES IO 

分析対象の入力オーディオ 

ソースを選択する。選択した

入力は計測器の右上に表示さ

れる。 

Input Select 

（入力選択） 

（IP 2110ブ
ートモード） 

1x80チャンネルのオーディオ フローを選択した場合： 

• AUD 1: Channels 1 – 32（AUD 1：チャンネル 1～32） 

• AUD 1: Channels 33 – 64（AUD 1：チャンネル 33～64） 

 

2x64チャンネルのオーディオ フローを選択した場合： 

• AUD 1: Channels 1 – 32（AUD 1：チャンネル 1～32） 

• AUD 1: Channels 33 – 64（AUD 1：チャンネル 33～64） 

• AUD 2: Channels 1 – 32（AUD 2：チャンネル 1～32） 

• AUD 2: Channels 33 – 64（AUD 2：チャンネル 33～64） 

 

4x32チャンネルのオーディオ フローを選択した場合： 

• AUD 1: Channels 1 – 32（AUD 1：チャンネル 1～32） 

• AUD 2: Channels 1 – 32（AUD 2：チャンネル 1～32） 

• AUD 3: Channels 1 – 32（AUD 3：チャンネル 1～32） 

• AUD 4: Channels 1 – 32（AUD 4：チャンネル 1～32） 

 

AES IO 

 

注：2110-31では、パケット時間が 125 μsの場合、チャンネル
数は 1～60に制限される。 

IP 2110ブートモードでは、

両方の「Analyzer - Audio 

Meters」（アナライザー - オ

ーディオ メーター）ウィン

ドウで現在選択されているオ

ーディオ フローまたは AES 

IOを選ぶことができる。オ

ーディオ チャンネル ステー

タス情報は、ST 2110-31

（AES 3トランスポート）

を使用するフローか AES入

力でしか利用できない。 
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Analyzer - Audio Meters（アナラ

イザー - オーディオ メーター）  

概説 

「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器は、16のオーデ
ィオ メーターとともに、ピークレベル インジケータとオーディオペアの相関関係を表示しま
す。さらに、各メーターの下に、数値を dBFS単位で表示します。 

 

図 10-4：「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器（SDI および IP 2022-6ブートモード） 

 

図 10-5：「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器（SDI および IP 2022-6ブートモード） 

グループペア 

ラベル 

モノチャンネル用ソロ

バス セレクター 

Dolby E、Dolby ED2、

Dolby Plusおよび

Dolby Digitalの検出 

各メーターの数値

（dBFS） 

Dolby Eタイミング ライン番号の絶対値

または理想に対する相対値（図示） 

Dolby Eタイミング ライン番号の上にカーソル

を置くと、ツールチップに詳細が表示される 

ステレオペア 

セレクター 

各オーディオペアの

相関インジケータ 

dBスケール 

16のオーディオ メーター 

16のオーディオ メーター 

dBスケール 

ドルビー インジケータ 

ステレオペア 

セレクター 

グループペア 

ラベル 

モノチャンネル用ソロ

バス セレクター 

Dolby E、Dolby 

ED2、Dolby Digital 

Plusおよび Dolby 

Digitalの検出 

各メーターの数値

（dBFS） 

Dolby Eタイミング ライン番号の絶対値

または理想に対する相対値（図示） 

 

Dolby Eタイミング ライン番号の上にカーソル

を置くと、ツールチップに詳細が表示される 
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図 10-6：「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器（IP 2110 ブートモード） 

 

Dolby E™、Dolby ED2™、Dolby Digital®および Dolby Digital Plus™ストリームはシステムによ

って自動検出され、Dolby®ストリームの存在は青色で表示されます。エンベデッド Dolby Eオ

ーディオを搬送する SDI信号については、検出器の下に Dolby Eタイミング ライン番号も、絶

対値か、そのビデオ標準で指定される理想のライン番号に対する相対値のいずれかで表示され

ます。 

HDMI計測器出力は、SDI計測器出力と同様、オーディオのステレオペアを搬送します。シャー

シ背面の 26極 Dタイプ コネクタのピン 7と 8で同じ信号が利用できるようになります。 

ステレオペアをモニタリングするには、対象のオーディオ メーターの上にあるスピーカー アイ

コンを選択します。モノチャンネルを選択するには、オーディオ メーターとスピーカー アイコ

ンの間にある対応するソロバスをクリックします。 

最大 2つのオーディオ メーター計測器ウィンドウで、32チャンネルのオーディオ メータリング

を同時に行えます。各ウィンドウは、SMPTE ST 2082-10に定義される最大 4つのサブ画像

ANC領域のいずれかで、グループ 1～4（SMPTE ST 299-1に定義）またはグループ 5～8

（SMPTE ST 299-2に定義）のモニタリングに割り当てることができます。各オーディオ ウィ

ンドウは、画面面積の 1／32から 1／4までのサイズに拡大縮小することができます。 

図 10-7では、利用できるオーディオ メータリングのスケール オプションを比較しており、相

対範囲とアライメント レベルを示しています。各スケールについて、適切なバリスティック オ

プションを選択することができます。 

  

グループペア 

ラベル 

モノチャンネル用ソロ

バス セレクター 

Dolby E、Dolby 

ED2、Dolby Digital 

Plusおよび Dolby 

Digitalの検出 

各メーターの数値

（dBFS） 

 

ステレオペア 

セレクター 

dBスケール 

ドルビー インジケータ 

16のオーディオ メーター 
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図 10-7：オーディオ メータリング スケールの比較 

オーディオ グループ メータリング（IP 2110 ブートモードのみ） 

「Flow Select」（フロー選択）計測器（IP 2110ブートモード）では、オーディオ グループの

メータリングに多数のフロー：2つのオーディオ フロー（2x64チャンネルを提供する AUD 1と

AUD 2）または 4つのオーディオ フロー（4x32チャンネルを提供する AUD 1～AUD 4）のいず

れかを選択することができます。2x64チャンネルまたは 4x32チャンネルを選択するとき、次

のように「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器でオーディオ グループ メータリング

をセットアップすることができます： 

• 2x64チャンネルが有効なとき、「Input Select」（入力選択）ドロップダウンから

「AUD 1,2:Channels 1 - 8」（AUD 1、2：チャンネル 1～8）を選択します。 

 

凡例： 

AL - アライメント レベル 

PML - 最大許容レベル 

（テスト） 

Qx PPM 

スケール 

タイプ： 

（テスト） （テスト） （テスト） 
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これで、「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器の最初の 8つのオーディオ メ

ーターで AUD 1の最初の 8つのチャンネルと、次の 8つのオーディオ メーターで AUD 2

の最初の 8つのチャンネルをメータリングすることができます。残りの 112チャンネルは

メータリングされません。 

• 4x32チャンネルが有効なとき、「Input Select」（入力選択）ドロップダウンから

「AUD 1,2,3,4:Channels 1 - 4」（AUD 1、2、3、4：チャンネル 1～4）を選択します。 

 

これで、「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器の最初の 4つのオーディオ メ

ーターで AUD 1の最初の 4つのチャンネルと、次の 4つのオーディオ メーターで AUD 2

の最初の 4つのチャンネルと、次の 4つのオーディオ メーターで AUD 3の最初の 4つの

チャンネルと、最後に、残りの 4つのオーディオ メーターで AUD 4の最初の 4つのチャ

ンネルとをメータリングすることができます。残りの 112チャンネルはメータリングされ

ません。 

現在メータリングされているソース フローとチャンネルを確認するには、図 10-8に図示される

ように、16のメーターのいずれかにマウスカーソルを置いて、ツールチップを表示します。 

 

図 10-8：オーディオ グループ メータリング ツールチップ （IP 2110 ブートモード） 
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Dolby E デコーダーを使用する 

必要なオプション： PHQXO-DOLBY 

 

PHQXO-Dolbyライセンスがインストールされていて、Dolby®デコーダーの出力をメータリン
グするには、オプション メニューの「Input Select」（入力選択）から「Dolby Decoder」
（ドルビー デコーダー）を選択します。 

Dolbyデコーダーにオーディオ信号を復号させるには、オプション メニューから「Dolby 
Location」（ドルビー ロケーション）（SDI/IP 2022-6ブートモード：サブ画像 n、AES；IP 
2110ブートモード：AUD 1～AUD 4、AES）および「Dolby Source」（ドルビー ソース）
（SDI/IP 2022-6ブートモード：G1P1など；IP 2110ブートモード：Ch 1-2、Ch 3-4など）を
ともに選択します。選択されると、Dolby Eデコーダーはオーディオ メーターの 5つのペアを
表示します（10チャンネルのオーディオ メーター）。最初の 4つのメーターは、Dolby Eまた
は ED2ストリームの 8つのオーディオ チャンネルを表示します。5番目のオーディオ メーター
は、ダウンミックス エンジンの左右のステレオ 2.0チャンネルを表示します。 

 

図 10-9：オーディオ メーターで選択した Dolby E デコーダー（IP 2110 ブートモード） 

 

オプション メニューから適切な「Dolby E Downmix Program」（Dolby E ダウンミックス プ
ログラム）ソースを選択して、ダウンミックス エンジンへの入力を選択することもできます
（例えば、5.1から 2.0にダウンミックスするとき）。 

Dolby Eデコーダーは、Dolby Eまたは Dolby ED2ソースにあるプログラム数に応じて、復号さ
れたプログラム出力を最大 8つまで提供します。ユニットは、現在ソースには存在していなく
ても将来利用できるようになればダウンミックスするプログラム（すなわち、ダウンミキサー
への入力）を事前に選択する機能を備えます。 

注：ダウンミックスは、ドルビー デコーダー ブロックの一部で、デコーダーでアクティブに復
号中のコンテンツのみをダウンミックスすることができます。PCMソースをダウンミックスす
ることはできません。 

 

ドルビー プログラム メタデータから 8

チャンネル（1から 8までラベルを付け

た 8つのモノチャンネル） 

ドルビー メタデータから

のドルビー チャンネル 

ラベル 

選択したドルビー プログ

ラムの 2.0ダウンミック

ス用の 2チャンネル 

ドルビー デコーダー 

パネル 

選択したドルビー ソースの 10チャ

ンネルのオーディオ メーター 

ドルビー ステータス

情報 
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さらに、「Dolby Status」（ドルビー ステータス）パネルは、オプション メニューにより構成
された、復号されたドルビー オーディオのステータスとコンテクストに関する次の情報を提供
します： 

• チャンネル構成。例えば、5.1+2 

• ドルビー デコーダーへのアクティブ ドルビーソース入力。フローとチャンネル（IP 2110
ブートモード）、例えば、AUD1 1/2 か、または SDIサブストリームとチャンネル（SDI
および IP 2022-6ブートモード）、例えば、S1 G2P2 のいずれか。 

• ドルビー ライン番号（SDIおよび IP 2022-6ブートモードのみ） 

• 対話レベル メタデータ値 

• ドルビー ダウンミックスのソース。すなわち、Dolby Eストリーム内のプログラム 

利用できる 10チャンネルには、ドルビー オーディオ フィードのプログラム メタデータに従っ
てラベルが付けられています（8チャンネルと、選択した Dolby E Downmix Program（Dolby E
ダウンミックス プログラム）の 2つのプログラム ダウンミックス用のメーター（Program 1
（プログラム 1）から Program 8（プログラム 8）は Dolby Encode（ドルビー符号化）のオプ
ション メニューで選択されます）。 

例えば、5.1+2プログラムが選択される場合、列には次のようにラベルが付けられます： 

• L1：左 1 

• R1：右 1 

• C：中央 

• LFE：LFE（低域効果） 

• Ls：サラウンド左 

• Rs：サラウンド右 

• L2：左 2 

• R2：右 2 

• DnMix：ステレオ ダウンミックス チャンネル 

例えば、モノチャンネルが 8つあるプログラムを選択する場合、列は次のようにラベルが付け
られます：1、2、3、4、5、6、7、8、DnMix 

ドルビー メタデータについて詳しくは、「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドル
ビー メタデータ）計測器を立ち上げて、275ページの「Analyzer - Dolby Metadata（アナライ
ザー - ドルビー メタデータ）」の節を参照してください。 

 

図 10-10：「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器と「Dolby Decoder」（ドルビー デコーダー）計測器 

（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

2つの Dolby Eペア（G2P1＆

G2P2）と 2つの Dolby ED2ペア

（G3P1＆G3P2）を示すオーディオ 

メーターのソース オーディオ 

G2P2上の Dolby Eのドルビー デコーダー ダ

ウンミックス プログラムの成分 

（5.1：L1、R1、C、LFE、Ls、Rs、L2、R2

＋2.0ダウンミックス） 

G2P2上の Dolby Eのドルビー デコーダー 

ダウンミックス プログラムのメータリング 
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図 10-11：「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器と「Dolby Decoder」（ドルビー デコーダー）計測器 

（IP 2110 ブートモード） 

  

Dolby Eペア（1/2）を示すオーディオ 

メーターのソース オーディオ 

＆ 

Dolby Digital Plusペア（3/4） 

AUD1、ペア 1/2上の Dolby Eのドルビー デコーダー 

ダウンミックス プログラムの成分 

（L、R、C、LFE、Ls、Rs、＋2.0ダウンミックス） 

ペア 1/2上の Dolby Eのドルビー デコーダー 

ダウンミックス プログラムのメータリング 
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計測器メニューのオプション 

次の設定可能なパラメーターが、「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メ

ーター）計測器の構成に利用できます： 

 
表 10-2：「Analyzer - Audio Meter」（アナライザー - オーディオ メーター）メニューのオプション 

 
項目 オプション 説明 

Input Select（入力選択） 
（SDI および IP 2022-6 ブー
トモード） 

Image/Sub Image 1 Group 1-4（画像／サブ画
像 1 グループ 1～4） 
Image/Sub Image 1 Group 5-8（画像／サブ画
像 1 グループ 5～8） 
Sub Image 2 Group 1-4（サブ画像 2 グループ
1～4） 
Sub Image 2 Group 5-8（サブ画像 2 グループ
5～8） 
Sub Image 3 Group 1-4（サブ画像 3 グループ
1～4） 
Sub Image 3 Group 5-8（サブ画像 3 グループ
5～8） 
Sub Image 4 Group 1-4（サブ画像 4 グループ
1～4） 
Sub Image 4 Group 5-8（サブ画像 4 グループ
5～8） 
AES IO 
Dolby Decoder（ドルビー デコーダー）（オ
プション PHQXO-DOLBY が必要） 

オーディオ メーターの各ペアが、最大 2つの
「Audio Meter」（オーディオ メーター）計測
器ウィンドウで、同時に最大 32のオーディオ 
チャンネルをメータリングするためのソース
を選択する。 
オプション PHQXO-DOLBY がインストール
されている場合は、ドルビー デコーダーの制
御と構成、その出力の選択も行うことができ
る。 

Input Select（入力選択） 
（IP 2110ブートモード） 

オーディオ フローを 1x80 チャンネルに設定
しているとき： 
AUD 1: Channels 1 – 16（AUD 1：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 1: Channels 17 – 32（AUD 1：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 1: Channels 33 – 48（AUD 1：チャンネ
ル 33～48） 
AUD 1: Channels 49 – 64（AUD 1：チャンネ
ル 49～64） 
AUD 1: Channels 65 – 80（AUD 1：チャンネ
ル 65～80） 
 
オーディオ フローを 2x64 チャンネルに設定
しているとき： 
AUD 1: Channels 1 – 16（AUD 1：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 1: Channels 17 – 32（AUD 1：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 1: Channels 33 – 48（AUD 1：チャンネ
ル 33～48） 
AUD 1: Channels 49 – 64（AUD 1：チャンネ
ル 49～64） 
AUD 2: Channels 1 – 16（AUD 2：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 2: Channels 17 – 32（AUD 2：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 2: Channels 33 – 48（AUD 2：チャンネ
ル 33～48） 
AUD 2: Channels 49 – 64（AUD 2：チャンネ
ル 49～64） 
AUD 1,2 Channels 1 – 8（AUD 1、2チャンネ
ル 1～8） 
 
オーディオ フローを 4x32 チャンネルに設定
しているとき： 
AUD 1: Channels 1 – 16（AUD 1：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 1: Channels 17 – 32（AUD 1：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 2: Channels 1 – 16（AUD 2：チャンネ
ル 1～16） 

最大 2つの「Audio Meter」（オーディオ メー
ター）計測器ウィンドウでメータリングする
には、「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - 
フロー選択）で選択したオーディオ フロー
AUD 1、AUD 2、AUD 3または AUD 4に対応
するオーディオ チャンネルを選択する。 
注：2110-30では： 
受信するアクティブ フロー1つに 1～80チャ
ンネルが含まれるのに対し、受信する 2つの
アクティブ フローには 1～64チャンネルが 2
倍含まれる。 
オプション PHQXO-DOLBY がインストール
されている場合は、ドルビー デコーダーの制
御と構成、その出力の選択も行うことができ
る。 
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AUD 2: Channels 17 – 32（AUD 2：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 3: Channels 1 – 16（AUD 3：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 3: Channels 17 – 32（AUD 3：チャンネ
ル 17～32） 
AUD 4: Channels 1 – 16（AUD 4：チャンネ
ル 1～16） 
AUD 4: Channels 17 – 32（AUD 4：チャンネ
ル 17～32） 
AUD1,2,3,4 Channels 1 - 4（AUD 1、2、3、4 
チャンネル 1～4） 
 
AES IO 
Dolby Decoder（ドルビー デコーダー）（オ
プション PHQXO-DOLBY が必要） 

Ballistics（バリスティック
ス） 

PPM Type I 
PPM Type II 
Vu 
VuFr 
Fast 

オーディオ メーターに必要なピーク プログラ
ム メーター（PPM）バリスティック応答性の
設定を設定する。 
「PPM Type I」は、ドイツ放送局が通常使用
する IEC 60268-10タイプ I PPM スタイルの
オーディオ メーターのパフォーマンスをエミ
ュレートする。 
「PPM Type II」は、英国放送局が通常使用す
る IEC 60268-10タイプ II PPM スタイルのオ
ーディオ メーターのパフォーマンスをエミュ
レートする。 
「Vu」は、米国とオーストラリアの放送局が
通常使用する IEC 60268-17タイプ I PPMス
タイルのオーディオ メーターのパフォーマン
スをエミュレートする。 
「VuFr」は、フランス放送局が通常使用する
ITU-R勧告 BS.645スタイルのオーディオ メ
ーターのパフォーマンスをエミュレートす
る。 
「Fast」は、瞬間的なアタックのバリスティ
ックスを表示する。 

PPM Scale（PPMスケー
ル） 

dBFS、dBu -18dBFS、dBu -20dBFS、BBC、
DIN45406、NordicN9 

お使いの標準オペレーティング モデルに従っ
て、オーディオ メーターに望ましいスケール
を設定する。それに応じて、表示される目盛
線とオーディオ レベルは、選択したスケール
を反映するように変わる。 

Hat hold time（ハット ホー
ルド時間） 

0.00...10.00、制限なし 信号ゲートを開いておく最低時間を ms単位
で設定する。 

Monitor Buttons（モニター 
ボタン） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 
Disabled（無効化） 

オーディオ メーターの「Monitor」（モニタ
ー）アイコンの表示・非表示を切り替える。 

Solo Buttons（ソロ ボタ
ン） 

Enabled（有効化）（デフォルト） 
Disabled（無効化） 

ペアの各チャンネルの「Solo」（ソロ）アイ
コンの表示・非表示を切り替える。 

Dolby E Line Number
（Dolby Eライン番号） 
（SDI および IP 2022-6 ブー
トモード） 

Relative to Ideal（理想に対する相対値） 
Absolute（絶対値） 

Dolby Eタイミング ライン番号を、選択した
規格の理想に対する相対値として表示する
か、絶対ライン番号として表示するかを選択
する。 

ドルビー オプション - オプション PHQXO-DOLBY が必要 
注：次のコントロールは、「Dolby Metadata」（ドルビー メタデータ）計測器では複製されます。「Source」（ソース）の
選択がドルビー デコーダーに影響し、その結果、「Audio Meter」（オーディオ メーター）計測器と「Dolby Metadata」
（ドルビー メタデータ）計測器の両方にも影響します。 

Dolby Source（ドルビー ソ
ース） 
（SDI および IP 2022-6ブー
トモード） 

None（なし）、G1P1、G1P2、G2P1、
G2P2、G3P1、G3P2、G4P1、G4P2、
G5P1、G5P2、G6P1、G6P2、G7P1、
G7P2、G8P1、G8P2 

ドルビー ソースとして構成される各オーディ
オペアのソースを選択する。 

Dolby Source（ドルビー ソ
ース） 
（IP 2110ブートモード） 

パケットサイズが 125 μsで 2110-30 のと
き： 
None（なし） 
Ch 1-2 
Ch 3-4 
Ch 5-6 
Ch 7-8 
Ch 9-10 
... 

ドルビー ソースとして構成される各オーディ
オ チャンネルペアのソースを選択する。 
 
注： 

• パケットサイズが 125 μsで 2110-31
のとき、チャンネル数は 60 に制限さ
れる。  

• パケットサイズが 1 msで 2110-30 の
とき、チャンネル数は 10 に制限され
る。 
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Ch 31-32（オーディオフローは 4x32 に設
定） 
Ch 63-64（オーディオフローは 2x64 に設定 
Ch 79-80（オーディオフローは 1x80 に設定 

• パケットサイズが 1 msで 2110-31 の
とき、チャンネル数は 7 に制限され
る。 

Dolby Source（ドルビー ソ
ース） 
（AES がドルビー ロケーシ
ョンとして選択されると
き） 

None（なし）、AES 1、AES 2、AES 3、
AES 4 

ドルビー ソースとして構成される各 AESオ
ーディオ入力のソースを選択する。 

Dolby Location（ドルビー 
ロケーション）（SDI およ
び IP 2022-6 ブートモー
ド） 

Sub Image 1（サブ画像 1） 
Sub Image 2（サブ画像 2） 
Sub Image 3（サブ画像 3） 
Sub Image 4（サブ画像 4） 
AES 

ドルビー メタデータのロケーションとして適
切なサブ画像または AES入力を選択する。 

Dolby Location（ドルビー 
ロケーション）（IP 2110 ブ
ートモード） 

オーディオ フローが 1x80 チャンネルに設定
されているとき： 
AUD1、AES 
 
オーディオ フローが 2x64 チャンネルに設定
されているとき： 
AUD1、AUD2、AES 
 
オーディオ フローが 4x32 チャンネルに設定
されているとき： 
AUD1、AUD2、AUD3、AUD4、AES 

ドルビー メタデータのロケーションとして適
切なフローまたは AES入力を選択する。 

Dolby E Downmix（Dolby E
ダウンミックス） 

Program n（プログラム n） 希望の Dolby Eダウンミックスプログラムを
プログラム 1からプログラム 8の中から選択
する。 

Dolby E Downmix Mode
（Dolby Eダウンミックス 
モード） 

LoRo（デフォルト） 希望の Dolby Eダウンミックス モードを選択
する。 

Dolby E Downmix Metadata
（Dolby Eダウンミックス 
メタデータ） 

Legacy（レガシー） 
Extended（拡張）（デフォルト） 

「Legacy」（レガシー）は、ダウンミックス 
パラメーターを中央ダウンミックス レベルと
サラウンド ダウンミックス レベルに設定す
る。 
注：「Legacy」（レガシー）モードが選択さ
れてもレガシー メタデータが利用できない場
合、ユニットは選択された「拡張ダウンミッ
クス メタデータ」パラメーターを使用する。 
 
「Extended」（拡張）は、ダウンミックス 
パラメーターを Lo／Ro（または Lt／Rt）中央
ダウンミックス レベルとサラウンド ダウンミ
ックス レベルに設定する。 
注：「Extended」（拡張）モードが選択され
るか使用されていて、拡張メタデータが利用
できない場合、ダウンミックスは最後に設定
されたレベルの使用に復帰する。 
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Analyzer - Loudness Monitor（アナライザ

ー - ラウドネス モニター）  

 

概説 

「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラウドネス モニター）計測器は、ステレ

オ オーディオペア、5.1サラウンド サウンド オーディオ グループ、または復号された Dolby E

プログラムのいずれかについて、構成されたオーディオ チャンネルのラウドネスのメータリン

グとモニタリングを可能にします。 

「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）は次のラウドネス メーターを備えます： 

• M：モーメンタリ ラウドネス メーター 

• S：ショートターム ラウドネス メーター 

• I：インテグレーテッド ラウドネス メーター 

 

図 10-12：「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラウドネス モニター）計測器 

ラウドネスは EBU勧告 R128および ITU-R BS-1770規格に従って測定します。これらの規格は

次のいずれかに関して異なる時間範囲の測定を定義しています： 

• EBU LUFS（EBU Loudness Units Full Scale） 

• EBU LU（EBU Loudness Units） 

• ITU LKFS（ITU Loudness K-weighted Full Scale） 

• ITU LU（ITU Loudness Units） 

「Loudness」（ラウドネス）ウィンドウの右側のセクションには、割り当てられたオーディオ 

チャンネルの実際のラウドネス値を、3つのラウドネス メーターでグラフ表示するとともに、

その右に「Integrated」（インテグレーテッド）、「Momentary」（モーメンタリ）、「Short 

設定可能なラウドネス履歴グラフ 

ラウドネス 

メーター 

 

現在の 

ラウドネス値 

トゥルー ピーク メーターとして

構成されるオーディオ メーター 
ラウドネス エンジン コントロール

とモニタリング ステータス 
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Term」（ショートターム）の現在のラウドネス値を数値で表示します。このセクションには、

他にも「True Peak」（トゥルー ピーク）値と「Loudness Range」（ラウドネス レンジ）も表

示します。 

設定されたラウドネス ターゲットと許容差を下回る場合、モーメンタリ値、ショートターム

値、インテグレーテッド値がそれぞれ対応するラウドネス メーターと同じ色で表示されます。

ラウドネス値が特定のメーターの設定許容差を超える場合、それに対応する値が赤色に切り替

わり、値の下のエラー数が増えます。さらに、「True Peak」（トゥルー ピーク）値が、設定さ

れた「True Peak Alarm」（トゥルー ピーク アラーム）閾値を超えると、この値も白色から赤

色に変わります。 

ラウドネス モニターの下に、ラウドネス エンジンを開始、停止または休止することのできる 3

つのメディア コントロールが設けられているので、ラウドネス モニタリング セッションも開

始、停止、休止することができます。 

注：ラウドネス エンジンのコントロールは、ラウドネス モニターの入力ソース／メディアには

影響しません。 

「Loudness」（ラウドネス）ウィンドウの左側のセクションには、モニタリング セッションか

ら選択されたラウドネス値をリアルタイムで作図したラウドネス履歴グラフのほか、

「Loudness Monitor」（ラウドネスモニター）の入力として機能する「Audio Meters」（オーデ

ィオメーター）があります。 

見やすくするためには、ラウドネス モニターをダブルクリックすると、ウィンドウを 1／4画面

サイズに表示することができます。 

「Loudness」（ラウドネス）のオプション メニューで次のことができます： 

• ラウドネス モニタリング モードを定義し、ラウドネス モニタリングおよび測定用のオー

ディオ入力チャンネルを割り当てるには、「Audio Assignment」（オーディオ割り当

て）ダイアログを開きます。260ページの「ラウドネス モニタリングのためのオーディオ
割り当て」の節を参照してください。 

• （「Analyzer - Audio Meters」（アナライザー - オーディオ メーター）計測器の）従来の

オーディオ メーターと「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）のトゥルー ピーク 

メーターについて、バリスティックスと PPMスケール タイプを定義します。 

注：バリスティックスの選択は、トゥルー ピーク メーターで報告されるトゥルー ピーク

値に影響しません。 

• ラウドネス規格（EBUまたは ITU）と単位（LU、LUFSまたは LKFS）を設定します。 

• ラウドネス履歴グラフを構成します。 

• 個々のラウドネス メーター（M、Sおよび I）を有効化または無効化します。 

• 各ラウドネス メーターのターゲット ラウドネス レベルと適切な許容差を設定するほか、

「True Peak」（トゥルー ピーク）ラウドネス値のアラームを設定します。 

• 「True Peak」（トゥルー ピーク）値やラウドネス モニタリング セッションをリセット

したり、累積ラウドネス エラーをゼロにしたりします。 

• ラウドネス ログファイルのロギング期間と存続期間を定義し、ログファイルの名前を変

更します。 

詳しくは、270ページの「計測器メニューのオプション」の節を参照してください。 
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ラウドネス モニタリング プロセスの概要 

ラウドネスのオーディオ トラックまたはプログラムをモニタリングするとき、次のステップの
うち一部または全部を実行する必要があります： 

1. PHABRIXスタートメニューから「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラ
ウドネス モニター）を開きます。 

2. 「Loudness」（ラウドネス）のオプション メニューから「Audio Assignment」（オー
ディオ割り当て）ダイアログを開きます。希望のオーディオ モードを選択してから、適
切なオーディオ入力を割り当てます。260ページの「ラウドネス モニタリングのためのオ
ーディオ割り当て」の節を参照してください。 

3. オーディオ メーターおよびトゥルー ピーク メーターのバリスティックスとスケール タイ
プを設定します。 

4. ラウドネス モニターのラウドネス規格と適切なスケールを選択します。 

5. 3つのラウドネス メーターの中から使用したいものを有効化します。 

6. グラフにする期間を設定して、ラウドネス履歴グラフにどの軌跡を表示するかを選びま
す。 

7. 有効なラウドネス メーターのラウドネス ターゲットと許容差を設定します。 

8. トゥルー ピーク アラームの閾値を設定します。 

9. 希望のロギング期間と存続期間を設定します。 

10. 「Play」（再生）ボタンを押して、ラウドネス モニタリング セッションを開始しま
す。 

以上のタスクを以下の項でさらに詳しく説明します。 

ラウドネス モニタリングのためのオーディオ割り当て 

「Loudness」（ラウドネス）オプション メニューから「Audio Assignment」（オーディオ割
り当て）ダイアログを開いて、ラウドネスをモニタリングするのに利用できるオーディオ チャ
ンネルからオーディオ入力を選択することができます。 

ユニットの「Audio Meter」（オーディオ メーター）計測器は、オプションの SDIモードでは同
時に最大 32オーディオ チャンネルを、2110モードでは最大 80オーディオ チャンネルを提供
することができます。 

オプションの SDIモードでは、グループ 1～8の左／右ペアの 32チャンネルのどれかを、ラウ
ドネス モニタリング用のステレオ入力または 5.1オーディオ入力に割り当てることができま
す。 

IP 2110ブートモードでは、最大 80の入力チャンネルのどれかを、ラウドネス モニタリング用
のステレオ入力または 5.1オーディオ入力に割り当てることができます。 

最初に、ドロップダウン メニューから希望のラウドネス モニタリング「Mode」（モード）を
選択します： 

 
表 10-3：ラウドネス モニタリングのためのオーディオ割り当てモード 

 

オプションの SDIまたは IP 2022-6ブート

モードのオーディオ モード： 
IP 2110ブートモードのオーディオ モード： 

SDI Stereo（SDIステレオ） IP Stereo（IPステレオ） 

SDI 5.1（SDI 5.1） IP 5.1（IP 5.1） 

AES Stereo（AESステレオ） AES Stereo（AESステレオ） 
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オプションの SDIまたは IP 2022-6ブート

モードのオーディオ モード： 
IP 2110ブートモードのオーディオ モード： 

AES 5.1（AES 5.1） AES 5.1（AES 5.1） 

Dolby Decoder1（ドルビー デコーダー1） Dolby Decoder1（ドルビー デコーダー1） 

 

オプションの SDIの AESまたは IPステレオモードでは、2つの入力オーディオ メーター、Left

（L）と Right（R）が表示されます。 

オプションの SDIの AESまたは IP 5.1モードでは、次の 6つすべてのオーディオ入力メーター
が有効になります： 

• Left（L）（左） 

• Right（R）（右） 

• Center（C）（中央） 

• Low frequency effects（Lfe）（低域効果） 

• Left Surround（Ls）（サラウンド左） 

• Right Surround（Rs）（サラウンド右） 

ドルビー デコーダー1モードでは、利用できるドルビー デコーダー構成プログラムのうちの 1

つを選択します。284ページの「ドルビー プログラム構成の設定」を参照してください。 

 

注：「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）は、サラウンド サウンドモード 5.1では、
次のチャンネル順序のみをサポートしています：L、R、C、Lfe、Ls、Rs 

「Audio Assignment」（オーディオ割り当て）ダイアログで、さらに、着信オーディオを
「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）の予想チャンネル順序にマッピングします。 

 

オプションの SDIブートモードでは、サブ画像を選択してから、ドロップダウン リストからラ
ウドネス モニターへのステレオ入力として使用するグループ／ペアを選択します。2110モード
では、構成されたオーディオ フロー（AUD 1から AUD 4）を選択してから、セレクターを使用
して利用できる最大 80チャンネル（フローの数による）のうちの 1つを割り当てます。 

 

図 10-13：SDI および IP 2110 ブートモードでのラウドネス入力のオーディオ割り当て 

  

SDIステレオモードの左

右のオーディオ入力 

サブ画像セレクター

（1～4） 

グループ＆ペアのドロ

ップダウン メニュー

（SDI） 

モードのドロ

ップダウン メ

ニュー 

選択した IPス

テレオモード 

オーディオ フロ

ーのドロップダ

ウン メニュー

（AUD 1または

AUD 2） 
オーディオ チャンネル 

セレクター（2110）

（1～80） 

SDIモードのオーディオ割り当て 2110モードのオーディオ割り当て 
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図 10-14：ドルビー デコーダーから入力されるラウドネスのオーディオ割り当て 

完了時に、「OK」をクリックすると、行ったオーディオ入力のマッピング変更が保存されま

す。 

ラウドネス入力のオーディオ メーター 

「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）に表示されるオーディオ メーターは、選択した

モードと割り当てられたオーディオ チャンネルのアクティブなオーディオ レベルを表示しま

す。 

ステレオモードでは、選択した 2つの入力チャンネルは、Left（L）（左）および Right（R）

（右）のオーディオ入力メーターで有効です。 

5.1サラウンド サウンドモードでは、下図に示すように、6つの入力チャンネルが 6つすべての

オーディオ入力メーター：L、R、C、Lfe、Lsおよび Rsで有効です。 

 

図 10-15：ステレオモードと 5.1 サラウンド サウンドモードでのラウドネス入力のオーディオ メーター 

現在の「True Peak」（トゥルー ピーク）レベルも、有効なオーディオ メーターのそれぞれに

水平な帯として表示されます。 

許容差ゾーン内のトゥルー 

ピーク レベル 

アクティブな左右の

オーディオ入力 

非アクティブな 5.1サラウンド 

サウンド オーディオ メーター 

左右の 5.1 

オーディオ入力 

中央と低域効

果の 5.1オー

ディオ入力 

サラウンド左とサ

ラウンド右の 5.1 

オーディオ入力 
トゥルー ピーク レベル 

ステレオモードのオーディオ メーター 5.1サラウンド サウンドモードのオーディオ メーター 
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ラウドネス メーターとその値を理解する 

「Loudness Monitor」（ラウドネス モニター）は 3つの個別のラウドネス メーターを備え、選

択した規格で定義される異なる時間範囲でモーメンタリ、ショートタームおよびインテグレー

テッド（プログラム ラウドネスとしても知られます）レベルを測定します。オプション メニュ

ーを使って各メーターを個別に有効化または無効化し、ラウドネス規格とスケールを設定する

ことができます。ユニットは 100 msごとにラウドネス メーターを更新します。 

有効化されているとき、モニターは、リアルタイムで、現在のラウドネス レベルを視覚的に表

示するとともに、右側の欄に数値で実際の値を表示します。ラウドネス値は経時的なラウドネ

ス傾向の軌跡を作成するために、ラウドネス履歴グラフにも表示されます。 

Momentary（M）（モーメンタリ）ラウドネス メーターは、400 ms の期間でオーディオのラ

ウドネスを測定し、さらにモーメンタリ ラウドネス表示（数値、メーターとピーク）を更新し

ます。 

Short-term（S）（ショートターム）ラウドネス メーターは、3 s のモニター期間中に受信した

ショートターム ラウドネス値すべての最大レベルを測定し、さらにショートターム ラウドネス

表示（数値、メーターとピーク）を更新します。 

Integrated（I）（インテグレーテッド）ラウドネス メーターは、オーディオ トラックまたはプ

ログラムのモニタリング セッション全体の長さにわたる平均ラウドネスを測定し、さらにイン

テグレーテッド ラウドネス表示（数値、メーターとピーク）を更新します。 

注：3つのラウドネス メーターの上にマウスカーソルを置くと、ユニットは Peak Momentary

（ピーク モーメンタリ）、Short-term（ショートターム）および Integrated（インテグレーテッ

ド）の値を示すツールチップを表示します。 

内在している「Loudness Engine」（ラウドネス エンジン）が Momentary（モーメンタリ）、

Short-term（ショートターム）および Integrated（インテグレーテッド）のラウドネス値を計算

し、ラウドネス メーターは根拠となるアルゴリズムと計算を視覚的に表現します。 

各ラウドネス メーターは、見分けやすいように、次のように色分けされています： 

• モーメンタリ メーター：マゼンタ 

• ショートターム メーター：オレンジ 

• インテグレーテッド メーター：シアン 

ラウドネス メーターの色は、ラウドネスの数値とラウドネス履歴グラフに記される軌跡にも反

映されます。 

ラウドネス メーターのラウドネス値がエラーになる場合、値は赤色で表示されます。 

各メーターの設定可能なターゲット ゾーンは、入力オーディオ信号のターゲット ラウドネスを

表し、メーターに緑色の背景で表示されます。ラウドネスがターゲット範囲内にある場合、数

値は対応するメーターと同色で表示されます。 

各メーターの設定可能な許容差ゾーンは、信号のラウドネスがターゲット範囲外になってもよ

い許容差を表し、メーターの黄色の背景で表示されます。許容差がゼロ（0）か非常に低い値に

設定される場合、メーターで黄色の背景の部分が見えないかもしれません。ラウドネスが許容

差範囲内にある場合、数値も対応するメーターと同じ色で表示されます。 

ターゲットと許容差レベルの範囲外のメーターの領域は、ラウドネスのエラーゾーン、つまり

過度なラウドネスを表し、メーターに赤色の背景で表示されます。 

ラウドネスがメーターのエラーゾーン内にあるとき、対応するラウドネス値が赤色で表示され

ます。 
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図 10-16：信号がない状態のデフォルト設定を示す EBU LUFS ラウドネス メーター 

 

図 10-17：ピーク レベルを示すアクティブな EBU LUFS ラウドネス メーター 

ユニットは、異なる 3つの時間範囲、モーメンタリ、ショートタームおよびインテグレーテッ
ドでラウドネスを同時に測定します。ラウドネス メーターの右に表示される現在のラウドネス
値は、対応するメーターと同じ色で表示されます。例えば、モーメンタリ ラウドネス値はマゼ
ンタ、などです。値が設定したターゲットと許容差レベルを超えるときのみ、表示される値の
色が赤色に変わって、ラウドネスのエラー状態を示します。各ラウドネス値については以下の
項で説明します。 

トゥルー ピーク値 

EBU勧告 EBU-R 128-2020に規定されるように、「プログラムの True Peak（トゥルー ピー
ク）レベルは、生成中−1dBTP（dBTruePeak）を超えてはいけません（リニア オーディ
オ）」。トゥルー ピークの測定値は、各チャンネルのすべてのオーディオ データから計算し、
バリスティックスの選択には影響されません。 

ラウドネス エラーゾーン 

ラウドネス許容差ゾーン

（デフォルト：0.5） 

ラウドネス ターゲ

ットゾーン 

（デフォルト -23） 

インテグレーテッド ラウドネス 

エラーゾーン 

インテグレーテッド ラウ

ドネス ターゲットゾーン

および許容差ゾーン（デフ

ォルト - 23と 0.5） 

インテグレーテッド ラウドネス 

エラーゾーン 

ショートターム ラウドネス 

メーター 

モーメンタリ ラウドネス 

メーター 

セッション中のピーク モー

メンタリ ラウドネス レベル 

現在のモーメンタリ 

ラウドネス レベル 

セッション中のピーク ショート

ターム ラウドネス レベル 

現在のショートターム 

ラウドネス レベル 

インテグレーテッド 

ラウドネス メーター 

インテグレーテッド ピーク値 

現在のインテグレーテッド 

ピーク レベル 

現在のインテグレーテッド

最低レベル 

インテグレーテッド最低値 

ショートターム ラウドネス 

メーター 

モーメンタリ ラウドネス 

メーター 

インテグレーテッド 

ラウドネス メーター 
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「True Peak」（トゥルー ピーク）値は、設定可能な「True Peak Alarm」（トゥルー ピーク 

アラーム）の閾値の値を下回るときには、白色フォントで表示されます。トゥルー ピーク値が
トゥルー ピーク アラームの閾値の設定を超える場合、トゥルー ピーク値は赤色で表示されま
す。トゥルー ピーク アラームの閾値は−99.9から 0 dBFSまでの範囲のどこに設定しても構い
ませんが、デフォルトは 0 dBFSに設定されています。 

 

図 10-18：インテグレーテッド ラウドネス値のエラーを示すラウドネス値 

モーメンタリ ラウドネス値とエラー数 

トゥルー ピーク値のすぐ下に表示されるモーメンタリ ラウドネス値は、最も短い期間の 400 

msで測定したラウドネス値を表します。ユニットは 100 msごとに値を更新します。 

モーメンタリ ラウドネス値が、設定した許容差レベルを超える場合、ユニットはエラー数を記
録し始め、値が赤色に変わります。エラー数は、ターゲットと許容差の閾値を超えるデータサ
ンプル数を表します。 

ショートターム ラウドネス値とエラー数 

ショートターム ラウドネス値は、より長い 3秒にわたって測定したラウドネス値を表します。
ユニットは 100 msごとに値を更新します。 

ショートターム ラウドネス値が、設定した許容差レベルを超える場合、ユニットはエラー数を
記録し始め、値が赤色に変わります。エラー数は、ターゲットと許容差の閾値を超えるデータ
サンプル数を表します。 

インテグレーテッド ラウドネス値とエラー数 

インテグレーテッド ラウドネス値は、セッションまたはプログラム全体にわたる平均ラウドネ
スを表します。ユニットは 1秒ごとに値を更新します。 

インテグレーテッド値が、許容差の設定を超える場合、モーメンタリおよびショートターム ラ
ウドネスと同様にエラー数が記録されますが、加えて、値がターゲットに達した後に許容差未
満に下がる場合、ユニットは 10のエラー数を記録します。 

ラウドネス レンジ値 

ラウドネス レンジは、EBU勧告 EBU-R 128-2020に、「プログラム内のラウドネスの分布」と
して定義されるものです。ユニットはこの値を 1秒ごとに計算して更新します。 
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ラウドネス コントロールを使用する 

ラウドネス モニタリング コントロールは、標準メディア コントロールとして表示されて、同じ
ように機能するように設計されています。これらのコントロールを使って、ラウドネス モニタ
リング セッションを開始、休止、再開および停止します。下図に示されるように、有効なコン
トロールはグレーの背景に白色のアイコンで表示され、無効なコントロールは逆の色になりま
す。 

以下のラウドネス モニタリング コントロールがラウドネス メーターの下に配置されて、ラウド
ネス モニタリングの進行を制御します。左から右に： 

• 停止 - 現在のラウドネス モニタリングとロギング セッションを停止します。 

• 再生 - ラウドネス モニタリングと ロギング セッションを開始します。 

• 休止 - 現在のラウドネス モニタリングとロギング セッションを休止します。 

 

図 10-19：ラウドネス モニタリング コントロール 

ラウドネス モニタリング セッションを開始するには再生ボタンをクリックし、セッションを停
止するには停止をクリックします。ラウドネスのモニタリングを一時的に中断したい場合は、
休止を押し、その後再生を押して再開するか、停止を押してセッションを終了します。 

注：休止を押すと、現在のラウドネス モニタリングおよびロギング セッションが休止します。
再生を押して再開する場合、ユニットは前のオーディオ データセットを使用してラウドネス モ
ニタリングを続け、さらに、ロギング セッションを再開します。そのため、ユニットは稼働時
間のカウンターをゼロにリセットします。 

コントロールの下には、ラウドネス モニタリング セッションの現在のステータスが表示されま
す。モニタリングが進行中の場合、ラウドネス モニターはセッションの稼働時間を hh:mm:ss

形式で表示します。モニタリングが休止されているか停止されている場合、それぞれ
「Loudness Stopped」（ラウドネス停止）または「Loudness Paused」（ラウドネス休止）
というメッセージが表示されます。 

ラウドネス履歴グラフを使用する 

ラウドネス履歴グラフは、アクティブな各ラウドネス メーターの設定期間におけるラウドネス
値の軌跡を表示します。軌跡はそれに関係するメーターと同じ色で表示されます。グラフ表示
期間は 1分から最大 10分までの間で設定することができ、横（x軸）の時間スケールはそれに
応じて調整されます。縦（y軸）のスケールは設定した規格のラウドネス単位、例えば、
LUFS、LKFSまたは LUを表します。スケール値はモニタリングされるラウドネス値に合わせ
て自動調整されます。 

履歴グラフのどこかの地点の上にカーソルを置くと、ユニットは次の情報を含むツールチップ
を表示します： 

• 現在の実時間 

• ラウドネス モニタリング セッションの経過時間 

「再生」をクリック

すると、モニタリン

グを開始／再開 

「休止」をクリッ

クすると、モニタ

リングを一時的に

中止 

「停止」をクリッ

クすると、モニタ

リングを終了 

ラウドネスのモニタリングが無効 

ラウドネス モニタリングが有効 
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• その時点のモーメンタリ ラウドネス値（アクティブな場合） 

• その時点のショートターム ラウドネス値（アクティブな場合） 

• その時点のインテグレーテッド ラウドネス値（アクティブな場合） 

ラウドネス コントロールを使ってラウドネス モニタリングを停止した後に別のセッションを開
始すると、履歴グラフから内容が消去されます。 

 

図 10-20：ラウドネス履歴グラフ 

ラウドネス値とエラーをリセットする 

ラウドネスのオプション メニューのリセット コントロールで次のものをリセットすることがで
きます： 

• True Peak Value（トゥルー ピーク値）：リセット時に現在のトゥルー ピーク値にリセ
ットします。 

• Loudness Monitoring（ラウドネス モニタリング）：ラウドネス履歴グラフをクリアに
して、ラウドネス モニタリング セッションを再開すると、モニタリングは再び時間ゼロ
から開始します。 

• Errors（エラー）：モーメンタリ、ショートタームまたはインテグレーテッドのラウドネ
ス メーターで登録されるエラー数をゼロにします。 

ラウドネス ログファイルを管理する 

再生をクリックしてラウドネス モニタリング セッションを開始すると、ユニットは自動的にラ
ウドネス ログを記録し始めます。 

ユニットは各ラウドネス ログに次の 2つのファイルを作成します： 

• 拡張子.txt のログ記述テキストファイル 

• 拡張子.csv で CSV（comma separated value）形式のデータファイル 

ユニットがログファイルをレポジトリに保存するときには、どちらのログファイルも 1つの zip

ファイルに圧縮されます。 

ログ記述テキストファイルには次の内容が含まれています： 

• 開始日 

モーメンタリの軌跡

（マゼンタ） 

ラウドネス軸スケ

ールはラウドネス

データに合わせて

自動調整 

ショートタームの軌跡

（オレンジ） 

インテグレーテッドの軌跡

（シアン） 

グラフ目盛線

を有効化 

時間軸

（秒） 

カーソルによる時間＆ラウドネス値

のツールチップ 
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• 開始時刻 

• ラウドネスモード（LUFS/LKFS/LU） 

• ラウドネス入力リスト 

• ターゲットと許容差の構成 

• 終了時刻 

• 各ラウドネス入力のトゥルー ピーク値 

• プログラム ラウドネス値 

• モーメンタリ ラウドネスの最高値 

• モーメンタリのエラー数 

• ショートターム ラウドネスの最高値 

• ショートタームのエラー数 

• インテグレーテッド ラウドネスの最高値 

• インテグレーテッドのエラー数  

• 最終ラウドネス レンジ値  

データ CSVログファイルは次の内容を含みます： 

• 時刻 

• タイムコード 

• モーメンタリ ラウドネス値 

• ショートターム ラウドネス値 

• インテグレーテッド ラウドネス値 

• ラウドネス レンジ値 

設定した「Log Duration」（ログ継続期間）に達する度に、またはラウドネス モニタリングを
停止するか休止する度に、ユニットはラウドネス ログをレポジトリに保存します。ログ継続期
間は、オプション メニューで 5分から 24時間までの値に設定することができ、デフォルトの継
続期間は 30分です。 

各ラウドネス ログファイルは、タイムスタンプが付けられ、圧縮された個々の CSV（comma 

separated value）zipファイルで、次のフォルダに保存されます： 

qx:/log/loudness 

「Log Lifetime」（ログ有効期間）の設定は、ユニットがラウドネス ログをそのレポジトリに保
管しておく期間です。ログ有効期間は、オプション メニューで 1日から 30日までの間で設定す
ることができます。設定したログ有効期間が経過した後に、ユニットはラウドネス ログファイ
ルを削除します。 

ラウドネス ログファイルを取り出す 

ファイル マネージャーを使って、他のファイルと同様に、ラウドネス ログファイルを USBド
ライブにコピーします。スタートメニューから「File Manager」（ファイル マネージャー）を
開くか、USBドライブを USBポートのどれかに挿入します。 

qx:/フォルダから、logフォルダを開き、さらに loudness フォルダを開きます。日時表示
と.zip 拡張子の付いたラウドネス ログファイルがリスト表示されるはずです。希望のファイル
を選択して右クリックし、さらにドロップダウン メニューから「Copy from Qx to USB...」
（Qxから USBにコピー）を選択します。 

必要なら、選択したログファイルを削除することもできます。 
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ファイル マネージャーについて詳しくは、69ページの「USBファイル マネージャーでファイ
ルを管理する」の節を参照してください。 

 

 

図 10-21：ファイル マネージャーにリスト表示されるラウドネス ログファイル 

 

ラウドネス ログファイル基本名の名前を変更する 

すべてのログファイルは、デフォルトで、次の構文を使って名前が付けられています： 

loudness_yyyymmdd_hhmmss.zip 

 

図 10-22：ラウドネス ログファイル基本名の名前を変更する 

ラウドネス ログには必ず日時表示がされますが、必要に応じてデフォルトの loudness基本名

を変更することができます。そのためには、ラウドネスのオプション メニューから「Rename 

file...」（ファイルの名前を変更...）を選択して、名前変更ダイアログを表示します。そのフィ

ールドに新しい基本名を入力して「Ok」をクリックします。その時点以降のすべてのラウドネ

ス ログファイルの名前には、新しい基本名が使用されます。 
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計測器メニューのオプション 

「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラウドネス モニター）計測器を構成する

のに、次のメニュー パラメーターが利用できます： 

 

図 10-23：「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラウドネス モニター）メニューのオプション 

 

表 10-4：「Analyzer - Loudness Monitor」（アナライザー - ラウドネス モニター）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Audio Assignment

（オーディオ割り当

て） 

システム コントロール - オーデ

ィオ割り当てダイアログを開く 

このコントロールを使って、オーディオ割り当てダイ

アログを開いて、オーディオ モードを選択し、ラウド

ネス入力チャンネルまたは Dolby Eプログラムを必要

に応じて割り当てる。詳しくは、260ページの表「ラ
ウドネス モニタリングのためのオーディオ割り当てモ
ード」を参照。 
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項目 オプション 説明 

オーディオ メーターのバリスティックスとスケールの設定 

Ballistics（バリステ

ィックス） 

PPM Type I（デフォルト） 

PPM Type II 
Vu 
VuFr 
Fast 

オーディオ メーターに必要なピーク プログラム メー

ター（PPM）バリスティック応答性の設定を設定す

る。 

 

「PPM Type I」は、ドイツ放送局が通常使用する IEC 

60268-10タイプ I PPMスタイルのオーディオ メータ

ーのパフォーマンスをエミュレートする。 

「PPM Type II」は、英国放送局が通常使用する IEC 

60268-10タイプ II PPMスタイルのオーディオ メータ

ーのパフォーマンスをエミュレートする。 

「Vu」は、米国とオーストラリアの放送局が通常使用

する IEC 60268-17タイプ I PPMスタイルのオーディ

オ メーターのパフォーマンスをエミュレートする。 

「VuFr」は、フランス放送局が通常使用する ITU-R勧

告 BS.645スタイルのオーディオ メーターのパフォー

マンスをエミュレートする。 

「Fast」は、瞬間的なアタックのバリスティックスを

表示する。 

注：バリスティックス オプションは、ユニットのオー

ディオ メーターすべてに適用されるグローバル設定。 

PPM Scale Type

（PPMスケールタイ

プ） 

dBFS（デフォルト） 

dBu - 18dBFS 
dBu - 20dBFS 
BBC 
DIN45406 
Nordic N9 

お使いの標準オペレーティング モデルに従って、ラウ

ドネス オーディオ メーターに望ましいスケールを設定

する。それに応じて、表示される目盛線とオーディオ 

レベルは、選択したスケールを反映するように変わ

る。 

注：PPMスケールタイプは、ラウドネス モニターの

オーディオ メーターにのみ適用される。「Audio 

Meters」（オーディオ メーター）計測器には、それ自

体のスケールタイプ設定がある。 

ラウドネス設定 

Loudness Standard

（ラウドネス規格） 
EBU LUFS（デフォルト） 

EBU LU 
ITU LKFS 
ITU LU 

お使いのオーディオ トラックまたはプログラムのラウ

ドネス モニタリングに適切なラウドネス規格を選択す

る。 

ITU規格と EBU規格との切り替えは、カスタマイズし

た設定を失わずに行うことができる。 

Loudness Scale（ラ

ウドネス スケール） 

+9 Scale（デフォルト） 

+18 Scale 

EBU Tech 3341-2016では、+9および+18のスケール

が定義され、ITUで採用されてきた。  

 

EBUのスケール範囲は次の通り： 

+9 Scale：−18.0 LU～+9.0 LU（−41.0 LUFS～−14.0 

LUFS） 

+18 Scale：−36.0 LU～+18.0 LU（−59.0 LUFS～−5.0 

LUFS） 

 

ITUのスケール範囲は次の通り： 

+9 Scale：−18.0 LU～+9.0 LU（−42.0 LUFS～−15.0 

LUFS） 

+18 Scale：−36.0 LU～+18.0 LU（−60.0 LUFS～−6.0 

LUFS） 

上記スケールの比較については、図 10-24を参照。 

ラウドネス履歴グラフの設定 
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項目 オプション 説明 

Graph Period（グラ

フ期間） 

1 minute（1分）（デフォルト） 

2 minutes（2分） 

5 minutes（5分） 

10 minutes（10分） 

履歴グラフがラウドネス データを表示する期間を定義

する。横の時間スケールは選択した期間に合わせて自

動調整される。 

Graph Momentary

（グラフ モーメンタ

リ） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、ユニットは、ラウドネス履歴

グラフにモーメンタリ ラウドネスの軌跡をプロットす

る。希望する場合には、モーメンタリ ラウドネスの軌

跡の表示をオフにすることができる。モーメンタリ ラ

ウドネス メーターが無効化されているときでも、モー

メンタリ グラフを表示することができる。 

Graph Short Term

（グラフ ショートタ

ーム） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、ユニットは、ラウドネス履歴

グラフにショートターム ラウドネスの軌跡をプロット

する。希望する場合には、ショートターム ラウドネス

の軌跡の表示をオフにすることができる。ショートタ

ーム ラウドネス メーターが無効化されているときで

も、ショートターム グラフを表示することができる。 

Graph Integrated

（グラフ インテグレ

ーテッド） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、ユニットは、ラウドネス履歴

グラフにインテグレーテッド ラウドネスの軌跡をプロ

ットする。希望する場合には、インテグレーテッド ラ

ウドネスの軌跡の表示をオフにすることができる。イ

ンテグレーテッド ラウドネス メーターが無効化されて

いるときでも、インテグレーテッド グラフを表示する

ことができる。 

Graph Fixed Period

（グラフ固定期間） 
Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、x軸は「Graph Period」（グ

ラフ期間）オプションで設定される固定値に設定さ

れ、ダイナミックに変化しない。 

無効化されているとき、x軸のスケールは 2分（120

秒）の最長期間までダイナミックで、その後固定され

る。 

Graph Graticules

（グラフ目盛線） 
Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

Enabled（有効化）  

有効化されているとき、グラフの背景にグリッド線が

表示される。 

ラウドネス メーターの動作 

Momentary Meter

（モーメンタリ メー

ター） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

無効化されているとき、ラウドネス モニターはモーメ

ンタリ ラウドネス値やエラーを表示しないが、それで

もデータはラウドネス ログに記録される。 

Short Term Meter

（ショートターム メ

ーター） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

無効化されているとき、ラウドネス モニターはショー

トターム ラウドネス値やエラーを表示しないが、それ

でもデータはラウドネス ログに記録される。 

Integrated Meter（イ

ンテグレーテッド メ

ーター） 

Enabled（有効化）（デフォル

ト） 

Disabled（無効化） 

無効化されているとき、ラウドネス モニターはインテ

グレーテッド ラウドネス値やエラーを表示しないが、

それでもデータはラウドネス ログに記録される。 

ラウドネス ターゲット、許容差およびアラーム 

Momentary Target

（モーメンタリ ター

ゲット） 

範囲：− 41～−14 

デフォルト：−23 

モニタリングするトラックまたはプログラムについて

最大許容可能なモーメンタリ ラウドネス レベルを設定

する。これはメーターと信号の緑色の部分を表す。 

Momentary 

Tolerance（モーメン

タリ許容差） 

範囲：0.0～10.0 

デフォルト：0.5 

0.0より上の値に設定すると、モーメンタリ許容差はモ

ーメンタリ ラウドネス メーターの黄色の背景として表

示される。モニタリングされるモーメンタリ ラウドネ

スが許容差以内にある場合、レベルの色が黄色に変わ
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項目 オプション 説明 

る。許容差レベルは、測定誤差を受け入れるための許

容可能な緩衝帯となる。 

モーメンタリ許容差が 0.0に設定される場合、許容差

／ターゲット機能は無効になるので、メーターの背景

は完全に緑色になり、表示される誤差はなくなる。 

Short Term Target

（ショートターム タ

ーゲット） 

範囲：− 41～−14 

デフォルト：−23 

モニタリングするトラックまたはプログラムについて

最大許容可能なショートターム ラウドネス レベルを設

定する。これはメーターと信号の緑色の部分を表す。 

Short Term 

Tolerance（ショート

ターム許容差） 

範囲：0.0～10.0 

デフォルト：0.5 

0.0より上の値に設定すると、ショートターム許容差は

ショートターム ラウドネス メーターの黄色の背景とし

て表示される。モニタリングされるショートターム ラ

ウドネスが許容差以内にある場合、レベルの色が黄色

に変わる。 

許容差レベルは、測定誤差を受け入れるための許容可

能な緩衝帯となる。 

ショートターム許容差が 0.0に設定される場合、許容

差／ターゲット機能は無効になるので、メーターの背

景は完全に緑色になり、表示される誤差はなくなる。 

Integrated Target

（インテグレーテッ

ド ターゲット） 

範囲：− 41～−14 

デフォルト：−23 

モニタリングするトラックまたはプログラムについて

最大許容可能なインテグレーテッド ラウドネス レベル

を設定する。これはメーターと信号の緑色の部分を表

す。 

Integrated Tolerance

（インテグレーテッ

ド許容差） 

範囲：0.0～10.0 

デフォルト：0.5 

0.0より上の値に設定すると、インテグレーテッド許容

差はインテグレーテッド ラウドネス メーターの黄色の

背景として表示される。モニタリングされるインテグ

レーテッド ラウドネスが許容差以内にある場合、レベ

ルの色が黄色に変わる。 

許容差レベルは、測定誤差を受け入れるための許容可

能な緩衝帯となる。 

True Peak Alarm

（トゥルー ピーク 

アラーム） 

範囲：0～−99 

デフォルト：0 

ラウドネスのトゥルー ピークについてユニットがエラ

ーとする閾値を設定する。 

リセット コントロール 

Reset True Peak 

Value（トゥルー ピ

ーク値をリセット） 

システム コントロール リセットの時点の現在のトゥルー ピーク値にリセット

する。 

Reset Loudness 

Monitoring（ラウド

ネス モニタリングを

リセット） 

システム コントロール ラウドネス履歴グラフとラウドネス ログの両方をリセ

ットする。ラウドネス モニタリング セッションは時間

ゼロから再開する。 

Reset Errors（エラ

ーをリセット） 

システム コントロール アクティブなラウドネス メーターからすべてのエラー

数をゼロにリセットする。このコントロールはラウド

ネス ログをリセットしない。 

ラウドネス ログの設定 

Log Duration（ログ

継続期間） 

5 minutes（5分） 

15 minutes（15分） 

30 minutes（30分）（デフォル

ト） 

1 hour（1時間） 

2 hours（2時間） 

3 hours（3時間） 

6 hours（6時間） 

各ラウドネス ログファイルの継続期間を設定する。モ

ニタリング セッション中にログ継続期間が経過する

と、ユニットはログファイルを現在の日時スタンプを

付けてレポジトリに保存する。 
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項目 オプション 説明 

12 hours（12時間） 

24 hours（24時間） 

Log Lifetime（ログ有

効期間） 

1 day（1日）  

7 days（7日）（デフォルト） 

14 days（14日） 

30 days（30日） 

ラウドネス ログファイルをユニットのレポジトリに入

れておく保持期間を設定する。ログ有効期間が経過し

たら、ユニットはログファイルを削除してレポジトリ

のスペースを空ける。 

Rename File...（フ

ァイルの名前を変更

…） 

システム コントロール - ファイ

ル名前変更ダイアログを開く 

このコントロールは、ラウドネス ログファイルの基本

名を loudness から別の文字列に変更するときに使

う。 

 

 

図 10-24：モーメンタリ メーターのラウドネス標準スケール&すべてのメーターのデフォルトのターゲット／許容差設定 
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Analyzer - Dolby Metadata（アナ

ライザー - ドルビー メタデータ）  

 

必要なオプション： PHQXO-DOLBY 

 

概説 

「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）計測器は、選択したオ

ーディオ ストリームに存在する Dolby E™メタデータを表示します。SDIまたは 2022-6の放送

チェーンのすべてのステージにおけるオーディオ信号の Dolby Eパケットの正確なタイミング

をチェックすることもできます。Dolby Eが正確に作成されて、ルーター、スイッチ、衛星リン

クなどのネットワーク機器に影響を受けずに放送チェーンを透過して転送されるかどうかをチ

ェックすることができます。 

Dolby®オーディオのモニタリングは、オプションの SDI、IP 2022-6または IP 2110の入力エン

ベデッド オーディオ ペア／チャンネルか、AES入力のいずれかから行うかを選ぶことができま

す。 

 

図 10-25：「Analyzer - Dolby Metadata E」（アナライザー - ドルビー メタデータ E）計測器 

（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

  

ドルビー ビットストリーム

のソース ペア／チャンネル Dolby Eライン番号（絶対値または理

想に対する相対値） 

汎用ドルビー メタデータ 

各ソース信号のドル

ビー開始ゲイン値／

終了ゲイン値（表示

／非表示） 

Dolby Eプログラム 2

（クリックすると展開） 

Dolby Eプ

ログラム 1

のプログラ

ム従属メタ

データ（ク

リックする

と折りたた

まれる） 
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図 10-26：「Analyzer - Dolby Metadata E」（アナライザー - ドルビーメタデータ E）計測器（IP 2110 ブートモード） 

 

ウィンドウの右上に表示される Dolby Eライン番号（オプションの SDIおよび IP 2022-6ブート

モード）は、次のように異なる色で表示されることがあります： 

• 白：理想範囲内のライン番号 

• 黄：許容範囲内のライン番号 

• 赤：ドルビー開始ラインの許容範囲外のライン番号 

詳しくは、ドルビー参考資料をご覧ください。 

Dolby Eおよび Dolby ED2デジタル オーディオ標準は、サンプルレート 48 kHzの SMPTE 

337M AES搬送波でオーディオ データとして伝送することができます。これらの標準はモノ、

ステレオ、Dolby 5.1および Dolby 7.1のオーディオ プログラムを伝送するために使用すること

ができます。 

  

ドルビー ビットストリームの

ソース ペア／チャンネル 

汎用ドルビー メタデータ 

各ソース信号のドル

ビー開始ゲイン値／

終了ゲイン値（表示

／非表示） 

Dolby Eプロ

グラム 1の

プログラム

従属メタデ

ータ（クリ

ックすると

折りたたま

れる） 



 

 PHABRIX QxLユーザー マニュアル 277ページ 

 

図 10-27：「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器、「Dolby Decoder」（ドルビー デコーダー）計測器 

および「Dolby Metadata」（ドルビー メタデータ）計測器（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

ドルビー メタデータについて 

Dolby Eは、メタデータをオーディオ ビットストリームと一緒に搬送するオーディオ技術で

す。メタデータは符号化されたオーディオを記述し、ダウンストリームのエンコーダーとデコ

ーダーを制御するための情報を含みます。符号化されたオーディオとメタデータは、通常、標

準デジタル オーディオ チャンネルのペア（例えば、AES3）のビットストリームとして一緒に

伝送されます。 

Dolby Eは、伝送用エンコーダーに必要なメタデータ パラメーターを含みます。メタデータは

プログラム作成中やマスタリング中に追加してから、放送伝送により搬送することができま

す。 

Dolby E 

Dolby Eは、Dolby Laboratories社が開発した制作用のオーディオ符号化・復号化技術で、プラ

イマリ プログラム（プログラム 1）とオプションの補助プログラムに最大 8つのオーディオ チ

ャンネル（モノ、ステレオ、5.1または 7.1）を使用することができます。これら 8つのチャン

ネルは、互換機同士で転送し、オーディオ トラックの標準ステレオペアに格納することのでき

るデジタルストリームに圧縮されます（低損失）。 

このフォーマットはビデオ フレームに基づいており、切り替え、更なる処理および／または圧

縮が可能です。 

Dolby ED2 

Dolby ED2は Dolby Eの拡張版で、将来のオーディオ技術を見越して設計されており、Dolby E

とは後方互換性があります。 

  

Dolby Eペア（3＆4）、Dolby D+ペア（5＆

6）、および Dolby Dペア（7＆8）を示すオ

ーディオ メーターのソース オーディオ 

G2P 2上の Dolby Eのドルビー デコーダー ダウンミッ

クス プログラムの成分 

（5.1：L1、R1、C、LFE、Ls、Rs、L2、R2、+2.0ダ

ウンミックス） 

選択したソースのメタデータ

で定義される最大 8つのうち

の 2つのドルビー ダウンミ

ックス プログラム（プログラ

ム 1＆プログラム 2の名前が

付けられる） 

ソース チャンネル 3

＆4のメタデータを

示す「ドルビー メタ

データ」計測器 
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計測器メニューのオプション 

 

図 10-28：「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）のオプション メニュー 

（SDI／IP 2022-6 ブートモード） 

 

図 10-29：「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）のオプション メニュー 

（IP 2110 ブートモード） 

次のメニュー オプションは、「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタ

データ）計測器の構成に利用できます： 

注：次のコントロールは、「Audio Meters」（オーディオ メーター）計測器で複製されます。

「Source」（ソース）の選択はドルビー デコーダーに影響するので、その結果として「Audio 

Meters」（オーディオ メーター）計測器にも影響します。 

表 10-5：「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Dolby Source（ドル

ビー ソース） 

（SDI および 

IP 2022-6 ブートモ

ード） 

Group 1：Pair 1（グループ 1：ペア 1） 

Group 1：Pair 2（グループ 1：ペア 2） 

Group 2：Pair 1（グループ 2：ペア 1） 

Group 2：Pair 2（グループ 2：ペア 2） 

Group 3：Pair 1（グループ 3：ペア 1） 

Group 3：Pair 2（グループ 3：ペア 2） 

Group 4：Pair 1（グループ 4：ペア 1） 

Group 4：Pair 2（グループ 4：ペア 2） 

Group 5：Pair 1（グループ 5：ペア 1） 

Group 5：Pair 2（グループ 5：ペア 2） 

Group 6：Pair 1（グループ 6：ペア 1） 

ドルビー ソースとして構成される各オー

ディオ ペアのソースを選択する。 
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Group 6：Pair 2（グループ 6：ペア 2） 

Group 7：Pair 1（グループ 7：ペア 1） 

Group 7：Pair 2（グループ 7：ペア 2） 

Group 8：Pair 1（グループ 8：ペア 1） 

Group 8：Pair 2（グループ 8：ペア 2） 

Dolby Source（ドル

ビー ソース） 

（IP 2110 ブートモ

ード） 

None（なし）  

Ch 1-2 
Ch 3-4 
Ch 5-6 
Ch 7-8 
Ch 9-10 
... 

Ch 31-32（オーディオ フローを 4x32 に設

定） 

Ch 63-64（オーディオ フローを 2x64 に設定 

Ch 79-80（オーディオ フローを 1x80 に設定 

ドルビー ソースとして構成される各オー

ディオ チャンネルペアのソースを選択す

る。 

Dolby Source（ドル

ビー ソース） 

（AESが Dolby 

Location（ドルビー 

ロケーション）とし

て選択された場合） 

None（なし） 

AES 1 
AES 2 
AES 3 
AES 4 

ドルビー ソースとして構成される各 AES

オーディオ入力のソースを選択する。 

Dolby Location（ド

ルビー ロケーショ

ン） 

（SDI および 

IP 2022-6 ブートモ

ード） 

Sub Image 1（サブ画像 1） 

Sub Image 2（サブ画像 2） 

Sub Image 3（サブ画像 3） 

Sub Image 4（サブ画像 4） 

AES 

ドルビー メタデータのロケーションとし

て適切なサブ画像または AES入力を選択

する。 

Dolby Location（ド

ルビー ロケーショ

ン） 

（IP 2110 ブートモ

ード） 

オーディオ フローを 1x80 チャンネルに設定

した場合： 

AUD1 
AES 
 

オーディオ フローを 2x64 チャンネルに設定

した場合： 

AUD1 
AUD2 
AES 
 

オーディオ フローを 4x32 チャンネルに設定

した場合： 

AUD1 
AUD2 
AUD3 
AUD4 
AES 

ドルビー メタデータのロケーションとし

て適切なフロー（2110-30か 2110-31）

または AES入力を選択する。 

Dolby Gain Values

（ドルビー ゲイン

値） 

Show（表示）（デフォルト） 

Hide（非表示） 

ドルビー チャンネルのそれぞれについ

て、「Metadata」（メタデータ）計測器

にドルビー ゲイン値を表示するかどうか

を選択する。 

Dolby E Line 

Number（Dolby Eラ

イン番号） 

（SDI および ST 

2022-6 ブートモー

ド） 

Absolute（絶対値）（デフォルト） 

Relative to Ideal（理想に対する相対値） 

Dolby Eタイミング ライン番号を、選択

した規格の理想に対する相対値として表

示するか、絶対ライン番号として表示す

るかを選択する。 
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Reset Errors（エラ

ーをリセット） 

コントロール エラーカウンターをゼロにリセットす

る。 

 
 
 

ドルビー プログラム メタデータの表示 

一般情報 

以下の表に、「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）計測器の

最初の 2行の一般セクションの一覧を示します。 

 

 
表 10-6：一般パラメーター 

 

パラメーター 表示される値 説明 

Frame Rate（フレームレ

ート）（fps） 

23.98、24、25、

29.97、30 

メタデータ ストリームを生成するデバイスがロック

されるビデオ リファレンス信号のフレームレート

を、秒あたりのフレーム数で示す。 

Original Rate（オリジナ

ルレート）（fps） 

23.98、24、25、

29.97、30 

オリジナル ソースのフレームレートを、秒あたりの

フレーム数で示す。 

Bit Depth（ビット深度） 16、20、24 Dolby Eフレームで使用されるワードあたりのビッ

ト数。 

Timecode（タイムコー

ド） 

hh:mm:ss:ff Dolby Eフレームに関連する SMPTEタイムコード

を次の形式で表示する： 

時間：分：秒：フレーム 

Config（構成） 5.1 + 2 
5.1 + 2 x 1 
4 + 4 
4 + 2 x 2 

など 

プログラム構成は、Dolby Eビットストリームのオ

ーディオ チャンネルのグルーピングを表示する。

個々のプログラムで最大 8チャンネルをまとめるこ

とができ、各プログラムにはそれ自体のメタデータ

が含まれる。詳しくは、「ドルビー メタデータ ガ
イド」を参照。 

Programs（プログラム） 1～8 ソース Dolby Eビットストリームのプログラム数を

表示する。プログラム数は、1つのプログラムから

1つの Dolby Eストリーム上の 8つのプログラムま

での範囲。各プログラムは個別で、Dolby Eストリ

ームにそれ自体のメタデータがある。 

Errors（エラー） エラー数 オーディオ セグメント、メタデータ セグメントお

よび同期／フレーミング セグメントで見つかった

CRCエラー数のカウント。 

この計測器のオプション メニューの「Reset 

Errors」（エラーをリセット）コントロールを使っ

て、ゼロにリセットすることができる。 

 

ドルビー ゲイン メタデータ 

「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）計測器の「Gain」（ゲ

イン）セクションに、Dolby Eプログラムの各チャンネルの開始ゲインと終了ゲインの設定が表

示されます。 

「Gain」（ゲイン）セクションは表示するか、またはプログラムのメタデータ パラメーターの

表示空間を広げるために非表示にするかを選ぶことができます。 
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ドルビー プログラム メタデータ 

プログラム メタデータは、ドルビー オーサリング プロセスの一部として作成されます。

「Analyzer - Dolby Metadata」（アナライザー - ドルビー メタデータ）計測器は、Dolby Eプ

ログラムから次のメタデータを表示します： 

 
表 10-7：ドルビー プログラム メタデータ - 表示されるパラメーター 

 

ドルビー メタデータの 

パラメーター 

表示されるオプション 説明 

列 1 のメタデータ 

Dialogue Level（対話レベ

ル） 

−1～−31 dB プレゼンテーション内の対話の長期的な平均レ

ベル。 

Center Downmix Level

（中央ダウンミックス レ

ベル） 

−3 dB 
−4.5 dB 
−6 dB 

レガシー ダウンミックス メタデータを使ってス

テレオ 2.0へのダウンミックス中に中央チャン

ネルに適用される重み係数。 

Surround Downmix Level

（サラウンド ダウンミッ

クス レベル） 

−3 dB 
−6 dB 
−999 dB 

レガシー ダウンミックス メタデータを使ってス

テレオ 2.0へのダウンミックス中にサラウンド 

チャンネルに適用される重み係数。 

Lo/Ro Center Downmix 

Level（Lo／Ro中央ダウ

ンミックス レベル） 

+3 dB、+1.5 dB、0.0 dB、−1.5 

dB、−3.0 dB、−4.5 dB、−6.0 

dB、−999 dB 

拡張メタデータを使って左専用／右専用

（Lo/Ro）ステレオ 2.0へのダウンミックス中に

中央チャンネルに適用される重み係数。 

Lo/Ro Surround Downmix 

Level（Lo／Roサラウン

ド ダウンミックス レベ

ル） 

−1.5 dB 
−3.0 dB 
−4.5 dB 
−6.0 dB 
−999 dB 

拡張メタデータを使って左専用／右専用

（Lo/Ro）ステレオ 2.0へのダウンミックス中に

サラウンド チャンネルに適用される重み係数。 

Lt/Rt Center Downmix 

Level（Lt／Rt中央ダウン

ミックス レベル） 

+3 dB、+1.5 dB、0.0 dB、−1.5 

dB、−3.0 dB、−4.5 dB、−6.0 

dB、−999 dB 

拡張メタデータを使って左トータル／右トータ

ル（Lt/Rt）ステレオ 2.0へのダウンミックス中

に中央チャンネルに適用される重み係数。 

Lt/Rt Surround Downmix 

Level（Lt／Rtサラウンド 

ダウンミックス レベル） 

−1.5 dB 
−3.0 dB 
−4.5 dB 
−6.0 dB 
−999 dB 

拡張メタデータを使って左トータル／右トータ

ル（Lt/Rt）ステレオ 2.0へのダウンミックス中

にサラウンド チャンネルに適用される重み係

数。 

Audio Production 

Information（オーディオ

制作情報） 

Yes（あり） 

No（なし） 

ビットストリームがプログラム作成時に使用さ

れるオーディオ制作環境に関する情報を含むか

どうかを示す。 

Lowpass Filter（ローパス 

フィルター） 

Enabled（有効化）／Disabled

（無効化） 

符号化の前にドルビー エンコーダーのメイン入

力チャンネルにローパス フィルターが適用され

るかどうかを示す。フィルターは符号化されな

い高周波数信号を除去する。適切なデータレー

トでは、このフィルターは 20 kHz超えると作動

する。いかなる場合も復号時のエイリアシング

を防止し、通常は有効化される。 

Surround Phase Shift（サ

ラウンド位相シフト） 

Enabled（有効化）／Disabled

（無効化） 

Lt/Rtステレオ 2.0ダウンミックスを行うとき

に、サラウンド チャンネル 90度位相シフト機

能が適用される。 

列 2 のメタデータ 

Channel Mode（チャンネ

ル モード） 

1+1 

1/0 Mono（1／0モノ） 

2/0 Stereo（2／0ステレオ） 

3/0 

プログラムのチャンネル構成を定義する。 
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ドルビー メタデータの 

パラメーター 

表示されるオプション 説明 

2/1 
3/1 
2/2 
3/2 

RF Mode Compression

（RFモード圧縮） 
Film Light（フィルム ライト） 

Film Standard（フィルム スタン

ダード） 

Music Light（音楽ライト） 

Music Standard（音楽スタンダー

ド） 

Speech（発話） 

None（なし） 

消費者およびプロ向けのデコーダー製品で使用

する操作モード／ダイナミック圧縮モード。 

Room Type（ルームタイ

プ） 

Not Indicated（指示なし） 

Large（大） 

Small（小） 

最終ミキシング セッション中に使用するイコラ

イゼーションを記述する。 

Dolby Surround Mode

（ドルビー サラウンド モ

ード） 

Not Dolby Surround（ドルビー サ

ラウンドなし） 

Dolby Surround（ドルビー サラウ

ンド） 

Not Indicated（指示なし） 

このパラメーターは、Dolby Surround（ドルビ

ーサラウンド）で符号化された情報がビットス

トリームに含まれているかどうかを識別するた

めに使用する。含まれていれば、Dolby Digital

（ドルビー デジタル）復号化の後、ビットスト

リームは Dolby Pro Logic（ドルビー プロ ロジ

ック）を使って復号化することができる。 

Dolby Surround Ex Mode

（ドルビー サラウンド

Exモード） 

Not Indicated（指示なし） 

Not Surround EX（サラウンド EX

なし） 

Surround EX（サラウンド EX） 

このパラメーターは、符号化されたオーディオ

が Surround EX™（サラウンド EX™）で符号化

された素材であることを識別するために使用す

る。 

Lfe Channel（Lfeチャン

ネル） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

LFEチャンネル パラメーターのステータスは、

ビットストリーム内に LFEチャンネルが存在す

るかどうかを Dolby Digitalエンコーダーに示

す。 

チャンネルモードが、LFEチャンネル パラメー

ターを設定できるかどうかを決定する。 

LFEチャンネルを追加するには、最低 3つのチ

ャンネルがなければならない。 

Copyright Bit（著作権ビ

ット） 

Yes（あり） 

No（なし） 

このパラメーターは、符号化された Dolby 

Digitalビットストリームが著作権の保護対象で

あるかどうかを示す。 

AD Converter Type（AD

コンバータータイプ） 

Standard（標準） 

HDCD 

特定の A／D変換ステージを通過したオーディ

オにそのようにマーキングして、デコーダーが

相補的な D／Aプロセスを適用できるようにす

る。 

Lfe Lowpass Filter（Lfe

ローパス フィルター） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

このパラメーターは、LFEチャンネルにローパ

スフィルターが適用されるかどうかを決定す

る。LFEチャンネルが無効化されている場合は

無視される。 

Dolby Headphone（ドル

ビー ヘッドフォン） 

Not Indicated（指示なし） 

Not Dolby Encoded（ドルビー符

号化なし） 

Dolby Encoded（ドルビー符号

化） 

Reserved（予備） 

プログラムの符号化がドルビー ヘッドフォン対

応になっているかどうかを示す。 

列 3 のメタデータ 
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ドルビー メタデータの 

パラメーター 

表示されるオプション 説明 

Bitstream Mode（ビット

ストリーム モード） 

Complete Main 
Main M&E 
Assc Visual Imp 
Assc Hear Imp 
Assc Dialogue 
Assc Commentary 
Assc Emergency 
Assc Voice Over 
Main Sv Karaoke 

ビットストリームが含むオーディオ サービスの

タイプを示す。「Complete Main」は、標準操

作モードで、対話、音楽および効果などの完全

なオーディオプログラムを含む。関連サービス

もビットストリームに含めることができる。 

Line Mode  

Compression（ライン モ

ード圧縮） 

Film Light（フィルム ライト） 

Film Standard（フィルム スタン

ダード） 

Music Light（音楽ライト） 

Music Standard（音楽スタンダー

ド） 

Speech（発話） 

None（なし） 

マスタリング プロセス中にどのダイナミック レ

ンジ制御プロファイルが選択されたかを示す。 

Mixing Level（ミキシング 

レベル） 

1 dB刻みで 80 dB～111 dB スタジオまたはダビングステージの最終ミキシ

ング セッション中に使用されるピーク音圧レベ

ル（SPL）を示す。 

Preferred Stereo Down 

Mix（優先ステレオ ダウ

ンミックス） 

Not Indicated（指示なし） 

Lt/Rt Downmix preferred（Lt／Rt

ダウンミックス優先） 

Lo/Ro Downmix preferred（Lo／

Roダウンミックス優先） 

Reserved（予備） 

このパラメーターで、制作者はステレオ出力を

もつ消費者用デコーダーで Lt/Rtか Lo/Roいずれ

かのダウンミックスを選択することができる。

消費者用受信機はこの選択を無効にすることが

できるが、このパラメーターは 5.1チャンネル 

サウンドトラックがユーザーの介入なしで

Lo/Roモードで再生される機会を提供する。こ

れは音楽素材ではとても便利である。 

Data Rate（データレー

ト） 

32 kbps、40 kbps、56 kbps、64 

kbps、80 kbps、96 kbps、112 

kbps、128 kbps、160 kbps、192 

kbps、224 kbps、256 kbps、320 

kbps、384 kbps、448 kbps、512 

kbps、576 kbps、640 kbps 

指定プログラムに関連して伝送されるビットス

トリームを符号化するために使用するべきデー

タレートを示す。 

RF Over-modulation 

Protection（RF過変調保

護） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

セットトップボックス デコーダーで RF過変調

を防止するために、過負荷保護アルゴリズムで

RFプリエンファシス フィルターを使用するか

どうかを決定する。通常は無効化されている

が、有効化した場合、黄色フォントで表示され

る。 

Original Bitstream（オリ

ジナル ビットストリー

ム） 

Yes（イエス） 

No（ノー） 

ビットストリームがマスター バージョン（イエ

ス）かコピー（ノー）かを示すために、ドルビ

ー ビットストリームに 1ビットの値を設定す

る。 

DC Filter:（DCフィルタ

ー：） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

このパラメーターは、オーディオ エンコーダー

のメイン入力チャンネルに DCブロック 3 Hzハ

イパス フィルターを適用するかどうかを決定す

る。 

Surround 3dB Attenuation

（サラウンド 3dB減衰） 
Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

このパラメーターは、符号化する前にサラウン

ド チャンネルを 3 dB分減衰するかどうかを決

定する。 

減衰は、実際には、Dolby Audio（ドルビー オー

ディオ）エンコーダー内で起こる。 
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表 10-8：ドルビー プログラム構成の設定 

 

ドルビー プログラム プログラム数 チャンネル数 プログラム構成 

0 2 8 5.1+2 

1 3 8 5.1+2x1 

2 2 8 4+4 

3 3 8 4+2+2 

4 4 8 4+2+2x1 

5 5 8 4+4x1 

6 4 8 2+2+2+2 

7 5 8 2+2+2+2x1 

8 6 8 2+2+4x1 

9 7 8 2+5x1 

10 8 8 6x1 

11 1 6 5.1 

12 2 6 4+2 

13 3 6 4+2x1 

14 3 6 2+2+2 

15 4 6 2+2+2x1 

16 5 6 2+2x4 

17 6 6 6x1 

18 1 4 4 

19 2 4 2+2 

20 3 4 2+2x1 

21 4 4 4x1 

22 1 8 7.1 

23 1 8 7.1 
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11 

データ分析計測器 

この章では、データ分析計測器のセットについて説明します。この章は、次の節から構成され

ます： 

• Analyzer - Dataview（アナライザー - データビュー） 

• Analyzer - Ancillary Status（アナライザー - 補助データ ステータス） 

• Analyzer - Ancillary Inspector（アナライザー - 補助データ インスペクター） 
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Analyzer - Dataview（アナライ

ザー - データビュー）  

 

概説 

「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計測器は、1.5G HD-SDI、3G-SDI、

6G-SDI、12G-SDI（工場実装オプション）または ST 2022-6であるかどうかに関係なく、信号

に存在する生データを表示します。データは 16進数、10進数または 2進数フォーマットで観測

することができ、各データワードはサンプルとラインの座標をもちます。計測器は有効なビデ

オ、TRSワードおよびブランキング情報を完備したビデオフレーム全体を表示します。ウィン

ドウサイズを切り替えると、表示されるデータの量が変化します。6G-SDIおよび 12G-SDIのビ

デオ標準では、同期ビット訂正の事前処理が実行されます。 

注：「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計測器は、現在 IP 2110ブートモ

ードでは IPデータ フローの分析には利用できません。 

 

図 11-1：「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計測器 

データはテキストと背景とも、次のように色分けして提示されます： 

• 前景の色はビデオ サンプルのタイプを示します：Y（白）、Cb（青）、Cr（赤） 

• 背景の色はデータタイプを示します：TRSワード（青）、ブランキング（黒）、アクティ

ブ ピクチャー（緑） 
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データビュー ウィンドウは、「Cursor」（カーソル）ツ

ールのサンプルとラインを選択するか、ナビゲート キー

パッド（右に図示）を使って、素早くナビゲートするこ

とができます。 

どちらのツールも「Waveform」（波形）計測器と

「Picture」（ピクチャー）計測器で有効になっている

「Picture Cursor」（ピクチャー カーソル）にダイナミッ

クにリンクしています。 

「Cursor」（カーソル）ツールは、対応するアクティブ 

ピクチャーのライン値とピクセル値を与えるのと同時

に、データビューを移動するためのラインとサンプルの

移動スライダーを備えます。 

ナビゲート キーパッドで希望の座標を入力することがで

き、また、次のキー位置に素早く移動するためのボタン

があります。最初と最後のサンプルまたはライン、有効

映像期間の終わり（EAV）と有効映像期間の始まり

（SAV）、TRSワード、最左、最右、最上、最下のアク

ティブ ピクチャー（AP）の位置 

 

図 11-2：データビューのナビゲート キーパッド 

 

計測器メニューのオプション 

次の右クリックサブメニュー オプションが利用できます： 

• Cursor > Source > Line > [1から現在の規格のライン総数まで] 

• Cursor > Source > Sample > [1から現在の規格のライン総数まで] 

• Cursor > Source > Sub Image > [Sub Image 1（サブ画像 1）、Sub Image 2（サブ画像

2）、Sub Image 3（サブ画像 3）、Sub Image 4（サブ画像 4）]（規格に従属） 

• Navigate > [ナビゲーション キーパッドの呼び出し] 

• Base > [hex（16進数）、decimal（10進数）、binary（2進数）] 

6G-SDIおよび 12G-SDIのビデオ標準では、同期ビットを削除する前または同期ビットを削除し

た後に、データストリームを見るオプションがあります。 

• Sync Bit Removal > [Enabled（有効化）、Disabled（無効化）] 

「Sync Bit Removal」（同期ビット削除）を有効化すると、対象ビットが同期ビットを挿入する

前に持っていた元の値に戻ります。この復帰を TRSワードと ADFワードで観測することがで

きます。 

注：この機能は 6G-SDIおよび 12G-SDIのビデオ標準にしか適用されず、同期ビットの挿入は

SMPTE規格で定義されます。同期ビットを含まない信号は影響を受けません。 

グリッドのデータセルの上にカーソルを置くと、図 11-3のようにユニットがツールチップを表

示します。 
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図 11-3：カーソル ツールチップを示す「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計測器 

データビュー ツールチップに表示される座標は、サンプル番号とライン番号のペアを（サンプ

ル番号、ライン番号）の形式で定義します。ツールチップは、マウスポインターが置かれる各

セルの追加情報も表示します。それが Y成分、Cb成分、Cr成分またはアルファ成分か、などで

す。これはカーソル下のデータセルの内容を定義します。 

強調表示されるセル（ライトグレーの背景）は、1つのピクセルの定義に寄与するサンプルで

す。さらに、「Picture」（ピクチャー）計測器のカーソル機能を使ってその特定のピクセルの

正確な位置を示すことができます。「Picture」（ピクチャー）ウィンドウで左クリックする

か、「Picture」（ピクチャー）計測器のオプション メニューでピクセルの座標を指定します。

あるいは、「Dataview」（データビュー）計測器の「Cusor」（カーソル）定義サブメニュー

を使ってライン番号とサンプル番号を指定することもできます。これらのカーソル機能は、

（ライン番号、サンプル番号）ペアをアクティブ ピクチャーの（ライン番号、ピクセル番号）

ペアにマッピングします。 

 

図 11-4：「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計測器 - 「Cursor」（カーソル）サブメニュー 
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Analyzer - Ancillary Status（ア

ナライザー - 補助データ ステー

タス） 
 

 

概説 

「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス）計測器は、信号に存

在する補助データを分析する高度なリアルタイム表示を提供します。UHDTVはこのデータ搬送

に新しいルールセットをもち、クリアなグラフィカル表示にするには確実に準拠する必要があ

ります。色分けされた信号状態（存在、紛失、エラー）がすべて提示されます。計測器のサイ

ズを変更すると、追加データが表示されます。 

連結表示のオプションの他、補助データの個別の「Grid」（グリッド）または「List」（リス

ト）表示用のタブが設けられています。 

 

図 11-5：「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス） 

「Grid」（グリッド）表示は、補助データに存在するパケットの高次の一覧です。 

「List View」（リスト表示）タブでは、見出しを展開して、発見された補助データ パケットの

詳細なドリルダウンを可能にし、プレゼンス、チェックサム、パリティ、およびデータブロッ

ク番号（DBN）に関する情報を提供します。このウィンドウで、「Analyzer - Ancillary 

Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）で分析するためのパケットを選択す

ることができます。 

次のような表示データの色分けにより、さらに健全性情報も一目で分かります： 

• 白 - ANCパケットが存在し正確であることを示します。 

• 赤 - ANCパケットが存在するがエラー状態であることを示します。 

• 黄 - ANCパケットが存在し正しいが、以前にエラーがあったことを示します。 
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計測器メニューのオプション 

 

図 11-6：「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス）メニューのオプション 

すべての画面からアクセスできる「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ 

ステータス）計測器のサブメニューから、補助データ ステータス分析のリセット、選択したパ

ケットの検査、および構成オプションの設定は次のように行うことができます： 

 
表 11-1：「Analyzer - Ancillary Status」（アナライザー - 補助データ ステータス）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Reset（リセット） 無 補助データのステータス分析のリセットを選択する

（すべての画面でアクセス可能）。 

View（表示） Tab View（タブ表示） 

Combined（連結） 

連結表示では、以下の画面に表示されているように、

上に高次の一覧グリッドと、下に展開可能なリスト表

示の両方を、すべて 1つのウィンドウに表示する。 

Filter（フィルター） None（なし） 

補助データ パケット タイプ 

「Grid」（グリッド）から別のパケットタイプを選択

するだけで、フィルタリングする補助データ パケット

のタイプを変更する。  

利用できる補助データ識別子のリストに関する以下の

表を参照。 

Inspect（検査） アナライザーで選択したパケッ

ト 

注：パケットタイプが「List」（リスト）画面で選択さ

れていない場合、「Inspect...」（検査...）オプション

は利用できない。 

 

リストからパケットを選択した後、補助データの検査

を開始することができる。補助データ IDのリストにつ

いては、未解決のクロスリファレンスを参照。 

ANC検査について詳しくは、293ページの「Analyzer 

- Ancillary Inspector（アナライザー - 補助データ イン
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項目 オプション 説明 

スペクター）」の節を参照。 

「Inspect...」（検査）を選択すると、「Analyzer - 

Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ イ

ンスペクター）計測器に検査リクエストが送られる。

「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補

助データ インスペクター）が現在開いていない場合

は、リクエストによって計測器を開く。検査リクエス

トは「Inspector」（インスペクター）計測器の

「Identifier」（識別子）フィールドにロードされ、ト

リガー設定に応じて、次のように反応する： 

「None」（なし） - リクエストがロードされるが、反

応なし 

「Single Shot」（単発） - ANCインスペクターがパ

ケットタイプを検索し、一致するパケットが検出され

たら結果を表示する（その後トリガーは「None」（な

し）に戻される） 

「Continuous」（連続） - ANCインスペクターは選

択されたパケットタイプを連続的に検索し、一致する

パケットタイプが検出される度に表示結果を更新す

る。 

 

 

表 11-2：補助データ ステータスのグリッド識別子のリスト 

 

補助データ ステータスのグリッド識別子 説明 

S353 MPEG Recoding MPEG-2レコーディング情報 

S305 SDTI 有効なフレームスペースで SDTI伝送 

S348 HD SDTI 有効なフレームスペースで HD-SDTI伝送 

S427 Link Encryption 1.5 Gb/s シリアル デジタル インターフェースのリンク暗号化 

S352 Payload ID ペイロード識別情報、HANCスペース 

S4S2016-3 AFD AFDと棒グラフデータ 

S2016-4 PAN パンスキャンデータ 

S2010 ANSI/SCTE ANSI/SCTE 104メッセージ 

S2031 DVB/SCTE DVB/SCTE VBIデータ 

S2056 MPEG TS VANCの MPEG TSパケット 

S2068 3D Packing 3D映像フレーム準拠のパッキングとシグナリング 

S2064 Lip Sync ST 2064-1または ST 2064-2で規定されるリップシンクデータ 

ITU-RBT.1685 補助データ パケットで伝達される局間制御データの構造 

OP47 Caption OP47/RDD8 サブタイトル表示位置パケット（SDP） 

OP47 VBI/WST VANCマルチパケットの VBIおよび／または WSTデータの

OP47/RDD8トランスポート 

ARIB-TR-B29 放送チェーンでオーディオ・ビデオ信号のエラーをモニタリン

グするためのメタデータ 

RDD18 Metadata ビデオカメラ メタデータの取得メタデータセット 

RP214 KLV Metadata KLV符号化メタデータ転送 

RP223 UMID/ID SMPTE 291M補助データ パケットへの UMIDおよびプログラ

ム識別ラベルデータのパッキング 

S2020 Audio 圧縮オーディオ メタデータ 
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補助データ ステータスのグリッド識別子 説明 

S2051 Two Frame HANCの 2フレーム マーカー 

RDD8 WSS ワイドスクリーン シグナリング データ 

RP215 Film Codes VANCスペースのフィルムコード 

S12M-2 V-TCode 補助データ タイムコード 

EIA-708 Caption VANCスペースへの S334-1 EIA 708Bデータマッピング 

EIA-608 Caption VANCスペースへの S334-1 EIA 608データマッピング 

RP207 Program VANCスペースでのプログラム記述 

S334-1 Data VANCスペースでのデータ放送（DTV） 

RP208 VBI Data VANCスペースの VBIデータ 

Mark Deleted S291 - 削除マークの付いたパケット 

S299-2 3G Audio HANCスペースのオーディオデータ（3G） 

S299-1 HD Audio HANCスペースのオーディオデータ（HDTV） 

S272 SD Audio HANCスペースのオーディオデータ（SDTV） 

S315 Camera Pos カメラ位置（HANCまたは VANCスペース） 

RP165 EDH エラー検出と処理（HANCスペース） 

S12-3 HFR TCode 高フレームレート信号のタイムコード 

S2103 Generic Time 総称時ラベル 

S2108-1 HDR/WCG 拡張 HDR/WCG 

 

各ステータス グリッド識別子のツールチップについては、識別子の上にマウスカーソルを置き

ます。 
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Analyzer - Ancillary Inspector

（アナライザー - 補助データ イ

ンスペクター） 
 

 

概説 

「Ancillary（ANC） Inspector」（補助データ（ANC）インスペクター）は、分析する信号を

モニタリングして、受信データで選択した補助データ パケットの内容を表示します。 

 

図 11-7：「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）計測器 

（SDI および IP 2022-6 ブートモード） 

 

図 11-8：「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）計測器 

（IP 2110 ブートモード） 

ウィンドウには、発見したパケットの位置と発見した時刻がともに表示されます。 

ウィンドウの下部には、16進数形式でパケットが表示され、個々のヘッダーワード（グレーの

背景）、データワード（黒の背景）、チェックサム（青の背景）が含まれます。各ヘッダーワ

ードの上にマウスカーソルを置くと、詳細が表示されます。 
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計測器メニューのオプション 

 

図 11-9：「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）のオプション メニュー 

（SDI ブートモード） 

 

図 11-10：「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）のオプション メニュー 

（IP 2110 ブートモード） 

次のメニュー オプションは、「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ 

インスペクター）計測器の構成に利用できます： 

 
表 11-3：「Analyzer - Ancillary Inspector」（アナライザー - 補助データ インスペクター）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Trigger（トリガー） None（なし） 

Single Shot（単発） 

Continuous（連続） 

トリガーを設定すると、検索パラメーターとぴったり一

致する補助データが検出されるときに ANCインスペク

ターがトリガーされて、検査結果をウィンドウの下部に

表示する。 

一致するパケットの検出後、「Trigger」（トリガー）

が「Single Shot」（単発）に設定されているとき、検

査結果は結果表示領域に表示されたままで、トリガー状

態が「None」（なし）に戻る。「Trigger」（トリガ

ー）が「Continuous」（連続）に設定されている場

合、検出が成功した後も現在の状態のままで、次の検出

成功の結果でディスプレイを更新し続ける。 

Identifier（識別子） None（なし） 

補助データ パケットタイプ 

識別子パラメーターを、見つけたい補助データ パケッ

トタイプに設定する。補助データ識別子のリストについ
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項目 オプション 説明 

ては、289ページの「Analyzer - Ancillary Status（アナ
ライザー - 補助データ ステータス）」の節を参照。 

Sub Image（サブ画

像） 

Any（任意）  

Sub Image 1（サブ画像 1） 

Sub Image 2（サブ画像 2） 

Sub Image 3（サブ画像 3） 

Sub Image 4（サブ画像 4） 

Sub Ima… Link B（サブ画像…

リンク B） 

Sub Ima… Link B（サブ画像…

リンク B） 

Sub Ima… Link B（サブ画像…

リンク B） 

Sub Ima… Link B（サブ画像…

リンク B） 

データ検索で使用する追加の ANC検査パラメーター。 

注：SDIブートモードでのみ利用可能。 

Lines（ライン） Any（任意） 

Inside Range（範囲内） 

Outside Range（範囲外） 

データ検索で使用する追加の ANC検査パラメーター。 

 

HANC/VANC Both（両方） 

HANC 
VANC 

データ検索で使用する追加の ANC検査パラメーター。 

注：SDIブートモードでのみ利用可能。 

Y-Pos/C-Pos Both（両方） 

Y-Pos 
C-Pos 

データ検索で使用する追加の ANC検査パラメーター。 

 

Trigger only on 

Errors（エラー時の

みトリガー） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、次のいずれかを有効化または無

効化する選択をすることができる： 

チェックサム エラー 

DBNエラー 

パリティ エラー 

ANCギャップ エラー 

注：IP2110ブートモードでは、チェックサム エラーと

パリティ エラーのみが検出される。 

 

ANCインスペクターのサブメニューで「Identifier」（識別子）パラメーターを設定すると、見

つけたい補助データ パケットタイプを検索することができます。 

• Identifier > 利用できる次の識別子から選択します： 

表 11-4：利用できる補助データ識別子のリスト 

Any Custom S353 MPEG Recoding 
VANC Space 

S353 MPEG Recoding 
HANC Space 

S305 SDTI 

S348 HD-SDTI S427 Link Encryption 
Message 1 

S427 Link Encryption 
Message 2 

S427 Link Encryption 
Metadata 

S352 Payload ID 

S2016-3 AFD S2016-4 PAN S2010 ANSI/SCTE S2031 DVB/SCTE S2056 MPEG TS 

S2068 3D Packing S2064 Lip Sync S2108-1 HDR/WCG ITU-R BT.1685 OP47 Caption 

OP47 VBI/WST ARIB-TR-B29 RDD18 Metadata RP214 KLV Metadata 
VANC Space 

RP214 KLV Metadata 
HANC Space 

RP223 UMID/ID S2020No Pair  
Associated 

S2020 Audio Channel 
Pair 1/2 

S2020 Audio Channel 
Pair 3/4 

S2020 Audio Channel 
Pair 5/6 

S2020 Audio Channel 
Pair 7/8 

S2020 Audio Channel 
Pair 9/10 

S2020 Audio Channel 
Pair 11/12 

S2020 Audio Channel 
Pair 13/14 

S2020 Audio Channel 
Pair 15/16 

S2051 Two Frame RDD8 WSS S12M-2 V-TCode S2103 Generic Time EIA-708 Caption 

EIA-608 Caption S12-3 HFR TCode RP207 Program S334-1 Data RP208 VBI Data 

Mark Deleted S299-2 3G Audio 
Control Group 8 

S299-2 3G Audio 
Control Group 7 

S299-2 3G Audio 
Control Group 6 

S299-2 3G Audio 
Control Group 5 
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S299-2 3G Audio Audio 
Group 8 

S299-2 3G Audio Audio 
Group 7 

S299-2 3G Audio Audio 
Group 6 

S299-2 3G Audio Audio 
Group 5 

S299-1 HD Audio 
Control Group 4 

S299-1 HD Audio 
Control Group 3 

S299-1 HD Audio 
Control Group 2 

S299-1 HD Audio 
Control Group 1 

S299-1 HD Audio Audio 
Group 4 

S299-1 HD Audio Audio 
Group 3 

S299-1 HD Audio Audio 
Group 2 

S299-1 HD Audio Audio 
Group 1 

S272 SD Audio Control 
Group 4 

S272 SD Audio Control 
Group 3 

S272 SD Audio Control 
Group 2 

S272 SD Audio Control 
Group 1 

S315 Camera Pos RP165 EDH S272 SD Audio Group 4 
Ext 

S272 SD Audio Audio 
Group 4 

S272 SD Audio Group 3 
Ext 

S272 SD Audio Audio 
Group 3 

S272 SD Audio Group 2 
Ext 

S272 SD Audio Audio 
Group 2 

S272 SD Audio Group 1 
Ext 

S272 SD Audio Audio 
Group 1 

    

 

ANCインスペクターでパラメーターを設定するときには、AND論理が適用されます。そのた

め、使用中の検索パラメーターすべてを満たさなければ、ANCインスペクターはその検索結果

をきちんと表示することができません。分析する SDIデータの補助データ パケットデータが、

設定された検索条件の 1つでも満たさない場合には、それは表示されません。 

特定のデータ イベントを検索するにあたり、まずは検索パラメーターをできるだけ広くしてお

いて、選択された ANCパケットのデータを実際に確認していくようにすることを推奨します。

もっと具体的な検索パラメーターを導入する場合は、ANCインスペクターがストリーミング デ

ータを表示しているときに限ります。 

ANCインスペクターは、「Trigger only on Errors」（エラー時のみトリガー）を有効化する

（かつ「Identifier」（識別子）を「Any」（任意）に設定する）と、エラーをより広く検索する

のにも使用することができます。パケットにエラーが存在する場合、個々のデータワード テキ

ストがディスプレイで赤色になって、パケット内のエラーの正確な位置を示します。 
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12 

IP ネットワーク トラフィック測定 

注：PHQXO-IP-MEASライセンスが必要です。 

 

この章では、IP測定オプションで利用できるアドバンスト IPネットワーク トラフィック測定計

測器を説明します。この章は、次の節から構成されます： 

• IP Receive - Interpacket Timing（IP受信 - パケット間タイミング） 

• Analyzer - 2110-21 Status（アナライザー - 2110-21 ステータス）（IP 2110ブートモー

ド） 

• アドバンスト メディア タイミング測定（IP 2110ブートモード） 
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IP Receive - Interpacket Timing

（IP 受信 - パケット間タイミング）  

 

必要なオプション： 
PHQXO-IP-NGT（ST 2022-6 の場合のみ）および 

PHQXO-IP-MEAS（最大 4 つのタイミング ウィンドウ） 

 

概説 

各「IP Receive - Interpacket Timing」（IP受信 - パケット間タイミング）ウィンドウは、1つ

のフローについて、パケット間到着タイミングを毎秒表示します。 

同時に利用できる「Interpacket Timing」（パケット間タイミング）ウィンドウの数は、次の通

りユニットの選択したモードによります： 

• IP 2022-6 ブートモード：「Interpacket Timing」（パケット間タイミング）ウィンドウは

1つだけ利用可能。 

• IP 2110ブートモード：同時に追跡する IPフローの数の選択に応じて、最大 4つの

「Interpacket Timing」（パケット間タイミング）ウィンドウを利用可能。計測器のサブメ

ニューのドロップダウン リストから選択することで、各ウィンドウの利用できるフロー

を切り替えることができます。 

この計測器は IPメディア フロー パケット受信の分析を行い、受信したメディア フローの健全

性をリアルタイムで表示します。 

ヒストグラムは、選択したフローについて、ある 1秒間に、すべてのパケット到着間隔の分布

を、この期間中の平均、最低および最大のパケット間隔とともに表示します。期待平均値より

も著しく長い時間外れ値は、パケット伝播の著しい遅延を示しているか、またはギャップ付き

リニア ビデオ送信機を示していることがあります。このような長い間隔が高頻度で発生するの

は、ネットワークのジッターが高い現れです。 

「Interpacket Timing」（パケット間タイミング）ウィンドウの特長： 

• ヒストグラムを使ってストリームの健全性を報告し、パケット間の到着時間の分布を可視

化（ダイナミック自動スケーリング装備） 

• 到着時間（µs）に対してマッピングされるパケット数（対数またはリニア スケール） 

• 最大、平均および最低のパケット間の到着時間による輻輳の診断のしやすさ 

• 狭い分布領域を詳しく検査するためのズーム機能（およびリニア Y軸スケール） 

• センタリング、範囲選択、範囲リセットのための次のようなマウスコントロール： 

• 1回左クリックすると、ズームなしでマウスの位置を中心にします。これを使って

ヒストグラムを左右に移動することができます。 

• クリックしてドラッグすると、強調表示される範囲を拡大します。 

• マウスの中央ボタンを 1回クリックすると、スケールをリセットします。これで、

現在の最小値と最大値に基づいてすべてのデータを表示する範囲にスケールが戻り

ます。計測器のサブメニューからでも、スケールをリセットすることができます。 
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IP 2022-6 ブートモードのパケット間タイミング 

IP 2022-6ブートモードでは、1つのビデオ フローを選択することができます。パケット間タイ

ミング ウィンドウは、1秒間にサンプリングされるパケットの到着時間を表示します。パケッ

トはビデオ、オーディオおよび補助データを含みます。 

 

図 12-1：「IP Receive - Interpacket Timing」（IP 受信 - パケット間タイミング）計測器（IP 2022-6 ブートモード） 

計測器メニューのオプション（IP 2022-6 ブートモード） 

IP 2022-6ブートモードで利用できるメニュー オプションは次の通りです： 

 
表 12-1：「IP Receive - Interpacket Timing」（IP 受信 - パケット間タイミング）メニューのオプション 

（IP 2022-6 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

Flow（フロー） VID: [SFP E] これは IP 2022-6ブートモードで選択できる唯

一のフロー。 

Y-Axis Scale（Y軸スケール） Log10（デフォルト） 

Linear（リニア） 

対数またはリニア スケールのどちらを使って、

受信したパケット数を縦（Y）軸にプロットす

るかを選択する。 

Scaling（スケーリング）  Auto（自動）（デフォルト） 

Manual（手動） 

ヒストグラム プロット スケーリングの制御方

法を選択する。ズーム機能を使う場合、

「Scaling」（スケーリング）の設定は、デフォ

ルトで「Manual」（手動）モードになる。

「Manual」（手動）スケーリングを選択する場

合、「Reset Scale」（スケールをリセット）

オプションをクリックするとリセットでき、利

用できるようになる。 
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IP 2110 ブートモードのパケット間タイミング 

IP 2110ブートモードでは、1つのビデオ フロー、2つのオーディオ フロー、および 1つの補助

データ フローを選択することができます。さらに、IP 2110ブートモードで受信した ST 2022-

6メディア フローをモニタリングすることもできます。 

注：オーディオ フローAUD 3 および AUD 4のモニタリングは、現在のソフトウェア リリース

ではサポートされていません。 

パケット間到着時間ウィンドウは、SFP E、SFP Fまたは SFP E + Fのいずれかのフローのパ

ケット間タイミング ヒストグラムを表示するように設定することができ、2セットのヒストグ

ラムは重ね合わせて表示されます。次の画面は SFP Eのフローのパケット間タイミングを表示

しています。 

 

図 12-2：IP 2110 ブートモードの「IP Receive - Interpacket Timing」（IP 受信 - パケット間タイミング） 

次の画面に表示されるように、SFP Eおよび Fのヒストグラムが一緒に表示される場合、ユニ

ットは SMPTE ST 2022-7シームレス IP保護スイッチング（SIPS）を使って、SFP Eおよび

SFP Fの両方のフローからエラーのないビデオ、オーディオおよび補助データを再構築しま

す。 

• SFP Eのヒストグラムはピンク色です。 

• SFP Fのヒストグラムは青色です。 

• SFP E + Fを重ねたヒストグラムは、重なり合う部分が紫色になります。 
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図 12-3：SFP E および F の両方に SMPTE ST 2022-7 SIPS を使用した「IP Receive - Interpacket Timing」 

（IP 受信 - パケット間タイミング） 

 

注：SFP E、SFP Fまたは SFP E + F（シームレス E + F）を選択するためのコントロールは、

「IP Receive - Flow Select」（IP受信 - フロー選択）計測器サブメニューのパラメーター

「2022-7 Mode Selection」（2022-7モード選択）のドロップダウン メニューにあります。 

 

図 12-4：シームレス E+Fの SMPTE ST 2022-7 モード選択 

• 「2022-7 Mode Selection」（2022-7モード選択）の「Seamless A+BE+F」（シームレ

ス A+BE+F）を選択すると、両方の SFPインターフェースで選択されたフローから 1つ

のフローを再構築して、分析に利用できるようにします。 

• 「SFP E」を選択すると、SFP Eフローのみが分析に利用できるようになります。 

• 「SFP F」を選択すると、SFP Fフローのみが分析に利用できるようになります。 

詳しくは、128ページの「IP Receive - Flow Select（IP受信 - フロー選択）」の節を参照してく

ださい。 
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計測器メニューのオプション（IP 2110 ブートモード） 

以下に、計測器のサブメニューで利用できるオプションを示します： 

 

 

図 12-5：「IP Receive - Interpacket Timing」（IP 受信 - パケット間タイミング）メニューのオプション 

 

IP 2110ブートモードで利用できるメニュー オプションは次の通りです： 

 
表 12-2：「IP Receive - Interpacket Timing」（IP 受信 - パケット間タイミング）メニューのオプション 

（IP 2110 ブートモード） 

 

項目 オプション 説明 

Flow（フロー） VID: [SFP E]、AUD 1: [SFP 

E]、AUD 2: [SFP E]、ANC: 

[SFP E] 
 

VID: [SFP F]、AUD 1: [SFP 

F]、AUD 2: [SFP F]、ANC: 

[SFP F] 
 

VID: [SFP E+F]、AUD 1: 

[SFP E+F]、AUD 2: [SFP 

E+F]、ANC: [SFP E+F] 

アクティブ ウィンドウに表示するフローを選択

する。 

注：利用できるフローは、「IP Receive - Flow 

Select」（IP 受信 - フロー選択）計測器の

「2022-7 Mode Selection」（2022-7 モード選

択）で選択したオプションによる。 

Y-Axis Scale（Y軸スケール） Log10（デフォルト） 

Linear（リニア） 

対数またはリニアスケールのどちらを使って、

受信したパケット数を縦（Y）軸にプロットす

るかを選択する。 

Scaling（スケーリング）  Auto（自動）（デフォルト） 

Manual（手動） 

ヒストグラム プロット スケーリングの制御方

法を選択する。ズーム機能を使う場合、

「Scaling」（スケーリング）の設定はデフォル

トで「Manual」（手動）モードになる。

「Manual」（手動）スケーリングを選択する場

合、「Reset Scale」（スケールをリセット）

オプションをクリックするとリセットでき、利

用できるようになる。 
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Analyzer - 2110-21 Status（アナ

ライザー - 2110-21 ステータス） 

（IP 2110ブートモード） 
 

 

必要なオプション： PHQXO-IP-MEAS 

 

概説 

「2110-21 Status」（2110-21 ステータス）計測器は、SMPTE ST 2110-21:2017で定義される
伝送トラフィック シェーピングのリーキー バケットモデルを構成するパラメーターのリアルタ
イム測定を行います。この規格は次の 2つのモデルを記述します： 

• ネットワーク互換性モデル（CMax） 

• 仮想受信バッファモデル（VRXFull） 

これらの測定値を使って、送信機または伝送器が次のタイプの 1つとして定義される要件を満
たすかどうかを判定します： 

• ナロー：タイプ N（ギャップあり） 

• ナロー リニア：タイプ NL 

• ワイド：タイプ W 

 

図 12-6：「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス）計測器 

「2110-21 Status」（2110-21 ステータス）計測器のグラフは、リーキー バケットバッファの
パケット数を表示します。 

ハードウェアベースの送信機は、通例、パケット ジッターのレベルが低く、RTPタイムスタン
プが非常に正確な、十分に制御したパケットの読み出しスケジュールを確立することができ、
そのため、通例、ナロー送信機に分類されます。ハードウェアの支援のないソフトウェアベー
スの送信機は、通例、ハードウェアベースのデバイスと同じ制御レベルを達成するのは苦労す
るので、ワイド送信機に分類されます。 

これは受信機にとって重要なパラメーターです。バッファの小さい（低レイテンシーの）デバ
イスはナロー送信機からのフローしか処理することができず、ナロー受信機と定義されます。
ナロー送信機とワイド送信機両方からのフローを受け入れることのできる受信機は、より大き
なバッファをもち（よりレイテンシーが大きい）、ワイド受信機と定義されます。ユニットは
ワイド受信機です。 
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ユニットの互換性は次の通りです： 
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表 12-3：IP ST 2110-21 ステータスの互換性 

 

送信機 受信機 ユニット互換性 ? 

ナロー（ギャップありまたはリニア） ナロー あり 

 ワイド あり 

ワイド ナロー なし 

 ワイド あり 

 

注：ST 2110-21仕様は、介在するネットワークなしの送信機の直接的な測度で、通例、パケッ

ト ジッターが導入されることになります。回路内にスイッチまたはルーターがある状態で行わ

れる実際的な測定値はソースの真の測度にならないことがあります。しかし、この測定値を使

って、ソースが実際のネットワークに接続したときにナロー受信機を必要とするかワイド受信

機を必要とするかを明らかにすることができます。低レイテンシー アプリケーションでは便利

になりうる考慮点です。 

ナロー送信機とワイド送信機の CFullおよび VRXFullの最大値の閾値は、ビデオ フォーマットとビ

ット深度によって変わります。送信機は、例えば、次のような両方の基準を満たさなければな

りません： 

 
表 12-4：ビデオ フォーマット別ナロー送信機とワイド送信機の CFullおよび VRXFullの最大値の閾値 

 
V H T 色 ビット CMaxN CMaxW VRXFullN VRXFullW 

1280 720 50 4:2:2 10 4 16 8 720 

1280 720 60 4:2:2 10 4 16 8 720 

1920 1080 25 4:2:2 10 4 16 8 720 

1920 1080 50 4:2:2 10 4 16 8 720 

1920 1080 60 4:2:2 10 5 16 8 726 

1920 1080 50 4:2:2 12 5 16 8 726 

1920 1080 60 4:2:2 12 5 16 8 726 

 
 
 

 

注：2110-21 ステータスの測定値が扱われないため、報告される最小値は、ギャップありのフ

ローではギャップの値を表します。 

測定と計測器のメニュー オプション 

測定の事前チェック 

測定を始める前に、「Analyzer - 2110 Format Setup」（アナライザー - 2110フォーマット セ

ットアップ）計測器に入力されるビデオ フォーマットのパラメーターが送信機のビデオ フォー

マットに確実に一致するようにします。 
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ネットワーク互換性モデルの測定（CINST） 

CInstパラメーターの「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス）のサ

ブメニューには、次のオプションがあります： 

 

図 12-7：CINSTパラメーターの「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス）メニューのオプション 

CINSTの測定値は、1秒間で平均した、リーキー バケットバッファモデルのパケット数の瞬間値

を表します。 

この測定は 1.1の排出レート（ベータ）で行われます。すなわち、測定バッファは充填されるよ

りも 1.1倍速く排出されていきます。そのため、バッファモデルのパケットの残りは、送信機に

よってパケットがバッファに送り込まれていたピーク レートを表します。 

CINST 測定に利用できる設定可能なパラメーターは、次の通りです： 

 
表 12-5：「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス） - CINST 測定オプション 

 

項目 オプション 説明 

Interface（インターフェー

ス） 

SFP E  
SFP F 

「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-

21ステータス）計測器のターゲット インターフェース

を選択する。2022-7フローを分析するときは、SFP E

と SFP Fとを切り替える。 

Parameter（パラメータ

ー） 

CINST  
VRX 

「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-

21ステータス）計測器のターゲット測定を選択する。 

GraphGrid（グラフグリッ

ド） 

Enabled（有効化）（デフ

ォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、計測器の背景にグラフのグリ

ッドパターンを表示する。 

System TR Offset（システ

ム TRオフセット） 

TRO Default（TROデフォ

ルト）（デフォルト） 

Custom（カスタム） 

タイミング リファレンス オフセット（TRオフセッ

ト）の設定を定義する。TRオフセットは、現在のビデ

オ標準に基づくデフォルト値（TROデフォルト）か、

ネットワーク遅延を考慮して送信機が定義する値のい

ずれか。読み出しスケジュールを各フレームで開始す

る時間としてデフォルト（TROデフォルト）を使用す

るかどうかを選択するか、「Custom」（カスタム）

を選択して、手動 TRオフセットでデフォルトをオー

バーライドする。手動は、以下で説明される TRオフ

セットのスライダーを調整して、細分性を ms、µsお

よび nsで設定する。読み出しスケジュールは、ギャッ

プありソースまたはリニア ソースのものと一致するよ
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項目 オプション 説明 

うに設定しなければならない。以下の「Gapped 

Mode」（ギャップありモード）を参照。 

TR Offset Slider Controls

（TRオフセット スライダ

ー コントロール） 

ms、μs、ns 正確かつ一貫性のある CINSTの測定値を得るために、ス

ライダー コントロールを調整してソース ビデオ タイ

ミング（TRオフセット）を補正する。 

TR Offset ms（TRオフセ

ット ms） 

0～9 タイミング リファレンス オフセットをミリ秒（ms）

単位で設定する。 

TR Offset μs（TRオフセ

ット μs） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをマイクロ秒

（μs）単位で設定する。 

TR Offset ns（TRオフセ

ット ns） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをナノ秒（ns）単

位で設定する。 

Gapped Mode（ギャップ

ありモード） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

ギャップありソースの場合、オプション「Gapped 

Mode」（ギャップありモード）を必ず有効化する。 

Packet Read Schedule

（パケット読み出しスケジ

ュール） 

Gapped（ギャップあり）

（デフォルト） 

Linear（リニア） 

SMPTE ST 2110-21規格で使用するのに適切なパケッ

ト読み出しスケジュールを選択する。「Gapped」（ギ

ャップあり）か「Linear」（リニア） 

Scaling factor x 1000 (Use 

1100)（スケール因子

x1000（1100を使用）） 

100～2000 「Scaling factor」（スケール因子）コントロールを使

って、1000x排出レートとして提示される排出レート

を変更する。デフォルト設定は 1100（x 1.1）。スケー

ル因子を 1000に下げると、排出レートは書き込みレー

トと同じになり（x 1.0）、CINSTの値はバッファのサイ

ズを表す。 

Reset Measurements（測

定をリセット） 

システム コントロール このコントロールを使って、測定を最初の状態にリセ

ットする。 

 

注：元のメディアが PTPにロックされていない場合でもこの測定を行うことは可能ですが、こ

の測定を有効なものとするためには、送信機のカプセル化装置を PTPにロックしてください。 

仮想受信バッファ測定（VRX） 

ビデオ RTP送信機は、パケット間の間隔の変動（瞬間（または INST）レート）がナロー送信

機またはワイド送信機いずれかのパラメーターを確実に満たす必要があります。これらのパケ

ットは、リーキー バケットバッファに書き込まれてから、正確な読み出しスケジュールで排出

されます。送信機は、リーキー バケットバッファの最大サイズがそのフォーマットの VRXFullの

値を超えず、かつ、アンダーフローしない、すなわち、VRXの最小値がマイナスにならないよ

うにする必要があります。 

VRXパラメーターの「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス）サ

ブメニューには、次のオプションがあります： 
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図 12-8：VRX パラメーターの「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス）メニューのオプション 

VRX測定に利用できる設定可能なパラメーターは、次の通りです： 

 
表 12-6：「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-21 ステータス） - VRX 測定オプション 

 

項目 オプション 説明 

Interface（インターフェース） SFP E  

SFP F 

「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-

21ステータス）計測器のターゲット インターフェース
を選択する。2022-7フローを分析するときは、SFP E

と SFP Fとを切り替える。 

Parameter（パラメーター） CINST 

VRX 

「Analyzer - 2110-21 Status」（アナライザー - 2110-

21ステータス）計測器のターゲット測定を選択する。 

GraphGrid（グラフグリッド） Enabled（有効化）
（デフォルト） 

Disabled（無効化） 

有効化されているとき、計測器の背景にグラフのグリ
ッドパターンを表示する。 

System TR Offset（システム TR

オフセット） 

TRO Default（TRO

デフォルト）（デ
フォルト） 

Custom（カスタ
ム） 

タイミング リファレンス オフセット（TRオフセッ
ト）の設定を定義する。TRオフセットは、現在のビデ
オ標準に基づくデフォルト値（TROデフォルト）か、
ネットワーク遅延を考慮して送信機が定義する値のい
ずれか。読み出しスケジュールを各フレームで開始す
る時間としてデフォルト（TROデフォルト）を使用す
るかどうかを選択するか、「Custom」（カスタム）
を選択して手動 TRオフセットでデフォルトをオーバ
ーライドする。手動は、以下で説明される TRオフセ
ットのスライダーを調整して、細分性を ms、µsおよ
び nsで設定する。読み出しスケジュールは、ギャップ
ありソースまたはリニア ソースのものと一致するよう
に設定しなければならない。以下の「Gapped Mode」
（ギャップありモード）を参照。 

TR Offset Slider Controls（TRオ
フセット スライダー コントロー
ル） 

ms、μs、ns 正確かつ一貫性のある VRXの測定値を得るために、ス
ライダー コントロールを調整してネットワーク遅延、
PTP位相オフセット、必要であればソース ビデオ タ
イミング（TRオフセット）を補正する。 

TR Offset ms（TRオフセット
ms） 

0～9 タイミング リファレンス オフセットをミリ秒（ms）
単位で設定する。 

TR Offset μs（TRオフセット
μs） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをマイクロ秒
（μs）単位で設定する。 
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TR Offset ns（TRオフセット
ns） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをナノ秒（ns）単
位で設定する。 

Gapped Mode（ギャップありモ
ード） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化） 

ギャップありソースの場合、オプション「Gapped 

Mode」（ギャップありモード）を必ず有効化する。 

Packet Read Schedule（パケッ
ト読み出しスケジュール） 

Gapped（ギャップ

あり）（デフォル

ト） 

Linear（リニア） 

SMPTE ST 2110-21規格で使用するのに適切なパケッ
ト読み出しスケジュールを選択する。「Gapped」（ギ
ャップあり）か「Linear」（リニア） 

Read Offset（読み出しオフセッ
ト） 

From Epoch

（Epochから）
（デフォルト） 

Toward Epoch

（Epochへ） 

読み出しオフセットは、リーキー バケットからパケッ
トが読み出される時間である。Epoch時間に対するカ
スタム オフセットを設定することが可能。Epochは、
1970年 1月 1日の 00:00:00 UTCである。 

Read Offset Slider Controls（読
み出しオフセット スライダー コ
ントロール） 

ms、μs、ns 正確かつ一貫性のある VRXの測定値を得るために、ス
ライダー コントロールを調整してネットワーク遅延、
PTP位相オフセット、必要であればソース ビデオ タ
イミング（TRオフセット）を補正する。 

Read Offset ms（読み出し オフ
セット ms） 

0～100 タイミング リファレンス オフセットをミリ秒（ms）
単位で設定する。 

Read Offset μs（読み出しオフセ
ット μs） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをマイクロ秒
（μs）単位で設定する。 

Read Offset ns（読み出しオフセ
ット ns） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをナノ秒（ns）単
位で設定する。 

Reset Measurements（測定をリ
セット） 

システム コントロ
ール 

このコントロールを使って、測定を最初の状態にリセ
ットする。 

 
 

 

次のタスクのいずれにも「Read Offset」（読み出しオフセット）コントロールを使うことがで

きます： 

• SMPTE ST 2110-21測定を行うため 

• リーキー バケットが確実にアンダーフローにならないために必要な「Read Offset」（読

み出しオフセット）を測定するため 

2110-21測定を行うため：「Read Offset」（読み出しオフセット）の値をネットワーク遅延の

値に一致するように設定します。これで、2110-21計測器はリーキー バケットバッファのピー

クサイズ（プラスとマイナス両方）を報告することになります。マイナスの最小値は、バッフ

ァがアンダーフローしていることを示します。 

「Read Offset」（読み出しオフセット）を測定するため：「Read Offset」（読み出しオフセッ

ト）コントロールを調整して、VRXMin値がゼロであると同時に、VRXMax値も最小になるように

します。VRXMaxが最小値かつ VRXMinがゼロの「Read Offset」（読み出しオフセット）の値は、

アンダーフローがないようにするために必要な読み出しオフセットを表します。この測定値は

ネットワークのレイテンシー、送信機とユニットの PTP位相、ビデオタイミング（TROffset）に

影響されます。 

この測定値は、書き込みスケジュールと読み出しスケジュールとの時間差に影響を受けやす

く、ソース ビデオ タイミング（TROffset）によって変わります。ソース ビデオ タイミングが

TRODefaultに等しくない場合、必要であれば、「Custom」（カスタム）モードを選択して、

「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）

計測器から値を入力することによって、これを補正することができます。 

注：この測定値を有効なものにするには、元のメディアとソース カプセル化装置の両方を PTP

にロックしなければなりません。 
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アドバンスト メディア タイミング測定 

（IP 2110ブートモード） 

必要なオプション： PHQXO-IP-MEAS 

概説 

アドバンスト メディア タイミング測定機能は、ライセンス PHQXO-IP-MEASにより提供され
ます。 

この拡張機能で、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リ
ファレンス）計測器から追加測定値にアクセスすることができ、お使いのメディア ネットワー
クのパフォーマンスに関する重要な情報を提供します。 

アドバンスト「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リフ
ァレンス）計測器は、デフォルトで、幅が広がり、フロー タイミング メーターの視覚情報を補
う実値のフローデータを表示します。 

注：アドバンスト メディア タイミング測定を有効なものにするには、ユニットを PTPにロッ
クしなければなりません。 

 

注：ユニットには、ユニットの 1 PPS（1秒あたり 1パルス）を PTPグランドマスターにアラ
インするために使用することのできる PTP位相コントロールがあります。このコントロールを
使用すると、PTPネットワークの非対称性から生じる PTP関連のタイミング測定の不確かさは
減りますが、それでもなお送信機によって導入される PTP位相の不確かさが存在することがあ
ります。詳しくは、エラー! ブックマークが定義されていません。ページの「SFP A/B - PTP 

Info（SFP A／B - PTP情報）（IP 2110ブートモード）」の節を参照してください。 

システムに PHQXO-IP-MEASライセンスが含まれている場合、「Video Timing & System 

Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）ウィンドウには次の 3つのタ
ブがあり、異なるタイミングデータにアクセスすることができます： 

• Video Timing（ビデオ タイミング） 

• Media Latency（メディア レイテンシー） 

• External Reference vs PTP（外部リファレンス vs PTP） 

 

図 12-9：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器 

の要素（IP 2110 ブートモード） 

「外部リファレンス vs PTP」タブ 

「メディア レイテンシー」タブ 

選択されている「ビデオ タ

イミング」タブ 

ビデオ タイミング 

メーター（μs） 

マージン メーター

（μs） 

過去最大（Vid E） 

現在の平均（Vid E） 

過去最小（Vid E） 

現在のタイミング リファレンス 
実際の値を表示する表 

RTPオフセット 

メーター（μs） 
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アドバンスト ビデオ タイミング タブを使用する 

アドバンスト「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブは、タイミング メーター右側の

「Min」、「Mean」、「Max」の列に過去の最小値、平均値、最大値の数値を一覧表示しま

す。 

アドバンスト「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブは次の測定値を表示します： 

• Video Timing（μs）（ビデオ タイミング） 

• Margin（μs）（マージン） 

• RTP Offset（μs）（RTPオフセット） 

「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブとその測定値に関して詳しくは、356ページの付

録「アドバンスト メディア タイミング測定」を参照してください。 

アドバンスト メディア レイテンシータブを使用する 

アドバンスト「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブは、標準計測器に追加したメ

ディア レイテンシー測定値を表示します。 

 

図 12-10：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器 

の「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブ（IP 2110 ブートモード） 

各フローの次の列に、メディア レイテンシー データが表示されます： 

• Min：過去最低フロー レイテンシー（最終リセット以降） 

• Mean：現在の平均フロー レイテンシー（最終リセット以降） 

• Max：過去最高フロー レイテンシー（最終リセット以降） 

• From Vid：関連ビデオ（E VID）フローからのオーディオ（E AUD 1および E AUD 2）フ

ローと補助データ（E ANC）フローとのレイテンシーの差を表示します。フローがその関

連ビデオ フローよりも早く到着する場合、値はマイナスになり、遅く到着する場合には

値はプラスになります。 

• RTP clks：1秒間の平均 RTPクロックの実値。詳しくは、310ページの「アドバンスト 

メディア タイミング測定（IP 2110 ブートモード）」の節を参照してください。 

• TSs：1秒間に受信したタイムスタンプの数。詳しくは、310ページの「アドバンスト メ
ディア タイミング測定（IP 2110ブートモード）」の節を参照してください。 

• RTP clks/TS：RTPクロックと TSの商は、タイムスタンプあたりの RTPクロック数の測

度となります。詳しくは、364ページの「タイムスタンプあたりの RTPクロックの商
（RTP / TS）」の節を参照してください。 

注：オーディオ フローAUD 3 および AUD 4のモニタリングは、現在のソフトウェア リリース

ではサポートされていません。 
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メディア レイテンシーについての詳細を見るには、対象のタイミング メーターのどこかをクリ

ックすると特定の対象のエリアを拡大することができ、その特定のフローの値に合うようにス

ケールが変わります。例えば、ビデオ フローを拡大すると、スケールはミリ秒（ms）からマイ

クロ秒（µs）に変わります。メーターを再びクリックすると縮小し、全体表示に戻ります。計

測器のオプション表に説明する通り、計測器のサブメニューから特定のメーターを選択するこ

とで、個々のフロー メーターの全体表示と拡大表示とを切り替えることもできます。 

 

 

図 12-11：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器の 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブ（IP 2110 ブートモード） 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）測定に関する詳しい情報は、356ページの付録

「アドバンスト メディア タイミング測定」に記載しています。 

  

すべてのメーターを

強調表示 

E AUD 2 メーターを

強調表示 

全体スケール（ms） 拡大スケール（μs） 

レイテンシー メーター拡大 - 全体モード レイテンシー メーター拡大 - メーターE AUD 2を拡大 
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計測器メニューのオプション 

以下の表に、標準とアドバンスト両方の「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイ

ミングおよびシステム リファレンス）計測器のサブメニューで利用できるオプションをリスト

表示しています： 

 
表 12-7：「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス） 

 - メニューのオプション 

 
項目 オプション 説明 

System Reference（システム 
リファレンス） 

Free Run（デフォルト） 
PTP SFP E 
PTP SFP F 

システム リファレンス ロッキング コントロールは、ユニッ
トとそれが生成する信号がロックされるリファレンスを定義
する。IP 2110ブートモードでは、SFP Eまたは Fのいずれ
かのシステム リファレンスが必ず送信側デバイスと同じ
PTPソースに安定してロックされるようにする。 
 
システム リファレンス ロック ステータス情報は、計測器の
右上に表示され、リファレンスの健全性にエラーがあれば赤
色で表示される。 

Ext Ref Termination（外部リ
ファレンス端子） 

Enabled（有効化）（デフォ
ルト） 
Disabled（無効化） 

有効化されているとき、システム リファレンス信号を安定さ
せるために、リファレンス入力に内部 75オーム端子を追加
する。 

Reference Timing Meter 
Range（リファレンス タイミ
ング メーター範囲） 

+/− 0.1ライン、+/− 0.5ライ
ン、 +/− 0.5フレーム 

計測器の上部のリファレンス タイミング メーターの表示範
囲を調整して、フレームスケールで読み取り値を表示する
か、ラインの一部を拡大する。 

System TR Offset（システム
TRオフセット） 

TRO Default（TROデフォル
ト）（デフォルト） 
Custom（カスタム） 

タイミング リファレンス オフセット（TRオフセット）の設
定を定義する。TRオフセットは、現在のビデオ標準に基づ
くデフォルト値（TROデフォルト）か、ネットワーク遅延を
考慮して送信機が定義する値のいずれか。TRオフセットを
選択すると、以下に説明する TRオフセット スライダーを調
整して、細分性を ms、µsおよび nsで設定することで、TR
オフセットを設定することができる。 

TR Offset ms（TRオフセット
ms） 

0～9 タイミング リファレンス オフセットをミリ秒（ms）単位で
設定する。 

TR Offset μs（TRオフセット
μs） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをマイクロ秒（μs）単
位で設定する。 

TR Offset ns（TRオフセット
ns） 

0～999 タイミング リファレンス オフセットをナノ秒（ns）単位で
設定する。 

Wrap Video Timing（ビデオ 
タイミングをラップ） 

Enabled（有効化）／ 
Disabled（無効化）（デフォ
ルト） 

有効化されているとき、TVフレーム周期の半分を超えるビ
デオ タイミング値を、プラスの値ではなく、次の TVフレー
ムに対するマイナスの時間値として表示する。例えば、1フ
レームが 20 ms の場合、フレームの終わりが 30 msで測定
されれば、ユニットはこれを 30 msではなく− 10 msと表示
する。 

Wrap Margin（マージンをラ
ップ） 

Enabled（有効化）／ 
Disabled（無効化）（デフォ
ルト） 

有効化されているとき、TVフレーム周期の半分を超えるマ
ージン タイミング値を、プラスの値ではなく、次の TVフレ
ームに対するマイナスの時間値として表示する。 

Wrap RTP Offset（RTPオフ
セットをラップ） 

Enabled（有効化）／ 
Disabled（無効化）（デフォ
ルト） 

TVフレーム周期の半分を超える RTPオフセット タイミング
値を、プラスの値ではなく、次の TVフレームに対するマイ
ナスの時間値として表示する。 

Latency Meters Zoom（レイ
テンシー メーター ズーム） 

Overview（全体）、E VID、
E AUD 1、E AUD 2、E 
ANC、F VID、F AUD 1、F 
AUD 2、F ANC 

特定のタイミング メーターを選択して、全体表示と拡大表示
とを切り替える。 

Anchor time scale start in 
Overview mode（全体モード
でタイムスケールの始点を固
定） 

Zero（0）以下、任意の値 「Overview」（全体）のとき、タイムスケールの始点を設定
する。 

Clear Min, Max values（最小
値、最大値をクリア） 

無 過去の最小・最大値をゼロに戻す。 
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13 

12G 物理層分析 

注：PHQXL01E-3G Mezzanine 工場実装ハードウェア オプションが必要です。 

 

この章では、12G-SDI物理層分析ツールセット オプションで利用できる計測器を説明します。

この章は、次の節から構成されます： 

• Eye - SDI In A（アイ - SDI In A） 

• Jitter - SDI In A（ジッター - SDI In A） 
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Eye - SDI In A（アイ - SDI In A） 

（物理層分析モード）  

 

必要なオプション： PHQXL01E-3GP 

 

概説 

物理層分析ツールセットで利用できるオプションの「Eye - SDI in A」（アイ - SDI in A）計測

器で、12 Gbpsまでの物理層のコンプライアンス測定値を分析できます。アナログ フロント エ

ンドは 30 GHzを超える帯域幅を提供します（12G-SDIの場合は 6 GHz基本波の第 5高調

波）。GUIは PHABRIXリアルタイム アイ（RTE™）を使用して、SMPTE規格に準拠した自動

測定を行いながら、信頼性のある AC結合の物理層画面を瞬時に生成します。 

SDI信号を接続する数秒間で正確な測定値を受信することができます。ユニットで、波形の立ち

上がりエッジおよび立ち下がりエッジ両方のオーバーシュートを測定することができます。さ

らに、振幅、立ち上がりと立ち下がりのオーバーシュートの差分、DCオフセットが表示されま

す。これらはすべて、SMPTE規格に対して試験するときには必須の測定値です。仕様を超える

測定値（例えば、アイ振幅が 10 %超）は、赤色で強調表示されます。 

 

図 13-1：100 kHz のジッター フィルターによる標準 SDI アイ パターン画面（3G）（SDI ブートモード） 

 

ユーザー選択可能な軌跡の色

（ヒートマップを含む） 

タイミング ジッター帯域幅

サーモメーター（UI） 

すべての測定値の

リアルタイム更新 

最小／最大スケール

と DCオフセット 

立ち上がり／立ち下がり

の交点：測定した遷移を

表示 

アライメント ジッター サーモメーターUI 

水平タイムベースのユーザー コントロール

（1～20アイ） 

ハイパス アイ＆ジッター

帯域幅フィルターの表示 

振幅マーカー

（80％と 20％） 

自動立ち上がり／立ち下

がりオーバーシュート 

パーセンテージ 

遷移時間＆遷移時間の差 

垂直ヒストグラム 

DCオフセット 

遷移ヒストグラム 

振幅測定 
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図 13-2：12 個のアイを表示するように設定された 3G-SDI アイ パターン（緑色の表示色を使用）（SDI ブートモード） 

注：SDI In A BNCに取り付けられている黒色（または赤色）のナットは、アイ・ジッター回路

にアクセスできるコネクタを識別するものです。 

 

注：SDI SFP入力と「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）の併用はサポートされていません。 

「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測器は、次のものも表示します： 

• 分析する SDI規格に従って色分けされたタイミング ジッター サーモメーター 

• 分析する SDI規格に従って色分けされたアライメント ジッター サーモメーター 

• プラスとマイナスのアイ振幅値 

• 画面上に、立ち上がり・立ち下がり時間測定の 20 %および 80 %の水準表示 

• アイ交点の水平時間ヒストグラム（閾値 0 mV） 

• 全サンプルにわたるエネルギー分布を示す垂直振幅ヒストグラム 

• AC結合されたアイと DCオフセット測定値の表示 

計測器メニューのオプション 

物理層分析ツールセットは、右クリックのサブメニューで次のオプションを提供します。  

 

図 13-3：「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）メニューのオプション 
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表 13-1：「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測器（SDI ブートモード）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

標準物理層分析ツール 

Eyes（アイ） 1～20 

（デフォルト = 2） 

計測器ウィンドウに表示するアイのデフォルト数を設

定する。 

Color（色） Green（緑） 

Heat（ヒート） 

Red（赤） 

Ferrara（フェラーラ） 

Green-red（緑 - 赤） 

Blacklight（ブラックライ

ト） 

アイ表示の配色を設定する。 

Eye and Jitter Filter（アイ

＆ジッター フィルター） 

10 Hz 
100 Hz 
1 kHz 
10 kHz 
100 kHz 

デフォルトのジッター フィルターの周波数を設定す

る。 

注：この設定は、「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In 

A）計測器と「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In 

A）計測器の両方に適用されるフィルターを制御す

る。 

Infinite Mode（無限モー

ド） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

無効化されているとき、アイのデータポイントは一定

の持続時間の間表示された後、ディスプレイから削除

される。 

有効化されているとき、無限モードにより、長期にわ

たりアイのディスプレイからデータポイントが削除さ

れないことが保証されるので、おそらくアイの形が厚

くなっていって区別がつきにくくなるだろう。長期間

にたまに出現し、標準モードでは見落としがちな信号

の異常を見極めようとするときには便利である。 

Show Rise/Fall Cross（立

ち上がり／立ち下がりの交

点を表示） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化）  

立ち上がり／立ち下がりの交点の表示をオン・オフに

切り替える。これは立ち上がり・立ち下がり時間測定

を視覚的に表示する。 

Show eye for unsupported 

rates（サポートされてい

ないレートのアイを表示） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

現在ユニットでサポートされていないレートのアイの

表示をオン・オフに切り替える。注：この設定は一時

的なもので、公式にはサポートされていないレートの

サポートを可能にする。リブート後に、この設定はデ

フォルトに戻る。 

 

SMPTEの各規格の許容差を示す表を、367ページの「SMPTE UHDTV：SDI物理層の許容差」
の節に掲載しています。 
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Jitter - SDI In A（ジッター - SDI In A） 

（物理層分析モード）  

 

必要なオプション： PHQXL01E-3G 

 

概説 

ジッターツールセットは、黒色（または赤色）のナットを装備したリアパネル コネクタの SDI 

In A BNCで利用できます。 

 

図 13-4：「Jitter SDI In A」（ジッター SDI In A）計測器（SDI ブートモード） 

「Jitter SDI in A」（ジッター - SDI in A）計測器は、SMPTE規格に準拠した自動測定値を表

示します。ウィンドウの右側に黄色で表示されるジッター ヒストグラムは、ジッター波形に関

する追加情報を提供します。 

各フィルターの読み取り値は、計測器ウィンドウの右上にオーバーレイとして表示されます。

赤色のテキストで表示される値は、現在の仕様の範囲外の読み取り値を示します。 

ウィンドウの左下にある信号ロック ステータス インジケータ（Locked（ロック）／Unlocked

（アンロック））は、アイ パターンの品質を次の通り表しています： 

• Unlocked（グレー表示）：利用できる信号なし。 

• Unlocked（赤色フォント）：アイパターンはアンロック状態かジッターがある。 

ハイパス フィルター

の設定 
アイ&ジッターフィルター

の読み取り値 

ジッター波形 

ジッター ヒストグラム 信号ロック ステータスの

インジケータ 
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• Locked（白色フォント）：アイパターンはロックされていて、安定しており、ジッター

がない。 

ジッター＆アイ分析計測器を、SDIブートモードで利用できる「Generator - Video Standard」

（ジェネレーター - ビデオ標準）の「Jitter Insertion Mode」（ジッター挿入モード）機能と、

さらにオプションのストレス ツールキット[オプション：PHQXO-SDI-STRESS]と合わせて使用

すると、ジッターの生成から分析までのエンドツーエンドのツールセットになります。 

注：SDI SFP入力と「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In A）ツールセットの併用はサポー

トされていません。 

計測器メニューのオプション 

 

図 13-5：「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In A）計測器メニューのオプション 

以下の表に、「Jitter」（ジッター）計測器のオプション メニューの設定可能なパラメーターを

リスト表示しています： 

 
表 13-2：「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In A）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

Scale（スケール） 1 UI（デフォルト）～128 UI 

 

Y軸のスケールを 1 UIから 128 UIまでの目盛線の調整

で調整する。 

Trigger（トリガー） None（なし）（デフォルト） 

Single Line（1ライン） 

Two Lines（2ライン） 

Single Field（1フィールド） 

Frame（フレーム） 

ジッター測定のトリガーを選択する。 

トリガー モードはジッターの成分をライン周波数とフ

レームレート周波数に相関させるのに便利である。 

Eye and Jitter Filter

（アイ＆ジッター フ

ィルター） 

10 Hz 
100 Hz 
1 kHz 
10 kHz 

100 kHz（デフォルト） 

この設定は、「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In 

A）計測器と「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測

器の両方に適用されるハイパス フィルターを制御す

る。画面左上の HPFフィールドにカーソルを置くと、

ツールチップが現在のハイパス フィルターの周波数応

答を表示する。 

Infinite Mode（無限

モード） 

Enabled（有効化）  

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

無効化されているとき、ジッターのデータポイントは

一定の持続時間の間表示された後、ディスプレイから

削除される。 

有効化されているとき、無限モードにより、長期にわ

たりディスプレイからデータポイントが削除されない

ことが保証される。 
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項目 オプション 説明 

Jitter Color（ジッタ

ーの色） 

白（デフォルト） 

カラーマップから選択 

色の選択は 2つのカーソルを備える HSVツールにより

行う。左側のカラーボックスで色相（水平）と彩度

（垂直）を選択できる。右側の垂直バーで色の明るさ

を選択する。 

Show Jitter for 
Unsupported Rates

（サポートされてい

ないレートのジッタ

ーを表示） 

Enabled（有効化）  

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

現在ユニットでサポートされていないレートのジッタ

ーの表示をオン・オフに切り替える。注：この設定は

一時的なもので、公式にはサポートされていないレー

トのサポートを可能にする。リブート後に、この設定

はデフォルトに戻る。 

 



 

322ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

14 

ストレス試験分析計測器 

注：PHQXO-SDI-STRESS ライセンスが必要です。 

 

ストレス試験分析計測器は、追加の SDIストレス試験機能を提供し、前章で説明した物理層分

析計測器を補完するものです。 

本章では、SDIストレス ツールセット オプションで利用できるアドバンスト ストレス試験計測

器を説明します。次の節から構成されます： 

• Advanced Generation Tools（アドバンスト生成ツール） 

• Eye - SDI In A（アイ - SDI In A） 

• PRBS Analysis（PRBS分析） 
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Advanced Generation Tools

（アドバンスト生成ツール） 

（SDIブートモード - ストレス 

オプション） 

 

 

必要なオプション： PHQXO-GEN、PHQXL01E-3G および PHQXO-SDI-STRESS 

 

概説 

アドバンスト SDIストレス ツールセット[PHQXO-SDI-STRESS]の一部として、SDIブートモー

ド（工場実装オプション）では、「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器のサブメニュー

にアドバンスト生成ツールが設けられています。ツールセットは次のものを備えます： 

• SDIスクランブラーのスイッチオフを制御 

• 同期ビット挿入 

• エンドツーエンド ビットエラー率試験（BERT）の PRBS（擬似ランダム バイナリ シー

ケンス）モード 

• SDI BERモード 

• アドバンスト ジッター生成コントロール - ジッター測定パラメーターの生成と特別調整を

行いやすくします 

• スルーレート調整 

• SDI出力ゲイン制御 

• ドライバー プリエンファシス 

• ケーブル補償 

以上のツールは、幅広い拡張試験とトラブルシューティングをサポートします。 
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図 14-1：「Advanced Generation Tools」（アドバンスト生成ツール）のオプション メニュー（SDI ブートモード） 

Advanced Generation Tools（アドバンスト生成ツール）のオプション 

オプションの「Advanced Generation Tools」（アドバンスト生成ツール）は次のオプションを
備えています： 

 
表 14-1：「Advanced Generator Tools」（アドバンスト ジェネレーター ツール） - メニューのオプション 

 
項目 オプション 説明 

SDI スクランブラーのオプション 

SDI Scrambler

（SDIスクランブ
ラー） 

Enabled（有効化）（デフォル
ト） 

Disabled（無効化） 

選択したビデオ標準のデータストリームに、出力ステージの直前に、
SMPTEスクランブラーをスキップさせることができる。スクランブ
ラーをスキップするには、「Disabled」（無効化）を選択する。 

 

注：従来のビデオを生成するには、SDIスクランブラーのデフォルト
状態は、「Enabled」（有効化）。 

同期ビット挿入（6G／12G）のオプション 

Sync Bit Insertion

（同期ビット挿
入） 

Enabled（有効化）（デフォル
ト） 

Disabled（無効化） 

同期ビット挿入は、potholingとも呼ばれる同期ビットの削除を招くパ
ソロジカル状態の発生を防止する。出力前に、同期ビットが、生成さ
れるビデオ標準のタイミング リファレンス信号（TRS）と補助データ
フラグ（ADF）のワードに適用される。同期ビット挿入をしないよう
にするには、「Disabled」（無効化）を選択してこの機能を無効にす
る。 

 

オプションの「Sync Bit Removal」（同期ビット削除）を無効化に
すると、「Analyzer - Dataview」（アナライザー - データビュー）計
測器に表示されるビデオ信号の TRSおよび ADFワードに同期ビット
の挿入が観測できる。 

 

注：この機能は 6G-SDIおよび 12G-SDIのビデオ標準にのみ適用され
る。 

PRBS モードのオプション 
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項目 オプション 説明 

PRBS Mode

（PRBSモード） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

PRBS-7 

PRBS-9 

PRBS-15 

PRBS-23 

PRBS-31 

SDIテスト信号生成のほか、SDI機器のストレス試験のために、ユニ
ットは擬似ランダム ビットシーケンス（PRBS）生成・分析ツールを
付加してエンドツーエンドの BERT機能を提供する。  

有効化されているとき、ビット長の異なる多様な PRBS信号を生成す
ることができる。 

 

PRBS信号分析は、「PRBS - Analysis」（PRBS - 分析）計測器で
利用できる。 

 

注：「Generator - Status」（生成 - ステータス）計測器は、PRBS

信号が生成されているときを示す。 

PRBS Signal 

Inversion（PRBS

信号反転） 

Enabled（有効化） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

有効化されているとき、PRBS信号を反転する。 

PRBS Insert Single 

Error（PRBS単一
エラー挿入） 

システム コントロール 選択されるとき、その時点で単一の PRBSエラーを、生成される標準
信号に挿入する。 

PRBS Constant 

Error Rate（PRBS

一定エラー率） 

システム コントロール 

0.0／日のスライダー（デフォ
ルト） 

10.0／日（最低）から 9.2／秒（最大）の間で一定のエラー率を設定
する。このレートは 1日、1時間、1分または 1秒あたりに導入され
るエラー数として定義することができる。 

SDI BERモード オプション 

SDI BER Mode

（SDI BERモー
ド） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Single Shot（単発） 

Constant BER（一定 BER） 

SDI BERモード機能で、CRCエラーおよび CSエラーを試験するた
めに SDIエラーを挿入することができる。ビットエラーは指定時間に
挿入され、SDIフローの現在のフレーム（またはフィールド）のワー
ドに影響しうる。そのため、ANCワード、ビデオワードおよびオーデ
ィオワードのすべてが潜在的に影響を受ける。 

 

「Single Shot」（単発）モードか「Constant BER」（一定 BER）
モードのいずれかを選択すると、SDI BERモードが有効になり、追加
パラメーターが表示される。 

SDI BER Output A

（SDI BER出力
A） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

単一ビットエラーまたは一定 BERを挿入するターゲット チャンネル
として SDI Out Aを選択する。 

SDI BER Output B

（SDI BER出力
B） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

単一ビットエラーまたは一定 BERを挿入するターゲット チャンネル
として SDI Out Bを選択する。 

SDI BER Output C

（SDI BER出力
C） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

単一ビットエラーまたは一定 BERを挿入するターゲット チャンネル
として SDI Out Cを選択する。 

SDI BER Output D

（SDI BER出力
D） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Enabled（有効化） 

単一ビットエラーまたは一定 BERを挿入するターゲット チャンネル
として SDI Out Dを選択する。 

SDI Single Bit 

Error（SDI単一ビ
ットエラー） 

システム コントロール 選択する場合、その時点で単一のビットエラーを、生成される標準信
号に挿入する。 

SDI BER Interval

（SDI BER間隔） 

システム コントロール 

4295.0ms のスライダー（デフ
ォルト） 

このスライダーは、ビットエラーが挿入される時間間隔を設定するた
めに使用する。ユニットは SDI BERモードが「Constant BER」（一
定 BER）に設定されている限り、ビットエラーを挿入する。 

範囲：10 ns～10,000 ms 

ジッター挿入モード オプション 

Jitter Insertion 

Mode（ジッター挿
入モード） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

Sine（サイン） 

インターフェースにストレスを与えて、受信機が SMPTE推奨慣行に
準拠することを保証するには、ジッターを生成される SDI信号に挿入
することができる。周波数の範囲が 10 Hz～10 MHzまでの範囲の正
弦ジッターを挿入して、ピークツーピークのジッター振幅を調整する
ことができる。 

Frequency（周波
数） 

システム コントロール 

300.0Hz のスライダー（デフォ
ルト） 

有効なとき、正弦ジッターの周波数を 1.0 Hzから 10.0 MHz の間で調
整する。 

注：正確な設定調整や 10 Hz未満の周波数については、上下の矢印ボ
タンを使用するか、USBキーボードを使って値を入力する。 
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項目 オプション 説明 

Amplitude P-P（振
幅 P-P） 

システム コントロール 

1.00UIのスライダー（デフォル
ト） 

ジッター振幅は信号アイの Unit Interval（UI）（単位間隔）として測
定される。 

有効なとき、ジッター周波数に応じて、ピークツーピークのジッター
振幅を 0.01～127.99 UIの範囲で調整する。 

 

注意：SDI出力 B、Cおよび Dは、ジッターが挿入されると破損する
ことがある。 

スルーレート オプション 

Slew Rate（スルー
レート） 

Default（デフォルト）（デフォ
ルト） 

Slow（遅） 

Fast（速） 

デフォルト設定から生成される信号のスルーレートを調整する。 

• 「Fast」（速）は 12G信号の標準スルーレート。 
• 「Slow」（遅）（「Fast」よりも 10%遅い）は HD、3Gおよ
び 6G信号の標準スルーレート。 

• 「Default」（デフォルト）は生成される信号の標準スルーレ
ートを自動的に提供する。 

必要な場合、12G信号に遅いスルーレートを選択したり、HD、3Gお
よび 6G信号に速いスルーレートを選択したりすることができる。 

ドライバー出力制御オプション 

Driver A Gain（ド
ライバーAゲイ
ン） 

100%（デフォルト） 

（85～115%で調整可能） 

SDI Out A の信号ゲインを 1％刻みで最大 15 %まで増減することがで
きる。 

 

注：ソフトウェア リリース 2.3またはそれ以前のものからアップグレ
ードされたユニットは、まず、ドライバーAの校正が必要。ドライバ
ーの校正に関する説明については、348ページの「Driver Calibration

（ドライバー校正）」の節を参照。 

Driver A Pre-

Emphasis（ドライ
バーAプリエンフ
ァシス） 

Disabled（無効化）（デフォル
ト） 

0.5 dB 

1.0 dB 

1.5 dB 

アイパターンの立ち上がりエッジの始まりで信号を増大して、信号完
全性を最適化するように、SDI Out Aのドライバーのプリエンファシ
スを調整することができる。 

アイパターンの表示に関して詳しくは、327ページの「Eye - SDI In A

（アイ - SDI In A）（SDIブートモード - ストレス オプション）」の
節を参照。 

Time-Constant（時
定数） 

Default（デフォルト）（デフォ
ルト） 

Div 2（除数 2） 

Div 4（除数 4） 

Div 8（除数 8） 

ドライバー プリエンファシスを有効化しているとき、プリエンファシ
スの時定数はデフォルトとして残すか、2、4または 8で割って、信号
が増大される時間の長さを調整することができる。 

ケーブル補償オプション 

Cable 

Compensation（ケ
ーブル補償） 

Disabled（無効化） 

Enabled（有効化）（デフォル
ト） 

デフォルトで、ユニットは SDI ケーブル 1メートルの長さにわたる減
衰を補償して、1 m のケーブルの終わりのアイ振幅が SMPTE規格の
800 mVを満たすようにする。 

必要な場合、「Cable Compensation」（ケーブル補償）オプション
を使用して、デフォルトの減衰補償を無効にすることができる。 

 

 

図 14-2：「Advanced Generation Tools」（アドバンスト生成ツール） -  

「SDI BER Mode」（SDI BER モード）のオプション 

注：ジッターは「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）および「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In 
A）計測器のウィンドウで観測することができます。分析のために、必要に応じて、「Eye」（アイ）
計測器と「Jitter」（ジッター）計測器でフィルターや他の設定を適用します。アイとジッターの分析
について詳しくは、316ページの「Eye - SDI In A（アイ - SDI In A）（物理層分析モード）」の節お
よび 319ページの「Jitter - SDI In A（ジッター - SDI In A）（物理層分析モード）」の節を参照してく
ださい。 
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Eye - SDI In A（アイ - SDI In A） 

（SDIブートモード - ストレス オプ

ション） 
 

 

必要なオプション： PHQXL01E-3G、PHQXO-GEN および PHQXO-SDI-STRESS 

 

概説 

ストレス試験分析ツールセットで利用できるオプションの「Eye - SDI in A」（アイ - SDI in 

A）計測器は、最大 12 Gbpsで SDIインターフェースのストレス試験と R&D評価をするための

追加ツールを提供します。アナログ フロント エンドは 30 GHzを超える帯域幅を提供します

（12G-SDIの場合は 6 GHz基本波の第 5高調波）。GUIは PHABRIXリアルタイム アイ

（RTE™）を使用して、SMPTE規格に準拠した自動測定を行いながら、信頼性のある AC結合

の物理層画面を瞬時に生成します。 

SDI信号を接続する数秒間で正確な測定値を受信することができます。ユニットで、波形の立ち

上がりエッジおよび立ち下がりエッジ両方のオーバーシュートを測定することができます。さ

らに、振幅、立ち上がりと立ち下がりのオーバーシュートの差分、DCオフセットが表示されま

す。これらはすべて、SMPTE規格に対して試験するときには必須の測定値です。仕様を超える

測定値（例えば、アイ振幅が 10 %超）は、赤色で強調表示されます。 

 

図 14-3：100 kHz ジッター フィルターによる 12G-SDI アイパターン画面（SDI ブートモード） 

  

ユーザー選択可能な軌跡の色

（ヒートマップを含む） 

タイミング ジッター帯域幅

サーモメーター（UI） 

最小／最大スケール（mV） 

すべての測定値の

リアルタイム更新 

ユーザー調整可能な振幅測定窓 

モードまたは Shorth平均に

よる振幅測定 

アイ時間カーソル読み

取り値（カーソル 1） 

立ち上がり／立ち下がりの交

点：測定した遷移を表示 

遷移ヒストグラム 

アイ時間カーソル 1（左） 

遷移時間＆遷移時間の差 

アイ時間カーソル読み取り値

（カーソル 2）と時間差分 

DCオフ

セット 

自動立ち上がり／立ち下

がりオーバーシュート 

パーセンテージ 

ユーザー調整可能な窓処理あ

りのヒストグラム（青色） 

振幅マーカー（80％と 20％） 

窓処理なしのヒストグラム

（黄色） 

プラスのオーバーシュート 

パーセンテージ 

ハイパス アイ＆ジッター

帯域幅フィルター 

水平タイムベースのユーザー 

コントロール（1～20アイ） 

アイ時間カーソル 2（右） 

アライメント ジッター サーモメーター（UI） 

ユーザー調整可能な振幅窓から取得

した青色の測定値 



 

328ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

完全に可視化したアイ波形にサンプル分布を示すアイ振幅ヒストグラムを使って、自動アイ振

幅測定値を計算します。デフォルトの分析方法は、「Mode」（モード）です。 

注：SDI In A BNCに取り付けられている黒色（または赤色）のナットは、アイ・ジッター回路

にアクセスできるコネクタを識別するものです。 

 

注：SDI SFP入力と「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）の併用はサポートされていません。 

「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測器は、次のものも表示します： 

• 分析する SDI規格に従って色分けされたタイミング ジッター サーモメーター 

• 分析する SDI規格に従って色分けされたアライメント ジッター サーモメーター 

• プラスとマイナスのアイ振幅値  

• 画面上に、立ち上がり・立ち下がり時間測定の 20 %および 80 %の水準表示 

• アイ交点の水平時間ヒストグラム（閾値 0 mV） 

• 全サンプルにわたるエネルギー分布を示す垂直振幅ヒストグラム 

• AC結合されたアイと DCオフセット測定値の表示 

• アイ画面全体に時間測定値を生成して表示するための 1対の垂直アイ時間カーソル 

アイ時間カーソルを使用する 

アイ時間カーソルは、有効化されているとき、1対の垂直の破線として表示されます（固定の場

合）。 

アイ時間カーソルは独立して位置付けるか、2つのカーソルが一定の時間の隔たりをもって 1つ

の単位として移動するようにリンクさせるかを選ぶことができます。さらに、軌跡の下のカー

ソルの読み取り値は、軌跡の始まりからの時間測定値をピコ秒（ps）単位で表示し、2つのカー

ソル間の差分を示します。 

 

図 14-4：アドバンスト SDI ストレス オプション：アイ時間カーソル（SDI ブートモード） 

ユニットに接続されたマウスを使って、1つのカーソルまたは 2つのカーソルをクリックしてか

ら新しい位置にドラッグすることができます。動かしているとき、視認性をよくするために、

アイ時間カーソル 固定 移動中の独立したアイ時間

カーソル 

移動中のリンクさせたアイ時間

カーソル 

カーソルの時間

測定差分 
カーソル 2の

時間測定値 

カーソル 1とカーソル 2

との時間差 
カーソル 1の

時間測定値 
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カーソルの破線は白い実線に変わります。カーソルを調整すると、リアルタイムでアイの下の

時間測定値が変化するのを確認できます。 

ただし、遠隔で使用する場合、時間カーソルの位置の調整は、計測器のサブメニューの

「Cursor One」（カーソル 1）と「Cursor Two / Cursor Delta」（カーソル 2／カーソル差

分）フィールドを使用します。 

計測器メニューのオプション 

ストレス試験ツールセットには、右クリックのサブメニューに次のオプションがあります。 

 

図 14-5：アドバンスト ストレス試験オプションを表示する「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）メニュー 

 

図 14-6：アドバンスト SDI ストレス オプション：振幅窓（SDI ブートモード） 

  

アドバンスト ストレス

試験オプション 

プラスのオフセッ

トは振幅窓を右に

移動させる 

マイナスのオフセ

ットは振幅窓を左

に移動させる 

25％のサイズのユーザー

調整可能なアイ振幅窓 
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以下の表に、SDIブートモードで、SDIストレス オプション（PHQXO-SDI-STRESS）装備の

「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測器の設定可能なパラメーターをリスト表示していま

す。 
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表 14-2：「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In A）計測器（SDI ブートモード）のメニュー オプション 

 

項目 オプション 説明 

標準物理層分析ツール 

Eyes（アイ） 1～20 

（デフォルト = 2） 

計測器ウィンドウに表示するアイのデフォルト数を設

定する。 

Color（色） Green（緑） 

Heat（ヒート） 

Red（赤） 

Ferrara（フェラーラ） 

Green-red（緑-赤） 

Blacklight（ブラックライ

ト） 

アイ表示の配色を設定する。 

Eye and Jitter Filter（アイ

＆ジッター フィルター） 

10 Hz 
100 Hz 
1 kHz 
10 kHz 
100 kHz 

デフォルトのジッター フィルターの周波数を設定す

る。 

注：この設定は、「Eye - SDI In A」（アイ - SDI In 

A）計測器と「Jitter - SDI In A」（ジッター - SDI In 

A）計測器の両方に適用されるフィルターを制御す

る。 

Infinite Mode（無限モー

ド） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

無効化されているとき、アイのデータポイントは一定

の持続時間の間表示された後、ディスプレイから削除

される。 

有効化されているとき、無限モードにより、長期にわ

たりアイのディスプレイからデータポイントが削除さ

れないことが保証されるので、おそらくアイの形が厚

くなっていって区別がつきにくくなるだろう。長期間

にたまに出現し、標準モードでは見落としがちな信号

の異常を見極めようとするときには便利である。 

Show Rise / Fall Cross

（立ち上がり／立ち下がり

の交点を表示） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化）  

立ち上がり／立ち下がりの交点の表示をオン・オフに

切り替える。これは立ち上がり・立ち下がり時間測定

を視覚的に表示する。 

Show eye for unsupported 

rates（サポートされてい

ないレートのアイを表示） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化）  

現在ユニットでサポートされていないレートのアイの

表示をオン・オフに切り替える。注：この設定は一時

的なもので、公式にはサポートされていないレートの

サポートを可能にする。リブート後に、この設定はデ

フォルトに戻る。 

ストレス オプション：振幅窓 

Amplitude Window（振幅

窓）  

アドバンスト SDIストレス試験ツールセットで利用できる「Amplitude Window」

（振幅窓）は、アイ振幅のさらに詳細な分析と測定を行うための追加ツールであ

る。  

Amplitude Window offset

（振幅窓オフセット） 
−49～50% 

0% デフォルト 

振幅窓のサイズが 0～99%のいずれかの値に設定され

ているときのみ有効。オフセットを使用して、行う測

定に対してアイの最適な位置に振幅窓を移動する。マ

イナスのオフセットは窓を左に移動させ、プラスのオ

フセットは右に移動させる。 

Amplitude Window size

（振幅窓サイズ） 
1～100% 

100%（デフォルト） 

振幅窓は、アイ振幅測定に使用されるアイ データポイ

ントを含む、囲み領域によって規定される。窓領域内

のすべてのサンプルが振幅ヒストグラム測定に使用さ

れる。 

このオプションを使って、アイの特定の部分を集中的

に振幅測定するために、窓を規定することができる。

サイズをデフォルトの 100％に設定すると、振幅窓は



 

332ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

項目 オプション 説明 

計測器の有効な窓全体になる。 

サイズは 1つのアイの幅の割合に比例するので、50％

に設定すると、振幅窓はアイの幅の 50％をカバーす

る。 

ストレス オプション：分析方法 

Analysis Method（分析方

法） 

Mode（モード）（デフォ

ルト） 

Shorth Mean（Shorth平

均） 

アイ振幅データに使用する統計分析方法を切り替え

る。標準的な「Mode」（モード）分析か「Shorth 

Mean」（Shorth平均）分析のいずれかを選択する。 

ストレス オプション：アイ時間カーソル 

Time Cursors（時間カーソ

ル） 

Independent（独立） 

Linked（リンク） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

「Independent」（独立）オプションを選択すると、2

つのカーソルを独立して移動させることができる。 

「Linked」（リンク）オプションを選択すると、一定

の時間差分を隔てて、2つのカーソルを一緒に移動さ

せることができる。「Cursor Delta」（カーソル差分）

を調整することで、隔たりを増減することができる

（以下を参照）。 

Cursor One（カーソル 1） スライダーと増分コンボボ

ックス 

スライダーかコンボボックスを使って、「Eye」（ア

イ）画面で左側のカーソル（「Independent」（独立）

に設定しているとき）、または両カーソル

（「Linked」（リンク）に設定しているとき）を移動

させる。時間（単位：ps）を増やすと右に移動し、減

らすと左に移動する。「Independent」（独立）に設定

しているとき、2つのカーソル間の差分値が増減する

のが分かる。 

左側の y軸は 0 ps に等しい。 

Cursor Two（カーソル 2）

（独立カーソル） 

スライダーと増分コンボボ

ックス 

スライダーかコンボボックスを使って、「Eye」（ア

イ）画面で右側のカーソルを移動させる。時間（単

位：ps）を増やすと右に移動し、減らすと左に移動す

る。2つのカーソル間の差分値が増減するのが分か

る。 

左側の y軸は 0 ps に等しい。 

Cursor Delta（カーソル差

分）（リンクしたカーソ

ル） 

スライダーと増分コンボボ

ックス 

スライダーかコンボボックスを使って、「Eye」（ア

イ）画面でリンクしたカーソル間の隔たりを調整す

る。時間（単位：ps）を増やすと隔たりが大きくな

り、減らすと隔たりが小さくなる。1組になった 2つ

のカーソルの位置を変更しても、2つのカーソル間の

差分値は一定のままとなることが分かる。 

左側の y軸は 0 ps に等しい。 

 

各規格の SMPTE許容差を示す表を、367ページの「SMPTE UHDTV：SDI物理層の許容差」の

節に掲載しています。 
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PRBS Analysis（PRBS分析） 

（SDIブートモード - ストレス 

オプション） 
 

 

必要なオプション： 
PHQXL01E-3G、PHQXO-GEN および PHQXO-SDI-

STRESS 

 

概説 

「PRBS - Analysis」（PRBS - 分析）計測器は、ユニットの各 SDI入力リンク（BNCまたは

SFP）について、信号の詳細、PRBS検出ステータス、受信した擬似ランダム バイナリ シーケ

ンス（PRBS）データの総量、エラーの総数、1秒あたりのビットエラー率（BER）、OK時間

（最後のエラー以降）を表示します。 
 

 

図 14-7：「PRBS - Analysis」（PRBS - 分析） 

計測器メニューのオプション 

以下の表に、「PRBS - Analysis」（PRBS - 分析）計測器のオプション メニューで設定可能な

パラメーターをリスト表示しています： 

表 14-3：「PRBS - Analysis」（PRBS - 分析）メニューのオプション 

 

項目 オプション 説明 

PRBS auto scan 

mode（PRBS自動ス

キャンモード） 

Enabled（有効化）  

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

SDI BNC入力についてのみ、自動 PRBS分析が利用で

きる。自動スキャンモードを有効化すると、ユニット

は利用できるすべての PRBS分析モードを自動的に 1

サイクル行い、着信信号のタイプに適切なモードを選

択する。 

自動スキャンが完了した後は、この機能は自動的に無

効化される。 

PRBS Analysis Mode

（PRBS分析モー

ド） 

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

PRBS-7 

BNCおよび SDI SFPの入力について、PRBS分析を手

動で有効化することができる。有効化されていると
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項目 オプション 説明 

PRBS-9 
PRBS-15 
PRBS-23 
PRBS-31 

き、分かっていれば、着信 PRBS信号タイプを選択す

ることができる。 

PRBS Data Rate / 

Divisor（PRBSデー

タレート／除数） 

None（なし）（デフォルト） 

Rate: 1G5 Divisor: 1000 
Rate: 1G5 Divisor: 1001 
Rate: 3G Divisor: 1000 
Rate: 3G Divisor: 1001 
Rate: 6G Divisor: 1000 
Rate: 6G Divisor: 1001 
Rate: 12G Divisor: 1000 
Rate: 12G Divisor: 1001 

SDI SFP入力の PRBS分析について、このパラメータ

ーで適切な信号データレートと除数を選択することに

よって、PRBS分析の精度を確保することができる。 

PRBS Signal 

Inversion（PRBS信

号反転） 

Enabled（有効化）  

Disabled（無効化）（デフォル

ト） 

有効化されているとき、着信 PRBS信号を反転する。 

Reset（リセット） 無 

アクティブ制御 

PRBS分析表のカウントをリセットする。 

 

 

注：PRBS信号生成モードを選択するには、「Generator - Configuration」（ジェネレーター - 構

成）計測器を立ち上げて、「Generate - Video」（生成 - ビデオ）タブからオプション メニューを開

きます。オプションの「Advanced Generation Tools」（アドバンスト生成ツール）を選択し、さら

にドロップダウン リストから「PRBS Mode」（PRBSモード）を選択します。 

 

オプションの「Advanced Generation Tools」（アドバンスト生成ツール）は、SDIブートモード

で、SDIストレス オプション（PHQXO-SDI-STRESS）が搭載されているときに利用できます。 
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15 

HDR 分析計測器 

注：このオプションには、「Advanced High Dynamic Range（HDR）」（アドバンスト ハイ ダ

イナミック レンジ（HDR））ライセンス：PHQXO-HDRが必要です。 

 

この章では、ハイ ダイナミック レンジ（HDR）ツールセット オプションで利用できる計測器

を説明します。この章は、次の節から構成されます： 

• アドバンスト HDRツールセット 

• Analyzer - CIE Chart（アナライザー - CIEチャート） 

• HDRヒートマップ（偽色オーバーレイ ツール） 
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アドバンスト HDRツールセット 
 

 

必要なオプション： PHQXO-HDR 

 

概説 

包括的なアドバンスト HDRツールセットには、HDRテストパターンの信号ジェネレーター、

CIEチャート アナライザー、Luma偽色ハイライトニング（またはヒートマップ）、波形モニタ

ー、ベクトルスコープが含まれています。HDRツールセットは、次の SDRおよび HDR両方に

ついて、主なライブ制作フォーマットのすべてに対応しています。 

標準ダイナミック レンジ（SDR）のサポート内容： 

• BT.709 

• BT.2020 

ハイ ダイナミック レンジ（HDR）のサポート内容： 

• BT.2100 HLG 

• PQ 

• Sony S-Log3 

• Sony SR Live 

波形には、BT.2048の拡散白色マーカーとともに Cd/m2（nits）の目盛線を表示します。フレキ

シブルなユーザー制御の HDRヒートマップは、SDRを超える信号を、7つのプログラム可能な

カラー オーバーレイ バンドで同時に強調表示します。これには HDRおよび SDRレンジのプリ

セットの他に、ユーザー定義可能なプリセットもあります。CIE 1931の x、y色度図は、

BT.709、BT.2020および ST.2086色域（P3）にオーバーレイを付けて、HDR／WCGのコンテ

ンツの視認性と分析力を向上しています。 

テストパターンの拡張セットには、HLG、PQおよび SR Live用の BT.2111 HDRカラーバー

と、ディスプレイ ライトを使用して 4つの HDRフォーマットそれぞれにマッピングされた

SDR 709パターンのフルセットが含まれており、ラインチェック、比較モニターのセットアッ

プ、HDRから SDRへの変換器の評価に使用できます。 

HDR テストパターン 

HDRに変換される標準 SDRテストパターンの他に、アドバンスト HDRツールセットは追加で

2つのネイティブ HDRテストパターンを提供しています。これらのテストパターンは、

「Generate - Video」（生成 - ビデオ）計測器の「Gamut」（色域）ドロップダウン リストか

ら次の HDR WCG（広色域）オプションのいずれかを選択すると利用することができます： 

• HDR HLG 2020 

• HDR PQ 2020 

• HDR S-Log3 2020 

• HDR SR Live 

選択したビデオ標準に利用できるテストパターンのリストが、「Generate - Video」（生成 - ビ

デオ）計測器の下部または右側の欄に表示されます。ネイティブの HDRテストパターンは次の

通りです： 
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ITU-R BT.2111-0 HDR Color 
Bars 

 
  

ITU-R BT.814-4 PLUGE – 4 variants 

 

図 15-1：利用できる HDR テストパターン  

さらに、他のすべてのテストパターンは HDRモードでは HDRに変換されます。詳細なリスト
については、180ページの「テストパターン」を参照してください。 

S-Log3および SR Live [S-Log3(HDR Live)] のどちらのテストパターンのバリエーションも利用

できます。 

 

 

図 15-2：「Generator」（ジェネレーター）ドロップダウン リストから HDR の色域を選択する 

 

伝達曲線とカラリメトリーのオーバーライド 

HDRのコンテンツには、SDRおよび Rec.709の色空間（標準として）の SMPTEペイロード

IDがまだ含まれていることがあります。 

そのため、HDRと WCGのコンテンツを分析するとき、適切な HDR伝達曲線と色空間につい

て、次のように「Analyzer - Video Standard」（アナライザー - ビデオ標準）計測器のサブメ

ニューでオーバーライドを有効化することができます： 

• Enable Transfer Curve Override（伝達曲線オーバーライドの有効化） > [Enabled, 

Disabled]（有効化、無効化） 

• Transfer Curve Override（伝達曲線オーバーライド） > [SDR-TV, HLG, PQ, S-Log3] 

• Enable Colorimetry Override（カラリメトリー オーバーライドの有効化） > [Enabled, 

Disabled]（有効化、無効化） 

• Colorimetry Override（カラリメトリー オーバーライド） > [Rec.709, Rec.2020] 
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Analyzer - CIE Chart 

（アナライザー - CIE チャート）  

 

必要なオプション： PHQXO-HDR 

 

概説 

CIE 1931の x yチャートは、信号の色度表示を提供します。Rec. 709、Rec. 2020、ST 2086の

色域オーバーレイ、D65光源白色点基準を備えています。 

 

図 15-3：「Analyzer - CIE Chart」（アナライザー - CIE チャート）計測器 

計測器メニューのオプション 

CIEチャートのセットアップ サブメニューにアクセスするには、チャートを右クリックしま

す： 

• Rec.709 Triangle（Rec.709色域） > [Enabled, Disabled]（有効化、無効化） 

• Rec.2020 Triangle（Rec.2020色域） > [Enabled, Disabled]（有効化、無効化） 

• ST 2086 Triangle（ST 2086色域） > [P3, Disabled]（P3、無効化） 

• D65 White Point（D65白色点） > [Enabled, Disabled]（有効化、無効化） 

• Single Line Mode（シングル ラインモード） > [Enabled, Disabled]（有効化、無効化） 

• Single Line Mode（シングル ラインモード） > Enabled（有効化） > Line Number（ライ

ン番号） > [1～現在の標準のアクティブ ラインの総数] 

• Zoom（ズーム） > [スライダー1.00...4.00] 

• Zoom（ズーム） > x Position（x位置） > [スライダー、左から右] 

• Zoom（ズーム） > y Position（y位置） > [スライダー、下から上] 
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• Brightness（明るさ） > [スライダー1..31] 

• Gamma（ガンマ） > [スライダー1..255] 

• Persistence（持続性） [スライダー1..255] 

• S-Log3 Mode（S-Log3モード） [S-Log3, SR Live] 

マウスの十字線をチャートの上に置いて、マウスホイールを上下にスクロールすることで、チ

ャートを拡大／縮小することができます。さらに、マウスの十字線を当該軸の上に置いて、マ

ウスホイールを上下にスクロールすることで、x軸または y軸をパンします。 
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HDRヒートマップ（偽色オーバーレイ） 

必要なオプション： PHQXO-HDR 

 

偽色オーバーレイをピクチャー画面に適用することができ、ハイ ダイナミック レンジ（HDR）

かどうかに関係なく、特に関心のある画像の輝度範囲を強調表示します。 

ピクチャーはグレースケールの色調を使ってモノクロで表示することもできます。「False 

Color Highlighting」（偽色ハイライトニング）と同時に有効化にする場合、有効化された偽色オ

ーバーレイの輝度範囲外のすべての画像要素はモノクロで表示されます。偽色ハイライト要素

はもっと目立つようになります。 

異なる画像の細部をはっきり見えるようにするために、異なるタイプの偽色オーバーレイを適

用することもでき、カスタムモードにより、修正オーバーレイやカスタム オーバーレイを作成

することができます。 

選択した偽色オーバーレイの範囲と色は、7つのオーバーレイ バンドを調整することで修正す

ることができます。1つのオーバーレイで最大 7つの別々の範囲を同時に有効化することができ

ます。調整された場合、カスタム オーバーレイ タイプとして新規または修正済みのオーバーレ

イが指定されます。 

 

図 15-4：偽色オーバーレイを構成する 

「False Color Highlighting」（偽色ハイライトニング）を有効化する場合、使用中のオーバーレ

イの輝度範囲の数値とグラフィック表示によるスケールが利用でき、スケールの輝度単位を選

択することができます。 
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図 15-5：適用される偽色オーバーレイ 

計測器のオプション（HDR） 

 

図 15-6：HDR オプションを示す「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器のメニュー 
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以下の表に、「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器および「Analyzer - 

Picture Copy」（アナライザー - ピクチャー コピー）計測器のサブメニューで利用できるオプ

ションをリスト表示しています： 

 
表 15-1：「Analyzer - Picture」（アナライザー - ピクチャー）計測器の HDRメニュー オプション  

 

項目 オプション 説明 

Grayscale Mode（グレー

スケールモード） 

Disabled（無効化）（デフ

ォルト） 

Enabled（有効化） 

有効化されているとき、色ではなくグレースケールの

色調を使ってピクチャーを表示する。 

False Color Overlay Scale

（偽色オーバーレイ スケ

ール） 

Disabled（無効化） 

Enabled（有効化）（デフ

ォルト） 

「False Color Highlighting」（偽色ハイライトニング）

が有効化されているときに表示される。有効なとき、

ウィンドウの左側に、選択したオーバーレイの輝度範

囲を数値とグラフックの両方で示すスケールを表示す

る。 

Luminance Measurement

（輝度測定） 
Decimal Level（10進数レ

ベル）（デフォルト） 

PQ Nits 

偽色ハイライトニングで使用する輝度の測定単位を選

択する。 

False Color Ranges（偽色

範囲） 

Disabled（無効化）、PQ 

HDR、SDR All Bands

（SDR全バンド）、SDR 

Shadow（SDR影）SDR 

Skin Tones、（SDR肌の

色）、SDR Highlights

（SDRハイライト）、Out 

of Range（範囲外）、S-

Log3 Out of Range（S-

Log3範囲外）、Custom

（カスタム） 

「False Color Highlighting」（偽色ハイライトニング）

ウィンドウを開く。選択した偽色オーバーレイの範囲

と色を修正するために、7つのオーバーレイ バンドの

うちのいずれかを調整する。1つのオーバーレイで最

大 7つの別々の範囲を同時に有効化することができ

る。調整される場合、カスタム オーバーレイ タイプと

して新規または修正済みのオーバーレイが指定され

る。 
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16 

システムの追加情報 

この章では、REST APIとドライバー校正の使用に関する追加情報を提供します。この章は、次

の節から構成されます： 

• リモート アクセスに REST APIを使用する 

• REST APIリクエストを使用する 

• Driver Calibration（ドライバー校正） 
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リモート アクセスに REST APIを使用する 

データやステータス情報をリクエストしてリモートでユニットに問い合わせるため、または操

作制御コマンドを出すために、標準 REST APIクライアントを使用することができます。 

REST API をアクティベートする 

ユニットで REST APIを次のようにアクティベートします： 

1. 「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）計測器を開きます。 

2. ウィンドウで右クリックして、サブメニューを開きます。 

3. 「REST API」オプションを有効化します。 

有効化されているとき、「Qx Network & Automation」（Qxネットワークおよび自動化）ウィ

ンドウの REST APIステータスは、ユニットがリッスン中のポート番号（8080）を表示しま

す。 

 

図 16-1：「Network & Automation」（ネットワークおよび自動化）ウィンドウで有効化されている REST API 

REST API を使って接続する 

REST APIを使って、次のようにユニットに接続します： 

1. ユニットへの接続に使用するコンピュータ上で選んだ REST APIクライアント アプリケ

ーションを実行します。 

2. 対象ユニットの IPアドレスまたは mDNSホスト名（mDNSがお使いのコンピュータ上で

有効化されている場合）のいずれかと、ポート番号を使用して、ユニットに接続します。 

例えば、GETリクエストを出すには、対象ユニットの特定の IPアドレスまたは mDNSホスト

名は、次のいずれかのフォーマットで入力します： 

• http://192.168.0.70:8080/api 

• http://qx-020094.local:8080/api 

REST APIの GETおよび PUTリクエストの一覧については、345ページの「REST APIリクエ
ストを使用する」の節を参照してください。  

自動化試験で使用するために、次の REST APIリクエストをスクリプトすることができます： 

• PUT 
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• GET 

• DELETE 

• POST 

利用できるすべての REST APIリクエストの全詳細については、PHABRIXにお問い合わせくだ

さい。 

REST API リクエストを使用する 

オプションの SDI ブートモードで REST APIリクエストを使用する 

説明のためにこの節で提供する REST APIリクエストの例は、例として IPアドレス

（192.168.0.142）と REST APIポート（8080）を使用しています。 

REST APIリクエストの対象ベース リソース：/api. 

リクエスト（GET）の対象ベース URLは次のフォーマット： 

• http://192.168.0.142:8080/api または 

• http://qx-020094.local:8080/api 

次の REST APIリクエストを出すことができます： 

• 現在分析されている標準を報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/analyser/status 

• 現在生成されている標準を報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/generator/status 

• 生成することのできる利用可能な標準のリストを検索すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/generator/standards 

• ツリー構造から必要な URLを選択して、適切なカラー フォーマット、ビット深

度、レベル、SDRまたは HDRフォーマット、テストパターンにドリルダウンする

ために、再び GETを使用します。 

• リスト表示された利用できる項目をドリルダウンすることで、特定の標準を生成すること

（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/generator/standards/1920x1080p60/ \ 
YCbCr%3A422%3A10/3G_A_Rec.709/100%25%20Bars 

• 例えば、次の生のペイロードを含めることによってタイプとペア数を指定して、パ

ソロジカル オーバーレイを追加することもできます： 

• {"action":"start","pathological":{"type":"CheckField","pairs":100}} 

• 現在生成されているオーディオ標準を報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/generator/audio 

• オーディオ生成（PUT）： 

• http://192.168.0.39:8080/api/v1/generator/audio 

• 構造をクイック構成するには、例えば、次のような生のペイロードを含みます： 

• {"mode":"Fixed Tone","quickConfig":{"gainType":"Fixed Levels", \ 
"gain":-10,"pitch":"E 3"}} 
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• 生のペイロード構造をカスタム構成するには、GETリクエスト出力構造を参照しま

す。 

• 瞬間的なアイの読み取り値を見ること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/eye/status 

• 瞬間的なジッターの読み取り値を見ること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/jitter/status 

• イベント ログを取り出すこと（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/eventlog/logs 

• 現在の CRC分析ステータスを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/analyser/crcSummary 

• イベント ログを管理すること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/eventlog/config/restApi  

• 次の生のペイロードを付加： 

• {"action":"enable"} 

• この例では、REST APIのイベント ロギングを可能にします。 

IP 2022-6ブートモードで REST APIリクエストを使用する 

特に IP 2022-6ブートモードでは、次の REST APIリクエストを使用することができます： 

• 現在アクティブなマルチキャスト リクエストを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/multicastRequests 

• 新規のマルチキャストをリクエストすること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/multicastRequests 

• 次のフォームの生のペイロードを付加： 

•  {"action":"request","destinationIpAddress":"230.0.0.15"} 

• この例では、宛先 IPアドレス：230.0.0.15のマルチキャスト グループを結合しま

す。 

• 現在利用できる IPメディア ストリームのリストを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/mediaStreams 

• 分析用の IPメディア ストリームを選択すること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/mediaStreams 

• 次のフォームの生のペイロードを付加： 

• {"action":"analyseStream","destinationIpAddress": "230.0.0.15", \  
"destinationUdpPort":16,"matchSsrc":true,"sourceIpAddress": 
"192.168.10.30",\ "sourceUdpPort":16,"ssrc":123456} 

• 現在分析されている IPメディア ストリームを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/requestedMediaStreams 

• IPメディア ストリームのリストをクリアすること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/ipReceive/mediaStreams  
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• 次の生のペイロードを付加： 

• {"action":"clearList"} 

IP 2110 ブートモードで REST APIリクエストを使用する 

特に IP 2110ブートモードで、次の REST APIリクエストを使用することができます： 

• 現在アクティブなマルチキャスト リクエストを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/multicastRequests 

• 新規のマルチキャストをリクエストすること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/multicastRequests 

• 次のフォームの生のペイロードを付加： 

•  {"action":"request","destinationIpAddress":"230.0.0.15"} 

• この例では、宛先 IPアドレス：230.0.0.15のマルチキャスト グループを結合しま

す。 

• 現在利用できる IPメディア ストリームのリストを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/mediaStreams 

• 分析用の IPメディア ストリームを選択すること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/mediaStreams 

• 次のフォームの生のペイロードを付加： 

• {"action":"analyseStream","destinationIpAddress": "230.0.0.15", \  
"destinationUdpPort":16,"matchSsrc":true,"sourceIpAddress": 
"192.168.10.30",\ "sourceUdpPort":16,"ssrc":123456} 

• 現在分析されている IPメディア ストリームを報告すること（GET）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/requestedMediaStreams 

• IPメディア ストリームのリストをクリアすること（PUT）： 

• http://192.168.0.142:8080/api/v1/2110/receive/mediaStreams  

• 次の生のペイロードを付加： 

• {"action":"clearList"} 

利用できるすべての REST APIリクエストの全詳細については、PHABRIXにお問い合わせくだ

さい。 
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Driver Calibration（ドライバー校正） 
 

 

必要なオプション： PHQXL01E-3G 

 

概説 

すべての PHABRIXユニットは発送前に校正と検証を行っています。しかし時間が経過すると、

ユニットのオプションの SDIジェネレーターの出力にこの節で説明する再校正が必要になるこ

とがあります。 

 

図 16-2：「Driver Calibration」（ドライバー校正）ウィンドウ 

PHABRIX RTE™（リアルタイム アイ）機能を搭載したユニットでは、ユニットの SDIジェネ

レーター出力はそれぞれ SDI In A入力を使用して校正することができます。 

注：再校正は、アイ／ジッター アナライザーの校正ステータスによります。不明な場合は、校

正のためにユニットを PHABRIXに返送することをご検討ください。 

 

SDI 出力の校正ステップ 

警告：ユニットの校正を試みる前に、以下に説明する仕様に準拠した 12Gケーブルを使用して

いるか確認してください。不明な場合は、お使いのユニットを校正しないでください。 

ユニットは次のように校正します： 

注：ユニットが SDIストレス オプション（PHQXO-SDI-STRESS）を搭載している場合、ドラ

イバーの校正を始める前にまず、「Jitter Insertion Mode」（ジッター挿入モード）を無効化し

ます。詳しくは、323ページの「Advanced Generation Tools（アドバンスト生成ツール）（SDI

ブートモード - ストレス オプション）」の節を参照してください。 

1. SDI In A入力（黒または赤のナット）と校正を行う SDI出力との間に 1メートル長のケー

ブルを接続します。12G-SDI BNC付きの 12G-SDIグレードか同等のケーブルを使用しな

ければなりません。適切なケーブルのタイプは Belden 1694Aです。 
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2. 計測器スタートメニューを開いて、「System Settings」（システム設定） > 「Driver 

Calibration」（ドライバー校正）を選択して、校正ウィンドウを開きます。 

3. ドロップダウン メニューから校正する出力、例えば、SDI出力 Aを選択し、「Driver A」

（ドライバーA）を選択します。 

4. 「Start」をクリックして、校正を開始します。出力の校正は最長でも 5分で行うことがで

きます。 

5. SDI出力 Aの校正が完了したら、ケーブルの出力側を SDI出力 Bに接続して、すべての

SDI出力の校正が終わるまで、上記ステップを繰り返します。4つの出力すべてを校正す

るには、約 20分かかります。 
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A 

技術仕様 

この付録は、次の節から構成され、ユニットの技術仕様を説明します： 

• 電源 

• 外部ロッキング リファレンス 

• SDI計測器出力 

• HDMI計測器出力 

• USBコネクタ 

• ネットワーク 

• リアパネル D26コネクタ 

• GPIO 

• AES入出力 

• LTC（Longitudinal Timecode） 

• アナログ オーディオ出力 
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技術仕様 
  

 

電源 

コネクタ 4ピン XLR、オス 

電圧 10 - 18 V、公称 12 V DC 

DC電源アダプタ付属 

過電圧、低電圧および逆電圧保護 

電力 公称 50 W、最大 70 W 

コネクタのピン配列 ユニットの裏から見たコネクタ図（オス）： 

 

• ピン 1：スクリーン接地 

• ピン 2：未接続  

• ピン 3：未接続  

• ピン 4：コア 12 V 
 

外部ロッキング リファレンス 

ラベル REF 

入力信号 3値または 2値（ブラックバースト）同期信号 50 / 59.94 / 60 Hz 

コネクタ 1 x Mini-BNC 

入力インピーダンス 未終端；75R終端 

入力リターンロス 無 

最大入力電圧 +/− 2 V 

仕様 3値同期信号（SMPTE 274Mおよび SMPTE 296M）600 mV pk-pk 

PALブラックバースト（ITU 624-4/SMPTE 318）1 V pk-pk、 

コンポジット NTSC（SMPTE 170M）1 V pk-pk 

 

SDI 計測器出力 

ラベル SDI OUT 

コネクタ Mini-BNC 

出力インピーダンス 未終端；75R終端 

出力レベル 800 mV p-p +/− 10 % 

目的 3 Gbps SDI計測器出力 
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HDMI 計測器出力 

ラベル HDMI 

コネクタ タイプ Aバージョン 1.4 

ビデオ フォーマット 1920 x 1080 RGB 4:4:4 

オーディオ フォーマット 48 kHzの 4 x PCMステレオ オーディオ 

目的 最大 16の個々の計測器パネル（またはウィンドウ）を表示することのでき

るモニター出力 

 

USB 

USB USB 2 

USBコネクタ タイプ A 

端子数 3（2 x フロントマウント、1 x リアマウント） 

目的 計測器の HDMI®モニター出力のキーボードとマウスの制御、ソフトウェア

のインストール 

 

ネットワーク 

イーサネット IEEE 802.3 1000 Mb/s（1000 base-T） 

イーサネット コネクタ RJ-45 

 

リアパネル D26 

ラベル I/O拡張 

コネクタ 26極 Dタイプ 

目的 8 x GPI I/O、4 x AES I/O、LTC入力、ステレオ アナログ オーディオ出力 

ピン配列 

 
 

表 A-1：D26 コネクタのピン配列 

 

ピン番号 ピン名 説明 ハードワイヤード GPIO 

割り当て 

（IP 2110 ブートモード） 

ハードワイヤード GPIO 

割り当て 

（非 IP 2110 ブートモード） 

1 AES_IO1 双方向 AES I/O - 75オー

ム アンバランス 

無 無 

2 AES_IO2 双方向 AES I/O - 75オー

ム アンバランス 

無 無 

3 AES_IO3 双方向 AES I/O - 75オー

ム アンバランス 

無 無 

4 AES_IO4 双方向 AES I/O - 75オー

ム アンバランス 

無 無 

5 LTC_RX_
P 

LTC受信（RX） P（RS-

422準拠） 

無 無 
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ピン番号 ピン名 説明 ハードワイヤード GPIO 

割り当て 

（IP 2110 ブートモード） 

ハードワイヤード GPIO 

割り当て 

（非 IP 2110 ブートモード） 

6 LTC_RX_
N 

LTC受信（RX） N

（RS-422準拠） 

無 無 

7 AUDIO_R オーディオ ライン出力 – 

右 

無 無 

8 AUDIO_L オーディオ ライン出力 – 

左 

無 無 

9 5V0_GPI
O 

5 V電流制限付き GPIO

電源（500 mA） 

無 無 

10、11、

12、13、

14、15、

16、17、
18 

GND 0 V 無 無 

19 GPIO-0 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

システム リファレンスが

PTPに設定されていると

き、選択された PTPエン

ジンの 1 PPS出力。 

システム リファレンスが

フリーランに設定されてい

るときはオフ。 

PLL のパソロジカル状態の検

出時に SDI Aパルスにパソロ

ジカル信号出力。 

 

20 GPIO-1 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

PTPエンジンが有効化さ

れているとき、SFP Eの 1 

PPS；有効化されていない

ときはオフ。 

イコライザーのパソルジカル

状態の検出時に SDI Aパルス

にパソロジカル信号出力。 

21 GPIO-2 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

PTPエンジンが有効化さ

れているとき、 SFP Eの

1 PPS；有効化されていな

いときはオフ。 

PLL のパソロジカル状態の検

出時に SDI Bパルスにパソロ

ジカル信号出力。 

22 GPIO-3 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

無 イコライザーのパソルジカル

状態の検出時に SDI Bパルス

にパソロジカル信号出力。 

23 GPIO-4 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

無 PLL のパソロジカル状態の検

出時に SDI Cパルスにパソロ

ジカル信号出力。 

24 GPIO-5 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

無 イコライザーのパソルジカル

状態の検出時に SDI Cパルス

にパソロジカル信号出力。 

25 GPIO-6 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

無 PLL のパソロジカル状態の検

出時に SDI Dパルスにパソロ

ジカル信号出力。 

26 GPIO-7 オープン ドレイン、 

＋5Vへのプルアップ抵

抗 10キロオーム 

無 イコライザーのパソルジカル

状態の検出時に SDI Dパルス

にパソロジカル信号出力。 
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GPIO 

コネクタ 26極 Dタイプ（前表を参照） 

ピン 19（GPIO - 0）、20（GPIO - 1）、21（GPIO - 2）、22（GPIO - 3）、 

 23（GPIO - 4）、24（GPIO - 5）、25（GPIO - 6）、26（GPIO - 7） 

フォーマット ＋5ボルトへのプルアップ抵抗 10キロオーム付きオープン ドレイン 

電力 5 V（ピン 9）、オープン ドレイン入出力の電流制限付き GPIO 電源。0 V / 

信号接地（ピン 10から 18） 

目的 ジェネレーターのパソロジカル レート検出 

 

AES 入出力 

コネクタ 26極 Dタイプ 

ピン 1（AES I/O 1）、2（AES I/O 2）、3（AES I/O 3）、4（AES I/O 4） 

入力インピーダンス 75オーム終端 

最大入力電圧 +/− 2 V 

入力サンプル レート 48 kHz同期オーディオ 

入力ビット深度 20ビットまたは 24ビット 

出力サンプル レート システム リファレンスに同期する 48 kHz 

出力ビット深度 24ビット 

仕様 AES3-2003および SMPTE-276Mに準拠 

目的 4 x AES I/Oオーディオ 

 

LTC（Longitudinal Timecode） 

コネクタ 26極 Dタイプ 

ピン 5（RX - P）、6（RX - N） 

フォーマット RS-422準拠 

目的 現在ソフトウェアでサポートされていない 

 

アナログ オーディオ出力 

コネクタ 26極 Dタイプ 

ピン 7（オーディオ ライン出力 – 右）、8（オーディオ ライン出力 – 左） 

タイプ ステレオ ペア 

レベル （1 Vピークツーピーク アナログ オーディオ, フルスケール 0 dBFS） 

目的 オーディオ モニタリング出力 
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B 

アドバンスト メディア タイミング情

報 

この付録は、次の節から構成され、「Video Timing & System Reference」（ビデオ タイミン

グおよびシステム リファレンス）計測器を使用して行うことのできるアドバンスト メディア タ

イミング測定に関する追加情報を提供します： 

• 概説 

• 「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブの測定 

• 「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブの測定 
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アドバンスト メディア タイミング測定 
  

 

必要なオプション： PHQXO1-IP-MEAS 

 

概説 

この付録では、PHQXO-IP-MEAS ライセンスがインストールされているときに、「Video 

Timing & System Reference」（ビデオ タイミングおよびシステム リファレンス）計測器で利

用できるアドバンスト メディア タイミング測定に関するさらなる詳細を提供します。計測器の

使用に関する情報については、126ページの「IP 2110ブートモードのビデオ タイミングおよび
外部リファレンス設定」の節と 144ページの「Video Timing & System Reference（ビデオ タイ
ミングおよびシステム リファレンス）（IP 2110ブートモード）」の節を参照してください。 

 

アドバンスト メディア タイミングの定義 

この節では次の用語を使用し、次のように定義します： 

 
表 B-1：アドバンスト メディア タイミングの定義 

 

用語 定義 

TPA0 プログレッシブ ビデオについてはフレームの、インターレース ビデオについては

フィールド 1の、最初のパケットの PTP到着測定時刻。 

TPR0 受信機がその受信バッファからパケットを読み出すと予想される時刻。これは

TROffsetによって設定され、デフォルト値にするかセッション記述プロトコル

（SDP）で設定するかのいずれかにすることができる。 

N*TFrame ST 2059-1で定義される Epochを起点とした最終フレームの始まり。 

TVD N*TFrame + TROffsetが整数となる時点であり、時間的尺度は SMPTE ST 2059-1で定義

される SMPTE Epochを起点とする。 

RTPTimestamp 受信パケット内のタイムスタンプに含まれる時刻。 

 

ビデオ IP パケット タイミングの回路図 

以下のページの図は、アドバンスト メディア タイミング測定のその後の記述を示すためのもの

です。最初の図 B-1は送信機の IPビデオ パケット タイミングを示し、図 B-2 は受信機の IPビ

デオ パケット タイミングを示します。 
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図 B-1：送信機ギャップありパケット スケジュール 
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図 B-2：受信機のギャップありパケット スケジュール 
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「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブの測定 

ビデオ タイミング（初回パケット時間）の測定 

「Video Timing」（ビデオ タイミング）測定は、フレームの始まりをアナログの外部リファレ

ンスに対して測定する SDIまたはアナログの垂直間隔タイミング測定と同様なものです。ユニ

ットはビデオ タイミングを次のように計算します： 

ビデオ タイミング = TPA0 − N * TFrame（1秒間の平均） 

上記式において： 

• TPA0は、プログレッシブ ビデオについてはフレームの、インターレース ビデオについて

はフィールド 1の、最初のパケットの、ユニットで測定した PTP到着時刻 

• N * TFrameは、ユニットで再構築される、ST 2059-1で定義される Epochを起点とした最終

フレームの始まり 

デフォルトで、ビデオ タイミングの値は必ずプラスですが、サブメニューで「Wrap frame」

（フレームをラップ）オプションを有効化している場合、TVフレーム期間の半分より大きい値

は、次の TVフレームに対するマイナス値として表示されます。 

この測定は次のものに影響を受けます： 

• 送信機とユニット（受信機）の PTPロックと位相オフセット 

• ネットワークの伝播遅延 

• ソースメディアのフレーム同期と PTP基準のフレーム同期とのタイミングの関係 

• 元となるメディア クロックの PTPとの関係と、メディアが PTPにロックされているかど

うか 

ユニットは受信機の時刻リファレンスを使用して、2つのサンプリング ポイントのビデオ タイ

ミングを測定し、RTPタイムスタンプは利用しません。その結果、ビデオ タイミングはソース

RTPクロックによって量子化されないため、高精度で測定することができます。測定の不確か

さはハードウェアのタイムスタンプの関数であり、これは約 100 nsの解像度をもちます。測定

はユニットの PTP推定位相オフセットと PTP遅延制御に応じて変わります。 

SMPTE ST 2110-21は、下表に示すように、各ビデオ フォーマットについて、送信機のビデオ 

タイミング（TRODefault）の公称値または理想値を定めています： 

 
表 B-2：SMPTE ST 2110-21 のビデオ フォーマット別の送信機の公称ビデオ タイミング TRODefault 

 
ビデオ フォーマット フレームレート（ F/s ） TRODefault（ μs ） TRODefault整数（ μs ） 

525i 29.97002997 1271.111 1271 

    

625i 25 1664.000 1664 

    

720p 23.97602398 1557.111 1557 

 24 1555.556 1556 

 25 1493.333 1493 

 29.97002997 1245.689 1246 

 30 1244.444 1244 
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ビデオ フォーマット フレームレート（ F/s ） TRODefault（ μs ） TRODefault整数（ μs ） 

 47.95204795 778.556 779 

 48 777.778 778 

 50 746.667 747 

 59.94005994 622.844 623 

 60 622.222 622 

    

1080i 23.97602398 815.63 816 

 24 814.815 815 

 25 782.222 782 

 29.97002997 652.504 653 

 30 651.852 652 

    

1080p 23.97602398 1594.185 1594 

 24 1592.593 1593 

 25 1528.889 1529 

 29.97002997 1275.348 1275 

 30 1274.074 1274 

 47.95.204795 797.093 797 

 48 796.296 796 

 50 764.444 764 

 59.94005994 637.674 638 

 60 637.037 637 

    

1080PsF 23.97602398 815.63 816 

 24 814.815 815 

 25 782.222 782 

 29.97002997 652.504 653 

 30 651.852 652 

 47.95204795 407.815 408 

 48 407.407 407 

 50 391.111 391 

 59.94005994 326.252 326 

 60 325.926 326 

 

注：元となるメディア クロックが PTPにロックされていない場合（例えば、ジェネレーター 

ロック（ゲンロック）することができず、SDI-to-2110ゲートウェイを介して再生されている
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SDIプレーヤーから発信する場合）、ビデオ タイミングの測定値は、主にビデオ ソースの PTP

へのタイミング関係によって決定される値になります。 

 

注：ソースが PTPにロックされていない場合、ビデオ タイミング測定値は継続的にドリフトす

ることになります。 

マージン測定 

マージンとは、初回パケット時間（ビデオ タイミング測定値）と受信機で読み出される最初の

ビデオ バッファの時間との差です。表示される TROffsetは受信機のバッファの読み出しスケジュ

ールを制御するために使用され、マージンはバッファ読み出しプロセス開始前のバッファのプ

レフィル量です。マージンは次のように計算します： 

マージン = TPA0 −（N*TFrame + TROffset） = 初回パケット時間 − TROffset 

マージンの測定値は次のものに影響を受けます： 

• TROffset 

• 送信機とユニット（受信機）の PTPロックおよび位相オフセット 

• ネットワークの伝播遅延 

• ソースメディアのフレーム同期と PTP基準のフレーム同期とのタイミングの関係 

• 元となるメディアクロックの PTPとの関係と、メディアが PTPにロックされているかど

うか 

ユニットは、計測器のサブメニューに TROffsetの値を手入力する機能を設けています。TROffsetの

手入力値がなければ、ユニットはそのビデオ フォーマットの TRODefault値を使用します。359ペ

ージの「「Video Timing」（ビデオ タイミング）タブの測定」の表を参照してください。 

マイナス値は理想的なシステムで期待されるよりも早くパケットが到着することを示し、受信

機がバッファリングする時間が長く、その結果、マージンが大きいことを意味します。 

プラスの値は理想的なシステムで期待されるよりも遅くパケットが到着することを示し、利用

できるバッファのサイズが小さくなっていることを示します。 

ソースのビデオ位相をマージンがゼロになるように調整すると、測定されるビデオ タイミング

は TROffsetと等しくなるはずです。 

注：元となるメディア クロックが PTPにロックされていない場合（例えば、ゲンロックするこ

とができず、SDI-to-2110ゲートウェイを介して再生されている SDIプレーヤーから発信する場

合）、マージン測定値は主にビデオ ソースの PTPへのタイミング関係によって決定される値に

なります。 

RTPオフセットの測定 

この測定値は、RTPタイムスタンプで符号化された時刻と、Epochからの、プログレッシブに

ついてはフレームの、インターレースについては最初のフィールドの、始まりとの差で、1秒間

の平均です。カメラは、通常、画像キャプチャーの瞬間にタイムスタンプします。SDIゲートウ

ェイはフレームの始まりの時点でタイムスタンプし、合成ソースはフレームの始まりの時点

か、送信機から最初のパケットがエグレスする時点でタイムスタンプすることができます。ST 

2110ゲートウェイの SDIの場合、ソース ビデオ タイミングが TRDefaultに等しいビデオ タイミン

グ測定値を出すように調整された場合（マージンがゼロ）、RTPオフセットはソース ビデオの

PTPとのタイミングの関係を表すものになります。RTPオフセットは次のように計算します： 

RTPオフセット = RTPTimestamp – N * TFrame（1秒間平均） 

上記式において： 
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• RTPTimestampは、ソースによって作成された、受信パケット内のタイムスタンプに含まれる

時刻 

• N * TFrameは、ユニットで再構築される、ST 2059-1で定義される Epochを起点とした最終

フレームの始まり 

原則として、RTPオフセット測定値は次のものに影響を受けます： 

• 送信機とユニット（受信機）の PTPロックおよび位相オフセット 

• 元となるメディア クロックの PTPとの関係と、メディアが PTPにロックされているかど

うか 

RTPオフセットは、ビデオ タイミング測定値からビデオ レイテンシー測定値を引いて計算しま

す。これは、ユニットの PTP位相オフセットと、ソースの PTPロックまたは位相に影響を受け

にくい方法です。 

RTPTimestampの PTP時間は、ソース RTPメディア クロックの分解能によって制限されます。ST 

2110-20ビデオの場合、このクロックは 90 kHzで、量子化すると 11 μsです。パケットが送信

機出力バッファでアセンブルされる真の PTP時間は、この 11 μsの RTPの時間幅内のある時点

になるので、完璧なシステムでも、測定値には最大で 11 μsの誤差が含まれることがあります。 

PTP位相オフセットは、ソースと受信機の両方で異なるネットワークの非対称な遅延に加え、

PTPデーモンの固有の位相ドリフトに影響を受ける可能性があります。 

注：元となるメディア クロックが PTPにロックされていない場合（例えば、ジェネレーターロ

ック（ゲンロック）することができず、SDI-to-2110ゲートウェイを介して再生されている SDI

プレーヤーから発信する場合）、RTPオフセットの測定値は、主にビデオ ソースの PTPへのタ

イミング関係によって決定される値になります。 

RTPオフセットは、PTPを使用するすべての ST 2110フロー（ギャップあり、リニア、ワイ

ド、ナロー）と ST 2022-6フローに有効な測定値であり、その場合 ST 2022-6ビデオのタイミ

ング ポイントは最初の有効なピクセル、またはフレーム同期かフィールド同期です。 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）タブの測定 

Media Latency（メディア レイテンシー）の測定 

「Media Latency」（メディア レイテンシー）の測度は、パケットの到着時刻とそのパケット

の RTPタイムスタンプで符号化された時刻との差で、1秒間で平均したものです。この測定値

は、フレーム構造に従属しないため、ビデオ、ANCおよびオーディオに適用されます。ビデオ

の場合、これはフレームの最初のパケットに適用され、次のように計算します： 

レイテンシー = TPA0 – RTPTimestamp（1秒間平均） 

上記式において： 

• TPA0は、プログレッシブ ビデオについてはフレームの、インターレース ビデオについて

はフィールド 1の、最初のパケットの、ユニットで測定した PTP到着時刻 

• RTPTimestampは、ソースによって作成された、受信パケット内のタイムスタンプに含まれる

時刻 

ビデオ フローおよび ANCフローについては、RTPタイムスタンプはフレーム全体で一定であ

るため、レイテンシーは RTPタイムスタンプが変わったときのみ測定されます。プログレッシ

ブ フローについてはフレームの最初のパケットで、インターレース フローについては最初のフ

ィールドで測定され、結果は 1秒間で平均されます。 

オーディオ フローについては、オーディオ パケットごとに RTPタイムスタンプが増えるの

で、レイテンシーはパケットごとに測定され、結果は 1秒間で平均されます。 

この測定値は次のものに影響を受けます： 
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• 送信機のカプセル化時間（パケット時間） 

• 送信機とユニット（受信機）の PTPロックおよび位相オフセット 

• ネットワークの伝播遅延 

• 元となるメディア クロックの PTPとの関係と、メディアが PTPにロックされているかど

うか 

これはソースから宛先までの各フローの真のレイテンシーを表すもので、受信機またはゲート

ウェイがフローの時間を同期させるために調節する必要のある時間差です。そのため、関連フ

ローの最長レイテンシーは、ネットワークによる最小同期遅延となります。 

TPA0の PTP時間は、受信ハードウェアのタイムスタンプによって計算され、RTPやメディア 

クロックレートには制限されません。このタイムスタンプは約 100 nsの分解能をもち、測定値

は推定 PTP位相オフセットと PTP遅延制御により変わります。 

RTPTimestampの PTP時間は、ソース RTPメディア クロックの分解能によって制限されます。ST 

2110-20ビデオおよび ST 2110-40 ANCについては、このクロックは 90 kHzで、量子化すると

11 μsになります。パケットが送信機出力バッファでアセンブルされる真の PTP時間はこの 11 

μsの RTPの時間枠内のあるポイントになるので、完璧なシステムでも、測定値には最大で 11 

μsの誤差が含まれることがあります。 

ST 2110-30および ST 2110-31のオーディオについては、メディア クロックは 48 kHzで、測

定誤差は 20.8 μsに増えます。オーディオ パケット時間が 1 msの場合、これは 2 %の不確かさ

に等しいですが、125 μsのオーディオ パケット時間は不確かさが 16.64 %に上昇します。 

オーディオおよび ANCをビデオ タイミングに対して測定するとき、この RTPタイミング誤差

は増大しますが、それが 2110システムの限界です。 

PTP位相オフセットは、ソースと受信機で異なるネットワークの非対称な遅延に加え、PTPデ

ーモンの固有の位相ドリフトに影響を受ける可能性があります。 

注：元となるメディア クロックが PTPにロックされていない場合（例えば、ゲンロックするこ

とができず、SDI-to-2110ゲートウェイを介して再生されている SDIプレーヤーから発信する場

合）、ソース カプセル化装置が時間基準の差を調節するために強制的にパケットを追加または

減少させ、それが公称 90 kHzまたは 48 kHzの RTPのティックとレイテンシー測定値の変化と

して現れます。この場合、レイテンシー測定値が周期的にゆっくりと増減した後、急に元に戻

ることに気づくでしょう。 

 

注：ソースが PTPにロックされていない場合、レイテンシーの測定値は継続的にドリフトしま

す。 

RTPクロックとタイムスタンプ 

IPメディア システムは、メディア クロック、RTPクロックおよび RTPタイムスタンプの概念

を適用しています。 

メディア クロックは、SMPTE ST 2110-10の定義で、PTPに周波数ロックされるクロックで、

メディア要素の各タイプについて正確なレートで進めます。これはメディア サンプリング クロ

ック、例えば、HDビデオの 74.25または 74.25/1.001 MHzとは必ずしも同じではありません

が、48 kHzでサンプリングされる PCMオーディオとは同じになることがあります。 

RTPクロックは、RTPパケット ヘッダーに含む RTPタイムスタンプを導出するために使用す

るクロックです。RTPタイムスタンプは RTPクロックのレートで加算し、タイムスタンプはゼ

ロの値を ST 2059-1で定義される SMPTE Epochとしますが、これは IEEE 1588-2008で定義

される PTP Epochと同じです。SMPTE Epochは、1970年 1月 1日の国際原子時（TAI）の午

前 0時 [1970-0101T00:00:00TAI] であり、UTC Epochの 1972-01-01T00:00:00Z（UTC）よりも

63092010秒前です。すなわち、PTP時間は UTC時間と同じではありません。 
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RTPクロックは、ST 2110-10で、これに関連するメディア クロックと同一になるよう定義され

ています。 

RTP（またはメディア）クロック レートは SMPTE規格 ST 2110-20（ビデオ）、ST 2110-30

と ST 2110-31（オーディオ）、および ST 2110-40（ANC）で定義され、下表にリスト表示さ

れています： 

 
表 B-3：ST 2110-20、-30、-31 および-40 の RTP クロック レート  

 

メディア要素のタイプ SMPTE 規格 RTP／メディア クロック レート 

ビデオ ST 2110-20 90 kHz 

オーディオ ST 2110-30/31 48 kHz 

ANC ST 2110-40 90 kHz 

 

ビデオおよび ANCのメディア／RTPクロック レートは、すべてのビデオ フレーム レートで一

定で、1000/1001の非整数フレーム レートでも変化しません。 

ユニットは 1秒間で平均した RTPクロックの実値を測定し、「RTP clks」（RTPクロック）

データ列で値を報告します。報告された値が規定値と一致しない場合、メディア フローか送信

機が正しく PTPにロックされていないことを示します。 

ビデオと ANCのメディア／RTPクロック レートが 90 kHzのとき（すなわち、タイムスタンプ

の値は 11.111...μsごとに加算します）、RTPタイムスタンプの値はビデオ フレーム全体で一定

であるように選択され、そのフレームのタイムコードと同じです。フレームに選ばれたタイム

スタンプの値は、フレームの始まりで 90 kHzで導出されたタイムスタンプに最も近い値です。 

ビデオおよび ANC タイムスタンプ／秒（TS/s） 

ユニットは、各メディア要素のタイプについて、1秒あたりに受信した固有のタイムスタンプ数

を測定し、「TSs」データ列に 1秒ごとに報告される値を更新します。毎秒の固有タイムスタン

プの測定数は整数値になります。 

例えば、フレームレートが 50 Hzのビデオまたは ANCフローの場合、1秒あたりの固有タイム

スタンプは 50になります。 

オーディオ タイムスタンプ／秒（TS/s） 

ST 2110-30および ST 2110-31に準拠したオーディオ フローについては、1秒あたりの固有タ

イムスタンプ数はオーディオ パケット時間によって変わります。このバージョンのソフトウェ

アは、下表に示すように、1 msと 125 μsのオーディオ パケット時間をサポートしています： 

 
表 B-4：1 秒あたりのオーディオ タイムスタンプ 

 

オーディオ パケット時間 1 秒あたりの固有タイムスタンプ（TS/s） 

1 ms 1000 

125 μs 8000 

 

 

タイムスタンプあたりの RTP クロックの商（RTP / TS） 

RTP / TSの商は、タイムスタンプあたりの RTPクロック数の測度で、「RTP clks/TS」データ

列で報告されます。ビデオおよび ANCフローについては、タイムスタンプあたりの RTPクロ

ック数はビデオ フレームレートによって変わります。公称値を下表に示します： 
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表 B-5：ビデオのタイムスタンプあたりの RTP クロック数の公称値 

 

ビデオ フレームレート

（Hz） 

タイムスタンプあたりの RTP クロック数

（RTP/TS） 

60 1500 

59.94 1501.5 

50 1800 

30 3000 

29.97 3003 

25 3600 

24 3750 

23.98 3753.75 

 

オーディオ フローの場合、RTPクロック数／タイムスタンプは、オーディオ パケット時間によ

って変わり、パケットあたりのオーディオ サンプル数に等しくなります。48 kHzでサンプリン

グされたオーディオについて、オーディオ パケット時間と毎秒タイムスタンプあたりの RTPク

ロック数との関係を下表に示します： 

表 B-6：オーディオのタイムスタンプあたりの RTP クロック数の公称値 

 

オーディオ パケット時間 タイムスタンプあたりの RTP クロック数

（RTP/TS） 

1 ms 48 

125 μs 6 

 

 

非整数のフレームレートを処理する 

60/1.001（59.94 Hz）などの非整数のビデオおよび ANCフレームレートについては、ユニット

は 15秒または 16秒の間 60の固有タイムスタンプを受信し、その後の 1秒は 59の固有タイム

スタンプを含みます。そのため、59.94 Hzのシステムについては、ユニットは 15秒または 16

秒間 60 TS/sを報告し、その後の 1秒は 59 TS/sを報告するため、長期的な平均は 59.94 TS/s

になります。 

同様に、59.94 Hzのシステムについて測定したビデオおよび ANC RTP／メディア クロック レ

ートは、15秒または 16秒の間 90,090 Hz（90,000 * 1.001）で、その後の 1秒は、測定される

RTPクロックが 88688 Hzまたは 88687 Hzとなることから、長期的な平均は 90,000 Hzになり

ます。 

報告されるタイムスタンプあたりの RTPクロック数は、通常、1秒間の長期的な公称値からも

離れていきます。非整数のフレームレートおよびフィールドレートの RTPクロック レート、タ

イムスタンプ／秒、およびタイムスタンプあたりの RTPクロック数の典型的な測定値の組合せ

を下表に示します： 

 
表 B-7：端数のフレームレートおよびフィールドレートで報告される典型的なタイムスタンプあたりの RTP クロック数 
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フレームまたはフィ

ールド レート

（Hz） 

報告される RTP／メデ

ィア クロックレート 

報告される 1 秒あた

りのタイムスタンプ

（TS/s） 

タイムスタンプあた

りの RTP クロック数

（RTP/TS） 

間隔 

60 90,000 60 1500 無 

     

59.94 90,090 60 1501.5 16または 17 

 88,588 59 1501.49  

 88,589 59 1501.51  

     

50 90,000 50 1800 無 

     

30 90,000 30 3000 無 

     

29.97 90,090 30 3003 33または 34 

 87,087 29 3003  

     

25 90,000 25 3600 無 

     

24 90,000 24 3750 無 

     

23.98 90,090 24 3753.75 41または 42 

 86,336 23 3753.74  

 86,337 23 3753.76  

 

ロックされていないメディア ソース 

2110送信機が PTPにロックされているが、ビデオ、オーディオ、ANCの元となるメディア ソ

ース（例えば、シンクロナイザーなしで SDI-to-2110ゲートウェイを通過するフリーランの SDI

プレーヤーから発信する）が PTPにロックされていない状況がありえます。 

この場合、報告されるビデオ、オーディオおよび ANCフローのメディア クロック レートは、

前の表で示される期待値とは一致しません。さらに、平均レイテンシーの測定値は循環するこ

とになり、レイテンシーはまず増えた後で急に元に戻り、そのサイクルを繰り返します。 

PTP にロックされていないソース 

送信機が PTPにロックされていない場合、レイテンシーの測定値は継続的にドリフトします。

これは、元となるメディアが PTPにロックされていないために生じる周期的挙動に加えて起こ

るものです。 
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C 

継続的な開発 

PHABRIXは、既存の計測器のアップグレードや新規計測器の導入など、ユニットに搭載できる

ツールセットの開発に努めています。製品や現在の製品のタイムラインに関してご要望があれ

ば、ご遠慮なくいつでも PHABRIXにご連絡ください。 

SMPTE UHDTV：SDI 物理層の許容差 

ユニットは、下表に掲載する SMPTE UHDTV許容差を自動的に測定します： 

 
表 C-1：SMPTE UHDTV 許容差 

 
データレート 1.485 Gbps 2.97 Gbps 5.94 Gbps 11.88 Gbps 

規格 SMPTE ST292-1:2012 SMPTE ST424:2012 SMPTE ST2081-1、10 SMPTE ST2082-1、10 

コーディング スクランブルド NRZI スクランブルド NRZI スクランブルド NRZI スクランブルド NRZI 

振幅 800 mV +/− 10 % 800 mV +/− 10 % 800 mV +/− 10 % 800 mV +/− 10 % 

DCオフセット 0.0 V +/− 0.5 V 0.0 V +/− 0.5 V 0.0 V +/− 0.5 V 0.0 V +/− 0.5 V 

立ち上がり／立ち下がり

時間 

< 270 ps < 135 ps < 80 ps < 45 ps 

立ち上がり時間と立ち下

がり時間の差 

< 100 ps < 50 ps < 35 ps < 18 ps 

立ち上がり／立ち下がり

オーバーシュート 

振幅の< 10 % 振幅の< 10 % 振幅の< 10 %  振幅の< 10 % 

タイミング ジッター < 1 UI（10 Hz～148.5 

MHz） 

< 2 UI（10 Hz～297 

MHz） 

< 4 UI（10 Hz～594 

MHz） 

< 8 UI（10 Hz～1188 

MHz） 

アライメント ジッター < 0.2 UI（100 kHz～

148.5 MHz） 

< 0.3 UI（100 kHz～297 

MHz） 

< 0.3 UI（100 kHz～594 

MHz） 

< 0.3 UI（100 kHz～1188 

MHz） 

75オーム同軸ケーブル長

（Belden 1694A） 

200 m 200 m 100 m 70 m 

 

表から UHDTV用信号の分析と生成を両方行う複雑さが分かります。ユニットで標準とされる

12 Gbpsで HDから UHDTVまでのデータ帯域幅を試験するのは多大な作業で、SMPTEが定め

るパラメーターについては、準拠しているか、計測器がこれらの重要な値を測定しなければな

りません。 
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D 

サポートされている SFP 

現在のソフトウェア バージョンがサポートしている SFPに関する情報については、次の

PHABRIXサポートにお問い合わせください： 

• www.phabrix.com/support 

http://www.phabrix.com/support
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E 

サポートされているビデオ標準 

ここに掲載されていない標準についてサポートが必要な場合は、PHABRIXにお問い合わせくだ

さい。現在のソフトウェア バージョンは次の標準をサポートしています： 

2K／HD 対応フォーマット 

次の ST 2022-6フォーマットはサポートされています： 

 
表 E-1：サポートされている 2K／HD ビデオ標準（IP 2022-6 および SDI（オプション）ブートモード） 

 

SMPTE 規格リ

ンク（内容） 

インター 

フェース 

解像度 サンプリング構造 ピクセル

深度 

フレーム／ フィールド

レート 

SDI-
HDR 

SDI-
SDR 

2022-6 

ST 292 (ST 296) HD 1280 x 720 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 30p, 29.97p, 
25p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 292 (ST 274) HD 1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60i, 59.94i, 50i, 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 292 (RP 211) HD 1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 30psF, 29.97psF, 25psF, 
24psF, 23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 292 (ST 2048-
2) 

HD 2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p, 
30psF, 29.97psF, 25psF, 
24psF, 23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p  ⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA)  

10 60i, 59.94i, 50i 30PsF, 
29.97PsF, 25PsF, 24PsF, 
23.98PsF 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 60i, 59.94i, 50i 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 60i, 59.94i, 50i 30PsF, 
29.97PsF, 25PsF, 24PsF, 
23.98PsF 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p  ⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA)  

10 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 372 (ST 274) デュアル リンク
HD 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr)  
4:2:2:4 (YCbCrA)  

12 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p  

⬤ ⬤ - 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル A (1) 1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル A (1) 2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤ ⬤ ⬤ 
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SMPTE 規格リ

ンク（内容） 

インター 

フェース 

解像度 サンプリング構造 ピクセル

深度 

フレーム／ フィールド

レート 

SDI-
HDR 

SDI-
SDR 

2022-6 

ST 425-1 (ST 296) 3Gレベル A (2) 1280 x 720 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA) 

10 60p, 59.94p, 50p, 30p, 29.97p ⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル A (2) 1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA) 

10 60i, 59.94i, 50i, 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p, 30psF, 
29.97psF, 25psF, 24psF, 
23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル A (2) 2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA) 

10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p, 
30psF, 29.97psF, 25psF, 
24psF, 23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル A (3) 1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 60i, 59.94i, 50i, 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル A (3) 2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p, 
30psF, 29.97psF, 25psF, 
24psF, 23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル A (4) 1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 60i, 59.94i, 50i, 30p, 29.97p, 
25p, 24p, 23.98p, 30psF, 
29.97psF, 25psF, 24psF, 
23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル A (4) 2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 4:2:2:4 
(YCbCrA) 

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p, 
30psF, 29.97psF, 25psF, 
24psF, 23.98psF 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル B-DL 

(I) 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル B-DL 

(I) 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル B-DL 

(II) 

1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA) 

10 60i, 59.94i, 50i 
30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル B-DL 

(II) 

2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 
(YCbCrA/RGBA) 

10 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル B-DL 

(III) 

1920 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RBG) 12 60i, 59.94i, 50i 
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル B-DL 

(III) 

2048 x 1080 4:4:4 (YCbCr/RBG) 12 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF 
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 274) 3Gレベル B-DL 

(IV) 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 60i, 59.94i, 50i 30PsF, 
29.97PsF, 25PsF, 24PsF, 
23.98PsF  
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

ST 425-1 (ST 
2048-2) 

3Gレベル B-DL 

(IV) 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr)  
 4:2:2:4 (YCbCrA)  

12 30PsF, 29.97PsF, 25PsF, 
24PsF, 23.98PsF  
30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p 

⬤ ⬤ ⬤ 

表の凡例： 

• ⬤ - オプション PHQXO-GEN付きのジェネレーターおよびアナライザー 

•  - オプション 

• A - アナライザーのみ 

• - - 非対応 
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表 E-2：サポートされている 2K／HD ビデオ標準（IP 2110 ブートモード） 

 

解像度 サンプリング構造 ピクセル深度 フレーム ／ フィールドレート QxL 

2110-HDR 2110-SDR 

1280 x 720 4:2:2 (YCbCr) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

1280 x 720 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.97p 

⬤ ⬤ 

1280 x 720 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

1280 x 720 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 8 60I, 59.94I, 50I A A 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60i, 59.94i, 50i ⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:2:2(YCbCr) 12 60i, 59.94i, 50i ⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 60I, 59.94I, 50I A A 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 60i, 59.94i, 50i ⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 60i, 59.94i, 50i ⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:2:2(YCbCr) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 8 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

1920 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

1920 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

A A 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 24p, 
23.98p 

⬤ ⬤ 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 8 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 10 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:2:2 (YCbCr) 12 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 

2048 x 1080 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 30psF, 29.97psF, 25psF, 24psF, 23.97psF A A 
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表の凡例： 

• ⬤ - オプション PHQXO-GEN付きのジェネレーターおよびアナライザー 

•  - オプション  

• A - アナライザーのみ 
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4K／UHD 対応フォーマット 

表 E-3：サポートされている 4K／UHD SDI ビデオ標準 

 

SMPTE 規格 

リンク （内容） 

インター 

フェース 

解像度 サンプリング構造 ピクセル 

深度 

フレーム ／ フィールド

レート 

SDI-
HDR 

SDI-
SDR 

ST 425-3 Annex B.1  
(ST 2036-1) 

クワッドリンク HD-

SQ 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-3 Annex B.1  
(ST 2048-1) 

クワッドリンク HD-

SQ 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-3 Annex B.2 
(ST 2036-1) 

デュアル 3G-B-DS 3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-3 Annex B.2  
(ST 2048-1) 

デュアル 3G-B-DS 4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-10 M1  
(ST 2036-1) 

6G-2SI 3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-10 M1  
(ST 2048-1) 

6G-2SI 4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2036-1) クワッドリンク 3G-A 

(1) 2SI 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤  

ST 425-5 (ST 2048-1) クワッドリンク 3G-A 

(1) 2SI 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤  

ST 425-5 (ST 2036-1) クワッドリンク 3G-A 

(2) 2SI 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2048-1) クワッドリンク 3G-A 

(2) 2SI 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 (YCbCrA/RGBA)  

10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2036-1) クワッドリンク 3G-A 

(3) 2SI 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2048-1) クワッドリンク 3G-A 

(3) 2SI 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2036-1) クワッドリンク 3G-A 

(4) 2SI 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 (ST 2048-1) クワッドリンク 3G-A 

(4) 2SI 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr)  
 4:2:2:4 (YCbCrA)  

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2036-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (1) SQ 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2048-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (1) SQ 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2036-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (2) SQ 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2048-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (2) SQ 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 (YCbCrA/RGBA)  

10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2036-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (3) SQ 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2048-1) 

クワッドリンク 3G-A, 

B (3) SQ 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2036-1) 

クワッドリンク 3G-A 

(4) SQ 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 425-5 Annex B  
(ST 2048-1) 

クワッドリンク 3G-A 

(4) SQ 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr)  
4:2:2:4 (YCbCrA)  

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (I) 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤  

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (I) 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤  

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (II) 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (II) 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 (YCbCrA/RGBA) 

10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-11 M1  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (III) 

3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  



 

374ページ PHABRIX QxLユーザー マニュアル  

SMPTE 規格 

リンク （内容） 

インター 

フェース 

解像度 サンプリング構造 ピクセル 

深度 

フレーム ／ フィールド

レート 

SDI-
HDR 

SDI-
SDR 

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (III) 

4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-11 M1,  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (IV) 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2081-11 M1  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

デュアルリンク 6G-

2SI (IV) 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 
 4:2:2:4 (YCbCrA) 

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1,  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

12G-2SI (I) 3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p ⬤  

ST 2082-10 M1,  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

12G-2SI (I) 4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.95p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

12G -2SI (II) 3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

12G -2SI (II) 4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 
4:4:4:4 (YCbCrA/RGBA) 

10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

12G-2SI (III) 3840 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

12G-2SI (III) 4096 x 2160 4:4:4 (YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2036-1) 

12G-2SI (IV) 3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr)  
4:2:2:4 (YCbCrA) 

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

ST 2082-10 M1  
ST 425-5 (ST 2048-1) 

12G-2SI (IV) 4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr)  
4:2:2:4 (YCbCrA) 

12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤  

表の凡例： 

• ⬤ - オプション PHQXO-GEN付きのジェネレーターおよびアナライザー 

•  - オプション 
 

表 E-4：サポートされている 4K／UHD ST 2110 ビデオ標準（必要なオプション：PHQXO-UHD） 

 

解像度 サンプリング構造 ピクセル 

深度 

フレーム ／ フィールドレート 2110-HDR 2110-SDR 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

A A 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

⬤ ⬤ 

3840 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

⬤ ⬤ 

3840 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p A A 

3840 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤ ⬤ 

3840 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤ ⬤ 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 8 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

A A 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 10 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

⬤ ⬤ 

4096 x 2160 4:2:2 (YCbCr) 12 60p, 59.94p, 50p, 48p, 47.97p, 30p, 29.97p, 25p, 
24p, 23.98p 

⬤ ⬤ 

4096 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 8 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p A A 

4096 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 10 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤ ⬤ 

4096 x 2160 4:4:4(YCbCr/RGB) 12 30p, 29.97p, 25p, 24p, 23.98p ⬤ ⬤ 

表の凡例： 

• ⬤ - オプション PHQXO-GEN付きのジェネレーターおよびアナライザー 

•  - オプション 

• A - アナライザーのみ 
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表 E-5：サポートされている拡張 4K／UHD ST 2110 ビデオ標準 

（必要なオプション：PHQXO-UHD および PHQXO-EUHD） 

 

解像度 サンプリング構造 ピクセル 

深度 

フレーム ／ フィールドレート 2110-HDR 2110-SDR 

UHD フォーマット 

3840 x 2160 RGB:444 8 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p A A 

3840 x 2160 RGB:444 10 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

3840 x 2160 RGB:444 12 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

3840 x 2160 YCbCr:444 8 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p A A 

3840 x 2160 YCbCr:444 10 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

3840 x 2160 YCbCr:444 12 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

4K フォーマット 

4096 x 2160 RGB:444 8 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p A A 

4096 x 2160 RGB:444 10 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

4096 x 2160 RGB:444 12 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

4096 x 2160 YCbCr:444 8 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p A A 

4096 x 2160 YCbCr:444 10 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

4096 x 2160 YCbCr:444 12 47.95p, 48p, 50p, 59.94p, 60p ⬤ ⬤ 

表の凡例： 

• ⬤ - オプション PHQXO-GEN付きのジェネレーターおよびアナライザー 

•  - オプション 

• A - アナライザーのみ 
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PHABRIXの製品は、継続的に更新されています。 

最新の製品情報は www.phabrix.comでご確認ください。 
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